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むかし. fai ぎ  ひと 


六の 宮の姬 君の 父は、 古_い 宮腹の 生れだつた。 が、 時勢に も遲れ 勝ちな、 昔氣 質の 人だつた 
から、 官も兵 部大辅 ょり 昇らな かつた。 姬君は さぅ 云 ふ 父母と 一し ょに、 六の 宮の ほとりに あ 
る、 14 高い 屋 形に 住まつ てゐ た。 六の 宮の姬 君と 云 ふのは、 その の 名前に 據 つたの だつ た。 


ちちは ^ ひめぎみ  ちよ、 つ あい. 


:れ 


fc れ 


むかしふぅ  すす 

父母は 姬 君を 寵愛した。 しかし やはり 昔風に V 進んで は 誰に もめ あはせ なかつ た。 P か 云 ひ 


ひと 


こころ ま 


ひめぎみ  ちちはは  をし  ど S ?> さ ゆ ふ  方，、 

寄る 人が あれば と、 心待ちに 待つ ばかり だつ た。 姬君も 父母の 敎へ 通り、 つつまし い 朝夕を 送 


かな  し  ど 5 じ  ょろこ  し  しや 3 がい  せけんみ  ひめ 

つて ゐた 。それは 悲しみ も 知らないと 同時に、 喜び も 知らない 生涯 だつ た。 が、 世間 見ず の® 
君は、 格別 不满も 感じな かつた。 「父母 さへ 達者で ゐて くれれば 好い。」  姬君 はさう 思って 


ゐ た。 


ふる  いけ  し； u  さくら  としごと  と從  はな  ひら  > ■> ち  ひめぎみ  いつ  t  おと ? S: さ 

古い 池に 枝 垂れた 櫻は、 年毎に 乏しい 花を 開いた。 その 內に姬 君 も 何時の間にか、 大人 寂び 


た 契. レ さを 緊へ壯 した。 が、 賴みに 思つ た 父は、 年頃 酒を過ごした 爲に 、突然 故人に なつて し 

1 ぷ i んとし  うち  かへ  なげ  かさ  あげく  ち i  あと  お 

まつた。 のみなら す SI も 半年 ほどの 內に 、返らない 歎きを 重ねた 揚句、 たうとう 父の 跡を 追つ 

,  ひめぎみ  かな  い  とは •フく  じつ さい  ご 

て 厅 つた。 船 皆は 悲しい と 云 ふよりも、 途方に 暮れずに は ゐられ なかつ た。 實際 ふところ 子の 
齡 把 にはた つた， 一人の 乳母の 外に、 たよる ものは 何もない のだつた。 

和把 はけな げに も撼齡 の銳 に、！^ を f ず， き續 けた 。が、 家に 持ち 傳 へた 螺鈿の 手営や 
ai がね の截 fit" は、 做 p#° か 一 つづつ^^ れて一 b つた。 と 同時に 召使 ひの 男女 も、 誰から か 暇を と 
り航 めた。 齡 齡 にも 暮らしの ¢1 い 事は、 だん' たんは つきり わかる やうに なつた。 しかし それを 

どぅす fe も、 鏡の 啓 & ばなかつた。 戀は 11 しぃ麗 の 配に、 しも f* 

ず、 象を 引いたり 歌を 詠んだり、 單調な 遊びを 歉 返して ゐた〇 

すると 鉞柅 のガ ぐれ、 f 母は 紙 齡の m へ 出る と、 考， へ 考， へこん な 事を 云つた。 

「蝣の 淤妒の 織み ますには、 报 舻の弒 驴な にがしの 龈が 、あなた ii に' 會は せて 頂きたい とか 中 

ゐ  ぜ A じ  うつく  う へこ、 ろ  よ  ぜ) 

して 居る さう でございます。 前 司は かたち も 美しい 上、 心 ばぇ も 善い さう でございますし、 前 
ずぬ も l il とは だ、 聪ぃ籍 Is の！^ でも ござぃま すから、 ぉ i 日 ひに なつて は辦 で— ぃ 

六の 宮の姬 君  三 


春暖 
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ませ 


から -4 


こ、 ろぼ そ くら  す こ  *  みん' / -  •、 

かやぅ に 心細い 暮し をなさい ますよりも "少しは 益し 力と 存じます ガ . J 

■は點 び. rff  I めた。 その 趕 P を 伊」 るのは、 .SI 重 1 し & ける 銳 に、 S 

5  どう r フ  ちち ろん  よ fe か  お 1£ ぃ 4  、 こ ri 、 ル ぃ ;? 八 \ . - 1 n  、 泣 r^ l L.1' ，卜 P 

賣 るの も 同樣だ つた ◦勿論 それ. も 世の中には 多い と 云 ^ 事は 承知して ゐ た 力 玮在 さうな つ 


レつ 


そで かほ 


何時までも 袖を 顔に して ゐた C  . 


二 


J- 5?) ぎみ  、つま  Vi ごと  , r ここ あ  をと こう ほ  こと： a ど Ji ，こ よ 

しかし *: ® : は％: 時の 間に か、 を 每に 男と 會 ふやう になつ た。 男は 乳母の 言葉 通り や？ しい 心 
の， ち i" だつ た 〇齡 かたち もさす がに みやびて ゐた〇 その上 姬 君の 美し さに、 何も彼も 忘れて 


ゐ る,、 i 編の らか 5 た。 戀も鍵 この ■、 i 匕 ;,:; はぎな S た。— 

t 9 te もこと  て ふとり 5 ち C-- っ fc かげ  と/ -?- 卜 !■- いひかり *1 、ンこ、  、、  、をと こ 

ょ felo もしい と 思 ふ 事 も あつた 。が、 蝶 鳥の 几帳を 立てた 陰に、 燈臺の 光を 眩しガ りな ガら男 


をと こ **> る 


•ろ  JV 


とさ 


ふに£-  とき  うれ  よ  由 も  ゝ— 

と 二人む つび あ ふ 時に も、 嬉しい とは 一夜 も 思は な 力つ た 0 


やかに  す こ  ，、、っき  くは  はじ  くろ • ?- ?■.): すだれ あら  、め：^ n 、 一 か k 

その内に 屋歉は 少しづつ、 花やかな 空氣を 加へ 初めた。 黑棚や 簾 も 新 * になり 召使 G の數 


も 殖ぇた のだつた 〇乳 母は 勿論 以前ょりも、 活き活 きと 暮しを 取り贿 つた 0 しかし 飯 君は r, •ソ 
云 ふ變化 も、 寂し さう に 見て ゐるば かりだつ た 0 

或 時雨の 渡つた 夜、 男は 姬 君と 酒を 敗みながら、 丹 波の i にあつ たと 云 ふ、 氣 味の 惡い IF 
した。 出雪路 へ T^ る 旅人が 大江 山の 麓に 宿を ぼ りた ◦宿の 妻は 丁度 その 夜、 皆 事に 女の デを 配 
み 落した。 すると 旅人は ^ I 家の 中から、 何とも 知れぬ 大男が、 急ぎ足に H へ 出て％ るのを 見 
た 〇大 見は 唯 「年は 八 歳、 命は 自害」 と 云 ひ 捨てた なり、 忽ち 何處 かへ 消ぇて しまつた 〇旅 A? 
は それから 九 年 目に、 V 度は 京へ 上る ii 中、 同じ 家に 宿つ て 見た。 所が 實際 女の子は、 八つの 
年に 變 死して ゐた〇 しかも 木から 落ちた 拍子に、 鎌を pi? へ 突き立てて ゐた〇 —— k は 大觀 かう 
云 ふの だつ た 〇姬 君は それを 聞いた 時に、 宿命の せんな 5 に 脅" された 。その 女の - T- に ibi ベれ 
ば、 この 男を 賴み に暮 して ゐ るのは、 まだし も 仕 合せに 違 ひなかつ た 0 

「なりゆきに 任せる 外は ない OJ — 姬君 はさう 思 ひながら、 顔 だけは あでやかに ほほ 笑んで 〇 

た。 

屋形の 軒に當 つた 松は、 何を も 雪に 枝を 折られた 〇姬 君は 晝は 昔の やうに、 琴を 引いたり 双 

六の 官の姖 君  五 


春 眼 


六 


しとね  みづと 9  いけ  お 


おと  き 


4' な 


す, 


对を f つ， たりした 〇祀は 捃厂 一つ 褥 tr が 鳥の渺 に 下りる 音を 聞いた。 それは 悲しみ も 少ない 

と ir 二 伊 も r ぃ繁 § た 。が、 靈は棚 藤、 この i y:: r か SP、 はか^ 

11 斟を 見出して ゐた〇 


户 卜  号 も  乏かき ふ  つ  とき  き  はる  力 / >. WK-3  5  6 こ 

しかし その 安らか さも、 S- ひの 外 急に 盡きる 時が 來た〇 やつと 春の 返つ た 或 夜 男は 姬 君と 


と 含 % 


はる  V へ 


あるよ  を とこ ひめぎみ 


い  に 


くち  き 


あこよ ひ  い  に  くち  き  をと こちち  こんど 

r; A9 こなる と 「そなたに が 日 ふの もん rgic ぎり ぢ や」 と 云ひ惡 くさう に 口を 切つ た。 男の 父は 今度 


のが g > に、！！ ik の ^ l fe ぜられ た。 ^！ いその S に SI の M ぃ « へ、 一し ょに！^ ら ねばなら なかっ 

た 0 鍵懸 と搬 ss、 i ょりも S は f かった。 が、 S を *? にし S は、 ぬに も斷 
して ゐ たの だから、 私 ® I JT5 ち 听け る * ! は ai! 來 15 かつた。 男は ため息を つきながら 1 長長と さぅ 


ため  ゆき  ふか  お- 


、  じじ C- ぅ  よな 

一一 4 ふ 事情を ISI した 0 


ね \  二 A まて  とき  仁の  i 

「しかし 五 年た てば 任終ぢ や 0 ■その 時を 樂し みに 待つ てた もれ 0 j 
航 ®! はもぅ 一% き W して ゐた 。たと ひ 觀 しいとは © • はぬ まで も、 賴み にした 男と 別れる のは、 
1! 皆に ょ數 せない 盤し さだつた Q&; は 船 SI の 背を 撫でて は、 いろいろ 慰めたり 勵ま したりし 
た 〇が 、これ も 二言目には、 淚に聲 を 曇らせる のだつた。 


れた ®l い、 蕾を 持つ た *i を 話しながら。 …… 

一 

•  三  一 

六^ n の截は 配つて 贫た 。が、 數へ TS つた奶 1 •齡 に縱〉 は Ifr らな かつた 。その, に 召使 ひ /-*- ! 

一 A9 も 皮らず、 ちりぢりに 何 ig| かへ 立ち退いて しま ふし 〇姬 君の んでゐ た 東の 對も或 年の 大 
齡に節 れて しまつた 0 一齡 は それ 母と 一し ょ 11 m が y を ffit 居に して 〇 た。 其處は 住民 
とは 云 ふ ものの、 手 挾で も あれば 住み 荒しても あり、 僅に 雨露の 凌げる だけ だつ た〇乳 母は こ 

為 H つた I 岸ぃ たはし ぃ議の i 系る と、 一 v r s は ゐられ なかつた ◦が、' II 

時は 理巾 もない のに、 腹 ばかり 立てて ゐる 事が あつた 0 
»| しのつ らいのは 勿論だつた ◦，の 厨子は とぅの 昔、^! や 青菜に 變 つて ゐた 。今では 姬 君の 
mf fl I^ につぃて ゐる艰 は！ i らな かつた 0  T 把は！ >嫩に軺 を r けば、 立ち腐れに なつた 寢 
殿へ、 板を 剝ぎに 出かける^! たつた 〇し かし姬 君は 昔の 通り、 k 令 や 歌に 氣を 晴らしながら、 ぢ 

六の 宮の姬 君  七 


春 腰 

%> とこ ま  つ ^ 

つと 男を 待ち 續 けて ゐた〇 


八 


とし  ぁき  つきょ  ぅ ほ  ひめぎみ  t へ  で  かんがかん 2>s こと  い 

すると その 年の 秋の 月夜、 乳母は 姬 君の 前へ 出る と、 考へ考 へこん な 事を 云ろ た 0 

との  おかへ $ t とのこと  わす  いか ^ 

「殿は もぅ 御歸 りには なりますまい 〇ぁな た樣も 殿の 事は、 お忘れに なつて は 如何で ございま 


つい 


/こ ろ ある てん や，、 の すけ 


s t 


S 


1 % 


せ  仁 


ゐ 


せぅ ◦就て はこの 頃 或 典薬 之 助が、 あなた 樣にお 會はせ 申せと、 責め立てて 居る ので ございま 

#^力0  •:: .J 

ぎ 君は その ISS を， きながら、 六 年 ル 前の * f を 思 ひ 出した ◦六!^ 前には、 いくら.% いても、 
泣き 足りない 程 悲し かつた。 が、 今は 體も 心も餘 りに それには 疲れて ゐた〇 「唯 静かに 老い 祝ち 
たい 0 」 …… その外は 何も 考へな かつた ◦姬 君は 話を 聞き 終る と、 白い 月を 眺めた なり、 1S5 げに 


かほ 


やつれた 顔を 振つた J 

なに  ，d 

「わたしは もう 何も 入らぬ。 生きょう とも 死なう とも 一つ事 ぢや〇 


, 
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こと 
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X 


X 


X 
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ち や 5 ど  おな  じこく  をと ことほ  ひたち  くに  やかに  あにら  つま % け  く  つま  ちち  め 

丁度 これと同じ 時刻、 男は 遠い 常 陸の 國の屋 形に、 新しい 妻と 酒を 斟 んでゐ た、 妻は 父の 目 
がね にかな つた、 この 國の守 の 娘だつた。 


「あの 音は 何ぢや ？  J 

奶ボふど乾ドたゃうに、||かな取祕りの ^? だ ±^ げた。その_なぜか男の喊には、はっきり 
艇齡の 起 F 街んで ゐた。  • 
「栗の 實が 落ちた ので ございませう ,0 一 
齡配 の * I はさう ^ r へながら、 ふつつかに 铫子の 酒を H •した。 

一,-  *  V * . 

四 

8 0 —If ^.,sa 

る^> 0: がらの歡ぃのを配ける齡に、三四"日歡ぎ ^ 1? した。それから齡へはひる時も、晝 
のがに f 一たなぃ ゃうに、 ゎざとい の} t' 賢 ¢1 にした。 黑税に ゐる剧 も、 二三 秦の 妻の 
もとへ、 燃 ゲな ml ET を ことづけて やつた。 が、 «? が 藏らな かつたり、 幸ひ歸 つて 來たと 思へ 
ば、' 姬かの 屋形が わからな かつたり、 一 ^, も 基 事は 手に A- らな かつた。 それた けに 京へは U つ 

六の 宮の钜 君  プ 


春 膜  -C 

度 も 解かずに 六の 宮へ 行つ た。；. 

み ド  、  み  むかし  あし  もん  ひ i fc ぶ  しんでん fc い  ことごと い ^ 丨 

六の 宮へ厅 つて 見る と、 昔 あつた 四 足の 門 も、 檜 皮 葺きの 寢殿や 對 も、. 悉く 今は なくなつ て 

ゐた 。その# に 11 って ゐ备 は、 ■れ變 りの i ぎけ' 5 た ◦螌 影の 时に 6 ぎ 繼 、靈 

こ ^ あと  2 が  そこ  s  V  、っづ  いけ  なぎ  す こつく  なぎ 

と 顧の 跡を， 眺め まは した。 其 處には 半ば 埋もれた 池に、 水 葱が 少し 作つ てあつた 。水 葱は かす 
かな 銳那の 尨！ r ひつ そりと 葉を 簇らせ てゐた 0 
辦髮 と 1しいあたりに、雛1た,のあるのを紀っけた。,の的には,ってだる 

これ 〇* とか ^ % とこ やみ  す  ひとかげ  こる I 

と、 誰か 人影 も あるら しかつた。 男は 闇を 透かしながら、 そつと その 人影に 聲を かけた する 
と ^? 乳り によろ ほひ 出た のは、 何處 か見覺 ぇの ある 老尼だ つた 0 

あ ^ ぃとこ £  よこ  い  な  つづ  のち  とぎ  とぎ  丨ひ isb h^ み A 

私 は 男に 名のられ ると、 何も S1 はずに 泣き 續 けた 〇 その後 やつと 途切れ途切れに 姬 君の 身 
の ±i を 話し 出した。 

おみ  b す  て 2: へ & 5ちつかを * は (i 丨 I JT 10 

「御 見忘れで も ございませぅ が、 手前は 御內に 仕へ て 居つ た、 はした 女の 母で ございます 殿 
が お下りに なつてから も、 M はま だ 五 年 ばかり、 御 奉公 致して 居りました。 が、 その内に 夫 
と銷 ハ、 ik へ， p *r になり ましたから、 £ も その しよ に、 術# を P たので ござ 


います。 羯 かこの 駆 f 齡 の *| が、術かと ^| 」かかりますので、手前一人京へ上って見ますと、 

ご らん  と无  おや i' こな * ゐ  ひめぎみ  どこ 

御 覽の通 .り 御 屋形も H もな くな つて 居る ので ございません か？  姬君 も何處 へいら つし やつた 
街 やら、 —— 動 は f: 1 もさき 能から、 途ガに 暮れて 居る ので ございます。 殿は 御存知 も ござい 
ますまい が、 ■が， 替知⑽ して & つた i も、 姬 君の お 親しの おいた はし さは、 串し やぅ もない 
位で ございました。 …… 」 

粼 ⑴ 一妒妣 1 i を 鼢いた 街、 この 断の 齡 つた 尼に、 下の 衣を 一枚 脫いで 渡した 。それから 頭を 
垂れた 船、 i 然と 影の 中を 歩み 去った。 


五 


をと こ よく じ フ  ひめぎみ  さが  らくちう  ばう； £4 う ある  どこ  、よ T い  ぃ 

男は S 日から 姬君を 探しに、 洛中を 方方 步きま はつた。 が、 何處 へどう したの か 容易に 行 


がに 


き 方は わからな かつた。 

なん (- ち  のち  ゆ ふ 


1 r 


さ め  ? 


§ 


I  すじ やく もん  まへ  にし 5 よく でん の S し.； i 

すると 吼日 か衡の ダぐ れ 、男は むら 雨を 避ける 爲に 、朱 雀 門の 前に ある、 西の 曲 殿の 軒下 


fc そこ % とこ H. か  もの ご  はふし  0 とり  あま V-  ま  ， 

立つ た。 其處 には まだ 男の 外に も、 物 乞 ひらし い 法師が 一人、 やはり 雨止みを 待ち わ ひてゐ 


あま 5 - 


六の 官の 姫君 


春 狠  ご 一 

た。 雨は 丹塗りの 門の 空に、 寂しい 音を立て 續け た。 男は 法師を 尻目に しながら、 苛立たしい 

feiw A. /- ぎ  いし ii t ある  、っち  をと こ ^ み  うすぐら  まど  h んレ 

思 ひを 紛らせた さに、 あちこち 石疊 みを 步 いて ゐた 。その内に ふと 男の 耳は、 薄暗い 窓の @ 子 
の 中に、 人の ゐる らしい けは ひを 捉 へた。 男は 殆ど 何の 氣な しに、 ちらりと 窓を 覗いて 見た。 

窓の 中 (: は 尼が r A,; 、 破れた 筵を まと ひながら、 病人ら しい 女を 介,：：！ して ゐた 。女は 夕ぐ れ 
の 薄明り にも、 無氣 味な 程 痩せ 枯れて ゐる らし かつた。 しかし その 姬 君に 1 ひない 事は、 一目 
見た fl けで も 十分 だつ た。 ^! は聲を かけょう とした。 が、 淺ま しい 姬 君の 姿を 見る と、 なぜか 
その k が 出させな かつた。 姬 君は 男の ゐ るの も 知らず、 破れ 筵の ±i に寢 反りを W つと、 si しさ 
うに こんな 歌を 詠んだ。 

か ぜ  み 

「たま くらの すきまの 風 もさむ かりき、 身は ならは しの ものに ざり ける 〇 一 
見^ この SI を， いた №1 、 ®? はず 姬 君の 名 一 刖を f んだ 。姬 君は さすがに 枕を 起した。 が、 男を 
見る が 早い か、 何 かかす かに 叫んだ きり、 又 筵の ±i に 俯伏して しまつた。 尼は、 あの 忠實 
な ？ I5 母は、 其衝 へ齋 びこん だ 男」 r 一し ょに、 慌てて 姬君を 抱き起した。 しかし 抱き起した 顔を 
兄る と、 W 母は， 論 男 さへ も、 一層 慌てす には ゐられ なかつ た。 


T at- f  <5  こじきは ふし  はし  i  作ん じ 4? > ひ 办 ぎ*  一-办 

乳母は まるで 氣の 狂つ たやぅ に、 乞食 法師の もとへ 走り 寄つ た。 さぅ して、 臨終の 姬君の 爲 


ざ  し 


に、 何なりと も經 を讀ん で くれと 云つ た。 法師は 乳母の S み^; り、 姬 君の 枕 もとへ 座を Iq め. た。 
が、 經 文を 讀 誦する 代りに、 姬 君へ かう 言葉を かけた。 

「往生は 人手に 出來る ものでは ござらぬ。 唯 御自身 窓らずに、 阿 彌陀佛 の 御^！ を お nii へな さ 

れ〇 」 

姬君は男に抱かれた歡、瓣ほそと_ |! ゲー日|へ肚した"と颭ふと踞いさうに、ぢっとぼ41^ 
を 見つめた。 

「あれ あそこに 火の 燃ぇる 車が 0  . 」 

「その やうな 物に お恐れな 5 るな 3 御佛 さへ 念す れば よろしう ござる L_° 
法師はやや聲を勵ました。すると紀君は少酎の後"、沿夢うつつのやうに拉 ^: ^3した。 

1 「金色 0) 蓮華が !- ぇます る。 幻 1 b やうに 対き い 避！ f が。 …… し 


ば ふし  なに  V 

法師は 何 か 云は ぅとした 


0 

あと 


こんど  ひめぎみ  き  ぎ  くち  ひら 

今度は それよりも さき U 、 姬君が 切れ切れに 口を 開いた。 


を 


れん :^ み  あと  ?<  i  なか  かぜ  ふ  5 

「蓮華は もう 見え ませぬ。 跡には 唯 暗い 中に、 風 ばか 〇 吹いて 居ります る L.° 


六の 官の拒 君 


ニニ 


春® 

二说 に槪^ ^ 斯觀 へな され。 なぜ ^ に 鞭 ^ なさらぬ？」 
ffis ffi^ H M んど _ る やうに ^' つた。 が、 M SI は% ぇ， 入り さう に、 151¢ じ 事を 繰り返す ばかり だつ 

た。 

「術 も、 —— Mg も ぇませぬ、 ® I い时 に as ばかり、 —— ‘たい 颭 ばかり 吹いて 參 ります る。」 

0 & 

術を ■けて ゐた 。さう fs の i に范る P、 磁 fe— いた 戀は 、だんだん 死に顔に 變っ 
て 行つ た *.0 . 

六 

そ S ら靡 か齡 の髮 、■に ■を歡 め * ゃはり 蕃ぽ紀 の ■卜 ' & 
の祖を 齡 へて—。 すると， へ « S 」 A° 霞と 1 か， ながら、 ■りの 碁を P 
た。 ^！ 監斯 の 剪 F がると、 ^ f M,J の Mt を ±^ めた なり、 さりげない ゃうに 聲を かけた。  . 
「この_この5|歡ぼのほとりに、女の泣き聲がするさうではないか？」 


槪听 は sl ftfr みに S4 まった 儘、 たった 一言 返事を した。 


「お聞きな され CJ 

? tr らひ  みみ  す 


含 fc ど 


靜 ちょい と？ 記 患た。 が、 かすかな 銳のぎ の呢 は、 何一つ 間ぇ ts もなかつ た。 ぁ 
たりに ょ 態 ^ ^! i 於、 矿纪 に觀ヴ てゐる だけ だ つた。 f#v ば d を fi^' かさぅ とした。 しかし また 何 

も 一ぃ涅な： ^ 」、議,からか該變、ぎそほそと歎, 5< つて米た。 

m lfr trr かけた。 が、, Ms に、 一し きり 摄い 尾を W い S: たんだん 又 S 

かへ 消ぇて 〔灯つ た。 

「御彿 を 念じて おやりな？ れ〇  L — J 

鱔は鬆 編げ た。  y 

「ぁれは® 繼も吧 觀も奶 らぬ、 Br EP5 费な い - 5cr ^: ^ で ござる。 御佛を 念じて ぉやりな され 0 」 

丨 しか U ■艦 f せずに、 齡 听 の齡を 駆？ ん だ。 L」p と ^ いたやぅ に、 S 前へ い S 


- to»5  C 


ころ 


り兩 手を ついた。 

「阶 le5 の ±t A? 1 j は ございません か？ どうして 又 この やうな 所に. 

六の 宮の覲 君 


一 五 


春暖  一六 

在俗の 名は 慶滋の 保 胤、 世に 內記 の' 4 ふのは、 i lr ±T A£ のぎ - J- の！- V にも、 やん ¢1 ない 
高德の 沙門' たつた。」 


% 


口 


ヅ 

3 


# 


春 眼 


一八 


k  51よらぁ1!&かん  ナ いべし C フド r fv ふ せ フ  こぅじ  ば じ o r r へい  とし  り や、 っへ い 含 十に ち 

小 田 原 熱 海 間に、 輕便鐵 道 敷設の 工事が 始まつ たのは、 良 平の 八つの 年 f: つた。 良 平は 每日 

ところ fc ‘  つち  5 ん收ん 

1 といつ た听が 、唯 トロッコで 土を 運搬す る 一 


こ、 フじ 


村 外れへ、 その 工事を 見物に 行つ た。 工事を. 

おもしろ  み  い 

— それが 面白さに 見に 行つ たので ある。 


ど こ ラ  ふ-UJ 


うしろ fc 、 *r 


やま  く*- 二 

ロッコは 山を 下る の だから" 


トロッコの 上には 土工が 二人、 土を 積んだ 後に 佇んで ゐ る。， 

A? p を！ 5 りずに 起って 妒 る。 嫩るゃ 、フ に is f' 誕い たり、 f xf の袢纒 の 裾が ひらっ いたり、 細 


せんろ 


い 線路が しなつ たり- 


ど 


ど こ， 


1 良 平は そんなけ しきを 眺めながら 、土工に なりたい と 思 ふ 事が ある。 

の  おも  こと L- らはづ 

せめては 一度で も 土工と 一し よに、 トロッコへ 乘 りたい と 思 ふ 事 も ある。 トロッコは 村 外れの 
ぢ きへ 來 ると、 自縱と 把 處に 止まつ てし まふ。 と 同時に 土工たち は、 身輕に トロッコを 飛び 降 
りる が 料い か、 その 繫の i s p ±? v?5 る。 それから 芻は トロッコを rl し、 


き  や 5. ば* >  の ぼ (i じ  c や •つへ い  4 しの  お  こ 4  で，  ^  , 

もと 來た 山の 方へ 登り 始める。 良 平は その 時 乘れな いまても、 押す 事 さへ 出來た らと居 j のて 


ある 


0 


契 於、 I それは 一一 辦 観ずた。 si ぎ 一っ si ザ ^ と. 一 じ 料の ^ の S と、 卜 

ロッ n の！ g いて ある mm れへ伊 つた。 トロッコは 泥 だらけに なつた ®! 、 るい 中に 並んで ゐ 

る。 が、 その g は！： F r も、 S たちの 蒙がぇなかった。三が寫は繼る !1 、. 

端に ある トロッコを 伊した。 トロッコは 三人の 力が 揃 ふと、 突然 ごろり と 車輪を まは した。 良 
¥, はこの ?' に ひやりとした。 しかし 二度目の 車輪 の 音は、 もう 彼を 驚かさな かつた。‘. ごろり 

、  お i  と も  にんて  お  せんろ  の : 5. 

ごろり、 - トロッコは さう ーゴ ふ 音と 共に、 三人の 手に 押されながら、 そろそろ 線路を 登つ て 

一 b つた。 

その m に fl 疋 vilf と' P の 印 一, が il に f 
ら！； しても 駆 かなしな つた。 どうか すれば 車と 一し ょに、 押し 戾 され さう にもなる 事が ある、' 
K 巧は もう# いと ®? つたから、 與 下のブ 人に 合圖 をした。 

「さあ、 乘 らう？」 

齡^は 一 に r ダは なすと" トロッコの ±1 へ 飛び乗つ た。 トロッコは 最初 徐ろに、 それから 
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る やうに、 ずんずん 目の前へ 展開して 來 る。 顔に 當る 薄暮の 風、 足の 下に 躍る トロッコの 刺 搖 
—— k 平は 殆ど、 有頂天に なつた。 

しかし トロッコは 二三 分の 後、 もともとの 終點に 止まつ T ゐた。 

「さぁ、 もう 一度 押す ぢゃ ぁ。」 

起 敗 W 年下の n A° と 一し よに、 又 トロッコを 押し上げに かかつ た！ か、 まだ 車 皆 も かない 
m に、 k 然彼’ の f に ば、 誰かの 足音が 聞ぇ 出した。 のみならず それは 聞ぇ 出した と 思 ふと、 
g にかう 云 ふ 怒鳴り 聲に變 つた。 

「この 野 •誰に 斷 つて トロに 觸つ た？」 

其處 には 古い 印 袢纏に、 季節外れの 麥藁帽 を かぶつた、 背の 高い 土エ ジか 佇んで ゐる〇 
—— さう 云 ふ 姿が 目には ひつた 時、 良 平は 年下の 二人と 一し よに、 もう 五六 間 逃げ出し ' 1 ゐ 
た。 —— それぎ り 良 平は 使の 歸 りに、 人 氣のな い エ事揚 の トロッコを 見ても、 二度と 乘 つて 見 
ようと 思つ た 事は ない。 唯 その 時の 土工， の 姿は、 今でも 良 一^の 頭の 何 處 かに、 はつき りした 記 
憶を 殘 して ゐ る。 »| 明りの 中に 仄めいた、 小さい 黃色い 麥藁帽 、 I しかし その 記 ■さへ も， 


その IV 日齡 りたつ てから、 彰盔 § た T^、 墨ぎ の® 梁に 繁 ながら、 トロッコ 

.ty  つち  つ  ほ か t くらぎ  つ  ゎ や 15 

の來 るのを _め てゐ た。 すると 土を 積んだ トロッコの 外に、 枕木を 積んだ トロッコが 一輛、， 


ひる T 


こ 5 じ  fl fc fc ず 


it  ょず >. とせんろ  の ! 3: 5  お - ,  >  、 ふ 一へ ゾ  fv、 

れよ’ 本， 線になる 箸の、 太い 線路を 登つ て來 た。 この トロッコを 押して ゐる のは 二人とも 老い 


奶 f つた。 ^; 以ば齡ぞをガた齡から、 « たか親しみ1ぃゃぅな氣がした。 

»  ノ、 i' l  おも  そ » か  い 

「この A^ たちならば 吧られ ない。」 —— 彼は さぅ 思 ひながら 、トロッコの 側へ 駔 けて 行つ た。 
「お ぢ さん。 押して や . b ぅか？」 

その 中の f Au 、 丨 
呢 事を した。 


しま  き % とこぅつ む  お  l t おも  と ほ 

.縞の シャッを 着て ゐる 男は、 俯向きに トロッコを 押した 儘、 思つ た 通り 


お 


〇 


「おお、 押してく よう 

si ぎ T 人の P は ひると、 加 1 群し 銳 めた. 
は 中中 力が あるな。」 


11 ひと 0 

他の 一人、 


みみ  免 s fc ti こ  はさ  をと こ  C. や、 つへ い *3. :  ン： 

.耳に 卷湮 草を 挾んだ 男 も、 かぅ 良 平を 褒めて くれた 
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その； m に鍁配 の斯 1 は、 だんだん 樂にな り 踨 めた。 「もう!； さなく とも 好い 0 」 —— 良 平は 今に 
も 5" はれる かと贼 祕紀 がか りで ならなかつた。 が、 菥い 1:¢ 人の ±: エは 、獻 ょりも Mr を 起した ぎ 
り、， i it と 起^ 4 し 觀 けて ゐ 4 "〇 良 取， たうとう こらへ 資れず に、 怯 〇 怯づ こんな 事を 尋ねて 

r 。  一' 

「何時までも 押して ゐて 好い？.」 

「好い とも 0 」 

:人 は pf 時に 返事を した。 良 平 ば 「優しい 人たち だ」 と 敗つた。 

五六啦 観^ 4 し齡 けたら、 獻齔 はもう 一度 i sj? 配に なつた。 其處 には 兩 側の 蜜柑畑に、 黃色 
い實が いくつ も 日を 受けて ゐ る。 

「I 丑り 路の 方が 好い、 何時までも 押させて くれる から。」 — 良 平は そんな 事を 考へな がら、 全 
身で トロッコを 押す やうに した。 

l^ fl の iifl r つめる と、 ft;s に繼 is は デり になつた 。縞の シャッを 着て ゐる 男は、 良 平 
に 「やい、 乘れ」 •と 云つ た。 良 平は 直に 飛び 乘つた 。トロッコは 三人が 乗り移る と 同時に、 蜜 


槪鹏が 紙 F 廳りな がら、 ひた！ 一 r に 1? 阶を赶 り^した o rr すょりも， る 対がず つと 好い ,0 一 

, ■  '  -  .>  、r  b こ  t  い  お  ところ お ほ *• ■へ 


Sr 私^ 6 ぎ ^ ， m を 興 ませながら、 1 i り 前の 事を 紫へ た。 一一 b きに 押す 所が あければ 歸 りに乂 乘 


ところ お ほ 

る 所が 多い。」 


% レー* 

办ん i 


さぅ も考 へたり した。 


ところく 


たけやぶ  ン 

竹 藪の ある 所へ 來 ると 


トロ ッ n は齡 かに 走る のを f めた。 三 A£ は 又 前の やうに、 重い 卜。 
ッコを mi めた。 麗 & しに なった。 S 拉りの と ■ろには、 議の獻 f r なぃ 

S  な レょ  みち  のぼ  き  こんど  たか  •かけ  む か 

&、 『洛葉 のた まつて ゐる— 所 も あつた。 その 路を やつと 登り 切つ たら、 今度は 高い 崖の 向 ふ 
りと 感じられた。 

三が 沿 トロッコへ r た。 §f は 齡 SI にしながら、 継がの i の Ife ^. っ て(订 った 。しかし 
Sr 把 ば さっきの やうに、 ffit ak い纪 もちには なれなかった。 「もう ie って くれれば 好い 〇」 — 彼は 

^  ^  、  >こ ろ 、  かれ & か へ  こと  もちろん 

きう も 含 じて 見た。 が、 一 t く 所まで 〔灯き つかなければ、 トロッコ も 彼等 も 歸れな い 事は 勿論 


かれ 


〇 


彼に も わかり 切つ て ゐた 

そのぎ sw ih£ まった のは、 fi r た 时を斯 目纪 って t、 戴 髮の ■の 前だった。 zli A1 の 


t> ら や ね  ち やみせ  まへ 


ふ 仁“ 


■ 
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土  H は その 店へは ひると、 乳 呑兒を おぶつた ±J さんを fflc が V に ^1 ®1 と 鉛な どを lr み 航 めた。 m ^r 


一 一四 

C  や、 7 


は獨 りい らいら しながら 、トロ ッ n のまは りを ま ばって^た。 卜 ロ ッ n には m 3ts が 敕數 の艇 


、跳ね かへ つた 泥が 乾いて ゐ た。 

少時の 後 茶店を 出て 來し なに、 皆 煙擎を 恥に 搬んだ 5 ^、( その _は もぅ ■んで ゐな かった 


をと こ 


そ & •  り や 、>  へい しんぶん J5 み  つつ  II ぐ わし  り-?- うへい れいこん 6 o 6* li  、 

ガ) トロッコの 側に ゐる良 平に 新聞紙に 包んだ 駄菓子を くれた。 良 平は 冷淡に 「誰 氣 う」 と S1 


すぐ  れいたん  あ ひて  お.， -o fi: ほ 4' れ  てこ 一ん  と  っ、 ろ 

つた。 が、 直に 冷淡に しては" 相手に すまない と 思ひ& した。 彼は その衛 斯さ をき り * < ふやぅ 


あ ひて 


つつ  ぐ.^ し  くち  い  くわし  しんぶんが み  せきい、 フ  こ i ひ 

包み 菓子の 一つを 口へ 入れた。 菓子には 新聞紙に あつたら しい、 石油の 印が しみついて ゐ 


た。 


•  KA  お  S るけいし ■? のぼ  い  ゎ や、 フへい くるま て 

三人は トロッコを 押しながら 緩い 傾斜を 登つ て 行つ た。 良 平は 車に 手を かけて ゐて も、 ^: ジ 


ほか  こと  かんが 


〇 


外の 事を 考へ てゐた 

その 坂を 向 ふへ P り妒 ると、% 雕じ やぅな 敕踣が ぁった O  f xf たちが その 棉 へは ひった ¥ 

こし 5* /  こと 


り や、 っへ. ar  こし  办 へ  こと  き t> 5- A せ 1 へ  よ、 ぁ  り 

良 平は トロッコに 腰を かけながら、 歸る事 ばかり 氣 にして ゐ た。 茶 便の 前には 抱の さいた _ 

にしび  ひかり 5 ひ 

に、 西日の 光が 消ぇ かかつ てゐ る。 「もぅ 日が 暮れる 


〇 


こし 


4 れ  i んが  :1 

.彼は さぅ 考へ ると、 ほんやり 懐か プ 


しや りん  げ 


み 


ひと 論 


ご 


し V T フち 


てもゐ られな かつた。 トロッコの 車輪を 蹴つ て 見たり、 一人では 動かない のを 承知しながら ぅ 


お 


み 


こと 


2: ぎ 


ん ぅん それを 押して 見たり 

ところ どこ、 フ  で 


- そんな 事に 氣も ちを 紛らせて ゐた。 

V ざ ふさ  かれ 


t 


V,、 る 3: •フへ  ま\、ら ^ r 

所が 土工たち は 出て 來る と、 車の 上の 枕木に 手を かけながら、 無造作に 彼に かぅ 云つ た 


〇 


かへ  け ふ  むか  VJ I t 

「われは もう 歸んな 。おれたちは 今日は 向 ふ 泊り だから。」 


かへ  おそ  >  v»  ぅち  しんは い  V  V. 

「あんまり 歸りが 遲くな ると われの 家で も 心配す るず ら。」  -  .  > 

載 ^' 豔_にとられた。もぅ驚嚼くなる *? 、着の議と議まで妒たが、 ^ の 


こと 


みち fe い  こと  い t ひふり  ある  か へ 

途は その 三 四 倍 ある 事、 それを 今から たつた 一人、 步いて 歸らな ければ ならない 事 


.さ、 フ 


い  こと  じ  〇 やうへ い ほ とんな  )  I  ^  .  ふ •♦仁： 

云 ふ 事が 一時に わかつ たので ある。 良 平は 殆ど 泣き さう になつ たか 泣いても 仕 カガな いと 


おも  な  は あ ひ  おち  かれ  わか  ふ. U り  どこう  ふつ  P 

思つ た。 泣いて ゐる揚 合では ない とも 思つ た。 彼は 若い 二人の 土工に、 取つ て附 けた やうな 御 


かれ  ふ 仁！ 


お 


じぎ  せん  < 'づに  はし  ii 

時宜を すると、 どんどん 線路 傳 ひに 走 〇 出した 


〇 


こと 


CP ぅへい しまらく L- が 1; ち •フ  せんろ  そ は し  つづ  、r p ふところく t> しづつ  じゃま 

良 平は 少時 無我夢中に 線路の 側を 走り 續けた 。その内に 懷の 菓子 包みが、 邪魔になる 事に 氣 


す 


.  みち & に  はふ ri ついで  いに ざう 〇  そこ la す  _ 

がつ いたから、 それを 路 側へ 抛 a 出す 次 手に、 板 草履 も 其 處へ脫 ぎ 捨てて しまつた すると 薄 


一一び  .フら  こいしく  あし  はる  かる  かれ  ひ！！ 0 ぅみ  かん/ 

い 足袋の 裏へ じかに 小石が 食 ひこんだ が、 足、 たけは 遙 かに 輕くな つた。 彼は 左に 海を 感じな 力 


曹 


春暖  一一 六 

ら、 9 た。 i 麗 r みぎて f 、 と、 影に f が 一 んで f 。 —S は 

無理に 我慢しても、 鼻 だけば 絕ぇず くうくう 鳴つ た。 

繼の雛 を |54' け & ける と、 PS した K 11J: の i も、 も、？" S りが！^ かかつて ゐ た。 m 
一^は 愈 氣が氣 でな かつた。 往きと 返りと 變る せ 〇 か、 景色の 違 ふの も 不安だつた 。すると 今 
度は 着 J まで も、 汗の 濡れ 通つ たのが 氣にな つたから、 やはり 必死に 駔け績 けたな り、 羽織を 
路 側へ脫 いで， てた。 

11 肌 雛け へ妒る 飯には、 ぁたりは 嚼く なる 一 於だつた。 「命 さへ. かれば I 」 良 平は さう 思 ひ 
ながら、、 U つても つま づ いても 走つ て 行つ た。 

やつと «4 い ダ ffll の 押に、 辨嫩 れの M 事 場が 圯ぇた 時、 良 t は 一思 ひに 泣きた くな つた。 しか 
しその 時 もべ そは かいたが、 たうとう 泣かずに 駔け續 けた。 

彼の 村へは ひつて 見る と、 もう 兩 側の 家家には、 電既の 光が さし 合つ てゐ た。 良 平は その 電 
齠の舷 りに i% ら形の 潔 絜の r つのが、 ぎ Is 躲にら はつきり わかつた。 1 kil 端に 水を 1&< んでゐ 
. 艇 F G* 默 つて妒 b sl lir s:; 取 ^ i ぎ 獄ぎ起 るのを だて は、 「ぉい どうしたね？」 な 
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ijiOl ft' tx a' r A/ i l tr つく t> や  とこや  あ か  いへ t へ  はし  ^9  > 

どと 聲を かけた。 が、 彼は 無言の 儘、 雜貨屋 だの 床屋 だの、 明るい 家の 前を 走り 過き た 


つづ  たき  せ 篆 

續けて も、 足りない 氣も ちに 迫られながら、 . 

虹 ^ は 二十 六の 粗、 齡ヂと一しょに 5| ^ ,て來た0今で^雜誌社のーー階に、校正の朱筆 

こぎ  か n ぜんぜん なん  りい •フ  とき  かれ  おも  に  こと 

を 撰つ てゐ る。 が、 彼は どぅかす ると、 全然 何の 理由 もない のに、 その 時の 彼を 思 ひ 出す 事が 
- ぁる。 起 11 f のぎ F13V もない のに？ —— 蔚 II に 艇れ た衡の m には A でも やはり その 時の や、- に. 
薄暗い ilv 坂の ぁる 路が 、細細と 一すぢ 斷續 して ゐ る。 . 


春 


お 


ぎ 


ん 


春 ga 三 〇 


元 和 か、 寬永 かい 兎に角 遠い昔で ある。 

てんし ゆ  をし へ ほ、 r  ころ  み  し 5 i い  ひ あぶ  は り r け あ 

天主の おん 敎を奉 する ものは、 その 頃で ももぅ 見つかり 次第、 火 炎 り や 勝に 遇は されて ゐ 
た。 しかし， 害が 烈しいだ けに、 「萬 事に かな ひ 給 ふおん 主」 も、 その 齡は  一 m この ■の 新 把に、 
あらた かな 御 加護を 亂 へられた らしい。 長 崎 あたりの 村 村には、 m 時日の 歡の形 ‘と 一し よに、 

v  ヽ •  三 

天使 や ffir 徒の 見舞 ふ 事が あつた。 現に あの 51 ん V じよ あん •ば^? ずた さ へ、 一度な どは iil ±i の 
宗徒._ /〇! 彌兵衞の水車小屋に、姿を現したと傳へられてゐる。と,時に|^も扼氣把 01 歡齡 
を 妨げる 爲 、或は 見慣れぬ 點 人となり、 或は亂 來の纪 花と なり、 ^! ^ 節 似の 齡搬 となり、 し 巧 

おな  む らむら  し. § つ (i:' ク  よるひる  わか  つち  ら -r _ や へ S くる  ね ずみ  じつ  あくま  / ん 

同じ 村 村に 出沒 した。 夜晝 さへ 分たぬ 土の 牢に 、みげ る 彌兵衞 を 苦しめた 鼠 も、 實は惡 魔の 變 
化' たつた さ、 っで ある。 彌兵衞 は 元 和 八 年の 秋、 十一 人の 宗徒と 火炙りに なつた。 —— 

その 元 和 か、 寬永 か、 兎に角 遠い昔で ある。 

•っら *' み  や 2: さとむ ら  い  ど うぢよ  す  ちち 1 よ  お i さ i' 

やはり 浦 上の 山里 村に、 おぎん と 云 ふ 童女が 住んで ゐた 。おぎん の 父母は 九 阪 から、 はる ば 


る長畸 へ 流浪して 來た 。が、 何もし 出さない 内に、 おぎん 一人を 殘 した 儘、 二人とも 故人に な 
つてし まつた。 勿論 彼等 他 k ものは、 天主の おん 敎を 知る 箸は ない。 彼 旁の 信じた のは， 敎で 
ある。 禪 か、 法 華 か、 それとも 又淨土 か、 何にもせ よ釋 迦の敎 t ある。 配 佛蘭 の ジェス ゥィ 
ット によれば、 天性奸 智に si んだ 釋迦 は、 支那 # V 地を 遊歴しながら、 阿彌陀 と 脱ず る佛の 道を 
i ぃた。 その 靈 ar- ’ *ic の匯へ も、 ゃはり i& lt ^ た。, の , ぃた P ょれば、 漱繁 
間の 靈魂 は、 その 齡の輒 *1 街 齡 0船 ^ ^^獻となり、戤ギ¥となり、|^圯_初となるさ 
うで ぁる。 のみならず 齡, はぎ まれる 酎、 褴の砒 を 飯した と？ ふ。 齡 1 j の歡げ 起 酿が のは 刎 
論、 釋迦の 大惡も 亦 明白で ある。 (ジァン •クラ ッセ) しかし おぎん の 母親は、 前に もちよい と 
書いた 通り、 さう 云 ふ眞實 を 知る 箸は ない。 彼等は 息を 引きと つた 後 も、 釋迦 の敎を 信じて ゐ 
る〇寂 しい 户 1! の 松の かげに、 起は r いんへ るの」 に！ a ちる のも妒 らず 、はかない 街 i を 1 《が 
てゐ る。 

しかし ぉぎん は も、‘ ■"の irf って ゐ なぃ 。これは 踣,？の_ 、■ノ 
の 深い じよ あん 孫 七は、 とうに この 童女の 額 ひへ、 ばぶ ちず もの おん 水を 注いだ 上、 まり ^) と 云 


春 取 


三 二 


f£ あに  ►  '  し.®" ■ •>  み 3 てん  ち  ゆび  てんじ や •フ てんか ^ る ^ ど、 广ん 

ふ 名を 與 へて ゐた〇 あぎん は 釋迦が 生まれた 時、 天と地と を 指さしながら 「 天上 天下 pi 我獨箅 」 


しし 


こと 


しん 


蠡 M 


*  i  v  _  ; 卜 •  r  —ノ，  vf  かは  ふか  こ 一一ぅな ん  ふか  {•一 6 い U ん  す ぐ  41 

と 獅子吼した 事な どは 信じて ゐな い。 その代りに、 「深く 御 柔軟、 深く 御哀 _、 镑れて 甘く まし 


SU5 ぢ よ， 


■さま 


し ^ ん  み 


こと  しん 


ます 童女さん た •まりあ 樣 一 が、 自然と 身 ごもつ た 事を m じて ゐる〇 


じか  かか  し fc t 


いし  ご くわん  を さ 


た ま 


fi いち  そこ  •フづ 
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- 「十字架に 懸り 死し 給 ひ、 石の 御棺に 納められ 給 ひ、 尤 地の麽 に 里め h れ K ぜ一^ が、 三 B* の 

齡ょみ Ms *r を 腎てゐ る。 き 齡 S 「ぉん i! 对い な ^ 繫、 ^ 


1 >Jr 〇 せい  もつ «) ± く K fc t つち ほこり  ひとびと  しきしん  アニマ  b a i5 /  た iL 

なる 御 威勢を 以て 天下り 給 ひ、 土埃に なりたる 人人の 色 身を、 もとの 靈魂に 恍せ てょ み 返し 給 
ひ、 善人は 天上の 快 氣を 雯 け、 又亞货 は 天狗と 共に、 fi、 に a" ち」 る虧を ㉟じ てゐ る。 街に 「ぎ 
言葉の 御 1! 1 にょり、 ばんと ® 5 の 起 妒は is らずと 1 > その^^ おん 赶が嫩 Jfil? m となり 數 る」 

fe j4  - ^  乙ん  こころ り や 5 しん  ね フぶ 、フ  ふ  ？ » ,、 


尊い さがら めんと を 信じて ゐる 。おぎん の 心は 兩 親の やぅに、 熱風に 吹かれた 沙漠では ない 
素扎な 野薔薇の 花を 交へ た、 實 りの 豐かな . II である 〇おぎ んは mgvw ゲた船 、 じね 巧 i 


〇 

1 ~- | 


A- •つぢ よ 


#4 ご 


こころ やさ 


をん な 


七の 養女に なつた。 孫 七の 妻 じよ あんな おすみ も、 やはり 心の 優しい 女で ある。 おぎん はこ 
の _ と 一し ょに、 料を r たり 料を ▼っ たり、 謎に その r l? てゐ た。 ill! 一 r 繁 
しの 中に も、 村人の 目に 立たない 限りは、^ S や ；祈黯 も 51 すた 詬はな い〇ぉ ぎんは！^ J のぎ 


ちじ 


I  ^  ft A t' つき  あ ふ  し » し »: ねつ しん 2f fw .<N  こ  こ «>• & ど- /*ぢ よ 

花果の 力げ に、 大きい 三日月を 仰ぎながら、 屢熱 心に 祈禱を 凝らした。 この 垂れ髪の 童女の 


かんたん 


祈禱 は、 かぅ 云 ふ 簡單な ものな ので ある。 

「1 ゲ 2 ん i、 ぉん f ぉん i をな し ^ V 盔 となれ ろ：^ es、 ぉん f に f びを な 
し 奉る 。あはれ この 淚の筏 に、 憨！ I の おん 虻を めぐらさせ 1 i へ。 めんめ い 


あると し 


くりす  ます 


あく t な ん 一一ん 


.すると^ f の^^  0 is s1 のを、 1 配は i A!; かの獻 A£ と！ しょ に、 議銳七の氣へはひ 

— rl w いへ  お ほ £) ろり  とぎ fc もつ  ひ 


ニ ノぜん 1 こ 
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つて 來た 。孫 七の 家には 大きい 圍爐裡 に 「お 伽の 焚き物」 の；^ が 燃ぇさ かつて ゐる〇 それから 


寸 す  かべ  うへ  こんや  じか  念つ  さいご  うし  しご ヤ  ^  さ t 

煤び た 壁の 上に も、 今夜 だけは 十字架が 祭つ て ある。 最後に 後ろの 牛小屋へ t 仃けば 、^: す i| 

5 ぶ ゆ  ため  かひを け  み づ fc fc やく 1- ん  たが ひ うな づ あ  t  ふ. i 

の 產 湯の 爲 に、 飼 桶に 水が 湛 へられて ゐる 。役人は & に激き 合 ひながら、 ®- 七 夫婦 こ IIr を かナ 


ど •フじ 


2> 


〇 


i  -  •!  <  <  サれ  * b こん  ぜし  1  ノ/* 

た。 おぎん も 同時に 括り 上げられた。 しかし 彼等は 三 A( とも、 全然 惡びれ る氣 色は なかつ た- 

(配ぎ の f りの 獻 ならば、 黟な 4 s^ も P でぁる。 ぉん に、 術 装 を 


U  I!  (  >:-■1■■  -  -  -.  .  *  ,>r  J€  '1.  Lw  ， 飞  v *r フ  .〆  一  } よ • •> 》 J 

，賜は るのに 違 ひない。 第一な たらの 夜に 撺 はれた と 云 ふのは、 天寵 の！ ^い 證據 ではない か？ 
彼等は 皆ーゴ ひ 合せた やぅに、 かぅ_ 齡し てゐ たので ある。 肥 Ai は^} |7を_がた歡、似松か 1: 嫩 
へ 引き立てて 行った。 が、 彼等は そのぎ 中 も、 喑 夜の 慰に^ かれながら、 斯㈤ 歡 の f 潇少級 し 


つづけた。 

「T3 の國 にお 生まれな された おん 若君 樣、 今は いづこに まします か？ おん！ s め齡 め! | 

へ 。 」 

悪魔は 彼等の 捕 はれた のを 見る と、 手を tt-; つて 喜び 笑つ た。 しかし 彼等の けなげな？ まに 
は、 少 からず 腹を 立てたら しい。 悪魔は 一人に なつた 後、 忌忌し？ うに f をす るが^: いか、 た 奴 
ち 大きい 石臼に なつた。 さう して ごろごろ 轉が りなが ら 闇の 中に 消ぇ失せて しまつた。 

じよ あん 孫 七 じよ あんな おすみ、 * i り やお ぎんの 三 A1 は、 土の 牢に 投げ こまれた 上、 天主 
の おん 敎を 捨てる やうに、 いろいろの 責 苦に 遇は された。 しかし 水責や 火 * I に 遇 つても、 槪’ 
の 決心は 動かな かつた。 たと ひ 皮肉は 爛れる にしても、 ばらぃ そ， (天 國) の m へは ひるのは、 
もう 一息の 辛抱で ある。 いや、 天主の 大恩を 思へ ば、 この 暗い 土の# さへ、 その 繼 「はらい そ」 
の莊 嚴と變 りは ない。 のみならず 尊い 天使 や 聖徒は、 夢と もうつつ ともつ かない 时 に、 ®! % 
等を 慰めに 來た 。殊に さう いふ 幸福は、 一番 おぎん に惠 まれたら しい。 おぎん はさん •じよ *! 
—^5;^ が、 大きい "兩 手の 尹の ひらに、 f ゲ fl l 観 ひ" 上げながら、 f へと？ ふ ^ I を 骷た颭 


t ここ、 CJ> レ  しみ  つ ti さ fc fc ま 表  •> つく  こんじき さか づ » A づ  ,  ir-ろ み* 

が ある。 又 允 天 吏が ぶ が、 白い 翼を 疊んだ 儘、 美しい 金色の 杯に、 水を くれる 所， を 見た 


/)' れら  が •つじ や 5  は 


事 も ある。 

藍監 3 の ぉん齡 氣 i、 P の歡い 资ら なかつた から、 なぜ ■が ■备 るの かさつ 

ぱり a° 齡が mT 把なかつた。 酎には 三 A£ が 三 A1/, とも、 ir あ ひでは ないかと 思 ふ 事 もめつた。 しか 
し J S; 心 ひで もない »- がわ かると、 今 は ^[ ^' とか 一部 獸 とか、 兎に角 人 ^; には 緣 のない 動物の 

,1  、  • c T -t< つ、  3  •こんにち  は ふりつ ^ が  こ，、 

やうな ik がし tHr した。 さう 「ムふ 動银を 生かして 置いて は、 今日の 法律に 違 ふ ばかり か、 一國 0) 

- 一 ^ にも 斷ジ齡 でぁる。 そこで ^ ^ i? ばかり、 ±1 の ^ I に^^ を V れて 置ぃた 後、 たうと フ 
三 A£ とも 皆き 駆す »r にした ( *. を 5(' へば この S: BS も、 世間  一 ^ の やう (: 、一國 の 安危に 關 ろ か 
どうか、 そんな}^ は艇一 J へな かつた 。これは ^ に 避 齡が ぁり、 ^ [ 一一に A^ 民の li r ぁり、 
わざわざ へて ^ ないでも、 樹紧衣 自由は しな かつた からで ぁる ^ 

じ^^ん ■七を！^ ^ のか 1^ は、 松は づれの M s f れる 途中 も、 恐れる 氣色は 見ぇな 
かつた。 舰齡 «: il f i! に 際つた、 SI ころの 舞 ^ き f でぁる。 槪 ずは t I- へ 到 ると、 一 

9  >kr 


籠. •み ぼかされた ^ おい 挺り つけられた。 それからぎ じ— よ あんな おすみ、 中 


p  I 
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央 に！^— *! Ai 孫 七、 左に ^！ ^^ おぎん と 云 ふ® に、 刑揚の まん 中へ 押し立てられた。 おすみは 
連 a の 責^ 一の 爲 、急に 年を とつた やうに 見ぇる。 孫 七 も 髭の 伸びた 頬には-殆ど 血の 氣か 通つ 
てゐな い。 おぎん も —— おぎん は 二人に 比べる と、 ま fr しも ふだんと 變らな かつた。 が、. 彼等 
は 三人と も、. 堆い 薪を 踏まへ た 儘、 同じ やうに 靜かな M;, をして ゐる。 

刑揚の まは りには すつ と 前から、 大勢の 見物が 肥り! 3 いて 〇 る。 その 又 見物の 向う の 空には- 
墓 原の纪 が 五六 本、 天蓋の やうに 枝を 張つ てゐ る。 

一切の 準備の 終つ た 時、 役人の 一人は 物物しげ に、 三人の 前へ 進みょ ると、 天主の おん 敎を 
捨てる か 捨てぬ か、 少時猶 豫を與 へる から、 もう 一度ょ く考 へて 見ろ、 もしおん 敎を 捨てろ と 
云へ ば、 直に も繩 目は 赦 してやる と 云つ た。 しかし 彼等は |へない。皆遠い空を見守つた ®! 、 
□1 もとには 微笑 さへ湛 へて ゐ る。 

.) 役人は 勿論 見物 すら、 この 數 分の 間. 位 ひつ そりと なつた ためしは ない。 無 ml の 眼は ぢつと 
睫き もせず、 三人の 顔に 注がれて ゐる 。が、 これは 傷し さの 餘り 、誰も 息を 呑んだ のでは な 
い。 見物は 大抵 火の かかる のを、 今か今かと 待つ てゐ たので ある。 役人は 又 處 刑の 手間 どるの 


t 、  ジ > ti te し  ゆう s で 

に、 すつ かり ml E^ し妒 つて ゐ たから、 話を する 勇氣も 出な かつた のて ある。 

すると 穷縦  一 _ の奶 は、 はつき りと *1 ^ r な 言葉を 捉へた 。 

「わたしは おん 敎を 捨てる 事に 致しました。 ' 

^| の赶はおぎんである。瓜抛は一^に騷ぎ立つた。が、一度どょめいた後、忽ち又靜かにな 

-ま 1 ご、‘  は •フ  ふ 〇 ち 力 ら  こ & ri 

つてし まつた。 それは ^- 七が ^ しさう に、 おぎん の 方を 振り向きながら、 力の ない 聲を 出した 
からで ある。 

6 へ  あく ^ ひとしんはう « る じ おか ほ， 

「おぎん！ お〗 刖は磬 歡 にたぶ ら かされた のか？ もう 一 辛抱し？ へす れば •おん 主の 御顔 も 
稱め るの だ ぞ。 J 

その 街 1 f が 総らない R; に、 おすみ も酿 かに おぎん の 方へ、 一生懸命な 聲を かけた。 

「おぎん！ おぎん！ お m には 惡魔が ついた の だょ。 祈つ ておくれ。 祈つ ておくれ。」 

- しかし ぉぎん は, をし ない。 啦把は 兄 辦のけ 為の 船ぅ の、 一聖の？ に 枝を 張つ た、 墓 原 
の纪 を齡 めて ゐる 。その R> にもう 役人の 一人は'  おぎん の繩 目を赦 す やうに 命じた。. 

じょ あ W 资七は それを 見るな り、 あきらめた やうに 眼を つぶつ た© 

お ぎん  三 七 


m /\ 


& んじ 


/r ま 


あるじ 


は， K 


ま. , o'- . fc てま - > 


「萬 事に かな ひ 給 ふおん 主、 おん 計ら ひに 任せ 奉る c  J 
やつと 繩を靜 れたお ぎんは、 茫然と 少時 佇んで ゐた 。が、 孫 七 やおす みを 見る と、 急に その 
前へ 跪きながら、 何も 云は ずに 淚を流 した。 孫 七は やはり 眼を 閉ぢ てゐ る。 おすみ も 顔を そむ 
けた 儘、 おぎん の 方は 見ょぅと もしない。 

「お% 観、 お 母樣 、どうか 堪忍して 下さい まし。」  .  ' 

おぎん はやつ と 口を 開いた。 

「わたしは おん 敎を, てました。 その 譯は ふと 向う に 見える、 天蓋の やうな 松の梢に、 氣 のつ 
いたせ ゐてご ざいます。 あの 墓 原の 松の かげに、 眠つ ていら つし やる 御兩 親は、 天主の おん 敎 


ご そん ぢ 


い ^ —.- ) ろ 


te 


も 御存知な し、 きつと 今頃は いんへ るのに、 お堕ちに なつて いらつ しやい ませぅ。 それを 今 わ 
たし J 人、 はら ^! d の 門には ひつた のでは、 どぅしても 申し 譯が ありません。 わたしは やはり 


2: ゐ 


と •つ さま 


か あさ ' t 


さ t 


さま 


ぢ - ご C  そこ  、')，0やぅしんあとお  省 v  i  , -  ^ - :• ,.、-  I  re 

地獄の 底へ、 御兩 親の 跡を 追つ て 參りま せぅ。 どぅか お 父樣 やお 母樣 は、 せす す樣や まりや 樣 


V 


お そ； £4  い  く ^ かは  を しへ す  •ひへ  い 

の御则 へ お出でな すつ て 下さい まし。 その代り おん 敎を 捨てた 上は、 わたし も 生きて i 居つ 


ません。 


じ 


おぎん. れ, れ にさう ぎてから、 m? は 齡备 きに 1 んで しまつた 。すると 今度は じょ ぁ 
泡 おすみ も、 ぎ f&s へ、 ほろほろ 藏齡し 敗した。 これからは らいぐ へは ひらう 
とする のに、 ffl; もない 齡 きに聪 つて ゐ るのは、 勿 於 I 宗徒の すべき 事では ない。 じょ *! ん孫 七は 
部 部 し！ に 離 •“り M りながら •  ISI ぃ聲に 叶り つけた。  . 

「ぉ 祇も馨 にぢ られ たの か 7 瑟の おん ^ s^ てた ければ、 勝手に ぉ前' たけ 捨てる、 か 好 

い。 おれは 1 人で も燒け 死んで 見せる ぞ。 」 

「いぇ、わたしもお «1 を &1 します。けれどもそれは  それは I- 
おす， <M. is w がみ こんでから、 f? は 叫ぶ やうに 言葉を 投げた。 

「けれども それは はらい そへ ^ I 〇 たいから では ございません。 咐あな たの*  — あなたの お供 

繼七は 尉い 跳 默 〇* てゐ た。 しかし その 衝は蒼 ざめ たり、 又 血の 色を 漲らせた 0 した。 と 同時 
に形の起も、つぶつぶ跪にたまり阶した。礙七はル ^| が 0^ に、便の *- 魂を見てゐるの1ぁ1〇 
槪 の # I r l. ひぎ ふ！^ と 歡腎 とを f ゐ るので ぁる。 もし その 時 見 もとの ぉぎん が 泣き伏し 


春 眼  四 〇 

た 顔を 擧げず にゐ たら、 —— いや、 もう おぎん は 顔を 舉げた 。しかも 淚に 溢れた 眼には， 不思 
議な 光を 宿しながら、 ぢ つと 彼を 見！^ つて ゐる 。この 眼の 奧一 j 閃いて ゐるの は、 無 邪氣な 童女 

こころ  るにん  _ _ ^  こども  にんげん  こころ 

の 心 ばかりでは ない 。「流人と なれる え わの 子供」、 あらゆる 人間の 心で ある。 

「お幻観！： いんへ る © I へ參り ませう。 お母樣 も、 わたし も、 あちらの お 父 樣ゃお "母 樣 も、 1. 
あ  く t 

1 みんな 惡 魔に さら はれませ う。」 

孫 七は たうとう 墮 落した。 

この 話は 我 國に多 かつた 奉敎 人の 受難の 中で も、 最も 恥 〇 べき 躓きと して、 後代に 傳 へられ 
た 物語で ある。 何でも 彼等が 三人ながら、 おん 敎を 捨てる となつ た 時には、 天主の 何たる かを 
わき まへ ない 見物の 老若男女 さへ も、、 悉 彼等を It? んだと 云 ふ。 これは 折角の 火炙り も 何も‘ 
見 そこなつ た 遺恨 だつ たか も册れ ない。 更に 又傳 ふる 所に よれば、 悪魔は その 時大歡 喜の あま 

癱 

り， 大きい 書物に 化けながら、 夜中 刑場に 飛んで ゐ たと 云 ふ。 これ もさう 無性に 喜ぶ 程、 惡勝 
の 成功， だつ たか どうか、 作者は 甚だ 懷疑 的で ある。 


\ 
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童 や あ、 あそこへ 妙な 法師が 來た 。みんな 見ろ。 みんな 見ろ。 

齚賣の 女 ほんた うに 妙な 法師ぢ やない か？ あんなに 金 鼓を たたきながら、 何だか 大® に 喚 
いて ゐ る。 . 

薪 賣の翁 わしは 耳が遠いせ ゐか 、何を 喚く の やら、 さつ ばり わからぬ。 もしもし、 あれは 仇 

ぃ  を.. 、二  '  • 

と £ うて 居り 4よ すな？ 

箔奵の 男 あれは 「阿 彌陀佛 よ や。 おおい。 おおい」 と 云つ て 〇 るの さ。 

薪賣の 翁 はは あ、 —— では 氣違ひ だな。 

箔奵の 男 まあ、 そんな 事 だら うよ。 

菜 賣の媼 いやいや、 有難い 御上 人 かも 知れぬ。 私は 今の 間に 拜んで 置かう" 

齚賣の 女  ' それでも 憎憎しい 顏ぢ やない か？  あんな 顔を した 御上 人が 何處の 國にゐ る もの か 

ね。 


菜賣の媼嫩まない *1 を歡ーゴひでない。罰でも當つたら、どぅおしだぇ？ 

童氣# I ひやい、 氣違 ひやい。  ' 

五位の 人道 阿彌 •陀佛 よ や こお おい。 おおい。.  •-  - 
犬わん わん。 わんわん。 

物 詣の 女房 斷歡 なさい まし。 可笑しい 法師が 參 りました。 

その 伴 ああ 51 ふ f 旲 避 齡は女 C と 見る と、 ^' 戯をせ ぬと も 限りません) 幸 ひ 近くなら ぬ 內にこ ち 
らの路 へ 切れて しま ひませ ぅ。 

鑄 物師お や、 あれは 多 度の 五位 殿 ぢやな いか？ 

水銀を 商 ふ 旅人 五史驗 だか 观だか 細らない が、 あの人が 急に 弓矢を 捨てて •出家して しまつ 
たもの だから、 多 度では 大變な 騷ぎだ つたよ。 

靑侍 戲齡五 把 駆に 起 ひない。 北の 於 や!： 子樣 たちは* さぞ かし 御 歎きな すったら う" 


水銀を 商 ふ 旅人 術で も頻於 や！： 子供 衆は、 泣いて ばかり 御出で だと か 云 ふ 事でした。 

つまこ す  ぶつもん い  ちかごろけ なげ 兮ここ ろ ざし 

鑄 物 W しかし 妻子を 舍て てまで も、 佛 門に 入らう となす つたのは、 近頃 健氣な 御 志 だ* 


おくが 仁 おこ ど & し 1¢ 
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四 三 
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干魚を 賣る女 何の 健氣な *f があります もの か？  捨てられた 妻子の 身に なれば、 彌陀， でも 
女で も •男を 取つ たものに は 怨みが あります わね。 

お X りくつ 

靑侍 いや、 大きに これ も 一 理窟 だ。 はは  一. i はは。 

犬わん わん。 わんわん。 

五位の 人道 阿 彌陀佛 ょ や。 おおい。 おおい a 
馬上の 武者ぇ ぇ、 馬が 驚く わ。 どうどう。 

榧を おへる 從者氣 違 ひには 手が つけられ ませぬ。 

老いた る 尼 あの 法師は 御存知の 通り、 殺生 好きな 悪人でした が、 ょく 發 心した ものです ね。 
若き 尼 ほんた うに 恐し い 人で ございました。 山 狩 や 川 狩を する ばかり か、 乞食な ぞも 遠矢に 
かけました つけ。 

手に 足駄を 穿け る 乞食 好い 時に 遇つ たもの だ。 もう 二三 日 早かつたら、 脶 中に 矢の 穴が 明い 
たか も 知れぬ。 

栗 胡桃な ぞを商 ふ 主 どうして 又 ああ 云 ふ 殺伐な 人が、 頭を 剃る 氣にな つたので せう？ 


•  ふしぎ A ほとけ  おんは *' 

老いた る 尼 さあ、 それは 不思議です' か、 やはり 御佛の 御^^ら ひで せう* 


わ. U し 


てんぐ 


なに 


1? も 
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油を 商ふキ ： 私は きつと 天狗 か 何 かが、 憑いて ゐ ると 思 ふの だが ね 
栗 胡桃な ぞを商 ふ 主 いや、 私は 狐 だと 思つ てるの さ。 

油を 商 ふ 主 それでも 天狗は どうかす ると、 佛に 化ける と 云 ふぢ やない か？ 

栗 胡桃な ぞを商 ふ 主 何、 佛に 化ける ものは、 天狗 ばかりに 限つ た事ぢ やない。 狐 もやつ ばり 


化ける さう だ( 


手に 足駄を 穿け る 乞食 どれ •この 暇に 頸の 袋へ、 栗で も 一 ぱい 盗んで 行かぅ か _ 
若き 尼 あれ あれ、 あの 金 鼓の 音に 驚いた のか、 鷄が皆 屋根へ 上りました。 
五位の 入道 阿 彌陀佛 ょ や。 おお 


、 0 
KH 


さ ラ V」 •フ 


(^ ふし 


おおいり 

釣を する 下衆 これは 騷騷 しい 法師が 來た もの だ。 

そ b 伴 どう だ、 あれは？  跛の 乞食が 駆けて 行く ぜ。 

牟子を したる 旅の 女 私は ちと 足が 痛うな つた。 あの 乞食の 足で も 借りたい もの ぢや。 

皮 子を 負へ る 下人 もうこの 橋を 越ぇさへ すれば、 すぐに 町で ございます。 

在 生锆卷  望 


じ S 


釣を する 下衆 牟子の 中が 一目 見て やりたい。 

わきみ  う '？ > い  ク s. ^ I  -  〇 

その 伴 おや、 側 見を して ゐる內 に、 何時か 餌を とられて しまつ 疒 
五位の 入道！： 配陀 #? よ や。 おおい。 おおい。 

鴉 か あか あ。 

田を 植 ぅる 女 「齡 il j;r 。おれよ。 かやつ よ。 おれ a' きて ぞ われは 田に *- つ 
その 伴御覽 よ。 可笑しい 法師ぢ やない か？ 

狼 か あか あ。 か あか あ。 

五位の 入道 阿彌 陀佛よ や。 おおい。 おおい。 

ざ んじ ひと ご a i つ *' ぜ  台と 

暫時 人聲な し。 松風の 音。 

五位の 入道 阿彌 よや 。おおい。 おおい。 

ふ に仁ま つか ぜ おと 

再び 松風の 音。 

五位の 入道 k 配陀 i よや 。おおい。 おおい。 

老いた る 法師 御 私。 御坊。 


五位の 入道 身共を 御 呼びと めな すつ たかな？ 

老いた ろ 法師 虹 何にも。 御坊は 何處へ 御行き なさる？ 

五位の 入道 西へ 參 る。  . 

老いた る 法師 西は 海 ぢや。 ， 

五位の 入道 でも とんと 1 ^ 事 ござらぬ。 身共は 阿 彌陀佛 を 見 奉る までは、 何處ま でも 西へ 

«| る 船 街 ぢゃ〇 

老いた る 法師 これは 耐扼な *1 を滅‘，るものぢや。では御坊は阿彌陀佛が、今にもぁ，りぁリと 

t  をが  p おも 

目の あたりに、 拜ま せられる と 御 思 ひかな？ 

五位の 入道 ® t はねば « も 対 SI に、 鐘 働の 纪なぞ を 呼びは 致さぬ" 身共の 出家 も その 爲でご ざ 
るょ e 

老いた ろ 法師 それには 何 か 仔細で も ござる かな？ 

五位の 人道 いや、 胍微俨 _なぞ は ござらぬ 。嘴" 一 _ m の Ir りに、 或觀 師の說 法を 聽 聞した 
と斯 S" ひな さ tx 、-。 その辦 ffi' の 申される のを &V けば、 ど Q やぅな 破衝の 罪人ても 阿- 彌 i^' f 


に 知遇し 奉れば、 淨 土に 注 かれる と 由 •す 事 ぢや o  P 共は その嗣 i¥、；3 虻が、 一！ s に 鼢ぇ f 

つた かと 思 ふ 程、 急に 阿 彌陀佛 が 戀し 5 なつた。 . 

老いた る 法師 それから 御坊は どうな された な？ 

五位の 入道 身共は 講師を とつて 伏せた。 

丈 こ  ふ 

老いた る 法師 何、 とつて 伏せられた？ 

五位の 人道 それから 刀を 引き 拔 くと、 講師の 胸 さきへ つきつけながら、 阿 配 k 漱 の 初！！ を 13 ; 
め 問うた よ® 

老いた ろ 法師 これは V 滅亂な 尋ね 方ぢや 、さぞ 講師は 111 たで ござらう。 

五位の 入道 苦し さう に 眼を 吊り上げた 儘、 西、 西と 申された。 —— や、 とかう する うちに ン 
もぅ旦 眷ぢゃ 〇 恕 中 11 甌 h てゐ ては、！： 配陀 まの 術 m も 默れ努 ぃ 。では！^ を ^ ら 、フ 
か。 —— 阿 彌陀佛 よ や。 おおい。 おおい。 

老いた る 法師 いや、 飛んだ 物 狂 ひに 出合うた。 どれ わし も歸 ると しよう。 

三度 松風の 音 次第に 波の音を 1 H 。 


五位の 入道 阿 彌陀伊 ょ や。 おおい。 おおい。 

船の 街 1 に 千 氟の 聲。  、 

五位の 入道 阿！^ 齡ょや 。おおい。 おおい。 —— この 海邊 には 舟 も 見えぬ。 見える のは 唯 波 

參 

ばかり ぢや 〇  I: 賢 陀 1 の 把 まれる 國は 、あの t の 向う にある かも 知れぬ。 もし 身共が 鵜の 鳥 
ならば、 すぐに， 皆へ 渡る のぢや が、 …… しかし あの 講師 も 阿 彌陀— には、 皆 大無邊 の 慈悲 
が あると 史う た。 して 見れば 身共が 大聲 に、 御佛の 名前を， び續 けたら、 答 位は なされぬ 
*i も あるまい 。されず ば^び 死に •死ぬ るまで ぢや 。幸 ひ此霞 に t£i の 枯木が、 二股に 枝を 伸 
ばして ゐ る。 まづ この 梢に 登る としよう か。 —— 阿彌 陀佛よ や。 おおい。 おおい。 

ふこ一一なみ  お と  とき  ちどり  こ .?: 

#( び 波の音 時に 千鳥の 聲。 

ち CD ぐる  であ  け ふ  かめ  なん  しや 5 じん * み に ぶつ 

老、- たる 法師 あの 物 狂 ひに 出合つ てから、 もう 今日は 七日 目ぢや 。何でも 生身の 阿彌陀 沸 

に、^: t にか かるな ぞと 「W うて ゐたが 。その後は 何 處へ一 打き 居つ たか、 - おお、 こ. S 枯木 

の槪妒 ±1 に、 たった tnl ってゐ るのは、 齡れ もな ぃ游妒 ぢゃ。 1 :辦。 1 :辦。 …… 返事を せ 
ぬの も ^ # はない。, 铲か戧 が 鋩え てゐる わ。 配 袋 も妒た ぬ 所を 見れば、 可茛 さう に ® i 死 

往生 繪卷  泗 九 


春脰 

み 


五 〇 


んだと 見ぇる® 

fc tr なみ  おと  とき  ち ど. 9 こる 3 

三度 波の音。 時に 千鳥の 聲。 

ま tH 赢す  お  からす to! じき  し r- § と  v ん f  いんぷ、 

老いた る 法師 この 衡槪に 捨てて M いては、 鴉の w- ft になら ぅ も 知れぬ。 何事 も 前世の 因緣ち 

i ふし  しがい  くち  しろ 

,〇 —— や、 これは ど ぅぢ や。 この 法師の 屍骸の 口には、 まつ 白 


とむら 


よ •) す 


や。 どれ わしが 葬うて やらう。— 

な 歡 1 f が 郎い てゐ るぞ 。さう ーゴ へば ] It" 處へ來 た 時から、 里 ハ 香 も 漂うて はゐた 容子ぢ や。 では 
M 犯 ひと S? うたのは、 ^ ドぉ^^ゐらせられたのか。それとも知らずに*御ま蟲を_したの 

PE°  p 


み •し ぶつ 

彌陀 佛， 


お 


富 

0 

貞 

操 


春 眼  五一 一 


- 

1 ^ gl 被 五月 f 四 か 日の！^ ぎだつた。 r 歡齡ば 1 ; -r 紀の， けヂ齡 、戴 雛 邮銳鷄 齡を街 戰す る。 

だつ た。 下 谷 町 二 丁目の 小間物 店、 古河 屋政 兵衞の 立ち退いた 跡には、 臺 0f! の 隅の 跑貝の 前に 
大きい 牡の 三毛猫が 一匹 靜 かに 香箱を つくつ てゐた 0 
戶を しめ 切つた 家の h は 卽 I 的 紀 ぎで もまつ Bti だつた 〇  Mr IT II MI えなかつた 〇囉圮 には 
ひる ものは 連日の 雨の 音 ばかりだつた。 雨は 見えない 屋根の！！ へ齡齡 M に 降り注ぃで は、!^ 

からなぃ 矿所に も、 この 時 だけは 無氣 味な 燐光が 見えた。 が、 ざぁつと f ふ II Bi 孤 姬に搬 も數 

くわ  ことし  ね こ  み* r/、j  ど * いと 

化の ない 事を 知る と、 猫は やはり 身動き もせず b う 一度 眼を 絲のや うにした。 


i r *- んど  く  グー  •，ち ta- こ  ねむ  办 * »  ? 

そんな 事が 何度か 繰り返される 內に 、猫は たぅとぅ 眼つ たの か、 眼を 明ける 事 もしな、 なつ 
た。 しかし E 讓ぎ なつたり i まつたり した。 八つ 义つ ^ I 時は こ— 音の 中に 
だんだん 日の 暮へ 移つて 行つ た 


〇 


と S ねこ  なに 


お どろ 


ど J じ  みみ fc 


すると 七つに 學た i、 g は tsp たや、 ミ 1 11 , を？  くした' 同時に f  ? たら 

あ * 、 t Ai る  こぶ  わ -フ らい : r す  i  ^  4 

しかつた。 が、 雨は ヤ までよりも 蓮 かに 小 降りに なつて ゐた 。往來 を 馳せ 過ぎる 駕籠 羿 きの 


こ 2. 


I その f は 搬 も M? ぇ なかった。 しかし 霧の 黯の徵 、ま si ダった ■穿 r ra1 
にか ほん ゃり_ るみ艇 めた。 ^ fe の f  ■ぃだ I3 s£ なぃ ■の， ■り、 槪 龜备‘ き 

1 ど  つ 2  も 0) じ .'； » んじゆ /U み  ね こ  いよいよ ふ あん  i  *  ぐ Jl» 

窓の_、 —— そんな 物 も 勝 ] IIS- に 見ぇる やぅに なつた。 猫は 愈 不安 さぅ に 戶の 明いた 水口 
を 断みながら、 の そりと 大きい 體を 起した。 


i ぎ 


!:  み づぐ 5> と  ひら 

3 の 時 この 水口の 戶を 開いた のは 


と  〇  &  ミ - ^  J  -  ,i  , 

いや 戶を 開いた ばかりでは ない、 腰 障子 もし まひに 


くび 


J しし や 5 じ 

t へ  の 


あ -G ねずみ  こじき  かれ  ふる  て 55 ぐ ひ  く  i  i  ^  C  ’  • 

明けた のは、 濡れ鼠に なつた 乞食 だつ た。 彼は 古い 手拭を かぶつた 首 だけ 前へ 伸ばした なり 
欠， は齡 かな 家の けは ひにぢ つと si を 澄ませて ゐた 。が、 人 音の ない のを 見定める と、 これ だ 

けは‘ い ぃ議" に P な 11 れ妒 ’ r &、 そっと 謂 V 4 つてぎ。 i は J1 ?^ めな が 
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五 E 


春 s 

«> し  あしあと 


五 四 


f  iLii  こじき  おどろ  5 しろで  しや •フじ  おも 1; かほ 

ら 、二足 三 足跡す さりを した。 しかし 乞食は 驚き もせず 後手に 障子を しめてから、 徐ろに 顔の 

て 2Q 4 > J* ^  i  ひ ぅづ  ぅへかっわ*く  か しょ (i あか 

手拭を とつた。 親は 髭に 埋まつ た 上、 膏藥も 二三 個所 貼つ てあつた 。しかし 垢には まみれて ゐ 
て も 1: 1 •於ち は ¢1: ろ II 吊だった。 

「三毛。 三毛。」 

ぎ射 は歡 の粑を f つたり、 親の 齡 y 拭つ たりしながら、 小 聾に 猫の 名前を 呼んだ 。猫は その 


もど 


そ 


fc fc  ず 


ときどき 


こ & き fe a' ひら  S み  U  ぶ，'  f  / 「  J!JS7 

幕 こ W き «r えが あるの か、 平め てゐた 耳を もとに 戾し た。 が、 まだ 其 處に 佇んだ なり、 時時は 


どろ 


じろ じろ 術の Ms へ！！" 繼い靶 を 街いで ゐ た。 その 間に 酒 筵を 脫いだ 乞食は 脛の 色も兒 ぇない 泥 
r の 儘、% の 前へ どつ かり あぐらをかいた。 

「f 二！ K ム 。どぅした？  — 


ii れ  ところみ  きさま i3 さ  く 

誰も ゐない 所を 見る と、 貴樣だ け 置き去りを 食は された な。」 


ところ み 


§ さま 


お  ざ 


ねこ 


二 


ごし 


こじ & ひと  わら  お ii て  ねこぁ ^ まな  丨、  ( 

乞食は 獨り笑 ひながら、 大きい 手に 猫の 頭を 撫でた。 猫は ちよい と 逃げ腰に なつた。 が、 そ 


の 


.れ ぎり 飛び f きもせ ず、 反つ て 其處へ 坐つ たなり、 だんだん 眼 さへ 細め 出した。 乞食は 猫を撫 
で やめる と、% 紀 は - fit 湯 帷子の、 懷 から、 油 光りの する 短 紙を 出した。 さう して 覺束な い 薄明 

ない  ひ  が >a ぐ あ ひ  しら  ^  くうき fo .li ょ  ひ 4 け  いへ  •しい どころ にんじう 

0 の 中に、 引き金の 具合を 檢べ 出した。 「いくさ」 の 空氣の 溜つ た、 人氣の ない 家の 臺 所に 短銃 


ひと 一 


じき 


fc し  せ-- 'せつ 


ものめ づ 


，わう けい ちが 


を いぢつ てゐ る； 一人の 乞食 —— それは 確かに 小說 じみた、 物 珍ら しい 光景に 違 ひなかつ た。 し 
かし 影に なった 紀 はやは り！ 5? を HI くした ■、一  號の 1 i; l" 奶 って ゐる T に、 藍と 起っ 


く 


あ 仁 


てゐる ばかり だつ た。 

「ぢ になる とな、 T11K、 この鬆 へ も S の やぅに ■の M が & って 贫るぞ 。そいっに 中る 
と 死ん じ まふから、 明 Qx は どんな 騷ぎが あつても、 一日 緣の 下に 隱れ てゐ ろょ。 •“ …： 」 

•んケ 歡は 短！ i を#、 へながら 、，時 猫に 話しかけた。 

「ぉ献 とも 姑い 1 E l's。 が、 が！： 卿れ？、 ^: 日は ぉ辦 にも ガ^ 

把ぬ かも资 れな い。 よし裝 なずに すんだ P、 この 3fel 二 4s とお# と 一し よに 掃 St りは 
しないつ もり だ。 さう すれば お前は 大喜び だら う。」 


じき i' ti 


し學たのでぁらぅ。露 £! ^ つた霧りは、紀ょりも 5, かすかになつた。が、乞食は顏も 
ぎげ ず、 やつと 齡べ総 つた 短銃へ、 丹念に 彈 il を 裝塡 して ゐた 
「それとも 名 殘りだ けは 惜しんでくれ るか？ 

お 富の® 操 £ » 


» こ  、- 131 ん  *W  んわす 

や、 猫と 云 ふやつ は 三年の 恩 も 忘れる と 云 ^ 


春®  五六 

から、 お前 も當 てには ならな さう ? f な。 一 ^ が、 まあ、 そんな 事は どうで も 好い や。 唯 おれ も 

ゐな いとする と、 - I 

乞食は 急に 叭を齡んだ。|!端に誰か#心の艰へ #| み記つたらしいけはひがした。一5 1? をしま 
ふのと 振り返る のと、！ {乙 食には それが 同畤だ つた。 いや その外に 水口の 障子が がらり と 明けら 
れたの も 同時 だつ た。 乞食は 咄 f に 身控 へながら、 まともに k 入 者と 眼を 合せた。 

すると 障子を 明けた 誰かは 乞食の 姿を 見る が 早い か、 反つ て 不意を 打れ たやう に 「あつ」 と 
かすかな 叫び 聲を 洩らした。 それは 素 裸足に 大黑 傘を P げた、 まだ f の 若い f だつ た。 彼女は 
殆ど 衝動的に、 もと 來た 雨の 中へ齋 び 出さう とした。 が、 S 取 初の 驚きから、 やつと 勇氣を 恢復 
すると、 臺所の 薄明り に 透かしながら、 ぢ つと 乞食の 顔を 112 きこんだ。 

痊 齡は變 に とられ S か、 蘿¥の議 を ヂーてた廚、まじまじ, 1^ ¥ってゐた。も 
うその 眼に もさつ きの やうに、 油斷 のない 氣色は 見ぇな かつた。 二 A° は默 然と 少時の 間、 互に 
眼と 眼を 見合せ てゐ た。 

「何 だぃ、 お k は 新公ぢ やない か？ j 


曹 


槪 icl は ^ t し說 ち！？ ぃたやう に、 かう t 食ぐ S" を かけた。 乞食は にやにや 笑 ひな' から 二 三度 
漱 icl へ  ii t: T" げた。 

r どうも ■，みません。 あんまり, りが^ 5 いもんだ から、 つい 御 留守へは ひこみ ましたが ね一 
1 姬 、餛 r fl l ひに SI 日を！ s へ & でもな ぃんです 。」 

「 M? がせる よ、 ほんた うに - いくら 吧き f 肥 ひぢや ない と 云つ たつて、 圖圖 しいに も 程が あ 

るぢや ないか？ 」 

禁は瓣 の PT 妒り 、磐た しさう にっけ * n< へた。 

「さあ、 こつち へ! 3 ておくれよ。 わたしは 家へは ひるんだ から L.° 

「へぇ" ます。^ 3 ろと爬 齡らな いで も aiT ますが ね。 姐さん はま だ ち 退かな かつたん です か 
i?J 

』  ，' 

「ぜ ち いたの さ。 f ち遞 いたんだ けれども、 — そんな 事は どうで も 好 いぢ やない か？」 
「すると 爬か ^? れ抛 でもし たんです ね。 —— まあ、 こつち へ おは ひんなさい。 其處 では 雨が か 
かります ぜ OJ 

お 富の 貞操 £ セ 


春暖  五八 

妒女 はま だ 業腹 さぅ に、 乞食の 言葉には 返事 もせず、 水口の 板の間へ 腰を 下した。 それから 
流しへ 泥足を 伸ばす と、 ざあざあ 水を かけ 始めた。 平然と あぐらをかいた^ 乙 食は 髭' たらけ の 跪 
を さすりながら、 じろ じろ その 姿を 眺めて ゐ た。 彼女は 色の 淺黑 い、 4 の あたりに 観 擗の ある、 
田舎者ら しい 小 女 だつ た。 なり も 召使 ひに 相氣な 手織 木綿の t 重 物に、% m の 帶 しかして ゐな 
かった。 が、 活き活 きした 眼 鼻 立ち や\ 堅 SEf りの 獻っ きには、， 肾か锨 ひい 搬や蛾 を 職 ir せ 
る 美し さが あつた。 

「この 騷ぎの 中を取りに 返る の ぢや 、何 か 大事の 物を 忘れたん です ね。 何です、 その 親れ； i 
は？ ぇ、 姐さん。 — お 富さん。」 

新 公は^ <尋 ね續 けた。 

「何 だつ て 好 いぢ やない か？ それょり さつ さと 出て 行つ ておくれょ 〇」 

.お si の 返事は 突慳 貪だった。 が、 ふと 何 か sf ひっいた やぅに、 銳纪 の雜を ると、 &1 配 
目に こんな 事を 尋ね 53 した。 

しんこう i へ  •っち  みけ  し 

「新 公、 お前、 家の 三毛を 知らない かい？」 


「『二ぞ？  f 二ぞ は) 13:^ 霞に、 — おや、 1 :ぎ へ 行きゃ がつたら う？」 

S3 齡は あたりを ^: 贩 した。 すると 駆は 卿 ぼ の 間に か、 ■の ao m や 齡鍋の 間に、 ちゃんと 香箱 
をつ くつて ゐた 。その 擊 ■と 駆に、 fl りお ai にもぎ かつた ので あらう。 泥 女は 柄杓を 
ぼてるが與いか、 1: 』の极 *? も总れたゃうに、配の間の ±^ に立ち ±, つた。さうして晴れ晴れと 
しながら、 棚の 上の 猫を 呼ぶ やうに した。  - 
■は 隱ぃ離 の 七の r ら 、ずし 思 r ぅにぉ S1 へ r ll した。 

「縱 です かい、 避さん、 啟れ 骱と云 ふのは？」 

「i ぢや 11 いの かい？ I _ ' .、 さあ、 r て 御出で。」 

SI はもう  一^ r M f たし さに娜 を^ らせな がら、 いきなり 新 公に 怒鳴りつ けた。 

T1 術が S: 夭 しんだい？ 叙の お ±1 さんは ti  一 f を 啟れ てがたつて、 氣違 ひの 樣にな つて ゐ るんぢ 

€> /  こ 3  **ム  ど ほ ? 2 • 

やない か？  三毛が 殺されたら どうしょう つて、 泣き通しに 泣いて ゐる んぢや ないか？. わた 
し も それが ザ 度 さう だから、 雨の を わざわざ 歸 つて 來た んぢや ないか？ L- 

お 富の 貞操 E 九 


春鹱 


六 〇 


t> -^ 


「よぅご ざん すよ、 もぅ 笑 ひは しません よ .0 

と a こと & さへ ぎ 


4  かんが  ご らん 

「もぅ I 夭 ひは しません がね。 まあ、 考 へて 御覽な さ 


、〇 

tu 


〇 す 


r 


fc か  ねこ  ぴ 5 ひき  かんが  を か  ちが 


b んこ r  わら  ，c v> とみ  ことは  さへ r 

新 公は それでも {夭 ひ 笑 ひ、 お 富の 言葉を 遮つ た。 

乱 日に も 一い くさ」 が 始まらぅ と 云 ふ 

<  を ヤ  ちか  まへ 

のに、 敲が搬 の  一 E や 一一 面 —— これは どぅ 蒙 7 たつて、 可笑しい のに 違 ひぁりません や。 お前 
さんの1、たけれども、一體此處のお上さん位'ゎからずやのしみつたれはぁりませんぜ、第一 
ぁの 三毛% を 探しに、 …… J 


き 


に ま  かみ  ざ んそ 

.お 默 りよ！ お上さん の 讒訴な € は 聞きたくない よ 


お si は赌一 / ち だんだ を 躜んだ 。が、 乙 韶は鹿 ひの 州 網 女の ® 幕には 驚かなかつた。 のみなら 

かの ぢょ  すが fc ぶ a んりょ  しせん  そそ  じつ/ P い  とき  かの ぢ ょ  すが fc や はん  ぅつく 

ずしげ しげ 彼女の 姿に 無遠慮な 視線を 注いで 〇 た。 實際 その 時の 彼女の 姿は雙 蠻な 美し さその 
ものだつた。 ffil に！！ れた t 物 や 湯銳、 —— それらは 11 :處を 眺めても 、ぴつたり 肌に ついて 〇 る 
?; け、 證 はに 所驟 を 語つ てゐ た。 しかも 一目に 處女を 感ずる、 若若しい 肉體を (語つ L o た。 新 
沿は 彼 先に 目を 据磊 たなり、 やはり 笑 ひ聲に 話し 績け た。 

「第一 あの 三毛 公を 摞しに 、お前さんを ょこす ので も わかつ てゐま さあ。 ねぇ、 さ ぅぢ や あ 勿 


ません か？ セぢゃもう ±1 |^職、^1ち^!かない家はぁりませんや。して見れば町家は並んで 
ゐて も、 AV の ゐなぃ 航 1 i と 1 じ’。— か 1 T も ぼまぃけれども、どんな喝 ^ にぎふかも 
知れない。 —— と、 まづ 云つ たもの ぢや ありません か？」 

A 1 W 

「そんな， 11 な 配を する より、 さつ さと 猫を とつて おくれよ。 — これが 「いくさ」 でも 始 
まりやし まいし、 何が 危い 事が ある もの かね。」 

「顯 ? ち ゃぃ けません。 P 黎 T 名き が、 かう ri に辤 なけり ゃ、 P と ?; 新 

はありません や。 - ¥*( い is^ が 此處に ゐ るのは、 お前さんと わたしと 二人つ きりだ。 萬 一 わたし か 
妙な 氣 でも 出したら、 姐さん、 お前さんは どうしな さるね？」 

船 纪はだ んだん 沿 祖 f か :, 具 面 r たか、 わからない 口調に なつた。 しかし 纪んだ お 富の 目に 
は、 親 怖らし い 影 さへ あぇなかつた。 

嫩 その！！ 二は、 さつきよりも、 一 »" 血の 色が さしたら しかつた。 

« だぃ、 紙が、 —— お：！ 4 はわた しを 嚇か さう つて 云 ふの かい？」 

ぉ si は齡^ n 射 _か すゃ うに、 一 足 新 公の 側へ 寄つた。 

お 富の 貞操  六 一 


春 gi 


六 11 


ゴ L* い  か一一きんぎ 

義 かすえ？. ，かす ? i けなら ば 好 いぢ やありません か？  J 眉に 錦 切れなん ぞくつ けて ゐたつ 


て、 ® It の II いやつ らも 爽い伊 の ^ た。 ましで わたしは 乞食です ぜ 。嚇 かす ばかりとは 限り ませ 

* 5  き fi 

んや 。もし ほんた うに 妙な 氣を 出したら、……」 


锨纪は 街らず ーゴ はない m に、 したた か 跪 を 打ちのめされた。 お 富は 何時か 彼の 前に、 大黑傘 
を ふり 上げて ゐ たのだった。 


つ かれ S1 


一一 いこくが さ 


な 1 い 5 こと t.  ,  D 

「生 意氣な 事を お 云 ひて ない」 


ぉ si は繼穿 IV 对 V はぃ 一を # r5 v r た。 新-公は を縱！ とした。 が、 S 

その 髮織 に、 * I 街, 尸の M?: を^ち 配 ^ てゐ た。 この 配ぎ に腎 いた ？ S- は、 鐵鍋を 一っ獄 落しな が 
た。 紙 纪はゃ つと 泥び 15 きる齡 に、 まだ 術 ffi" も お si の 齡に 、打ちのめされずに はす まなかつ 


た。 


ちくし やぅ  ちくし やぅ 

〕ん畜 生！ こん 畜生！」 

み  かさ  ふる  つづ 


しんこう  5 


かさ  ひ 


in 田 Il v ®: し聲 けた。 が、’ 新 八 ムは 打たれながら も、 たぅとぅ 傘を 引つ たくつ た。 のみなら 


糸  t  ま ^ さ、. らノ  &  り  lA w .- :、 L* :-lsr>rLr<  h,  I.  5  :  >  >  r .  k  *  ►  ■  r 


はや s: > ぜん  とみ  と 


fc 象は 


a^  (IN/  V  /  さ い *ちリ  あめ 2: t ii いどころ やね  t さ  おと  あつ  に  yio fc i fe i 

合つ た。 この 立ち 廻りの 最中に、 雨は 又臺 所の 屋根へ、 凄まじい 音を 湊め 出した。 光 も 雨 音の 


r t 力  みみぅ すぐら  くは  い  し しこ、 フ  5 t> 、一 

高まる のと 一し ょに、 見る見る 薄暗？ を 加へ て 行つ た 〇齡 公は 打たれても' 引つ 衝 かれても、 

なんど  しそん  のち 


し C-  む 


とみ to ふ 


ひ  か 
一 

■二 無二 H を 把 募せ ようとした。- しかし ■か 湛 じた ^ やつと 磬 に a< みぎいた と說 


、  、 Ay せん ま ►r- ti じ  み づ ぐち  i. フ  4 

j と 突然 又彈 かれた やぅに、 水口の 方へ 飛びす さつた 


0 


あま 


•し 


一 この 阿 魔 あ！ . . 

新 公は 障子を 後ろに したな り、 ぢつ とお si を 職み つけた。 1 :ぎ か «1 も黯れ たお si は、 ベつた 
备の i に f ながら、 i の Is んで f らしぃ ■を てゐ た。 それは ■をが 
びても ゐれば ハ 影に 湯に 齡 めかし ぃ、 fs ば顯が 職 g ±i に、！， を 11 めた g と 賢た もの だ 


0 


冷笑を 見せる と、- «! からさつ きの 紙 船を 即した 
「さあ、 いくらでも ぢ たばた して r ろ。 一 

議の 先は 徐ろに、 & の齡の あたりへ t つた 。それでも 磐は H: 惜し！ に、 繫の離 を 


お 富の 貞澡 


六 三 


ぎめ た—、 i とも m を ra? かな かつた。 繁は f *I が ■がない のを r ると、 ケ 度は 何 か 思 ひ 
っぃた？ こ、 霧 e f Tl 』 けた。 その *? には隱 ぃ 时に、 琥 ■の 猫の— K めぃて ゐ 
た 0 

、  とみ 

「好い かい？  お 富さん。 — J 
紙 ^ f は 棚 r ダ ぢらす やうに、 Ik ひを ^' ん だ 聲を 出した。 

「この 霸が 公と デ ふと、 ぁの. 船が 霞に 寧げ 一 r るんだ。 ぉ献 さんに しても 同じ 事 5 、 
そら 好い 力し？」 

W き 金は すんで に 落ちようと した 0 _」  . 

しんこう 

「新 公！」  . 

繫然お 富は 聲を立 てた。- 

「いけない よ。 打つ ち やい けない 0 」  • 

■はぉ si へ ri した。 しかし まだ 霸の 形」 は ' 一  S に 肥 ひを 越め てゐ た。. 

「いけない のは 知れた 事 だ。」 


「打つ ち や 可哀 さう だょ。 三毛 だけは 助けて おくれ。」 

お！ i はゼま でとは lr-; つて 齡つた 、 >L>r @d? さうな^ n つきを しながら、 心 もち 震へ る &: の 間に、 細 

かい％€&かせてゐた。銳ぎ？ば繫ゃぅに、鬍ば|1 ^ 、ミ、_の雛を_めたな 
り、 ゃっと 戀のお > T$ げた。 と PS. I1 ■には、 ほっとし &、 & んでが た。 

「ぢや 猫は 助けて やらう。 その代り。 —— J 
新 公は 橫 柄に f ひ 放つ た。 

「その代り お前さんの 體を 借りる ぜ。」 

ぉ 11 は ちょいと Sn を！； らせた M 膨聯撇 姑 ©! 4 ©- 叫には、 衝し み、 1 r 、 獻财 r  1 15 •その 
g いろいろの 懸 C.) っ たに f r て ct かった。 1- は！ r l s1 德に船 I 

その 的に もは っ？ が 駆た。 繫は膠 に® だ 観、 かすかに 'ff5 ばんで —らしい、 

お si の 襟 もとへ 目を 落した。 すると それを 感じた のか、 お 富は 體を 德 る やうに、 後ろに 〇 る 新 

» 

お 冨の 貞操  六 五 


春 眼 

一 ほ  みあ 


六 六 


、 co ^ よ、 . X 、フ t す こ i' cx V  tk 

分の 雛を 纪七げ た。 彬 女の 鑛には もう ^,' 時の 間に か、 さつきと 少しも 變らな い、 活き活 きし r: 
私 が 配って ゐた 。しかし 銳纪は _撕 したやう に、 嫩な 離ぎ を 一つしながら、 いきなり 又 猫へ 短 
齡を 向けた 0 

「いけない よ。 いけな. いつてば 〇  I 


L1 


とみ  かれ  と  ど、 フじ  て  5rp  かみ そ 9 い fc [1 おと 

お 富は 彼を 止める と 同時に、 手の 中の 剃刀を 板の間へ 落した。 


おと 


「いけなけ り や あすこへ お行きなさい な ,0 j 

しんこ •フ  •> すれ ら 


しんこ •フ  •> すわ ら  5^ 

新 公は 薄 笑 ひを 落べ てゐた 0 


す 


「いけ 好かない！」 

$, c i§ し！ に si た。 が、 議 f ち ^ ?、 ふて 齡れ た ^ す 4 うに、 さっさと 松 


㈤に は、 ずつ と ?? を かすめて ゐた 。おまけに 雪の 間には、 夕日の 光で もさし 出した のか、 薄暗 
かった 謂 V だんだん を g へて r た。 i ぎ i そ &に » ながら、淤,のけはひ 
に 聞き A1 つて ゐ た。 小 倉の 帶の酵 かれる 音、 疊の 上へ 寢 たらしい 音。 —— それぎ り 茶の間は し 


ん としてし まつた。-  ‘ 

獻妨 ょちょ いとた めら つた 11 、 m 明るい 茶の間へ 足を 入れた。 茶の間の まん 中には お 富が 一 


7  i i t * ふむ  よこ  じけつ  しんこ* フ  す 力 fl み 

人、 袖に 齡を歡 つた 皆、 ぢ つと 仰向けに 橫た はつて ゐたバ 四十 一字 缺) 新 公は その 姿を 見る が 


か 


か. れ  S 


けいよぅ  で/ Tj 


xp  1  V、- どころ ひかへ  か. れかほ  けいよ 5  で - > めう  ヘラ じ ? フ みなぎ 

界 いか、 逝ける やうに 臺 所へ 引き返した。 彼の 顔には 形容の 出來な い 妙な 表情が 漲つ てゐ 


かれ  い /- 


おも 


た。それは «> 緊のゃぅにも見ぇれば、恥ぢたゃぅにも見ぇる色たった。彼は板の間へ出たと田心 
ふと、 まだ 銳の陬 へす を矿 けたな り、 1 <然筘 しさう に 笑 ひ 出した e 


じょうでん  とみ  じょうにん  * で  ? 

「冗談‘ だ。 お 富さん。 冗談 だよ。 もうこつ ちへ 出て 來てぁ くんなさい 


X? き 


なん 洛ん  のち ふところ  U こ  い  と， rx 

，何分 かの 後、 懷に 猫を 入れた お 富は 


かさ  か / -- て  やぶ  むしろ し  しんこ •フ 

ぅ 傘を 片手に しながら、 破れ 筵を 敷いた 新 公と 


き がる  なし ( i fi 

氣輕に 何 か 15 して ゐた。 


fa え  す こ  ま へ 9 こと 

「姐 5 ん 。わたしは 少し お前さんに、 訊きたい 事が あるんで すがね。 


rr^ t はま、 た 間が 惡さ うに、 お 富の 顔を 見ない やうに して ゐた〇 

なに. 

「何を さ！」 


なに 


こと 


「何を つて 事 もな いんです がね 0 

お 富の 貞操 


-- まあ 肌身を 任せる と 云へ ば、 女の 一生 •ち や 大變な 事 だ Q 

六 七 


春頤 

とみ 


六 / V 


と 3 1 へ  ねこい のち か、、  ブ产 

それを お 富さん、 お前さんは、 その 猎の 命と #^ け替 r 


ま 


こいつは ど、 フもお 前さん に L ち 


らん & ‘フ 


や、 亂暴 すぎる ぢや ありません か？」 

C\ J> 、、  と ^ a i: ^ . 

船鉍ま ちよい と B を！ K fi ◦が お 富は 揺 笑んだ ぎり、 懷の 猫を 劬 つてゐ た 


ふところ fe こ  い }- ば 


0 


そんなに その 猫が 可愛 いんです かい？. 


a vt か あい 


そり や 三毛 も 可愛い しね 0  IL 


とみ  に  き  へ 入 じ. 


〇 


お 富は 煮ぇ切らない 返事を した- 

^ ^ o/ J vy  ひ A-  > フ a rl L ゆ じん ^ も  み け  ころ 

.それとも 沿 H さんは、 ^; 所で も 評 料の 主人 思 ひだ Q 三毛が 殺された となつ た 日に や、 この 


ひ 


うち  かみ  ま を  わけ、、  P  ? 

家の 上さん に 申し 譯がな い 


い  しん ほい 

■と 云 ふ 心配で も あつたんで す 力い 


?. 


ああ、 ーゴが」 も pr^ sf いしね。 お ±? さん も尤 事に や 違 ひない んだ よ。 けれどもた だ わたしは 


S  •“ !— いじ.  丨念 


ね 0  _ J 

とみ  こくび  かに t> 


め 


0 


S 


とほ  ところ  み 

お «| は /]^ ^ を M? wl ながら、 ® r い 所で も 見る やぅな 目を した- 

こ/、  、 t 'i》  と 5  なん 

%と1 1 4 へば P いんだら ぅ？ 唯 あの 時は ああしない と 何た かすまない 氣ガ したの さ」 
1 HI こ％ f 射 かの僦 、 イ^<になつた鍁妬は、茁,,护の1を抱ぃた儘、ほんゃ|以に坐 


\ 


i 


つて ゐ た。 i ぎ i らな一 のぎ P、 だんだん 霧へ. つて 來た； き 窓の 綱、 流し元の 

) & おも  ぅ/ の  か ^ しよ  あ 1 ぐ も 

_ そんな 紀も一 つづつ 見えな くな つた 〇と思 ふと 上野の 鐘が、 一忤づ つ 雨雲に こもり 


1 :♦ 1 ど  つな  な が  もと 


み 〇 がめ 

水瓶 


み t a 


ながら，齡斟しぃ贺を瓶げ船めた〇¥がはその音に黨ぃたゃぅに、ひっ 1- りしたぁたりを見廻 
し た。 それから 和 さぐりに 游し %! へ りる と、 ffi^ 杓に なみなみと 7JC, を 酌んだ , 〇 


む らか .みしん V」 ぶら ぅみな もと  し ^ みつ .0- ふ、  •ぼ？ -/ •• 

「村 上 新三郞 源の 繁光 今日た けは 一本 やられた な」 


か，*  ” ぶ や fc そ ^ れみづ  の*,， 

皮は さう tlr きざま、 うま さう に 黃昏の 水を IX んた C 


XXXXXXXXXXXX 

b、 ぢ  んぐわ つ  にち  とみを つと  にんこど‘も_.又の‘  ひろこ-つ ある 


i ぎ - T 三 U  一一 一 ^ S 一+六 的、 お «1 は ^ や 一一 一 A1 の 子供と、 上野の 廣 小路を 步 いて 〇 た。 

•  m  ^  mf  %  m 


ひ  ち；？-、 フ ど， 一一け  一一い  一一い  く. r> いない こく (i くらん < わい  か. い . < b い ル ^ U B. 

:: 一に、 第三 回內國 博覽會 i  ■: 

im の ぁたりは、 もぅ 知 ■ぃて ゐ た。 だから 顧# S A? 麵 りは、 寶 rf なぃ ばかり だ 

うへの  f  かいくね いしきかへ  ¢4 しや じん S しや  ぞゃ ：！ 一^. ク 


な が 


つた 0  k 配へ ^ 野の 坑 からは、 SV 戴げ ME しい S や 人 * i 車の 行列 V しつ？ なし S 

00^  B  -  >  p'  SH>  1 その II ゃ M 

料の は、！ デ ふ A? A? も f てゐた w 


ぉ富の 貞搜 


六 九 


春 瑕  •七 〇 

五つになる 次男を 抱いた 起 ぼ、 袂 P 長那% 繼ら せた ■、- まぐ るし い 1  仕 ^ の A? ii りを ょけょ 


と^ j ど § 


しんは い 


•フし 


とみ  ふ 


と み  ち や ぅぢよ て 


け、 時時ち よいと 心配 さぅ に、 後ろの お 富を 振り返つ た ◦お 富は 長女の 手を ひきながら、 その 
1 に 晴れ やかな 微笑を 酽せた o Ii i 二 十铝の ㈣ 彤は 、齡圮 にも 起を 置いて ゐた〇 しかしが の +1 


さ 


ひかり むかし あま  かは  かの ぢよ  •©いぢ  ねんへ、) ろ  こが やま さ V S. を ひ  あ ^ 、 t 

に 冴ぇた 光は 昔と 餘り 變らな かつた 。彼女は 明治 四 五 年頃に、 古河 屋攻 兵衞の 甥に 當る 、今の 

を : 〇 とけつ こん  をつ と  ころ  よこ ば i い 2: ぎん 3" なんち や 5 め  ち ひ  とけいや  みせ  •--- 

夫と 結婚した 。夫は その 頃は 橫濱 に、 今は 銀座の 何 丁目 かに、 小さい 時計屋の ® • を 33 して ゐ 


0 


A み  め  あ  A きち ? フど  と ?. ;！  fi しや  なか  しんこ 5  ぐつ、 •> 

•あ 富は ふと 目を 擧げた 〇その 時 丁度 さしかかつ た、 二 頭 立ちの 馬車の 中には、 ff, 公が 悠您と 
坐って 〇 た。 新 公が、— 


もつ と いま  しんこ •>- から ri fi てぅ  は ^  まへ て  いか  きん 

■尤も 今の 新 公の 體は 、駝鳥の 羽根の 前 立 だの、 嚴 めしい 金モ ォルの 


しよく >0 よ 


1 i いせ 5 いく 


くん L や ラ 


!  ^ <  1—  J  n  1/>  く  Hit  孩* ，つ  め*、 > 6  、•つし ^ •フ  ，フづ 

飾緖だ の、 大小 幾つかの 勳章だ の、 いろいろの 名譽の 標章に 埋まつ てゐる やぅな ものだつた 〇 

{ ほく  ひ h(> ぁ ひ ri みぁ か  S  .  わ ♦「ねん  こじ 5 ちが  とみお も 

し 力し 半白の 鬆の 間に こちらを 見て ゐ る赭ら 顔は、 往年の 乞食に 違 ひなかつ た 〇お 富は S ま 


へ, ，しや •つ •フづ 


こと 


、あし： 9 る  ふしぎ  おどろ  しんこぅ  仁に  こじき 

す 足を 緩めた。 が、 不思議に も 驚かな かつた。 新 公は 唯の 乞食では ない。 —— そんな 事は なぜ 
かわかつて 〇 た。 顔の せゐ か、 一言 葉の せゐ か、 それとも 持つて 〇 ， 1 & 齡 のせ ゐ か、 に辦 わか 
つては ゐ たのだつた。 お 富は 眉 も 動かさす に、 ぢ つと M 公の 雛を 船め た。！！ 1 も 紀蓄 か 泥 繼 


か、 ■の 雛を 髮 つて ゐ た。 二十 還 一 ssivv の S は、 この 麗 慰の 舒、 B なぃ 船 
はっ？ E ん でぎ。 繫はぁ の ^ ^ f も、 一ぎ 船 IT fc に、 繫に P ? ぅと“ 

た。 その ®? 撕は！ ^ fr つた か、  齡 *! は それを 知らな かつた。 新 公は 亦 さう 云 ふ 羽目に も、 彼 
-^1 が ©? け^3した膨 11* は、指さへ觸れる事を -#^ (;, なかつた。その歡機は何 ;1 つたか、  それ も 

■  し  か ヤ i みな  とみ  一 i う ぜん  ほど仁5 ぜん 

紀 *! は# らな かつた 。が、 ^1 らな いのに も關 ^( ず 、それらは 皆 お 富には、 當然す ぎ 〇 程 當然だ 

かの ぢよ. U し肀  ちが  なに こころ の 

つた。 


褴奶は 11 *; とすれ 氬ひな がら、 何 か 心の 伸びる やぅな 氣が した。 


か. のぢょ 


r  i 5. な二ごと  ほほ 31  み  いい  5^ 

貌を 見る と、 何事 もない やうに 頰 笑んで 見せた。 活き活 きと 嬉し さう に 


〇 


お 富の 貞操 


七 


つ 

の 


春暖 


七 四 


もり  なか 


に. ん  at びと  i!,fv b あらそ 


fc B' & 


ながぐつ  き 


すが ii か* 


oxtf  子.- ふ <J じ •， /" ?  7^  J.V  备 .二； 一’--  ^  L.  -  ./  >-r  JA  i.  i  I  <  J/  -  ►  -  «  i  i  Uhl  ノ 

森の 中。 三人の 盜人が 竇を爭 つて ゐ る。 竇とは 一飛び に 千里 飛ぶ 長靴 着れば 姿の 隱れる 


てつ 


ふ fc 


き 


ル、 戴で もまつ 二つに 切れる 劍 • 


けん fr fi み  ところ  ふる ii ヮぐ  も 〇 

— 但し いづれ も 見た 處は 、古道具ら しい 物 ばかりで ある 


〇 


第一の 盗人 
第二の 盜人 
第三の 盗人 
第一の 盗人 
第二の 盗人 
第一の 盜人 
第三の 盗人 


その マントルを こつち へよ こせ 


〇 


よ けいこと  い  けん 

餘計な 事を 云 ふな。 その 劍こ そこつちへ よこせ 
この 長靴は おれの 物ぢ やない か？ 


〇 


な がぐ つ  ねす  、 

•おや、 おれの 長靴を 盜ん たな 


0 


さ さま 


も 〇 ね す 

貴樣 こそ おれの 物を 盗んだ の だ。 


もら 


お 


よしよ し、 では この マントルは おれが 貰つ て 置かぅ。 


ちくし やぅ 

〇ん 畜生！ 


き さま 


.S 


よくも おれを 撲つた な 

、この マン 


貴樣な ぞに 渡して たまる もの か 

なぐ 


〇 


«. UL  けん  ねす 

■おや、 又 おれの 劍も盜 んだな “ 


なん 

可 


卜 


どろ S フ 

ル 泥棒め！ 


第一の盜人何、こいつが惡いのです。わたしの亂を鉛んだ ±: 、マントルさへょこせとデふも 
のです から  - 

第三の 盜人 いぇ、 そいつが 惡い のです。 マントルは わたしのを ^? んだ のです。 

第二の 盗人い ぇ、 こいつ 等は 二 人と も大泥 棒です I ° これは 散 わたしの ものな のです から、 —— 
第一の 盜人噓 をつ け！ 

第二の 盜人 この 大 法螺吹きめ！ 

にん i t けんく り  * 

三人 又喧嗤 をし ょぅとす る。 

ユ子， て r し。 たかが い マントル や, ぁいた _g 4 P がと つても f い— ないか？ 

ー  タ 

第二の 盜人 いぇ、さぅは行きません。このマントルは曼たと思ふと、起似||れるマントル；ょ 
のです。 

第一の 盜人 どんな 又 鐵の兜 でも、 この 級で 切れば 1 ^れ るので す 〇」 


春 M 

f 一の 盗人 この ss i もは きさへ すれば、 一飛び に 千里 飛べる のです ァ 
王子 祗齡 、さ、 2. ぃ W ふ 數か ら 、獻囉 をす るの もね な 障た。 が、 それなら ば 慾 張らずに 、一つ 
づつ^ ； ければ & いぢ やない か" 

第二の 盜人 そんな * T をして ごらんなさい。 わたしの 首は いつ 何時、 あの 劍に 切られる かわか 

りません。  • 

第一の ^ A いぇ、 それょりも 配 るのは、 あの マントルを 着られれば、 何を盜 まれる か 知れ ま 
すまい。 

第一 一の 盗人い ぇ、 嫩を 避ん' た扼 が、 ぁの鬆 をはかなければ、 思 ふやぅ には 逃げられなぃ 譯 
です。 

王子 それ も _T 祖 だな。 では ■は ■だが、 わたしに みんな 賣 つて くれなぃ か？！ 
すれば 故 酖も fk らない 箸 だから。 

第一の 盜人 どぅだい、 この 殿 樣に賣 つてし まふのは？ 

第三の 盜人 獻 il 、 それ も 好い かも 知れない ,0 . 


第二の 盜人唯 値段 次 翁 だな。， 

王子 値 a は —— さう だ 。その マントルの 代りには、 この 赤い マントルを やらう、 これには 一 
繡の綠 もつ いて ゐる 。それから その 長靴の 代りには、 この 寶 石のは ひつた 靴を やらう。 この 
黃金 細工の 劍， を やれば、 その 劍を くれても 損は あるまい。 どう だ、 この 値段では？ 

第二の 盜人 わたしは この マントルの 代りに、 その マントルを 頂き ませう。 

第一の 盜 人と 第三の 盜人 わたしたち も 申し分はありません。 

王子？ うか。 では 取り 換 へて 貰は う。 

王子は マントル、 劍 、長靴 繁を妒 り衡 へた 後、 又 馬の 上に斯 りなが ら、 11 の 中の 路を 行き か 
ける。 

王' 十 この 先に 宿屋は ないか？ 

第一 一の 盜人 森の 外へ 出さへ すれば、 「k 金の 角笛」 とい ふ 宿屋が あります。 では 御大 事に いら 
っし ゃぃ 0 

王子 さう か。 では さやうなら。 (去る) 


春 0 


七 八 


第三の 盗人 墓い 靈ぎ S。 お れはぁの戀が、こんな « にならぅと|运かつた。 

纪 ろ。 ±^ め齡に は 金剛 s' がつ いて ゐる。  み 
第二の 盗，、 おれの マントル も P な i ぢ やな. いか？ これを かぅ 着た 所は、 殿樣の やぅに 見 


H  -  >  丨 〇 


える f ' らう 

第一の 盗人 この 搬も对 した㈱ だぜ 。傾し ろ槪も 称 も 雰 だからな、 


S  つか rl :  f? :A, 


^ l- p す fr t 

.しかし ああ 安安 欺？ 


ほい 


れ るとは、 あの’ 王子 も大 莫迦 ぢやな いか？ 

? ^ デのり譯にも出だ。まぁ、£かへ厅って一杯ゃらぅ 
X^ I? AV? は 獲 ひながら 、華とは 靈の r 〔打って しま ふ。 


第二の 盗人し 


〇 


二 


齡沪七 八 A£ 、 —— 


か 


■c.r  じ  ^ 


みなじら  の •「ふ 

J れは皆 村の 農夫ら しい 


いよいよ？； •フぢ よ  ごこんれ い  、-ん 〇 

宿屋の 主人 愈愈 王女の 御婚禮 が ある さぅた ね 


I 


•  r  ^  :  上  は なし  おむ こ  ひと  くろ a ぅ  わ • -> さ 1 い 

第一の 農夫 さぅ 云 ふ 話 だ。 なんでも 御 婿になる 人は- 黑ん坊 の 王樣だ と 云 ふぢ やない か？ 


-C5 ぢよ 


f  jt-10  わ •「 さま  Si いきら  い  •つよさ 

第二の 農夫し かし 王女は あの 王樣が 大嫌 ひだと セ ふ 曝 だ ぜ。 


さら 


第一の 農夫 嫌 ひなら ば お止しな されば 好い のに 0 

主人 所が その 黑 ん你の あ 観は、 三つの *? いのを かって ゐる。 11 一が 千 S0 齋べ る 1! 9 、銳一 一が 


-T C  ?  けん  に い  すが fc かぐ 

鐵？ へ 切れる 劍 、第一 一 一が 姿の 隱れる マントル、 


>T 


iA なけん じ C-  •  V  い  1。 く 

，それを 皆獻 上す ると 云 ふ ものた から、 ^' 


の 深い この 國の 王樣は 、王女を やる と！： 有 ゃ つたの ださう だ。 

第一 一の 農夫 御可哀 さうな のは 丑 ^ 1 |: -? 1<だな。 

第一の 農夫 誰か 王女を お助け 申す ものは ないだら うか？ 

Jr*、  ' 

主人い や、 いろいろの 雕の 王 ?^ の$ には、 さう S1 ふ A? も ある さう だが、 视对 あの M< l ん f I? 


さま  §び  i 

樣に はかなは ないから、 みんな 指を 啣 へて ゐるの だと さ。 


第二 S* おまけに 紐の f ■は、 S をぎ l r れ ない？ に、 1 islf lc t いて ある 
さう だ。 


なに  り. 7 へいたい 

主人 何、 龍ぢや ない、 兵隊 ださう だ。 


三つの 费 


七 九 


第一の 農夫 わたしが 魔法で も 知つ て 〇 れば 、まつ 先に 御 助け 申す の だが、 I 
主人 り m さ。 わたし も 魔法を 知つ て ゐれば 、お前さんな どに 任せて 置きは しない。 (一同 笑 
ひ fflr す) 

王子 (突然 一同の ^' へ M び 出しながら) ょし 心配す るな！ きつと わたしが 胁 けて 見せる。 
一同 (驚いた やうに) あなたが ?! • 

王子 さう だ、 緊ん 坊， の 王な どは 何人で も來い 。(膨 組を した 儘、 一同を 見 まは す) わたしは が 

ほし fc いぢ  み 

つ 端から 退治して 見せる。 

主人 です が あの 王樣 には、 三つの 寶が ある さう です。 第一には 千里 飛ぶ 長靴、 第二には、 一 - 
王子 鐵でも 切れる 劍か？ そんな 物は わたし も 持つ てゐ る。 この 長靴を 見ろ。 この を 見ろ。 

この 1st い マン - h ルを 見ろ、 mi ん坊の 王， が 持つ て 〇 るのと、 寸分 も 違は ない 寶ば かりだ。. 

一同 (再び 篤いた やうに) その 靴が ?! その 劍が ?! その マントルが ?！ 

主人 (疑は しさう に) しかし その 長' 靴には、 穴が あいて ゐるぢ やありません か？ 

王子 それは 穴が あいて ゐる 。が、 穴は あいて ゐて も、 一飛び に 千里 飛ばれる の だ。 


主人 ほんた うです か？ 

(憐む やうに) お前には 噓たと 思 はれる かも 知れない 。ょし、 それなら ば！^ んでだ せる 0 
入口の 戸を あけて 置いて くれ。 好い か。 飛び 上つ たと 1 心 ふと纪 ぇなくなる ぞ〇 
主人 その 前に 御 ® 1 定を 頂き ま サ •うか？  ： 
王子何、すぐに歸つて來る。土產には伺を持つて來てやらう、ィタリァ 0) «? 、紀か*4スパニ 

1 くわ、 っり  iH4  ，ちぢく 

ァの眞 桑 瓜 か、 それともず つと 遠い ァラビァの 無花果 か？ 

主人 御 土產な らば 何でも 結構です。 まあ 飛んで だせて T; さい。 

王子 では 飛ぶ ぞ。 . 二、 三！ 

王子は 勢 好く. 飛び 上る。 が、 P P4 へ も 剧かな い 阳 に、 どた りん- Kl; ®f! をつ いてし まふ。 

、一同 どつ と 笑 ひ 立てる。 

主人 こんな 事 だら うと 思つ たょ。 

第一の 農夫 千里 所 か、 二三 間 も 飛ばな かつた ぜ。 

第二の 農夫 何、 千里 飛んだ のさ。 一度 千里 敗んで^ I いて、 见千 び 配った か V り、 もと队 呢 

三つの 费  八 一 


春 o 


八 二 


m 

へ來 てし まつた の だら ぅ？ 


こと 


じよ 5 il ん (i か 

第一の 農夫 冗談 ぢやな い。 そんな 莫迦な 事が ある もの か 


〇 


ど •っ お ほ わら  わ •フじ  お  あが  さ • ?: & そと  ゆ 

同尤笑 ひになる。 王子は すごすご 起き 上りながら、 酒揚の 外へ 行かぅ とする 


〇 


主人 もしもし、 御 勘定を 置いて 疗 つて 下さい 
王子 無言の 儘、 金を 投げる。 

第二の 農夫 お 土產 は？ 

王子 (劍の 柄へ 手を かける) 何 だと？ 

し 


〇 


しり  なん  い  ひと  ごみ  けん  く び 

第二の 農夫 (尻 ごみしながら) いぇ、 何とも 云 ひは しません。 (獨り 語の やぅに) 劍 だ けは 首 
位 斬れる かも 知れない。 

お としわか  ま づ 1^ と 5 さ i  おくに  かへ 

主人 (なだめる やぅに) まあ、 あなたな どは 御 年若な のです から、 一先锵 父 樣の 御國へ ぉ歸 


み  ところ 


、 〇 
L 


m  rg  2 こ  くろ  ： •フ  わ •つ L 

いくら あなたが 騷いで 見た所が、 とても 黑ん坊 の王檨 には かな ひは しません。 5& 


りな さ 

^^と 5" ふ齡は、嫩でも浐の_を銳れなぃゃぅに 11 ^ |くするのが上が別です 


わる こと い 


一同 さぅな さい。 さぅな さい。 惡い 事は 云 ひは しません 3 


王子 わたしは M! でも、 - 挪でも^3がるとヲつたのにバ突然淚を落す)お前たちにも恥づか 

しい パ Ms を 除しながら) ああ、 この 儘 消えても しま ひたい やう だ 0 

き 3* らん S し  ^ 

第一の 農夫 その マルト ルを 着て 御覽な さい。 さう すれば 消える かも 知れません 
王子麗 一 (ぢ だんだ を !®" む) ょし、 いくらでも |驗 にしろ。 わたしは きつと 黑ん坊 の 王 
から 3: 4さうな迫对を鹏けてガせる。鉛船は千里飛ばれなかつたが、まだ劍もぁる。マンー 
ル も、 _ ，(一 鐘辦 に) いや、, でも 脈け てぎ る。 si に ■じない やうに しろ。 
a s: 1 ひの やうに 酒揚を 飛び出して しま ふ。) 

主人 ffll つた もの だ。 m4 ん坊 の王樣 に 殺されなければ 好 ♦いが、 — . 

三 

舞 

瑟 .脇。 霧の槪 の +? に繫 が 4:? ってゐ る。 槪齡 もゐ なぃ。 祭の 獻 、マントルを f た 

ぞ 子が 出て 於る。 

王子 やょり こ © マントルは *^ たと 思 ふと、 勿 心ち 姿が 隱れ ると 見える。 わたしは 城の 門を は ひ 


春 s 


八 B 


へいそつ  あ  こしもと  あ  - 一 一れ  とが 

つてから、 兵卒に も 遇へ ば 腰元に も 遇つ た。 が、 誰も 咎めた ものは ない。 この マントル さへ 


き 


: ¢4 ら  ふ  かぜ  わ うぢよ  へや 

着て ゐれば 、あの 薔薇を 吹いて ゐる 風の やうに、 王女の 部屋へ もは ひれる だら う 


〇 


.おや 


あ る 


含 


ぅ (i さ き  わ、 r ぢよ 

あそこへ 步い て來 たのは、 噂に 聞いた 王女ぢ やない か 

ひつえ、 つ 


ど 


?. 


〇ノ  ^  、 V  ' 

何處 かへ 一時 身を 隱し てから、— 


わ うぢよ  め 


何、 そんな 必要は ない、 わたしは 此處に 立つ てゐて も、 王女の 眼には E え‘ い 筈 だ 
王女は ptt 水の 綠へ於 ると、 悲し さぅ にため 息をすろ。 


〇 


たん 


ふ 


あは 


L つ かん 


う ち 


仁 く 


くろ 


王女 わたしは 伺と 云 ふ不仕 合せな の だら う。 もう 一週間 もたたない 內に 、あの 僧ら しい 黑ん 


f  わぅ  い  し、  わに 

坊の 王は、 わたしを アフリカへ つれて 行つ てし まふ。 獅子 や 鰐の ゐる アフリカへ •• 


そ 


< 其 處 


し » 


へ  rp 


V' つ 


しろ 


a な  なか 


ふんす ゐ 


の 芝の 上に 坐りながら) わたしは 何時まで もこの 城に ゐ たい。 この 薔薇の 花の 中に、 噴水の 
音を 聞いて ゐ たい。 …… 


王子 何と 云 ふ 美しい 王女： U らう。 わたしは たと ひ 命を 捨てても、 この 王女 左 助 び て 見せる。 
王女 (驚いた やうに 王子を 見ながら) 誰です、 ぁなたは？ 

王子 (獨り 語の やうに)、 しまつた！ 聲を 出した のは 惡 かつた の だ！ 


こ 忌 fi 


わる 


王女 聲を 出した のが 惡 


?. 


5r ちが  ,  か あい  かほ 

氣違 ひか しら？  あんな 可愛い 顔を して ゐる けれども 


王子 

王女 

王子 

王女 

王子 

王女 

王子 

王女 


顔？ あなたには わたしの 顔が 見ぇる のです か？ 

見ぇます わ。 まあ、 何を 不思議 さぅ に考 へて いらつ しやる の < 

み 

この マントル も 見えます ガ？ 

ええ、 ず ゐぶん 古い マントル ぢや ありません か？ 

(落 磨した やうに) わたし 0) 姿は 見えない 筈な のです がね 

おどろ 


〇 


•  C 驚いた やぅに) どぅして？ 


どき  す 2/* 仁かく 

J れは 一度 着さへ すれば、 姿が 隱れる マントルな のです 


0 


くろ ft 、 フ  わ 


それは あの 黑ん坊 の 王の マントルで せぅ 


〇 


王子 いえ これ もさうな のです 


〇 


于が 一一 4' . 


i 王女 だつ て 姿が 隱れな いぢ やありません か < 


へいそつ  こしもと  あ  とき  ，一一し かすが fc t* く  しよ ラ こ  K n * 

王子 兵卒 や 腰元に 遇つ た 時は、 確に 姿が 隱れ たのです がね。 その 證據 には 誰に 遇つても _ 


こと 


めら れた 事が なかつ たのです から。 

王女  (IK ひ 出す) それは その 筈です わ。 そんな 古い マントルを 着て いらつ しやれば、 下男 か 


春 眼 ^ 八 

M こ  おも 

何かと 思 はれます もの。  /  ' ' -  ,• 
王子 下男！ (落 贍 したやう に 坐つ てし まふ) やはり この 長 lfi:5 と 同じ * f だ。 

王女 その 長靴 もどう かしました の？ 

王子 これ も 千里 飛ぶ 長靴な のです。 

王女 一！ ん 坊の主の 5? 靴の やうに？ 

王 - f ええ、 . _ 所が この間 飛んで 見たら、 たつた 二三 間 も 飛べない のです。 御覽な n •い。 生 
だ 就 もあります。 これは 鐵 でも 切れる 箸な のです が、 —— . 

王女 ^ か 切つて 御 覽にな つて？ 

王子 いえ、 黒ん坊の 王の 首を 斬る までは、 何も 斬らない つもりな のです。 

王女 あら、 あなたは 黑ん坊 の 王と、 腕 競べ をな さりに いらし つたの？ 

王子 いえ、 腕 競べ などに 來 たのぢ やありません。 あなたを 助けに 來た のです。 

王女 ほんた うに。 

王子 ほんた うにです。  . 


*> れ 


王女 まあ、 嬉しい _ 


と S ん くろほっ  わぅ  あらは  2 わ *? じ.  わ -5 べょて、く彡  J  - 

突然 黑ん坊 の 王が 現れる 王子と 王女とは ひつく りする 


0 


黑ん坊 の 王% 01; は。 わたしは 午 アフリカから" 一飛び に 飛んで 來たの です。 どうです わた 


ながぐつ  ちから 

しの 長靴の 力は？ 


王女 (齡 1 g に) ではもぅ 一 奮 ァフリヵへ 行つ ていら つし やい。 

おはなし  わっ じ  み fl れ  、 、 

王 、や、 デ^! は あなたと 一し よに、 ゆつ くり澌 話が したいの です パ 王子を 見る^ 誰です* そ 


の は < 

げなん 


王子 T*l> 把？ (響た し f に !, rfc 一ち ±?. る) わたしは P です。 要を 脈け に來た 王子です。 わ 
たしが Itb" 處にゐ る ® t りは、 指. 一本 も 王女には ささせません。. 

£- (わざと PT? 斷に) わたしは 三つの！ つて ゐ ます。 あなたは それを 知つ てゐ ます か？ 
王子搬 と齡船 と マントルで すか？ 獻齡わ たしの 蔚繼は 一町い 齋ぶ 事は 出來 ません。 しかし 


ゎ、>  ぢよ  に す 


i> ぅじ 


於 *! と 一し ょなら ば、 この ■繼 をはいて ゐて も、 千里 や 一一 千里は 驚きません 。又 この マント 
ルを觀 S ぃ。、？ しが S と 獻 はれた 銳 、■の 紙へ も龙 られ たのは、 ゃはり マントル 

0 三つの 蟹  i 


SL fc 


.P ラ じ  すが fc かく  こと  でき 

の おかげです。 これで も 王子の 姿 ri けは'  隱す 事が 出來た ぢや ありません か？ 


あ ざ〇. ら  なま い ? ちから みい 5 どぅじ  き 

王 (嘲笑 ふ) 生 意氣な ！ わた しの マントルの 力を 見る が 好い。 (マントルを 着る。 同時に 消 


え 失せる) 


ひと 


王女 (手を 打ちながら) ああ、 もう 消ぇて しま ひました。 わたしは あの人が 消ぇて しま ふ 
と、 ほんた うに 嬉しく つてた まりせ ん わ。  • 

王子 ああ 云 ふ マントル も 便利です ね。 丁度 わたしたちの 爲に 出來 てゐる やうです ◊ 

王 (突然 又 ? a? はれる。 忌忌し さう に) さう です。 あなた 方の 爲' 」 出來 てゐる やうな もので 
す。 わたしには 役に も 何にもた たない o( マントルを 投げ捨てる) しかし わたしは 劍を 持つ て 
ゐ る。 (急に 王子を 睨みながら) あなたは わたしの 幸 1st を 奪 ふ もの だ。 さあ 尋常に 勝 員を しよ 
う。 わたしの 劍は鐵 でも 切れろ。 あなたの 首位は 伺で もない。 (劍を 抜く) 

王女. (立ち上る が 早い か、 王子を かば ふ) 鐵 でも 切れる 劍な らば、 わたしの 胸 も 突ける でせ 


つ  つ  ごらん 

。さあ" 一 突きに 突いて 御覽な さい。 


王 (尻 ごみを しながら) いや、 あなたは 斬れません 


〇 


王女 (嘲る やうに) まあ、 この 胸 も 突けない のです か？  鐵 でも 斬れる とおつ しやつ た 癖に！ 
王子 お , ちなさい。 (王女を 押し止めながら) 王の 云 ふ *? は 尤もです。 王の 敵は わたしです か 
ら 、尋常に 勝 員を しなければ なりません o( 王に) さあ、 すぐに 勝 員を しよう o( 劍を技 く) 

王 年の 若い のに 感心な 男 f。 好い か？ わたし 5 劍 にさ はれば 命は ない ぞ。 

赶と P 子と 劍 をが ち 合せる 〇す ると 忽ち L の劍 は、 杖 か 何 か 切る やうに、 王， 子の 劍を 切つ て 
しま ふ。 

王 どう だ？. 

王子 劍は 切られた のに 違 ひない。 が、 わたしは この 通り、 あなたの 前で も 笑つ てゐ 6。 
王では まだ 勝負を 續 ける 氣 か？ 

I 王子 あたり 前 ^ 。さあ、 來 い。 

王もう 勝 * I などは しないでも 把い o( 急に 劍を 投げ捨てる) 勝つ たのは あなた だ。 わたしの 
劍な どは 何にもなら ない。 

王子 (不思議？ うに 王を 見る) なぜ？ 


春 脰  九 〇 

王な ぜ J わたしは あなたを 殺した 所が、 王女には 愈愈 僧 まれる だけ だ.。 あなたには それが 
わからない のか？ 

王子 いや、 わたしには わかつ てゐ る。 唯 あなたには そんな 事 も、 わかつ てゐな さうな 氣がし 
たから。  . 

王 (勢か へ！， みなが ら) わたしには 三つの 竇があ れば 、王女 も 貰へ 6 と 思つ て 〇 た。 が、 そ 
れは間 違 ひだつ たらしい 0 

({^ の Mt に}^ を かけながら) わたし も 三つの 寶が あれば、 王女を 助けられる と 思つ てゐ 
た。 が、 それ も 間違 ひだつ たらしい。 

王さうだ。郵槪は1一人とも間違つてゐたのだバ王子の手を取る)さあ、綺麗に仲直りをしま 
せう。 わたしの 失禮 は赦 して 下さい。 

王子 わたしの^ 1 も K して 下さい。 今にな つて 見れば わたしが 勝つ たか、 あなたが 勝つ たか 
わからない やうです。 

王 ヽ f ゃ、 あなたは わたしに 勝つ た。 わたしは ★たし 自身に 勝つ た Q です。 (王女に) わ* 乙 


は ァフリヵへ k ります。 どうか!： 數 W なすつ て 下さい。 王子の 劍は鐵 を 切 〇 代りに、 鐵 ょり 
ももつ と!！! い、 わたしの が F 配した のです。 わたしは あなた 於の 御婚禮 の 爲に 、この 劍と長 
船と、 それから あの マントルと、 三つの 1 S を さし げま せう。 もうこの 三つの 寶が あれば 
ぁなた 驾 一 A° を 街し める 船は、 餛に なぃ と 祗 ひます が ▼もし ■か 親ぃ ゃっが めったら、 

こ〕  >1  まん  くろ {i . フ > へい 

わたしの _ へ撕ら せて T? さい。 わたしは いつでも ァフリヵから、 百 萬の 黑ん坊 の 騎兵と 一し 

V  •>  »  W 

ょに、 あなた 於の 艇を渥 にげきます。 a しさう に) わたしは あなたを 迎 へる爲 に、 ァフリ 
力の S まん时 に ^ 遙の S をぎ てて！？ 一き ました。 その 斯 歐の まは りには、 一® に 蓮の 
被が！； いて ゐ るので す。 c 起 デに) どうか あなたは この s il をはいたら、 時時 遊びに 來て 下さ 

、 〇 

し 

王 - T きつと 御馳走に なりに 行きます。 

王女  (il ん狀の 起の 斷に、 1 e 费の祀 を さして やりながら) わたしは あなたに すまない 事を し 
ました。 あなたが こんな 德しい が だとは、 夢にも 知らずに ゐた のです。 どうかかん にんして 
竹 さ (。ほんた うに P たしは すまない 事を しました。 (王の 胸に すがりながら* •子 «• の やうに 


#  0  ブこ 

な  はじ 

泣き 始める) 

王 ^ *! の を 賢で ながら〕 戴 細‘ う。 よく さう 公っ て くれました。 わたし も惡 魔では ぁりま 
せん。 i I^ も陋窗 な M< i ん欺の 政は碑佩滅〇ぁるだけですバ疋子に一さうぢやぁりませんか？ 
王子！ です。 凝に W ひながら、 齡 さん！ 議三 A£ は in がさめ ました 〇惡 魔の やうな 黑 
ん辦 の赶や 、•三つの * f p tl^ つて ゐる 1 ii 子は、 御伽斷 にぁる だけな のです。 我我は もう 目が さ 
めた 器、 1 繼しの f の i には、" 住んで ゐる 一には す S せん 。議の M には is 獻 から、 
もっと 獻 t 碑 & んで纪 ます。 議は この 霧と 黯 との K から、 一 しょに その «" 界へ 

■e c y ろせ かい  みにく  ，，つく  お ほ niJ LJ rly tt c^ し 

出て  一 了き ませう。 もつ と贤い 世界 •！ もつ と 醜い。 もつ と美し い、 - もつ と 大きい 御伽 ® f 

の 伊 ^ そ G ffi' il に MM を is って ゐるも S は、 斟し みか 沿は 11 しみ か、！^ は 何も 知れ ま 
せん 〇齡齡 齡は その 把 衆へ、 敷 ましい 一獻 の ^ わのや うに、 進んで t 打く 事を 知って ゐるだ け 

です L° 


庭 


♦ 


春 殴 


上 

S この t l is た。 禁と r 爾 k の鉱 でぁる 


〇 


こか #? Mr を 齡 つて ゐ た。 瓢簞な りの も 澄んで 〇 れ 


戯は% 維® 十 S かり S は  、 fl,  ,1, 
$ 籠の齡 の 挺 もし—」 ゐ た。 獻 磐、—! ゴふ 四阿 も殘 ってゐ た。 池の窮 し 

■も、 s り s に麗 がり， ちな _の柯 にぎて— しかし そ i 4 に f る 1 ^ 

この if 翌の S の P に、 術 か M を 益に する、 S な 九の 賢て 來た 事が i 露 

俗に {S1 ぜられ るの だつ た。  ，，暴， 一，^.： 1 .! ‘ ぃ、 

柏 SI 豕の繫 、 . — 組_ の 影は、 その 齡に航 した 部屋の 炬糜 に， 頭瘡を 病ん ’—妻と 


ご 


ばな あは 


'. ノ /? . 


ひ 


碁を 打つ たり 花 合せを したり、 M- 托のな い 日を 暮 してゐ た。 それでも 時時は 立て， けに、 五六 
番 老妻に 曝ち 越される と、 むきになつて 於り 壯 す！ 6>もぁ つた。 {豕 ?< ダ^ぃだ齡斯ば、|^妒贼 

ぎ觀と、磬歡きになってゐる、豁： ^ £把んでゐた。_んは窗を8とーゴふ、獻 

癖の 强い 男だった。 病身な *1 や ^! たちは III、 歐屘 さへ褴 には if S かって ゐた 〇啦 その 節 この 
は、 ■を 飮 4 たり 字を ぎせ たり、 深 獻备ぃ 船を f てゐ た。 ^ はま 后の！ H も あ^ l Ii 


せいげつ  一! き  ぶんしつ 

井月。 ところどころに 瀧の ほのめく、 文 室 J 


ふ 仁 


じ なん  えんか 


つ S あ ひ  P •こ {1 か  お と- フ AI 

.そんな 附 合も殘 つて ゐる 。その外に まだ 弟 


こく や  や、， し 


J  /  I  *  f  /  J/Jylz.  こく- ，っ I  y  ね A  り > 6な  泰かち  お ：•  つ,、  Vj  V や  つ 

が 二人 — 次男は 緣 家の 穀屋へ 養子に 行き、 三男は 五六 里 sti> れた印 の、 允き い 造り酒屋に 動 

かれら  ふ. UO  い & ci *  め つ fc 5. A- 0- ちか  よん  ゐ 

めて ゐた 。彼等は 二人とも 云 ひ 合せた やうに、 滅多に ボ’家 には 近づかな かつた。 三 f は 居 どこ 


•、と 2. •っへ  、  115 し ゆ  き  あ  じなん 1 .フ ^ .フ  各  も  くづ »• つくね 

ろガ 遠い 上に もともと 當 主とは 氣が 合は なかつ たから。 次男は 敗蕩 に 身を 持ち崩した 街 果、 

やう 一、 〇 !i とん 4' へ 

養家に も 殆ど 歸らな かつた から。 


i は 二 街 三 f 、 だんだん 麗 II へて r ■た。 r は靈 め、 # I ぎに I 


46 じ 


、 r> 5 (i い  くは 

K 廢を加 

うち  いんきよ  ら イじ /U 


、  --  J!  I  /  2£ la  f  -  T  1/  あるひで  はげ  なつ  i r っノ つけ ツ  4 -め  とんし  tx 

力 交る やぅに なつた。 その内に 隱居の 老人は、 或旱 りの 烈しい 夏、 腦溢船 の 爲に 頓死した 〇瞋 


は (> 


二 八 


死す る 四 五日 前、 彼が 燒® を 飮 んでゐ ると、 池の 向う にゐる 洗心亭 へ、 白い 裝束 をした 公卿が 
一人、 何度も 出たり は ひつたり して ゐ た。％ くと も 彼には 晝日な か、 そんな 幻が 見ぇた の tf 
つた。 聚 年は 次男が 春の 末に、 養家の 金を さらつ たなり、 酌 i と 一し ょに甌 落ちを した。 その 
又 秋には 長す の 妻が、 月 足らす の 男子を 產み 落した。 

長男は k の 死んだ 後、 母と 母屋に 住まつ てゐ た。 その 跡の 離れを 借りた のは、 土地の 小學校 
の 校長. たつた。 校長は 福澤論 吉 翁の 實 利の 說を氣 じて ゐ たから、 庭に も 果樹を •貧 忌る やうに、 

11 r 儀 •き r てゐ た。 黑蔽 には 1 になる と ^ rt r ai tfisFS 

李 だの、 雜 色の 花を 盛る やうに なつた。 校長⑴ 時時 長男と、 新しい 果樹園を 步きな がら、 「この 
漱 り 立派に 花見 も出來 る。 一 皋兩 #1 です ね」 と 批評したり した。 しかし 築山 や 池 や 四阿は、 そ 
れだ けに 又 以前ょりは 、一！ i li が 薄れ 出した。 云は ば 自然の^ 廢の外 に 人 1? の k 廢も加 はつた 
のだつた。 

その 秋は 又 裏の 山に、 近年に ない 山火事が あつた。 それ 以來 池に 落ちて ゐた 瀧は、 ぱつ たり 
水が 絕 ぇてし まつた。 と 思 ふと 雪の 降る 頃から、 ゲ度は 主が 煩 V 出した。 醫 者の 見立てでは 


昔の 癆症 、今の 肺病と か 云 ふ 事だつた。 彼は 寢たり 起きたり しながら、 だんだん 癎 ばかり 昂こ 
せて 行つ た。 現に 翌年の， 正月' には、 年始に 來た 三男と 激論の 末、 手灸 りを 投げつ けた 事 さへ あ 
つた。 三男は その 時歸 つたぎ り、 兄の 死に目に も會 はずに しまつた。 當主は それから 一年 餘り 
後、 f 伽の 妻に 守られながら、 蚊帳の 中に 息を ひきとつ た。 「蛙が 啼 いて 〇 るな。 井月は どう L 
つら？」 I これが 最期の 言葉 だつ た。 が、 もう 井月は とうの 昔、 この 邊の風 景 にも 飽きた の 

こじき  こ 

か、 さつぱり 乞食に も來な くな つて ゐた。  - 
三男は 當 主の 一週 忌を すます と、 主人の 末 娘と 結婚した。 さう して 離れを 借りて ゐ た小學 校 
長が 轉任を 幸 ひ、， 新氮と 典彪 へ说 つてが た。 , れ には 黑 塗の 簞笥が 来たり、 U 白の 綿が 飾られ 
たりした。 しかし 母屋では その 間に、 當 主の 妻が 煩 ひ 出した。 病名は 夫と 同じ だつ た。 父に 別 
れた 一粒種の 子供、 —— 廉一も 母が 血を^! いてからは、 每晚祖 母と 寢かせ られ た。 祖母は f へ 
は ひる 前に、 必頭に 手拭を かぶつた。 それでも 頭 »? の 臭！ k をた ょりに、 f 更には 鼠が 近寄つ 
て來た 。勿論 手 民を 忘れで も すれば、 鼠に 頭を嚙 まれる 事 も あつた。 同じ i- の 暮に當 主の 妻 
は讪 火の 消ぇる やうに 死んで 行つ た。 その 又 野邊落 りの® 日には、 築山の 陰の 栖鶴 軒が、 大雪 
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の獻にっぶされてしまった 

も、 フー 親が めぐつ てぎ I、 s は ■つた 池の ほと. 
齡のが の rli つたので ある。. 
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せんしん てい  か やや ね  のに  >  1 U」 4  ‘ 

洗 心亭の 茅屋 根を 殘 した 雜木 


と f?-ls 議 ギーニ 爵 だった。 三 f  f  f  f  I、 しかし 又 格— 
び もせず、 f ば if なかった やぅに、 新 霞ち & へ 「八れ た :0 :.  S 

黑 f  f  f 、 if  2pf  I、 f  _ 守つ  Tf っ f  , 
っヒ。 |みな し f 獻 一 f へ f に e った 。 f  ^ 

を r て やつた。 「i 鬆 r り、 お pe_i ちょい， で ご if かする とそん な 昔 


の嘢が 、塾 歉なぃ 數蹟を 見せる 事 も ぁつた。 

その. 2 に囊 になつ た〇藤 にはぎ #0 びた 娶の +? に、忠しぃ搬ゃ被 € ^ き、どんょり姑 
把り を させた® にも、^^; の f が 配り f した。 しかし 次羝は 棚 衣 il 、 たつた 一人 佛間 に閉ぢ 

ひる t ノて、  あるひ P' れみ、  みせん ^ 

こもつ-こぎり、 *^ でも ^; 撤は ぅとぅとして ゐた 。すると 或 日 彼の 耳には かす 力な 一一 一味 線の 音 

フ之  き  どう じ  5 二  こ幺  きこ  ば じ  t びす ば  か  、5もと 

が 衝 はつて 獻た 。と 同 皆に 唄の 514 も、 とぎれとぎれに 聞ぇ 始めた。 「この度 識訪の 戰 ひに 松 本 
K の ® 1 1、 8 S ■めに ぉはします。 •：… 」• 靈は艇 になつた： i、 ゼち齡 を ■げて だた。 と、 
呢 も 三が 獻 も、 於の ■に ゐる概 に 射 ひなかつた 。「その BL の壯で 立ち 花やかに、， み 進みし 働き 

あ  6 れゆ うし  み  ミ、  まご  き  V  お ほつ * か  ，つ >- 1— つ，-.* 

は 天つ 晴， 士と 見ぇに ける。 …… 」母 は 孫に でも 聞かせて ゐる のか、 大津繪 の替へ 唄を 唄 ひ續け 
た。 しかし それは S 製の ■が、 露 かの ■に ¥ たと r、 一一 一二 +靛 M の# 配 だつ 

がは 艇る …… 」< 把は 1 IT I の #0 びた 親に、, ぎ か 1 .な 淤な 眼を 輝かせて ゐた。 

それから 二 三 的た つた 傲、 三 羝は龆 の 釔ぃ餡 此 の 餡に、 土を 配つて ゐる 兄を 發見 した。 次男 

、き  ?  ふじぐ フ  くは  ふ  すが仁どこ  こつけ い  •つち  しんけん  L  S 

ょぎを— らせな がら、 不自由 さぅ に徵を 揮つ てゐた 。その 姿は 何處か 滑稽な 中に、 A 劍な意 氣 
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，み も ある も &) だつ た 0 「あに 樣 、何を して ゐるだ ？ 」 


なん S: き， 一一总 こ  く (£ >  ぅ .1 ^1 

，三男は 卷 ® 草を 啣へた なり 後 力ら 


あに  こ ^ 

兄へ 聲を かけた 一 あれ 力？」 


靈 は f f  r BI y 客げ た。 「こけへ ゼ、 せべ げ ( 1 れ) を 

d  -  こ ^ おも.，  •なん.* 


龄 らうと ®! ふ。」 「^^がを ^< って術しるだ？」「鑑をもとのゃぅにしっと涅ふだ0」 
やに や!^ つたぎ り、® とも その 先は 尋ねな かつた。 


.三男は に 


.‘ >> ノ  /  、 、 、  つ^^  つぐ』 ^> ^ L/ i ^ *5^ ^ 、 

靈は 1 還を 1 つ 5、 rs に せんげを 造り 續 けた。 が、 病に® つた 彼には、 そ S けで 


、 t  •二、  つ、 や す  •つへ な  しごと  生め  し ^ * 

も ^? 象な tt^ v: ではな かつた。 彼は 氣 一に S, れ 易かつた。 その上 慣れない 仕事た けに 豆を 掛へ 

^  Tw  」 I  I  A* 一*、 争 私  41 tn  し 


たり、 啦 /11! を賢、'たり、！^かとずぎ此も艇り斷ちだつた"配は時時鼽を捨てると、死んたやぅ 

t  >  >  k  r  m  ^  m  7  9  Ak  > 


於の まは りには％^ にな つても、 藍を こめた ^ 炎の 中に、 花や 一 右葉が 煙 
って ゐた .こかし し 賢な 霊 かの 傲、 齡は鬆 ■と F ±?. ると、 抛 衡に銳 を游ひ f のだった。 
しかし 戲は繫 たっても、 _ し ぃ鬆を 和 惠 かった 〇褴 s ffil iff 、 植込みに 

4 6 j  ま、  う  お 4P  广ら £) 

も ■ダ L って ゐた‘ に鬆 の槪の 配っ S は、 胤ょりも 荒れた かと 思 4 だった。 の 
みならず  一 { 豕の 1! ^^、ダ敷の化斬には祇情がなかつた。山氣に富んたーー 1? は米相揚ゃ蠶に 

r  r  m  r  ^  9  ^  ^ 


麗して ゐた 。三, 蒙， 备 sp、 容 しい if 脊 てゐ た。 f 


けんを  かん 


ci a かれ  から K 

，母は 彼の 體 G 


齡 に、 E ぃぢり の 紀ぎ るのを 傑れて 〇 た 。ダ 船は それでも ® l]f 情に、 人間と 自然と へ 背を 向けな 
がら、 ^! しづつ 庭を 造り 變 へて 行つ た。 

I  メ  、、 ? こ \ 、 > ふ 〇 い l/ tk ら 

その2に纪 1! ±? りの谢、槪は監へ出かけて見ると、薛の垂れかかつたせんげの緣に、石を並 
ベて ゐる獻 一を ぎけ た" 「 #: y ん〇 」 i 戯 一は齡 し！ に 彼を 見上げた" 「おれに も 今日から 
P 街は せて おくめ や。」 「ぅん、 P 齡つて くりや。」 次 點も この 時は 久しぶりに、 晴れ晴れした 微 
宏 を 溶べ てゐ た。 それ以 漱獻 一は、% へ も ffiT ずに せつせ と 紅 父の 手 像 ひを し 出した。  次男 
ょ 鬚 \ l? f 鉛に、 *" かげに f  r 八れ る p#l には、 齡 とか $| ルと か 配 新と か、 廉 一の 細らなぃ 
11 f して， かせた。 獻一は WI 槪を嘗 ぢりな がら、 まるで 衢峨齡 にで も かかつ たやぅ に、 ぢ つと 
その 話に 聞き入つ てゐ た。 

9  -  一し  >4 、 じんど • ■> じ {1 0> 11 ジ  くわ う 

一 その 料 co «: ぎは ^ 参， m" たつた。 ^4 ず、 — 年と つた 歡 人と 童子とは、 烈しぃ 日光 や 草ぃ きれ 
にもめ げす、 狐を ずたり^: を 似つ たり、 だんだん ttb »? を衝げ て 行つ た。 が、 外界の 障害には 
どぅにか かぅ にか 把ち ?' て ^ て も、 一 ^ の 1 1J だけは 把梦 なかった。 备は 殆ど 幻 0 
ゃぅに 繫 ii t L ぎ。 しかし 變の 姐り とか、 群 m のっ けがと か、， かぃ 部分の 
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き おく  こと  かれ  A きどき し  3 と  さいちう  とつぜんく は  つ ^ ま、 

記憶になる と、 はつき りした 事は わからな かつた。 彼は 時時 仕事の 最中、 突然 鍬を 杖に した 儘 
ほんやり あたりを 見廻す 事が あつた。 「何した だい？ 」 —— 廉一は 必ず% 父の 顔へ、. 不安ら し 
い 目付きを 舉げ るの だつ た。 

「此處 はもと どぅな つて ゐ つらな あ？」 —— 汗に なつた 苊 父は ぅろぅろしながら、 何時も 亦獨 
り 語し か 云は なかつ た。 この 楓 は此處 にな かつらと 思 ふが な あ。」 廉 一は 唯 泥 まみれの 手に、 蟻 
でも 殺す ょり 外は なかつ たこ 

1円 面の 障害は それば かりでは なかつ た。 次第に 夏 も 深まつ て% ると 次男は 絕ぇ i ない 組 辦の 
爲か頭も何時か混亂して來た。一度掘つた池を埋めたり、松を拔いた跡"へ松を『植磊たり、^^ 
さぅ ーゴふ}*も度度あつた0版に廉一を怒らせたのは、池の1を造る爲めに、水,の亂ゲ把つた 

,  ク 

事 だつ た。 「この 柳は この間 植磊 たばつ か だに。」 —— 廉 一は苊 父を 睨みつ けた。 「さぅ fi' つた か 
な あ。 おれには 何だか わからな くな つてし まつた。」 - 泡 父は 憂 ■な！ in をしながら、 日盛りの 

いけ み 

池を 見つめて ゐ た。 

それでも, が & には、？ 4 の雜 がっ た f から、 P に鑑 も： f おって 妒 た。 i ■い 


itl ベれば、 挪 llr 祗も r ぇなかつた し、 鑑の把 も纪ち ては ゐな かつた。 いや、 名高い 庭師の 造つ 
た、使费な哉の » (^ 、槪 ^: 仲 *' にも1ぇなかつた。しかし【乾」は其處にぁつた。池はもぅ 

一 1: %&に、_ぃ霞 5; 1してゐた。1もも、上編_の紙に、觀と槪をさしの？ 

紀航 も航む のだつた。 「ぁんまり •ばつ かしる せ ゐぢや 0 」 I 枕 もとに 坐つた 母は、 何度も 同 
じ ■を f  M した。 しかし 盔は露> ちた。 P しは 鍵 術 箇所 T- も、 f たい 所^^ 

ゐた 。が、 それは tt" 於がなかつた。 ia^ ll 如 # I を， つた デ琴 たけは ぁる。 — 其處に 彼は 满 足し 
てゐた 〇十鹎 のぎ ^ t は II めを 齡へ、 謎が は 彼を 救つた のだつた。 

-その辦のギ<獻は_もぎかない郎に备かがを叩きとつてゐた。そ8見つけたのは廉 
一だつた ン齡 は对 ®I を 皆げ ながら、 1 i きの _ れへ贵 つてげ つた 〇 一  貧は 直に 死人の まは り 
へ、 11^ た 親を 製め て 〇 た。 ^ ましょ 。把 II は！^ つて ゐるや ぅだに。」 — 三男は 母を ふり 返つ 
た 。r ぉゃ 、ゲ w は靈が 繫が奶 ぃ て toj.  —— 三默 II は 把 A!c を r に、 対き い 槪 11 を r 卜 
して ゐ た。 
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次 In 力の 野邊 送りを すませた 後一 廉 一は ひとり 洗 心 亭に 、坐つ L o る 事が 多くな つた。 何時も 
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途方に 暮れた やうに、 晚秋の 水 や 木を 見な' から 


下 

歡ぎ〕の齡 0)< *| 1'たった、牴咐と？ふ «! 豕の藍でぁる。それが歡に齡した齡、まだ十被とた 
たない m に、%， は t 4 ぐろ み 艇 1 された 〇礮壤 された 跡には 停車 揚が 建ち、 停車場の 前には が 
mir 屋が m がた 
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l *> i  ちちろん 


むか しな  ひと  かず 


禁ゝの 松 ft その 鹿、 f 纔 って S かった。 f 勿論とぅ 8、 .IJ い 人の 數 には ひっ 
てゐ た。 三^ 4 寧」 脈した 1  が、 た 阪へ 行った とか 5 ふ 事だった。 

S は 敏 湯擊 へ妒 ては、 ■馨 t って r た。 K r は ？ i f T A0 、於き ぃ 

敝 !^ |ってゐた。齡は撕齡な^|5のゲひ,に、靑い山山を眺めやった，り、 ±£ 地もの§員と話 
したりした Q しかし その ■しの 肟にも 、时げ 家の 噂は 上らな かつた 〇況や 彼等の ゐる胪 に、 築山 

i れひ とり かんが 


* つ ^ や  こと  Si れ ov と 0 i /L -A  > 

の 四 M C/) あつた 事は、 誰 一人 考へ もしない の だつ* 


•が、 その iK 一は、 褽 II 旷 ll i ■に、 ってゐ た。 ss—s 
ぎぎ ^ ii< r たモデ — 一 懇の _ は ■の S と、 祇 の_ もな ぃも 

のだつた。しかしブラッシユを_かしてゐると、齡齡槪の_、を街ぶ、寂しい老人の顔がぁつ 
た0その糚は^%繫しながら、,紙の歡 ^? に齡れた齡へ、きつとかぅ聲一をかけろのだつた一ぉ 
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献は まだ！^ の p#l に、 おれの ttL #7 を p lsr- つて くれた。〉 ^ はお“ に^^は せて くれ。- 一 
獻一は、ゼでも梁しぃ时に、锐的祗 «1 を衝き獻けてゐる， : 1: の掌は |#/ も聞かなぃ 
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囊の”  Ere  —1。 はたった ビト (變) の齡を 5rJ きながら、 南蠻 寺 

に ば  ある 

に a 


の 庭を 步いて ゐた。  、  - ■>- f  , 

鑑には齡ゃ辦輕、| 1^ たの、靈'たの、嚴'たの、霧の黯が繁てぁった。殊に晚 

き艇 めた 1 秦の被 は、 E を f にす る ■、りの +? に、 i II ぃ fs はせ てゐ た。 それは この 
趣の！ m lv 搬 か SI ^ とは s ir れ ない、 不 耶 田 1^ な m 力を 添へ る^* ぅたった。， 

ォルガン テ ィノは 親し さぅ に、 扼 の #? い 小 & を步 きながら、 ほんやり^® 憶に ®:- つて ゐた 。羅 

は その i し— IVI に、 s と 影 ki) の！^ を 1 へた。 が、 親しみ ば 消えない ばかり 

か 二 r i 霞 s 齢へ、 善しい sfc げ r た。 

「この 駆の SI 1 は 美い い。 ——」 
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オルガン テ ィノは s: 省しヤ 0 

-• 

「この 01 の at 影は 美い い。 氣候 もま 〇 溫和で ある。 土人は、 —— あの 黃 面の 小人ょりも .ま ^ 
しも ん辦が まし かも 知れない。 しかし これ も大體 の 氣 ，貝は、 親しみ 易い 處が ある。 のみなら 
す 1 紀も把 頃では、 11 萬 かを 數へる 程に なつた。 現に この 首府の まん 中に も、 かう 云 ふ 寺院が 
齡ぇ てゐ る。 してガ れば 此處に 把んで 〇 るのは、 たと ひ 愉快では ない にしても、 不快には なら 
ない 敷では ないか？ が、 自す はどう かする と、 憂鬆の 底 U 沈 *; 事が ある。 リス ポァの 市へ 歸 
りたい 。この 國を 去りたい と 思 ふ 事が ある。 これは 懷鄕の 恶しみ だけで あらう か？  いや、 
自 t は リス ポァで なくと も、 この 亂を 去る 事が 出來 さへ すれば どんな 土地へ でも 一 仃き たいと 思 
も o s; r じ も、 ^ 2 主で も、 Epi 良で も、 — つまり 懷娜の 悲しみは、 自分の 憂鬱の 全 r じは な 

卜。 in 把は pr この 匿から、 r, 日 も 街く ^ れた い氣が する。 しかし - しかし この 國の 風景は 美 

しい。 氣候 もま づ溫 和で ある。 . J 

ォルガンティノは£をした。この1綴犛ぽは、_と4かげの爭」一 |^ た、璧驗 

の 被を 姐へ た o fl ォルガ' ンテ ィノは！ i ドた ゃうに、 m Btl ぃ^! ちの^^ つめた ^ ^ に 

绅： s の© 笑  一〇ブ 
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は 四 五本の 棕櫚の 中に、 枝を 垂らした 絲櫻が 一本、 夢の やうに 花を 煙らせて ゐ た。 

おん あるじ まち  -u t 

「御主 守らせ 給へ！」 

ォルガン テ ィノは 一瞬間、 降魔の 十字を 切らう とした。 實際 その 瞬間 彼の 眼には、 この 夕闇 
に， いた 枝垂 5 ii、 それ 味に 見えた のだつた" 1 黛 味に、 —— と 云 ふよりも 寧ろ こ队觀 
が、！^ か 彼を 不安に する、 日本 そのものの やうに 見えた のだつた。 が、 彼は 刹那の 後、 それ 
が 不思議で も 何でもない、 唯の ®? だつた事を發見すると、恥しさうに 1; %しながら、靜かに又 
もと 把た / J^ 徑へ 、力の ない 歩みを 返して 行つ た 0 

X  :  .ン  - - 

三十 把の 傲、 彼は 節蠻旁 の 內 11 に、^!！ 須へ 1: 11 を »? げてゐ た。 其 賢には 唯圓 天井から 吊 6 
された ラン ブが ある だけ だつ た、 その ランプの 光の 中に、 內陴を 圍んだ フレ スコの 壁には、 サ 
ン •ミグ エルが 地鼠の 惡 f と、 モォゼ の 屍骸を 爭 つて ゐた 。が、 iv ましい 大 天使は 勿論、 吼り 
f つた亞 L さへ も、 k 「夜は 朧げな 光の 加減 か、 妙に ふだんよりは 優美は 見えた 。それは 又 事に 
よると、 祭壇の 前に 捧げられた、 水 水し い 薔薇 や 金 雀 花が、 匂つ てゐ るせ ゐ かも 知れな かつた。 


縱はその鎅齟の ^ し、ぢつと騮ゼ|1れた儘、熱心にかぅーゴふ祈禱を凝らした0 

勤, の' 拟し 私は リス ポァを 船出した， から、 一命は ぁなたに 奉つて 居 
ります。 ですから、 どんな 11^ 儀に 遇 つても、 十字架の 御 威光を 輝かせる 爲に は、 一步も 怯まず 
に齡ん で i! した。 これは ■批 Tvv  f する P は ござい 4 ん 。繫 •の 1 ±1 : 


さい ri ん  5 しろ 


あ に袁 t 


l t ねっしん 


9 fc ， ? 


おしめぐ み  に a ん  す  5>p  わたし  わ fc ししめ い  くと， i 

なた の％ 氣 でございます。 が、 この 日本に 住んで ゐる內 は、 私は おひ おひ 私の 使命が、 どの位 


加が 激んで M" ります。 さう して それが 冥冥の 中に、 私の 使命を 妨げて 居ります。 3 もなければ 
祗 かこの ^11 の やうに、 仲ん の现 4 ，もない！ 01 {乾の 一 i へ、 犯んで しま ふ 箸は ございますまい。 では そ 
の：^ はぎ V ぁるか、 それは 群は わかりません。 がふに がその 加が、 P 地 S 泉の やう 
tl 、 この 駆 * x tir- へ t き游 つて^ります 〇まづ この *? ゲ磁 らな ければ、 おお、 南無 大慈大悲の 泥 

影航漱 ，.霞に _ した爲 Ax fr f 'rp ぃ) の麗签 する氣 も、 舞に なぃか も 

部、 ォルガン テ ィノに、 1? 氣と 忍耐と を 御 授け 下さい- 


〇 


踯 砷の a 癸 


.二 11 

その 記 ふと オルガン テ イノは、 匕! r の！ ^■を際ぃたゃぅに默2。が、それには注¥せ 


春 眼 

と If 


さら  き， U5  ことは  つつ 

ず、 更に かぅ 祈禱の 言葉を 續けた 。 


j とは  つづ 


こ お ん  •レん げん  み  t :l 

，多分は A1 間に 見えない 靈と 


くに 


「船^ 1: 叩 >艇 す銳 には、 この 酿 の ! ur ji に 潜んで ゐる 力と、— 

■k なけ s?4 ん 。ぁな SS 1J S E? に、 戀の羅 を乾 めに なりました。 この 歐 
の||も越ド,、蠻の羅に !' ますまぃ。ど、ふ 4 の |; ^ 3ゃぅに、私もこの靈と 

に！ 一 かひ 

.の戰 に、…. . J 

l: i の 一- » は％ r fB^ にか、 齡 «)< 尉が らまえ てし まった 〇今紀 は 突然 祭壇の あたりに けた 
たましい 靈が MI えたの だつ た。 オルガン テイ ノは游 さう に、 樹の 周圍を 跳め まは し 5 す 
f 齡の K には、 錯と f ! 1 れ た il ヂ  ー ^ 靈 S ^ M は r た鮮 もう 一度、 夜で も 


朋けた やぅに 鬨を つくつ てゐ るでは ないか？ 


お •二 

ォルガンティノは泥び姑るが與いか、ァビトの黯を衡げながら二 11 とこの§逐ひ出さ 

ぅとした 。が、. n ii 一靈み f たと f と、 「■與 と、 れ & んだ なり、 靈 と £ 姆 

3f 1; す 5 こ (1 と *) 

.へ * r- ちす くんで しまつた： ぁ繼い ■の 时 には、 ㉟ ■から S つて 來 たか、 無數の <鷄 


が 充满 して ゐ る、 —— それが 或は 空を 飛んだり、 或は 其 處此處 と 1 け まは つたり、 殆ど 彼の 股 
に 見ぇる 限りは、 鷄冠の 海に して ゐ るの だつ た。 

おん あるじ 象 も fc ま 

「御主、 守らせ 給へ！」' 

彼は 又 十字を 切らう とした。 が、 彼の 手は 不思議に も、 i 禹力か 何 かに 挾まれた やうに、 一寸 
とは 自 F13V に 動かな かつた。 その RI にだんだ ん 内陣の 中には、 楫火の 明りに ®11 た 赤く， 光" が、 何 慶 
からと も. 知れず 流れ出した。 ォルガン テ ィノは ^ ぎ 山 i ぎ、 この 光が さし 始める と 同時に、 朦朧 
と あたりへ 浮んで 來た 、人影が あるのを 發見 した。 

人影は 見る 間に 鮮 かにな つた。 それは いづれ も 見慣れない、 素朴な 男 ^ I の 一群 だつ た。 彼 T 
は 皆 頸の まは りに、 緒に ぬいた 玉を 飾りながら、 偸 快 さう に 笑 ひ fts じて ゐ た。 內陴に 群がつ た 
無 ©: T の sir ば、 從等 の氣が はつきりす ると、 今までょりは  一 ®? 高らかに、 何 羽 も 郎 を C  くり ゲつ 
た。 同時に 內陣の 壁は、 —— サン •ミグ エルの 晝を描 いた 壁は、 露の やうに 夜へ 呑夂れ てし ま 
つた。 その 跡には、 - 

日本の 1 p cchaTullii 一は、 呆氣に とられた ォルガン テ ィノの 前へ、 蜃氣樓 の やうに 漂つ て來 

祥 神の © 笑 r 一二 


た。 概は i ぃ |% ^ 、馬の 1 をしたド ^ たちが、,&を敗み雜しながら、車座 
をつ くつて ゐ るのを f た。 そのまん ^ r には" 女が 一人、 — ~日 本では まだ 見た 事の ない、 堂堂と 
した i 撒の ^ TV、 f な ffil を f s, に、 f1 へ 犯って t のを r た。 樹の 後ろには 小 S 
ゃ、 ミ、 これ もま & いぃ PT A0 、 f ぎに したら しぃ i 鎰 に、 f の繫 のが P ったの 
を、* 1: と^;しでててゐるのを^た。從等のまはりには戴百ル鷄が、'尾羽根ゃ鷄冠を\すり合せ 
ながら、 把ぇず 齡 しさう に p.r いて ゐ るのを 見た。 その また 向う には、 — ォルガン テ ィノは 
M $t の やうに、 衝の紀 を齡 はずには ゐられ なかつ た。  その また ^； うには 夜霧の 中に 岩屋 
の〆 らしい  一 ftf 哉が、 どつ しりと 备ぇ てゐ るの だつ た。 

撇の ±^ にのつた对 ^ !^&までも_ゲやめなかつた0齡女の髮を卷いた蔓は、ひらひらと空 

レ « ヴた。襲の齦に费れた 3£| は、，靈も霧ゃぅに賢ぎた。變のぎとった小筵の枝 

ま、 齡獻 に as を^; ちまは った。 しかも その sf はに した顯 ！ #, ぃ！^ S% の 中に、 數數と 浮 ひ 
m^ た 二つの 乳 M" は、 褚 ど ォルガン テ ィノの 眼には 情慾 そのもの とし 力 S はれな 力つ ナ彼は 

.  しん '  i  . かれ からに  い しんぴ のろ.^ 

を 15 じながら、 一心に Mf を そむけょうと した。 が、 やはり 彼の 體は 、どう 云 ふ 神 祕な呪 


の 力 か、 身動きさへ 樂には 出來な かつた。 

その^: に 突然 沈默が 、幻の 男女たち の 上へ 降つ た。 桶の 上に 乘つた 女 も、 も、 っ 一度 正氣に 返 
つた やうに、 やつと S はしい 11 V やめた。 いや、 鳴き 競つ てゐた 鷄 さへ、 この 隱 間は 頸の 伸ば 
した 觀、 一, に ひつ そりと なつて しまつた 。すると その 沈 默 (の 中に、 永 九 ;: 美い い 女の k 耳が • 
何 皆から か嚴 かに 傳は つて 来た。 

「，が f 41 に 隱 つて ゐれ ば、 世界は i 日 闇に なつた 箸では ないか？ それを 神神は 樂 しさう に* 

七ら  きょう  み 

笑 ひ 輿 じて ゐ ると 見ぇる 0 」 

その ti が# 良に， ぇた i、 桶の^！ にの つた 女は、 ちらりと 一同を 見渡しながら、 意外な 程し 
とや かに 返事を した。 

「それは あなたに も 立ち勝つ た、 新しい 祌が をら れ ますから、 喜び 合つ てを るので ございま 
す 0 」  --  .  : V. 

その 新しい 神と 云 ふのは、 泥 烏須を 指して ゐ るの かも 知れない 0 —— ォルガン テ ィノは ちょ 

あ ひ ^ 、‘ S (1 げ  あや  まぼろし へんく わ S よ 5 み  め  そそ 

いとの 問、 さう 云 ふ氣 もちに 勵ま されながら、 この 怪しい 幻の 變 化に やや 興味の ある IX を 注 

1: 神の© 笑  二 五 


春 瑕 


六 


f  0 


取 ■は 灼 i @s れなか つた。 が、 ^ I り si! りの ■が、 一 薄に 鬨 をつ くつた と sf ふと、 鉞ぅに 夜霧 

、 i c.  と  主 いい は  ぉちむ  さ. V  ひら：！ i  さ こ  め、 

を紀き ±£ めて ゐた 、齡屋 の 广 らしい 一枚 # か、 徐ろに 左右へ 開き 出した。 さう して 貧 裂け目 力 


らは、 ■に ㈣し& f 霞 於が、 衡 滅のゃぅに || 吧した 


〇 


二 


オルガン テ ィノは， ばぅ とした。 が、 带 は 動かな かつた。 オルガン テ ィノは 逃げよぅ とし 

た。 が、 f  ■かなかった。 齡 は# Tr,  —、 I し い觀& るのを f た。！ して 


O 


M ほひる めむ ち 

‘大 日 雲 貴. 


i> ほひる め L- ち 

大 r 雲 貴. 


お ほひる め 1: ち 

大日 震 貴！」 


9  ^ 

辦いい 觀なぞ はを りません。 新しい 神な ぞはを りません。」 


「あなたに 逆 ふ ものは 亡びます L.0 
「斬 * X なさい。 闇が 消え失せる のを 

み. f  |V あなたの此、あなたの1、|たの—あなた2、あなたの海です。」 


二、 


〇 


，み 


おほ ひるの むら  おほひるめむぢ  缸ほひる办むら 

一大 日 雲 貴！  大日 雲 貴！  大日 ® 貴！」 

さう 云 ふ聲の 湧き上る 中に、 冷汗に なつた オルガン テ イノは、 何 か 苦し さう に 叫んだ きりた 
うとう 其處へ 倒れて しまつた。 . 

その f も 三更に 近づいた 頃、 オルガン テ イノは 失心の 底から、 やつと 意識を 恢復 じた。 彼の 
耳には 神神の 聲が 、未だに 鳴り響いて ゐるや うだつ た。 が、 あたりを 見廻す と、 A? 音 も M? ぇな 
い内陴 には、 圓 天井 ©5 ラン ブの 光が、 さつきの 通り  一 i 朧 と壁晝 を 照らして ゐる ばかり だつ た。 
オルガン テ イノは 呻き ♦き、 そろそろ 祭壇の aL を 離れた。 あの 幻に どんな 意味が あるか、 それ 
は 彼には のみこめな かつた。 しかし あの 幻を 見せた ものが、 泥烏須 でない 事 だけは 確か だつ 
た 0 

H  くこ  れい  XII! か 

この 國の 靈と戰 ふのは、 . L: 

オルガン テ イノは 步きな がら、 思は ず そつと 獨り 語を 洩らした oj 

•  «  »  > 

「この _ の 靈と戰 ふのは、 思つ たょりも つと 困 離ら しい。 勝つ か、 それとも 又 員け るか、 - J 

すると その 時 彼の 耳に、 かう 云 ふ 囁きを 送る ものが あつた ..0 

〆 

辞 群の 徵笑  一一 七 


# 


春 m 


「員け です よ 

き み r> る  こ 急  は ラす  み  そこ  ぁひかはらず  ほ のぐ ら 

オルガン テ イノは 氣味惡 さう に、 賢の した 方を 透かして 見た。 が、 其處 には 相不變 、仄暗い 一 


饺 ら  え C- し V.  ほか  ひとかげ  み 

蓄薇や .金 雀 花の 外に 人影ら しい もの も 見ぇな かつた。 


X 


ど 


れ 


よくじつ  め ふ  なん！？ 4 んじ  に 立 * る  かれ  へき ^ <  , 

オルガン テ イノは 翌日の 夕 も、 南蠻 寺の 趣を 步い てゐた 。しかし 彼の 碧眼には 何 ® か 嬉し 


、ろ  け ふ 11 %  うち  にほん  さ t; らひ  にん  ほうけ うにん 

5ぅなぎがぁった。それは今日一日の內に、日本の侍が三四人、奉敎人の ?1 にはひったか_ら 


だつ た。  -  -，、 

二44  、 p らん  キジけ、  ゆ ふやみ  そび fc G  ちんち く A ii  てら  はと  のき 

酷の ま •や fli 粗は、 ひつ そりと 夕闇に iw ぇて ゐた 。唯 その 沈默が 檯され るのは、 寺の 鳩 •.か 軒 
へ Ms しい、 裳の 1 敷より t はな かつた 〇 霧の螺)_6|り、 ！— 一挪は 11 cf 
た S、 「が， の f い— ぞ、 Ji& めに S つてぎ、 馬の ハ 日の锐 の やうに P たっ 


た 


〇 


じい  ご, 0¢ わぅ  t  けが  にほん  れい  ちから  し Fi ぅ io し  こと、..、、  > 

「やはり 十字架の 御 威光の 前には、 穢ら はしい 日本の 靈も力 も、 勝苹を 占める 事は む. つ 力し，- 

しや i に A 


み  ゆ、 つべ み  まぼろし 

i 見える。 しかし 昨夜 見た 幻は？ 


t a' ろし す 


あ くま 


いや、 あれは 幻に 過ぎない。 惡魔は アン 


ォヒ 人 1- 


i  t ぱろし み  しよ-つ こ  け ふ  ど  なんにん  し A と 

も" ああ 云 ふ 幻を 見せた ではない か？ その 證據 には 今日に な 6 と、 一度に 何人 かの 信徒 さへ 
r 來た 。やがては この 國も 至る所に、 天主の 御寺が 建てられる であらぅ。」 


おも 


ナな  あか 


みち.  ある 


% 

•k 


il れ  ぅしろ 


ォルガン テ ィノは 3 う 思 ひながら、 砂の 赤い 小徑 を步 いて 行つ た。 すると 誰か 後から， そつ 

と P をっ ものが ぁった。 齡 はすぐ に紀り M った 。しかし ^ は S りが、 1 r i んだ 渥の 

わか 袁 fc fi ょ 

若葉に、 うつす りと 漂つ てゐる だけ だつ た。 

* ，ん &.0 じ 象 も  たま 

「御主。 守らせ 給へ！」  . 

從は かう てから、 徐ろに 頭を もとへ 返した。 と、 彼の 傍には、 何時の 間に 其處へ 忍び寄 
つた か、 T に 妃ぇた 趣り、 •駆に 起を 皆ぃた 老人" が一^ <、 ほんやり 姿を 煙らせた 儘、 徐ろ 
に步み を 運んで ゐた〇 
「誰 だ、 お前は？」 


ふ 


不意を 打たれた オルガン テ 


イノ 


おも  そこ  た  ど 

は、 思は ず 其處へ 立ち止まつ た。 


わ 仁し  じれ 


くこ  れい  ひとり 

「私は、 誰でも かま ひません。 この 國の靈 の 一人です。」 

らう じん  び せ、 フ 、つか  しんせ -- > へんじ 

老人は 微笑を 浮べながら、 親切 さう に 返事を した。 


神神の 微笑 


一九 
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ご  しよ  ある 


二 〇 


ご  し > *  ある  わ =レ  し改ら,、 あ ひ ri おはな  I  で  き*,  > 〇 •  r- 

「まあ、 御 一 1 に步 きませ、 つ。 私は あなたと 少時の 間、 御 話しす る爲に 出て 來た のです- 


じ  き  らう じん  しるし  す こ  きよ •フふ  しめ 

ォルガン テ ィノは 十字を 切つ た。 が、 老人は その 印に、 少しも 恐怖を 示さな かつた。 

わ ヒ し あく ^ ご、 b ん  た t けん  ぢごく S 乃 ほ や  f 

「私は 賢では ない のです。 御覽な さい、 この 玉 や この 劍 を。 地獄 s 炎に 燒かれ た 物なら 
んな に fr 私では ゐない C 舌です。 さあ、 もぅ 呪文な ぞ を ® ? へる のは おやめなさい。」 

え  ，ふゆく.^ い  、っで ぐみ  まま  らう じん  ある K 

ォルガン テ ィノは やむ を 得ず、 愉 你 さぅ に 腕 組を した 儘 老人と 一し よに 步き 出した 

「あなたは 天主教を 弘 めに 來てゐ ますね、 - J 

ぎ 人は 靜かに 話し 出した。 


つる  こと  し  デウス  くに  き  令 V こ  1 

「それ も 悪い 事では ないか も 知れません。 しかし 泥烏須 もこの 國へ來 ては、 きつと 最後には 貧 


くに  き 


% いご 


けて しま ひます よ -.0 

「&SI, は 全能の 御主 だから、 泥烏須 に、 I 」 

い  ‘  ^iw 

ォルガン テ ィノは かぅ 云 ひかけ てから、 ふと 思 ひついた やぅに 
る、' 叮嚀な p< 乳を 使 ひ 出した。 

デウス  か  はず 

「泥 烏須に 勝つ ものは ない 害です。」 


何時も この 國の信 徒に 對す 


ところ じつ さい  3 S くに  o fr sf デウス 

，所が 富 際は あるので す。 まあ、 御 聞きなさい。 はるばる この 國へ 渡つ て來 たのは、 泥 烏須ば 


こ ラし 


各 6 、つし  さ* つし 


かりではありません。 孔子、 孟子、 莊子 


ほ かしな  てつじん  なんにん  くに 

■その外 支那からは 哲人たち が、 何人も この 國 


渡つ て來 ました。 しかも 當 時は この 國が 、まだ 生まれた ばかり だつ たのです。 支那の 哲人たち 

み ち  ほか  r)  くに  しん  くに fc s: もの  も » レ 

は 道の 外に も、 吳の國 S 絹 だの 秦の國 の 玉 だの、 いろいろな 物を 持つ て來 ょした。 いや、 さ 


5 


云ふ寶 ょりも い、 霊妙な 文字 さへ 持つ て來 たのです。 が、 支那は その 爲に 、我我を 征服 出来 
たでせ ぅか？ たと へば t 字を 御覽な さい。 文字は 我我を 征服す る 代りに、 我我の 爲 に征亂 さ 

わ fc t/ むかしし  どじん  かき  もと  ひと 2: ろい  しじん  をと こつく 

れました。私が昔知つてゐた土人」、柿の本の人麻呂と云ふ詩人がぁります。その男の作つた 

仁 fc i t デ 仁  いま  くに  のこ  よ  ごらん  けんぎ •フ しよく ぢよ  な か 

七夕の 歌は、 今でも この 國に殘 つて ゐま すが •あれを 讀んで 御覽な さい。 牽牛 織女は あの 中に 


かれ • 


孓 い ri こと  でき  •つ！！  こ ひびと ど-つし * ひこぼし  たた ti fc ジ め 

見出す 事は 出來 ません。 あそこに 歌 はれた 戀人 同士は 飽くまで も彥星 と绷 機津 女と です。 彼等 
の 枕 ヴ響 いたのは、 丁  1 この 國の 川の やうに、 淸い 天の川の 瀬 良でした。 支那の Ik 河 や 揚一江 
に 似た、 銀. 河の 浪 音では なかつ たのです。 しかし 私の 歌の »r より、 文字の # T を 話さなければ な 
りません。 人 麻呂は あの 歌を 記す 爲に 、支那 S 文字を 使 ひました 。が、 それは 意味の 爲 より、 


i フおん  た め  もじ  しう  いも じ  のち  つね 

藝音 0) 爲の 文字 だつ たのです。 舟と 云 ふ 文字が は ひつた 後 も、 「ふね」 は 常に 「ふね」 だつ たの 


神 P の© 笑 


一一 


つン 〇  '  こ J i メ  な 2 1/ も b ろん ひと ろ 

です。 さもな けれ 试货私 のず 葉は、 支 ^5 ! ig になつ てゐ たか も 知れません。 これは 勿論 人 麻呂ょ 
り も、 A'- 獻 S5 3 _、 >DH V ^I つて ゐ た、 M 我 この Ss ■神の *, です。® みならず 支那 s 哲人たち は、 篆 

0f^^s7t^o  s'  0  0r00s 3 0,  fMf 

す t 订つ てゐ ました。 齡, が f I おにして ゐ たのは" 齡支， 人の 墨蹟 です。 しかし 彼等の 筆先から 
は、 露に i いぃぎ が お S した。 ■の Wlh は！^ . にか、 II 意で もな け S •猪 遂 良で 
もなぃ、 0r- 被 W の！ 4 Hi なり^ 3 したので す。 しかし 挝齡が 鼢 つたのは、 文字 ばかりでは ありま 

、 -J  じ 1*、 ri  らう ュゆ  みち  や (i ら  くじ  どじん  仁 づ  ご t- ん 

せん 〇齡歡 の al 吹きは 瓢風の やぅに、 老 M, の 道 さへ も 和げ ました。 この 國の 土人に 尋ねて 鄉覽 
なさぃ。 攀は齡 _ の, は、 ■の i c° 賢れ がぃ 寧」、 S を！ $ んだ 船が あれば、 必覆 
ると «): じて ゐま す。 谢 P の漱 はま だ  一 も、 そんな 跋は して 〇 ません。 が、 3 ぅ 云 ふ 信仰の 
制に も、 この 駆に^ d んでゐ る 歡槪 の ^; は、 勝げ ながら ！ s^ じられ る 箸です。 あなたは？ フ思 ひま 
せんか？」 

ォルガン ティノは ll r、 i が 雛を_ め f た。 こ う 祖の 麼史に 疎ぃ r は、— の 相手 
の嫩記 も、！^ わからずに しまつた © だつ ^ 。 


し な  て フじん 


S  き 


いんど 


\' > じ し fc あ* 1 i 


_ K  4 /  m  «  -  H  /  J  1■  t  /  Jv  -  n  J  J 

「支那の 哲人たち の 後に 來た のは、 印度の 王子 悉達 多です。 


ら •っじん  こと a つづ  みち  ほ ら  ばな -; れ  に (1 ひか 

老人は 言葉を 續けな がら、 徑ばた の 薔薇の 花を むしる と、 嬉し さぅ に その 匂を 嗅いだ 9 が、 
薔费 はむしら れた齓 にも、 ちゃんと その 花が 1 つて ゐた 〇  l^ A): の F にぁる 被は 虹 や 艇^ 雕一 


し 


み  どこ  きり  けむ 

に 見ぇても、 何處か 霧の やぅに 煙つて 〇 た。 

「彿陀 の 運命 も同樣 です。 が、 こんな 一^を 一一 御 話しす るのは、 1 :蔽艇 を •ずす だけ かも W れま 
せん。 唯 氣を つけて 風 デたい のは、 本 地垂 I が 故. s vr です。 ぁの ^ i この 隆の に、 ? S 日 io 
貴は 大日. 如來と同じものだと思はせました〇これはガ 01 |^の獻でせぅか？ それとも 把^ g 

ffff  3^^ 

つて ゐる ものが、 大勢 あると して 2: 見なさい 。それでも 齡荦 の， i に r える、 ガ的觝 於 s 起 价牝 


いんど ぶつ おもかげ 


お ほひる め L- ら  •つか. が 


わ fc L しんらん 11 ちれん 


に' W: 度條の 画 歎ょりも、 大 d® 貝が 藐⑴れ はしないで せぅ か？ ^ は 緦 ■や 的 齠と 一 しょ 
に、 沙羅 雙樹の 花の 陰も步 いて 〇 ます。 縱家が P 歡術 した 術 ぼ、 ■湫吖 ある 飯 AF では ありま 


やさ 


ゐ げん  み 


み 


じ や づぐ •つ！ i いし 


き、 V  5  ii い 


, 「 '*>•••  v  «|  ?1  W  •  <  I J  T  <  •  >/  L I  -  a>*  S-  •  -  ^  A  こと fir ^' fi が fe a ^ 

せん。 優しい 威 嚴に充 ち滿 ちた 上宮 太子な どの 兄弟で 寸。 —— が、 そんな 事を 憂 長と 餌® しす 
るのは、 御 約束の通り やめに しませ 3。 つまり ■が ¢^ ±,: げたいのは、^^ 衝のや うに この ■」 


群 神の 微笑 


二一三 


春 ® 


二 5 


今 


か  い  こ £- 

來て も、 ^ つものは ない と 云 ふ 事な のです 


0 


お ^ お まへ  い 

.まあ" 御 待ちなさい。 御前さんは さ、 >云 はれろ が 


くちさし はさ 

オルガン テ ィノは 口を 挟んだ。 


け ふ  さ. L: らひ  にん  ど  おんを しへ き え 

•今日な どは 侍が 二三 人、 一度に 御 敎に歸 te しまし r: ょ 0 」 


なんにん 


き え 


fc ii き え 


こと 


d  どじん  だいぶ ぶんし 


「それは 何人で も歸 依す るで せぅ。 唯歸 依した と 云 ふ 事 だけなら ば、 この 國の 土人は 大部分 悉 
達 多の 敎へ に歸侬 して ゐま す。 しかし 我我の 力と 云 ふのは、 破壤 する 力ではありません。 造、 り 
變 へる 力なので す ,0 一 


らう じん  ： £4 ら  よ な  な 


はな  て  はた 


±> 


t り まは ふ ^ か 


老人は 薔薇の 花を 投げた。 花は 手を [« れ たと 思 ふと、 忽ち 夕哕 りに 消ぇて しまつた 


〇 


ど 


な る ほどつ く  か  ちから t へ  かぎ  こと 

「成程 造り 變 へる 力です か？ しかし それは お前 3 んた ちに、 限つ た 事では ないで せう。 何處 


の S でも、 


、二 


あくま 


ぎ C しや  かみがみ  い 

•たと へば 希臘 の神祌 と 云 はれた、 あの 國にゐ る惡 魔で も _ 


「”いな る パンは 死にました。 いや、 パン も 仲 時 かは 又よ み 返る かも 知れません。 しかし 我我 
はこの 通り、 未 fi に 生きて ゐるの です 0 J 

めづら  らぅ じん  かほ  よこめ  つか 

ォルガン テ ィノは 珍し さぅ に、 老人の 顏へ橫 all を 使つ た。 


「お； HM さんは パンを 知つ L ゐ匕の です か？」  . 

「何、 西_ の 大名 ヂたち が、 西洋から 1 :つ て歸 つたと 云 ふ， 潢文字 の 木に あつたの です。— 
I それ も 今の 話て すが、 たと ひこの 造り 變 へろ 力が、 我我 だけに 限らないでも、 やはり 油 斷は 
なりません ょ。 いや、 寧ろ、 それだけに、 御氣を つけな さいと 云 ひたいので す。 我我は 古い 舯 
ですからね。 あの 希臉 s 祌祌の やうに、 世界の 夜明けを 見た 神です からね。 J 
「しかし 泥 烏須は 勝つ 管です。」  ,  , 

ォルガン テ ィノは 剛： glr もう 一度 同じ 事を 云 ひ 放つ た。 が、 老人は それが 聞ぇない やう 

fi i}  0 づ 

に、 かう ゆつ くり 話し 續 けた。 * 

「1 はつい 四 五日 ffi、 西 國の k 邊に上 配した、 希膾の 船 乘 りに 遇 ひました。 その 男は 神では あ 
りません。 唯の AI 間に 過ぎない のです。 私は その 船乘 と、 月夜の 岩の r に 坐りながら， いろい 
ろ. S 話々 聞いて 來ま した。 目 一つの 神に つかまつた 話 だの、 人を 豕 にす 6 女神の 話 だの、 聲の 

•フクく  仁ん ぎょ a なし  をと こ ？ £ し  をと こわ！！ し * と ? 

美しい 人魚の 話 fl の、 - あなたは そ Q 男の 名を 知つ てゐ ます か？ その 男は 私 1: 遇つ TC 時 か 

ら 、こ S 國の土 人に 變 りました。 今では 百合 若と 名乗つ てゐる さう です 。ですから あなた も 御 

•  *  *  ' 

神神の 微笑  二 j 五 


氣を つけな さ 


デウス  かならず か  い  てんし ゆけ- フ  ひ ^ » かならず^^> 

い。 泥 烏 衝も必 勝つ とは 云 はれません 。天主 敎 はいくら 弘ま つても 必勝つ 


t 

LW 


とは 云は れ ません。」 

赶 人は f; んだん 小 聲にな つた。  . 

* にょると^ 1|^!奶 も、 ] hh" の ■のゼん に！ i るで せぅ。 支 ^ ゃ 印 SK も *4 っ たのです。 &取も 
鑑らな ければ なりません 〇齡敢 は# がの +? にも ゐま す。 ^ I ぃ始 の游れ にも ゐま す。 薔薇の 花を 
f る Mli にも ゐ ます。 寺の 壁に發 る ダ 明りに もゐ ます。 何處に でも、 又 何時でも ゐま す。 御氣を 
つけなさい。 御氣 をつ けな？ い。 . し 

その’ た、？- ぎぇ たと si ふと、 起が iK fflJ の，、 1 が r る やぅに ぼぇ てし まっ 
た。 と 祐^に #1 の您か らは * MI を ひそめた ォルガンティノの 上へ、 ァヴエ •マリァの 鐘が 響き 

r じ 

始めた 0 


X 


ffil ffig 寺の バア ドレ •ォルガン テ ィノは、 - いや、 ォルガン テ ィノに 限つ た 事では ない。 悠 


一雙の 屛 IU へ歸 つて 行つ た。 南蠻船 入津の 圖を 描いた、 三世 紀以 前の 古屛 Mi へ。 

きみ  いま & み  なか 象  に ほん  *フ みべ  ある 9 A 

さやぅなら 。バァ ドレ •ォルガン テ ィノ！ 君は 今 君の 仲間と、 日本の 海 邊を步 きながら" 金 
泥の 霞に 旗を 舉げ た" 大きい 南蠻 船を 眺めて ゐ る。 泥 烏須が 勝つ か。 大日 雲 貴が 勝つ か I そ 
れは まだ 現在で も、 容易に 斷定は 出來な いか も 知れない。 が、 やがては 我我の 事業が、 斷定を 
與ふべ き 問題で ある。 君は その， 過去の 海邊 から、 靜 かに 我我を 見て ゐ給 へ。 たと ひ 君は 同じ MT 
■の 犬を曳 いた 甲 比 丹 や、 日傘を さしかけた ぼ ん坊の 子供と、 忘却 © < 眠に 沈んで ゐて も、 新た 
に 水平へ 現れた、 我我の 黑船の 石火矢の 音は、 必古 めかし い 君 等の 夢を t る 時が あるに 違 ひ 
ない。 それまでは、 —— さやうなら。 バア ドレ •オルガン テ イノ！ さやうなら。 南蠻 寺の ウル 
ガン 伴天連！ 

一 


神神の 微矣  二 一七 


t 


V 


奇 


遇 


春 @ 


so 


編輯 者 
小說家 
編輯 者 
小 說家 
ゐます 


しな  〇 よか •フ  みな a s t 

支那へ 旅行す る さぅ です ね。 南です か？ 北です か 


みな， ひ 


み なみ 


め， V 


〇 


南から 北へ 周る つも 〇 です 
準備は もぅ 出來た のです か？ 
大抵 出來ま し 


〇 


ii fi よ  ば ず  き か、 っちし  いま  よ ? よっ 

唯 讀む箸 だつ た 紀行 や 地誌な ぞが 、未 f: に讀み 切れないのに 弱' つて 


きか、 つ  ちし 


〇 


9 


3— a ん n んさつ 

編輯 者 (氣が なさ 3 うに) そんな 本が 何— も あるので すか？ 

^ んぐわ い  に a んじん  か  こちい*? き  し £ ぶ ん * 、 き  レぶ 1 ん 、、フ > 

，說家 存外あります ょ。 日本人が 書いた のでは、 七十 八 H: 遊 記、 支那 文叽記 、支， 漫遡記 、 

し ふつ^? パ ゐ/ jr« つ. し ? 2: ふ づ をく  し. W じん p' fc ぎ  えん ？ f んそナ 5 そ せきせ、 っく n ん 1 くし ^ tt ん i< んろく  ち户 う 二う 9 ^ v、r \, cr 

支那 佛敎 遺物 支那 風俗、 支那 人氣質 、燕 山楚 水、 蘇 淅小觀 、把 淸見 聞錄 、長江 十 ギ、 觀 t 

S 


き ^.7  せい ぢん A  く t んしう  はしよ く  こなん  かんこう  しな ふう 5 んき  L  5 

紀游、 征塵錄 、満洲、 E 蜀 、湖 雨、 漢 口、 支那 風韻 記、 支那- 


編輯 者 それを みんな 讀んだ のです か？ 


なに 


さつ 


小說家 W、 まだ  一 ■も讀 まない のです。 それから ^ ^ A^ が * ^ いた * 2 では、 好 齡一紹 記、 衆 


と い 5 らんし  'ち や r あんき やぐ わ.  ていきを*， 

都遊覽 志、 長 安 客 話、 帝京 —— 

編輯 者 いや、 もう 本の名は 澤 OJX です。 

小說家 まだ 西洋人が 書いた 本は、 一 册も云 はな かつた と 思 ひます が、 —— 

編輯 者 西洋人の 書いた^ {那の 本な ぞに は、 どうせ 碌ゝな 物は ないで せう。 それより 小說は 出發 

t へ  か  ao-b 

前に、 きつと 書いて 世 貝へ るで せう ね。 

小說家 (急に 悄氣 る) さあ、 兎に角 その 前には、 書き上げる つもりで ゐろの です. か、 —— 
編輯 者 一體 何時 出# する 豫定 です か？  •• 

小 說家實 は 今日 出 # ( する 豫定な .のです： 

編輯 者 (驚いた やうに) ゲ^! です か？* 

じ  きふ， ^ っ 0> はず 

小說 家ぇ ぇ、 五 時の 急行に 乘る 箸な のです。 

-  m  «  k  • 

編輯 者す ると もう 出發 前には、 半時 間し かな いぢ やありません か？ 

tA.11>  い i か んぢや ，フ 

パ說家 まあ さう 云 ふ 勘定です。 

編輯 者 (腹を 立てた やうに) では 小亂は どうなる のです か？ 

奋遇  一三一 


いよい i しよ l> S く fe .，0 

小說家 (愈 靈 る) 僕 もどうな るかと 思つ てゐ ろので す。 

編輯 者 どうも？ う 無責任では 困ります な あ。 しかし 何しろ 半時 間 ばかりでは、 急に 書いても 
貰へ ないで せう し、 …… へ 

小說家 さう です ね" ゥ H デ キン ドの 芝居 だと、 この 時間 ばかりの 間、 にも、 不遇の 音樂 家が 飛 
びこんで 來た り、 何處 かの 奥さんが 自殺したり、 いろいろな 事件が 起る のです が、： 卜 御 待 
ちな？ いよ。 事によると 机の 柚 斗に、 まだ 何か發 表しない 原稿が あるか も 知れません。 

編輯 # 5 うする と 非常に 好都合です が —— 

小說家 (，机の 抽斗を 探しながら) 論文では いけない でせ うね。 

編輯 者 何と 云 ふ 論文です か？  . 

小說家 「文 藝に及 ほす ジャ ァナ リズムの 害毒」 と 云 ふので す。 

編輯 者 そんな 論文は いけません。 

.小 說家 これは どうです か？ まあ、 體裁の 上では 小品です が、 —！- 

編輯 者 一 奇遇」 と 云 ふ 題です ね。 どんな 事を 書いた のです か？ 

二-  -  *  *  一  -  . 


み 


ヌん 


小說 家ち よいと 讀んで 見 ませぅ か？  二十 分 ばかり かかれば 讀めま すから _ 


# 


糸 


氺 


.V 


* 


し C ゆん ねん ん こと 


至 順 年間の 事で ある。 良 江に 臨 r だ 古金 陵の 地に、 芄ぜ と 云 ふ ^ 把が あった 。生れっ h ボヵ 
が豐な 上に、 容紙も 亦 美しい。 何でも 奇俊 王家 郞と稱 r れたと 云 ふから、 その ® ? 采想 ふべ しで 
ある。 しかも 年は 二十に なつた が、 妻は まだ 娶 つて ゐな い。 家は 門地 も 正しい し、 親 11 •りの 資 

>. 、 ん  ^  •!  1 5  し し ゆ  ふ、 •， !) •フ ほしい 5: 、  つが ふ  い  みぶん 

產も 相當に ある。 詩 酒の 風流を 恣に する には、 こんな 都合の 好い 身分は ない。 

實際又王生は、仲の好い良人の趙生と一しょに、自齡な生ぼを送つてゐた。於を聽きに行く 


こと 


あるひ ま. u » んぢ ，フ  しん r> い  し ゆか  たくし  きけ  の 

事 も ある。 博を 打つ て 暮らす 事 も ある。 或は 又一晚 中、 秦淮 あたりの 酒家の 卓子 に、 酒を 飲み 


あ 


と ^ 


ど 


明かす ことな ぞも ある。 さう 云 ふ 時には 落着いた 王 生が、 花磁 蓋を 前にう つと りと、 何處 かの 
數 の ® I に 聞き入つ てゐる と、 陽氣な 趙生は 酢 1 f 肴に、 金 華 酒の 說 •を 引きながら、 盛んに 妓品 
なぞを 論じ 立てる ので ある。 


わう せい  い  わけ  きょねん  あきい らい わ 4*  つういん  こ、 ろ 

その 王 生が どう 云 ふ 譯か 、去年の 秋 以來 忘れた やうに、 ばつたり 痛飮を 試みな くな つた 


〇 


つういん  5  P -5' つべ 5 と ?i 、r ら V、  ぜんぜんと ia て-つせ い  はじ 

や、 痛飮ば かりでは ない。 吃喝嫖 賭の 道樂 にも、 全然 遠の いてし まつた ので ある。 趙生を 始め 


奇遇 


ニニ 三 


s  「  一三四 し 

蒙の 努 たちは、 紐 r の數似 を P & 餓 .に ^ た。 塵 もも、 フ靈 には、 飽きた のか も阶れ 
ない と sv ふ ものが ある。 いや、 ぎ に PJ5' 數い梦 、勝 仁 ,© だら うと デ ふ も® も—。 が 

■の 惡ぢ は、 psil を i ねられても、 t 霧を ぎ 冬 ばかりで、 何が f し？ も 


へんじ 


返事を しない。. 


そんな *1 が一 街 酸 潔ぃた 組、 辦 ^ ぎ ^ ベ ふりに、‘ 聖の家 を 訪れ"？ こ 彼は 咋夜 作った 

ノ i こ  1-、 く  なか  ヒ  さ仁 ^ い 

ぎて、 ？_齡の儀挙 +, ぞざてぎた。詩は犯ゃ§_句の中に、|'1|意 

をず らして ぁる。 ® 5 をして ゐる wr 龄 でもなければ、 か 2, M ふ 詩は たと ひ 一行で、 も 書く 事' か 出 

V  »  >  b 、 ノ  C 5. 


かれ  fx  つ- 


と 


ちが 

.違 

きみ  あ、 フ あぅ  ど 


ガなぃに製ひなぃ。_ ^ は 1: ^ 1^ ^ . ^ すと、氣澈さぅにちらりと相手を見なから 


「ii? の ii 鶯は何 處にゐ るの ff J と 云つ た 
「li の *? *! ?、 そんな ものが ある もの か。」 


，虛 をつ き 齡へ〇  1 _ ょりあ 影は その楷 霞 ぢや ないか u° 

祗 l f f した ^ ^ は、 賢 i 船の F が一っ、 記み？〕 た妒の 上に 轉' かって 心 
る。 擺 ぽのぎ ^ |學はなぃ。が、 1 はそれを妒り上げると、ちょぃと雛を皆くした'か 


しかし 存外 平然と 徐ろに、 こんな 話を し 出した 0 
«f の 鶯鶯な ぞと云 ふ ものは ない。 が、 僕の 戀を して ゐる 女は ある。 僕が 去年の 秋 以来、 君た 
ちと 太白を 皋げな くな つたのは、 確かに その 女が 出來 たから だ。 しかし その 女と 僕との 閼係は 
君たち が 想像して ゐるや うな、 ありふれた 才子の 情事では ない。 かう 云つ たばかりでは 何の 事 
だか、 勿論 君には のみこめない だら う。 いや、 のみこめない ばかりなら 好い が、 或は 萬 事が 噓 
の やうな 疑 ひを 抱きた くなる かも 知れない。 それでは 僕 も 不本意 だから、 この 際 君に 一切の 事 
情 y すつ かり 打ち明けて しまは うと！ s| ふ。 退屈で もどう か 一通り、 その 女の 話を 聞いて くれ 給 

へ。  . 

「僕、 は 君が 知つ て 〇 ろ al り、 松 江に 田を 持つ て 〇 るコ さう して 每年 秋になる と、 一年の 年貢を 

舟が ぼ f の ほとりまで 把る と、 柳 や 槐に圍 まれながら、 酒 旗を 出した 家が 一軒 見ぇる。 朱塗 
りの 亂干が 晝い たやう に 折れ 曲つ てゐ る容 子な どでは、 中中 大きな 構へ らしい。 その 又澜 千の 
續い た£ には、 紅い 芙 繫 が 何十 株 も、 川の 水に 影を 落して ゐ る。 良は 喉が 渴い て 〇 たから、 早 

奇遇  一 i 


春暖 

しゅき 


H 六 


5  0 


慰 その 齡旗 の tti'c てゐる 家へ、 舟を つけろ と ーゴ ひつけた もの 

「さて 妒肾 へ B つて r ると、 歡の越 41 i ければ、 主の 翁 も 卑しくない 。その上 酒は 竹 葉 青、 
51 は ««1 ^ |と,ふのだから、|、の獻取は親してくれ婼へ0實際 *? は久しぶりに、旅愁っも何も忘 


と -^ どき 


れなが ら、 _ 燃 hlip ni にして ゐ た。 その内に ふと 氣が つくと、 誰か 一人 幕の 陰から、 時時 

¢7) そ !r く  み (2: ¢、  まく  、っし ろかく 

ちらを II くもの が ある。 が、 廣が そちらを 見る が 早い か、 すぐに 幕の 後へ 隱れ てし まふ。 さぅ 


み 


K  く 


ぶ くめ  そ  ま ^ A な んひす ゐ  かん ざ し S ん  み、 わ  ー ビ 

して 一 芙が 眼を 外ら せ ば、 ぢ つと 又 こちらを 見つめて ゐるコ 何 fi か 蔡翠 0) 眷や 金の 耳環' か 幕の 


ど 


11 ま 


6 J- M  ? t し  ばんぜん  げ ん；  /  ,/v 

軋！ r ちらめ くやうな 氣が する が、 確かに 3 うか どうか 判然し ない。 a に 一度な ぞは 玉の やう 


y  i  そこ  み  ， ? p  きふ  かへ  仁 r" •まく  、  も ^ フ 

な 親が、 ちらりと 其#」 見えた やぅに 思 ふ。 が、 急に ふり 返る と、 やはり 唯 幕 ば 力り が  f 

さが  こと  く  か へ.  、っ ^ ぼく  さけ  の  め、 フ 

ぅこ ff ら りと 下つ てゐ る。 そんな 事を 繰り！^ して ゐる內 に、 僕は だんだ ん酒を 飮む のが、 妙に 


さ 


き  なんまい  ぜ に  はふ ^ さう さう ま ^ ふ a かへ 

つまらなくな つて 來た から、 何枚 かの 錢に拋 り 出す と、 匆匆又 舟へ 歸つて 來た。 


「船が その ^? * f の 柄に、 ^; りぅとぅと と鹏 つて ゐ ると、 僕は 夢にも、 フー 度、 あ © 酒 旗の 出て ゐ 


8 


ぼく  ゆめ 


ど 


しゅき 


で 


る 豁 へ 伊つた。 1 I1 た _には钿らなかつたが、家には門"が« «! ^7 ある。その門を皆通り技けた， 

ti ん iov、 *  、へ  •つし ろ  ち ひ  し J いく  けんみ i へ  みごと  ぶ ^ ぅ fl な  ^ 

一番 奥まつ た {承の 後に、 小さな 綉閤が 一軒 見ぇる 。その 前には 見事な 葡萄棚が あ •り、 葡萄棚 ^ 


,ヒ  、メ fr 、  ぢ r フ  せんす £>• H  く  いげ » とき  み づ  な か  ， A き ^ 、 

下 (: ょ fn を Bmil ん だ、 • 1 *; ばかりの 泉水が あろっ' 像は その 池の ほとりへ 來た 時、 水の 中の 金角ガ 


0  、  ％  ィ. . .i 、 0- 、‘  •  7  * 7 • ^ ^ •■^5 、 -^* -T & し 

那の沿 12、 はつき り銳へ られた 0) も 影ぇ てゐろ 。肥のを *1 に植 はつて ゐ るのは、 一一 株と も垂絲 

，、っ' • t ニノ や •フょ  す £> ti く  へいむ す  し ^ てんこぅ  I 

徹 1 i is; ひない。 それから ル 墙に 寄せて は、 翠 ffi; の 屛が 結んで ゐる 。その 下に あるのは 天工の や 


5 


に、妒デ2っ 1 である二|,與はこ『龜,磁の,か各からノ^ 

00ffi 

cs0&^r^so  PEMKfflLT 

ある。 その 雛に あ & 靈 は、 v: っれ も 駆と 公ふ姬 はない。 と f と 沿 Ay を is っやぅ に、 遵 
薪譜 なぞ も かかって ゐる 。■には 四 歐の鬆 P & って、 その B にぎが ■して ある。 繼は 

m 


の P 44 «| えて t が、 P 霞す る繼も あ— い。 それよ 4 ^>に 際いて S ひたい s、 
! ーゴ ふ惡 りの ¥の时 に、 たった T 益って ゐた •  s r うな S ’。 獻は その P 
汜た II、 射が 數ぃ さを 11 じた 爽はな い。」 


一三 七 


春 眼  一三 八 

「有 美 閨房 秀 天人 謫降來 かね。」 

趙 生は 微笑しながら、 さつき 王 生が 見せた 會眞 詩の 1? 一 i の二处 を pi ずさん だ。 

「まあ、 そんな もの だ 0 」 

) 話したい と 云つ た 癖に、 王 生は さう 答へ たぎり、 1 : 時まで も 口を 噤ん で 〇 る。 趙生 はたう ふ 
つ 待 兼ねた やうに、 そつと 王 生の 膝を 突いた ,0 
「それから どうしたの だ？」 

「それから 一し ょに ! s( をした。」 

「話を してから？」 

「女が 玉簫を 吹いて 聞かせた。 曲は 落 梅 風だつた と 思 ふが、 一 j 

- 

「それぎ りかい？」 

「それが すむ と 又 話を した OJ 
「それから？」 

「それから 急に 眼が さめた。 眼' かさめて 見る とさつき の 通り、 僕は 舟の 中に 眠つ てゐ る。 鎗の 


知は 湛す齡 り、 露と した 髮の ，かりだ。 その 酎の親しさ&した肥が、5て」ゎかる 
ものは 一人 も あるまい 0 

「それ ^;' 扣|^はがが +4 では、#紙あの *1 が事を心心つてゐる。すると又霞へ歸つてからも不 
か ^ に ®:? 贼般 りさへ すれば、 ^ ず あ® SI が ? ; 」 ^' ぇる。 しかも 一昨日の 晚なぞ は 零 か 女に 水 
繫 の戀 を ? たら、 * S ば «! 运 #x f? s^ 指 r 致ぃて 衝 して くれた。 と 思って 眼、 かさ 
める と、 麗がが ぇなくな つた 批 りに、 柯時 か擎 3 W:! もとには、 こ の 指環が 一つ^^き 捨てて あ 
る。 して みれば *^ C つ 一.」 ゐ るのは、 襲！^ とば かり も既 はれない。 が、^' てなければ 何た と 
元 ふと、 — 僕 も 答を 失して しま ふ。 

「もし 赋に數 だと すれば、 § は’ 射に！ ^ るょり 艰に 、ぁの ^ i の 配を， 見た ことは なぃ。 ぃゃ、 娘が 
ゐ 〇- かど i か、 それさへは つきり とは 細らずに ゐる 。が、 たと ひその 娘が 實際 はこの 出に 
ゐな ぃのに しても、 街が 禁 龄、 11 る i〆 ぁるとは » 含なぃ。 黯は y 生きて ゐ 
る聪 り、 ぁ s 卿た s 霜 « たの ■が ■だのと 一し ょに、 ゃは 0 製に 見る 配の 签を懷 しがら 
ずこょゐられまいと ©? ふ。徵の|| ^ !4ふのは、これたけなのだ。」 


,1な る ii ど  さいし  じ や うじ 

一 成程、 ありふれた 才子の 情事では ない。」 

趙么は 半ば 憐むや ぅに、 王 生の 顔へ 眼を やつた。 

A 

きみ  いらい  ど  5»p  い 

* それでは 君は それ以 來 、一度 も その 家へは 行かない のかい。 J 

どい  こと  か t fc しよ、 2で フ く / i こと 

『5 ん 。一度 も 行つ た 事は ない。 が、 もぅ 十日 ばかりす ると、 又 松 江へ 下る 事に なつて ゐる〇 一 

とき ゐ たう  とほ  ぜひ  し ゆき  で  うち  ど ふ U よ  み 

その 時谓塘 を 通つ たら 是非 あの 酒 旗 の 出て ゐる 家へ、 もぅ 一度 舟を 寄せて 見る つもり だ。」 
-それから實亂十 0; ばかりすると、沿生は例の通り舟を綠して、川下の松がへ下つてげつた〇」 
3、 フ して 被が 歸つ て來た 時には、 —— 趙 生を 始め 大勢の 友人たち は、 彼と 一し よに ^ S を ±?. つた 
少女の 美しい のに 驚かされた。 少女は (貫 際 部屋の 窓に、 綠 色の 鸚鵡を 飼 ひながら、 これ も？^ 

o & t く  かか  すきみ  わ、 っせ い  すが fc fc め  み 

0 秋 幕の 陰から、 そつと 隙 見を した 王 生の 姿を、 絕ぇず 夢に 見て ゐた さぅ である。 

「ぞ 1: 要 * 7 も ぁれば ぁる もの だ。 i しろ 繫 でも 寥の 黯 2: ti の 塵が、 i い 
、 

とに あつたと 云 ふの だから、 —— 」 

趙生 はかぅ 遇 ふ 人 毎に、 L 生の 話を 吹聽 した。 最後に その 話が 偉は つたのは、 錢槪の r A^ ii 
祐 である。 ^一齡 はすぐ C この 話から、 美 じい 谓塘奇 跑 記を 貧 いた ゾ …… 


小說家 どうです こんな 調子では？ 

編輯 # ロマン ティクな 所は 好い やうです。 兎に角 その 小品を 貰 ふ 事に しませう 0 
小說家 待つ て 下さい。 まだ 後が 少し 殘 つて ゐるの です。 ぇぇ、 と美 じい 渭塘 奇遇 1 を 書いた。 
—— 此處 までです ね。 

曹 

*  氺氺 

氺  木 

しかし 錢瑭 の ? 1< 祐は 勿論、 趙生な ぞの 友人たち も •王 生 夫婦を 載せた 舟が、 渭乾の 酒家を 離 
れた 時、 彼が 少女と 交 S; した、 下の やうな 1 日 話を 知らな かつた。 

「やつと 芝居が 無事に すん ^ ね。 おれは お flii の 阿 3(:1 さんに、 每晚 お前の 夢を見る と 云 ふ、 小說 
じみた 噓を つきながら 、何度 冷 冷した かわからない ぜ〇 j 

「私 も それは 心配でした わ。 あなたは 金 陵の 御友 だち にも、 やつぱり 噓をお つきな すつ たの 0 」 
「ああ、 やつぱり 噓を ついた ょ。 始は 何とも 云は なかつ たの だが、 ふと 友達に この 指環を 見つ 

え  おと、 フ i な i ず  ゆめ X X し 

けられた もの だから、 や 1; を 得す 阿 父さんに 話す 箸の、 夢の 話々 してし まつた のさ ,0 ; 


春 眼 


1 四二 


こと  し 


ひとり 5. 4' 


ねけ 


，よねん  6 き 


*> にし 


「では ほんた ぅの 事を 知つ てゐ るのは、 一人 も 外には ない 譯で すわね。 去年の 秋 あなたが 私の 

11111 ■  ^ 


'や  しの  こと  し 

部屋へ、 忍んで いらし つた 事を 知つ て 〇 るのは 


t> t c/ わ11  し 

「私" 私。」 

ふ. 一) り  こ si 


わら  ii 


ほ » しら  ツ 


一人の のした がへ、 同時に 驚いた 眼を やつた 。さぅ してす ぐに 笑 ひ 出した 〇帆 檣に 吊つ た 

慰の is、 一影 ■が P ぅに、" I と蔡を i: r て t。 …… 


氺 

ri そ/ 
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氺 


こは 


r  ^><  せつ かく  どくし や  かんきょぅ  ：ペ  '  k  ノ 、 

編輯 者 それ ま坨 足です。 折角の 讀 者の 感興を ぶち 壤すや ぅな ものち やありません ガ？ この 


せ* っ ひ， A/ v」r\ し  の  - ' -•  ぜひ S: つ に ん  け づ  も、 b 

小品が 雜； lil に 載る の だつ たら、 是非とも 末 段 だけは 削つ て 貰 ひます 


G 


さいご 


す こ  あと 


ゲ t /v 


、じ 


小說家 まだ 最後では ない のです。 もぅ 少し 後が あるので すから、 まあ、 我慢して 聞いて 下さい 
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氺  氺  * 

氺  本 

，わん  ノ  .〇  くわ、.^  し  ふ J: ふに り  ±.  み^' ぎは  やな y al ん y «s 

換し た、 下の やぅな <15說 を 知らな かつた。 父母は 二人とも 目 かげを しながら、 才際の 柳 や 槐 


かげ 


ふね  みお^ 


の 陰に、 その 舟を 見送つ てゐ たので ある 


〇 


【お婆さん」 

「お爺さん。」 

M  じ  ) & ゐ «> で  こと 

「ま づまづ 無事にる 居 もす むし、 こんな 目 出たい 事は ない ね。」 

「ほんた うに こんな a^ f r..: い 事には、 もう 二度とは 遇へ ません ね。 唯 私は 娘 や 婿の、 苦し さう 
な ? ti を M" いて ゐるの が、 それは それは 苦勞 でした よ。 お爺さんは 何も 知らない や ラに、 默 つて 
ゐ ろと！： 元 ひなす つたから、 T 生縣 mI にす まして ゐ ましたが、 今更 あんな 噓を つかな くつて 
も、 すぐに 一し よには なれる でせ うに 11 」 

「まあ、 さう やかましく 5" はずに やれ。 ■浐颭 も衝り 11 さに、 k& lr を つてつ いた k た。 そ 
の ±^ »£ の #^ になれば、 ああで も 公は ぬと、 Lf 人齡は 、容象 にくれ まいと 思つ たか も 知れぬ-お 
歡 さん、 お 紙は ^'' うした と 元ふのだ。こんな目出たい婚禮に、泣いてばかりゐてはすまないぢ 
やない か？」 

「お爺さん。 お前さん こそ 泣いて ゐる 癖に …… 」 


5 四 

5  ， 

小說 家もう 五六 fes で おしま ひです" 次 手に 殘りも 讀んで 見 ませう。 

編輯 者い や、 もう その 5fei は斯此 です" ちよい とその 獻獻を 傲して， 下さい。 あなたに 默つて 置 
くと、、' fl ん fi ん ^? 私 が 11  くな りさ 5 です。 r )6 でも ^: 途で賢 つた 扩が 、遙に 好かつた と 思 L 

く rs 

未す が、 - f に 無 この / h? 职は «! ひます から、 そのつ もりで ゐて 下さい" 

小說家 k 處で 切られて は 困る のです が、 ~ ^ 

震 者 $ 、もう If ない と、 五一 寸の ■には rf ません ょ。 原稿の 事— はかま 

i や  じど、 フ し ^ およ#、 〇 

フ てゐず に、 早く 自動車ても 御 呼 ひ 4 さ、 ^ 

小說家 さう です か。 それは ^ r- ffix ちでは 泰う なら。 何分よ ろしく。 

3f きげ. c； ょ 

編輯 者 3 やうなら、 御機嫌 好、 フ。 
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撿 非違 使に 問 はれた る 木 樵 U の 物語 


しがい  み  ちが  けさ 

さやう でございます。 あの 死骸を 見つけた のは、 わたしに 違 ひご ざいません 。わたしは 今朝 


とほ 


做 r あ i り、 i I & を & りに I りました。 すると 凝の 齡の时 に、 あの & 飯が あった ので 

やましな  えきろ  ち や 3 ほど/ fi: を 

それは 山 科の 驛路か らは 、四 五町 程 隔たつ て 居り ま 


ころ 


ところ 


0 


ございます。 あつた 處でご ざいます か 
せぅ。 低の 邨に ぎせ 松の 奶 つた、 A? 紀のな い 所で ございます 
露は II 鞋に 、網 ^ さび„ を かぶった 観、 ^ けに 雛れ てぎ りました。 i しろ ひ一と 

か. lit  I を  つ  き ず  しがい fc け 33 ち ti 寸 け* フ  し 

刀とは 申す ものの、 胸 もとの 突き傷で ございま すから、 死骸の まは りの 竹の 落葉は、 蘇芳に® 
みた やうで ございます 。いえ、 血は もう 流れて は 居りません。 傷口 も 乾いて 居つ たやう で ござ 
います 。おまけに 其處 には、 馬蠅 が一 匹、 わたしの 足音 も 聞えない やうに、 べつたり 食 ひつい 

を 


て§ りました つけ。 


そ tt すぎ  ね 


さぅ 3ぅ、織の外にも «5- 'か一つございました。死骸の 

S  §  おら a めん  ふ  ぁ !> 


ufrq 

し 炉い 


系 か呢 かは かぇな かつた か？ いぇ、 術 も ございません。 啦そ S の 杉の 根が たに、 绳が 

す ^ お V 

一筋 落ちて 居りました 。それから 

まは りに ぁつた ものは、 この 二つぎ りで ございます。 が、 草 や 竹の 落葉は、 一面に 踏み荒？ れ 
て S3! したから、 きっと ぁの 影 紙され る 紀 に、 皆 P ■きで も 致し S に 違 ひご ざい 

<  >  k  L  t  •  -  ri 一一 


こ、.* •> *: ところ  I  P 

ません。 術、 职はゐ なかつ たか？  t こは 一證 馬な ぞ には、 は ひれない 所で ございます 何 
しろ il の 配 ふ齡 とは、 ? : s, たって , ります から。 


撿 非違 使に 問 はれた る 旅 法師の 物語 


し 4** い  k とこ fc し 3r の ふ 6  を  3  4 *0) ふ—* 

あの 死骸の 男には、 確かに 阼日 遇つ て 居ります 咋 日の 


さあ、 午 頃で ございませう 


ひるごろ 

で 

% 船、 は pl UJt から OJt 桃へ、 # I らうと ーゴ ふ 髮的 でございます 。あの 男は 1 に乘 つた 女と 一し よに 

かほ 


0 


際, 於へ おいて 親— した。 S S: 牛 nl れて & りました から、 請は わたし S わかり ませ 
ん。 r ぇたのは 啦齡 ®l ねらし い、 越の fei ばかりで ございます。 跑は爪 毛の、 確か 法師 良の 
mi の やうで ございました。 * § で ごさいます か？ 史 は 四 寸もご ざいました か？  何しろ 沙 


藪の 中 


一四 七 
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門の 事で ございます から •その •邊 ははつ きり 存じません。 男は、 —— いぇ、 太刀 も帶 びて 居れ 
ば、 弓矢 も携 へて 居り 表した。 殊に 黑い 塗り k へ、 二十 あまり 征矢を さした のは、 唯今で もは 

S  を 

つきり 覺 ぇて 居ります.。  -  ' 

あ 0) 齡 f かやう になら うとは、 夢にも sf はずに 居りました が、 ぬ C 人間の 命な ぞは 、如露 あ 
如 電に違 ひご ざいません。 やれやれ、 何とも 申し やうの ない、 氣の 毒な 事を 致しました。 

檢 非違 使に 問は 机た る 放免の 物語 

わたしが 瓶め 妒つた 奶俨 ございます か.？ これは 艦 かに 4 ST AI と？ ふ、 f 高い 避 A? で ござい 
ます" 尤も わたしが 搦め 取つ た 時には、# から 落ちた ので ございませう、 粟田口の 石橋の 上 
に、 うん うん 呻つ て 居りました。 時刻で ございま すか？ 時刻は 咋夜の 初更 頃で ございます" 
何時ぞや わた. しが 捉へ 損じた 時に も、 やはり この 紺の 水 千に、 £ 出しの ガ P を 佩いて 居り まし 
た。 唯今は その外に も 御 i 見の 通り、 弓矢の 類 さへ 携 へて 居ります。 3 やうで ございま すか？ 
あの 死骸の 男が！： つて ゐ たの も、 —— では A? 觀し を艇一 たのは、 この fl ST ^LI に 齡ひご ざい ませ 


ん 。革を 卷いた 弓、 黑 塗りの m、 鷹の 羽の 征矢が 十 a 本 I これは 皆、 ぁの 男が 持つ て * • た/ 
もので ございませう。 はい。 馬 も 仰 有る 通り ' 法師 髪の 月 毛で ございます。 その 生！ 2 落され 
るとは、 何 かの 因 緣に違 ひご ざいません。 それは 石橋の 少し 先に、 長い 端綱を 引いた 儘、 路ば 
たの 靑芒を だつ て 居りました。 

この 多襄 丸と 云 ふやつ は、 洛中， 1: 徘蕾す る盜 人の 中で も、 女好きの やつで ござ. います。 _ 年 
の 秋 鳥 部 寺の 賓 g 廬の t の 山に、 物詣で j 來 たらしい 女房が f A0 、 女の 童と 一し ょに 殺されて 
ゐたの は、 こ. いつの 仕業 だと か 申して 居りました。 その 月 毛に 乘つ てゐた 女 も、 こいつが ぁの 
男を 殺した となれば 何處 へどう した かわかり ません。 差 出が ましう ございます が、 それ も 御； 
詮議 卩さ いまし。  / 

撿 非違 使に 問 はれた る媼の 物語 

はい、ぁの死骸はヂ献の娘が、片附いた1^ございます。が、都のものではございません" 

若 狭の 國府の 侍で ございます。 名は 金澤の 武弘 、年は 二十 六歲で ございました。 いぇ、 優しい 

藪の 中  一四 九 


春瞄 


50 


記 tr? でございますから、 遺恨な ぞ受 ける 笞は ございません。 

むす 6 


くら# Q  か ち 


¥ござ ぃます か-船客は P、 街は 十九齡 で？ ぃます。 これは® も％ らぬ， 勝 

f  i  ど fc け ひろ a か  をと W ち  こ 在  か 2  いろ  あ 贪 

氣 の. 女で ございます が、 まだ 一度 も武弘 の 外には、 男を 持つ た 事は ございません 。顔は 色の 淺 
黠 ぃ漦 に P の ぁる、 树 さぃ Jttl 襲で ござぃます。 


齡贴 は啦^ I 船 P 一し ょに、 歡 辦 へ 立つ たので ございます が、 こんな 事になります とは、 伊 


f>^ 


、  、二-り  む すめ  iz  :  J  f 

sv ふ &果で ございませぅ。 しかし 敗は どぅな りました やら、 婿の 事は あきらめましても、 これ 

しん i、  •つ ¢4  しやう  45 が  く ^ 9 わ 

だ ゴま 心配で なりません。 どぅか この 姥が 一生の お 願 ひで ございま すから、 たと ひ 草木を 分け 


むこ  こと 


u* r * ゆく  へ fc づく K なん  い fc にく fc じ T つ 1 5 f?i ん  まを 

ましても、 娘の 行方を お 事ね 下さい まし。 何に 致せ 憎い のは、 その 多襄 丸と か 何とか 申す 盜 

?  A1 こ  むすぬ * と  な  い  こと a 

P の やつで ございます。 婿 ばかり か、 娘まで も …… (跡は 泣き 入りて 言葉な し。) 


本 


氺 


* 


李 


准 


多襄丸 の白狀 


ぁの 奶 V 傲した のは わたしです。 しかし 允 ば 段し はしません。 では 何處へ 行つ たの か 


をん な ころ 


VW  こ 


9^0 


そ 


れは わ たしに も わからない のです ひま あ、 お待ちなさい a いくら 拷問に かけられても、 知らな 
い 事は 申されますまい。 その上 わたし も かうな れば 、卑怯な 隱し 立ては しないつ もりです。 

ゎたしは 咋日の 午 少し 過ぎ、 あの デ 掃に si 日 ひました 。その 啭颭 の 虻いた 瓶 丑に、！^ の截 
絹が 上つ たもので すから、 ちらりと 女の 顔が 見えた のです。 ちらりと、 — えたと S 心 ふ既 r0r 
には、 もう 見えな くな つたので すが、 一つには その 爲も あつたので せう、 わたしには あの；^ ®12 
顔が、女菩薩のゃうに見えたのです0わたしはその船^の瞰ジ、たとひ奶ぽ飯しても、対ポ親 

けつ しん 

はう と 決心し ました。 

MP: 、 男を 殺すな ぞは 、あなた 方の 思つ てゐる やうに、 大した 事ではありません 。どうせ 九^ j 
奪 ふとな れば ％必 、男は 殺される のです。 唯 わたしは, す齡 に、 斯のガ T を 使 ふので すが、 あ 
なた 方は 太刀は 使は ない、 唯 權 力で， す、 金で， す、 どうかす ると お 皆 ごかし の - tt 葉 TI けで も 
殺す でせ う。 成程 血は 流れない、 男は 立派 II 生きて ゐ る、 —— しかし それでも 殺した のです っ 
罪の 深さを 考 へて 見れば、 あなた 方が 悪い か、 わたしが 惡い か、 どちらが 惡 いかわ か. り ませ 
ん 。(皮肉なる 裰笑) 

e の 中  一 五一 


春暖  一 五 二 

しかし 男を 殺さす とも、 女を 奪 ふ 事が， 來れ ば、 ^ 2が奶はない說です0いや、その_ 0): ポ 
もちでは 、出来るだけ 男を 殺さずに、 女を S はう と 決心した のです。 が、 あの UJt 桃の i 配で 
•は、 とても そんな 事は 出來ま せん。 そこで わたしは 山の 中へ、 あの 夫婦を つれこむ 工夫を しま 
した。 

これ も 造作はありません。 わたしは あの 夫婦と 途づれ になる と、 向う の 山には 古塚が ある' 
この 古塚を 發いて 見たら、 齡や 太刀が 澤山 出た、 わたしは 誰も 知らない やうに 山の 陰の 藪の 
中へ' •さう 云 ふ 物を 埋めて ある •'もし 望み 手が あるなら ば， どれでも 安い 値に 貝り 渡したい、 
と 云 ふ 話を したので す 〇 見 ⑴ 何時か わたしの 話に、 - . ん •たん# を •かし 初めました 。それ 
から、 —— どうです、 慾と 云 ふ ものは 恐し いではありません か？ それから 半時 もたたない 內 
•に、 あの 夫婦は わたしと 一し ょに、 山路へ 馬を 向けて ゐた のです。 

わ r: しは ^ の 前へ 來る と、 寶は この 中に 埋めて ある 見に 來て くれと 云 ひました。 男は 慾に 
渴いて ゐ ますから、 異存 0 ある 箸はありません。 が、 女は 馬 も 下りずに、 待つ てゐ ると 云 ふの 
.です 夕又 あの 乳の 茂つ て 〇 るのを 見て .^ 、さう 云 ふの も 無理は あります ま V。 わたしは これ 毛 
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程 J 

い 行 f: 女 x 
揚泛つ  一 g 
所 k た 人 S 
は處 きを 
あ にろ 殘？ 

(〇  '  し 
ま や た 
せ や儘轰 
ん 開？  ' 

- い 男 r 
わたと 一 
た 杉 j 藪 t 
し む の 
はら 中?- 
截て がへ 
を あ は 
押 ぉる ひ 
し  '  り 
分 ”  ま 

け  し 

な わ 寸 こ 
がた  〇, 


ら、 數⑴ 松の Tfc に繼 めて あろと、 ね もらしい ® i をつ きました。 男は わたしに？ フ云 はれる と、 


なん 


姑 も 松が 避んで ゐ 6 、 - わたしは 把皆 へ來 るが 乳い か、 いきなり 相手を 組み伏せました。 男 

も を, いて ゐるだ けに、 ^; は 相當 にあつ たやぅ です が、 不意み」 打たれて はた まりません J 

-  な (i {2 i- びと «> 0がに 

紙 W 一  於の 1 の ® がた へ、 街り つけられて しま ひました') 11; です か？ 繩は盜 人の 有難 さに、 

I  、、-  •  こし  もちろん こ 2. ^ 

H を S- ぇる かわかり ません から、 ち やん と-賢に つけて ゐた のです。 勿論 聲を 出させない 爲 
に も、 Its- の, を P ら せれば ^ に 黯はゐ りません。 

ゎたしは PP けて し i と、 諳は の S 、_ ! _.& したら しぃ？、" 見に ぎ 

丨 '/mm 


t v あ 


、〇 
§u  - 


をん f£ 


女は 


て くれと 〔ム ひに t 订き ました。 これ も圖星 に當 つたのは、 申し上げ るまで もあります ま 
航 S を， ぃだ ^ ゎたしに デを とら S がら、 配の m? へは ひって f した。 船 S ハ 霞 へ來て 

. .  - -  -- - - -  ,  •  :  *  :  :-  -  •  .  -  -  ••.'. *. - 3*. 1. 
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み  を Li こ すぎ  fa  し » をん ? £ 办 A  いつ t ふところ  一一 

見る と、 男は 杉の 根に 縛られて ゐる — 女は それを 一目 見るな り、 何時の 間に 懷から 出して 
ゐ たか、 きらり と 小刀を 引き 拔きま した 。わたしは まだ 今までに、 あの m Mi 齡 W 烈しい fu、 
一人 も 見た 事が ありません。 もし その 時で も油斷 して ゐた らば、 一 突きに 脾腹を 突かれた でせ 
う。 いや、 それは 身を 躱 した 所が、 無二無三に 斬り 立てられる P3i には、 どんな！ if も 仕 f ねな 
かつた のです。 が" わたし も多襄 丸です から、 どうにか かう にか 太刀 も 抜かずに、 たうとう 於 
刀を 打ち落しました。 いくら 氣の 勝つ た 女で も、 得物がなければ 仕ず がありません。 わたしは 

お も  ど ほ  をと こいの ちと  をん なて  い  こと  でき 

たうとう 思 ひ 通り、 男の 命は 取らず とも、 會を 手に入れる 事は 出來 たのです。 

をと こ いのちと  •っへ % とこ ころ 

男の 命は 取らず とも、 —— さう です。 わたしは その上に も、 男を 殺す つも 幻は なかつ たので 
す。 卵が 泣き伏した 女を 後に、 歡の m へ！ 一げ ょうとす ると、 対, 兜 溆ゎ たしの 麒 へ、 i: 1 ひの 
やうに 鎚 りつきました。 しかも 切れ切れに 叫ぶ のを 聞けば、 あなたが 死ぬ か * S が 死ぬ か、 どち 

ひとりし  ふたり をと こ は ぢみ  し  、— 

らか 一人 死んでくれ、 二人の 男に 恥を 見せる のは、 死ぬ ょりもつ らいと 云 ふので す。 いや、 そ 
の內ど ちらに しろ、 生き 殘 つた 男に つれ 添 ひたい、 —— さう も 喘ぎ# ぎ f ふので す 。わた 乙：^ 
そ 初 時 猛然と、 男を 殺したい 氣にな りました 。(陰鬱なる 犯 奮) 


こと  6 !>* 仁 tr ん こく！ 一ん； b A/ a^ ,,  ，  ►  >  々  V 

J んな 事を 申し上げ ると、 きつと わたしは あなた 方より、 殘酷な 人間に 見える てせ ぅし 力 


こ  f ん よ i' s ^ こと  し ^ んかん  も a と d d 

しそれ は あなたが が、 あの f a)f 腹を 見ない からです。 殊に その 一瞬間の、 燃ぇる やぅな 瞳を 見 


ひとみ み 


ないから です。 わたしは^^ を ル E せた 齡、 たと ひ 5¢! 鳴に 打ち殺されても" この 女を 妻に した 

rf  W  匕 M  、  じ 

いと ®? ひました 0 *1 にしたい、 1— わたしの 念頭に あつたのは、 唯 かう 云 ふ！ 事 だけです 。こ 

: xl fe も  、ド  し きょく  と/ し 5 ょく a *' & U の ^ 

れ A あなたが の 思 ふやう に" 取し い 色 fs* ではありません。 もし その 時 色慾の 外に、 何も 望みが 

n s け  二 ^ こ  を とこ 

なかつ たと すれば、 わたしは ゲ y 蹴倒しても、 きつと 逃げて しまつた でせ う。 男 もさう すれば 
わたしの ^:' ルに、 ぎを^ る * i にはなら なかつ たのです。 が" 薄 嗜い私 の 中に、 ぢ つと 女の 顔を 
彫た 雛，、 わたしは mV 激さな い_り、把4|はゼるまいと|^しました0 

しかし ^! y 街す にしても、 妒傲な 駆し 於は したくありません。 わたしは' 男の！ i を 解いた 上、 
ちを しろと 一ぃ W ひました パ 松の% がた に？ 洛ち てゐ たのは、 その 時 捨て 忘れた 織な のです -J 
醇’盤をぎへた -^| 、对ぃ系を^;き奶きました。と 5? と 01 も利かすに、憤然とゎたしへ飛 
びか かりました。 - そのガ 刀 打ちが どうな つた かは" 申し上げ るまで もあります まい。 わた 


しの $; ルは 二十 三^ n に、 樹 P の 船を ST ?- ました 。二 十三が |? に、 - どうか それを 忘れずに 


€> 中 


JE 五 


春暖 


1 五六 


^ ょ  2^ ^ 5 L す 

T4 さ、， 。わたしは 私で もこの *; たけは、 感心 ^ と 思つ てゐ る © です。 わたしと 二十 合 斬り 結ん 
だものは、 一 Hf 下に あの ^ 1 一 A1 だけです から 〇  (槪ぃ辦 なる 微笑) 

ゎ」) しょ 葬 狐れ ると 影に、 IfiL" に奶 まった 2s f^ げたな. り、 忘 方を •振り ^ りました。' す 

^» ん、 * 1 

る-と、 — .どうです、 あの 姑!^ a" にも ゐな いではありません か？ わたしは 女が どちらへ 逃 
，たか、 棋むら の して だ ました。 が、 他の 11 菜の^! には、 それらし い 跡 も 殘 つて ゐ ませ 


ん •」 处 財を ^ ませて^ て も、 聞ぇ るのは plf 男の 喉に、 斷末 魔の 音、 かする たけです。 

5 .ん M  こち うち li J は , P ひとた す  t め、 は  •• 

斬 こょる と ぁの *. ば、 わたしが ^ 刀 打を 始める が 早い か、 人の 助けで も 呼 ふ爲に 藪を くく 

)  かんが  こんど  いのち fc •ち 

つて f ャ たの かも 細れない。 —— わたしは さう 考へ ると、 今度は わたしの 命です から、 太刀 や 

P  で  そこ % んな うま  しづ  くさ  く 

ポ^ <を_ つたなり、 すぐに ^ t もとの 山洛へ 出ました。 其處 には また 女の 馬が、 靜かに 草を 食つ 


てゐ ます。 その t の *^ は^-し 上げる’ たけ、 r 用の 口數 に ^ ぎますまい。 唯 都へは ひる 前に 

i  く. •ノ  0-、 フ  ど  あ ふち  こず & 

た ナ ょもう ^ 抛して ゐ ました。 —— わたしの S: 狀は これ だけです。 どうせ •一度- 林 樗の梢 

J  ご C 0- *  ち  く fl かう 廿 •ん fc いど 

こ、 敷ける - t^ と ® t つて ゐま すから、 どうか 極刑に 遇は せて 下さい。 (昂然たる 態度) 


涛水寺 に來れ る 女の 儀 海 


-て ん  す ゐかん  き  をと こ  て  し达  V クと M' »v 

■その 紐の 水 千を 着た 男は、 わたしを 手 ごめ にして しま ふと、 縛られた 4<を 抓め ながら、 


は」 け  巾ら  を ノと  む ia ん 

嘲る やうに 笑 ひました。 夫は どんなに 無念 だつ たでせ う- 


み も ii  からだ ぢう 

いくら 身悶えを しても、 體 中に 


かかった！^ 目は'  一層 ひしひしと 食 ひ A(* る だけです。 わたしは S? はす 兒 が觸 へ、 槪ぶや うこ 起 


り 寄りました。 いぇ、 走り 寄らう としたの です。 しかし' 男は ■嗟の 卽 C、 わたしを, a3 へぼ 雛 

ち や 5 ど  と ^ ん %» つとめ rc p' 、c  、  、 i  q 

しました。 丁度 その 途端です。 わたしは 夫の 眼の f に、 何とも ーゴ ひやう のない 衝きが 、私つ て 

さと  な ん  ご 

ゐる のを 覺り ました。 何とも 云 ひやう のない， 丨 


あ ひに 


办  おも  ii  いま  みぶ る 

■わたしは あの 眼を 思 ひ 出す と、 今でも 身 震 


ひらめ 


へたので す しかも 其處に 閃いて 〇 たのは、 怒りで もなければ 紙 しみで もない、 丨 

w?  す  つ"^  、ン •り 

を 蔑ん f: 冷 u い 光た つたて はありません か？. わたしは' 男に m1 られ たよりも、 その， の fel, l: 

打たれた やうに、 我知らず ^; か 叫んだ ぎり、 たうとう 氣を 失 or てし まひました。 

一，、 

その內にゃっと氣がっぃて見ると、ぁの紙の 7]<2 刊の |?! ^、もぅ|:;^かへ〔仃ってゐました。漱 


,_ゎ たし 

いろ 


藪の 中 


一 五 七 


春®  一 五八 

には 唯 杉の 根が たに、 夫が 縛られて ゐる だけです。 わたしは 竹の 落葉の 上に、 やつと 體を 起し 
たなり、 夫の 顔を 見 i 寸りま した。 が、 夫 b 眼の 色は、 少しも さつきと 變り -^ せん。 やはり 冷た 
.い i 戍みの 底に、 憎しみの 色を 見せて ゐ るので す。 恥し さ、 悲し さ、 腹立たし さ、 i — その 時の 
わたしの-心の +1 は、 何と 云へ ば 好い かわかり ません。 わたしは よろよろ f ち 上りながら、 夫の 
側へ 近寄りました。 

「あなた。 もうかうな つた 上は、 あなたと 御 一し よには 居られません。 わたしは 一思 ひに 死ぬ 
覺悟で す 0 しかし、 —— しかし あなた も お死にな すつ L 下さい。 あなたは わたしの 恥を 御覽に 
なりました。 わたしは この 儘 あなた 一人、 お 殘し 申す 譯 には 參りま せん 0 」 

わたしは 一生懸命に、 これ だけの 事を 云 ひました。 それでも 夫は 忌は しさう に、 わたしを 見 
つめて ゐる ばかりな のです 。わたしは 裂けさうな 胸を 抑へ ながら、 夫の 太刀を 探しました。 が、 
あの 盜 人に 奪 はれた のでせ う。 太  >刀 は 勿論 弓矢 さへ も、 藪の 中には 見當 りません。 しかし 幸 ひ 
小刀 だけは、 わたしの 足 も 土に 落ちて ゐ る G です。 わたし U その 小刀を 振り上げ ると、 もう 一 
渡 夫に かう 云 ひました々 


「では お 命を 頂かせて 下さい。 わたし もす ぐに お供し ます 0 」 

夫は この 言葉を 聞いた 時、 やつし 脣を故 かしました 〇卽 論 ni に. は 11 の， 葉が、 一 ぱいに つま 
つて ゐま すから、 聲は少 しも 聞ぇ ません。 が、 わたしは それを 見る と、 忽ち その 言葉を 覺りま 
した。 夫は わたしを 蔑んだ irr 殺せ』 と 一一 W 云つ たのです" わたしは 殆ど、 數 うつつの m に、 
夫の 縹の水 干の 胸へ、 〇 ぶりと 小刀を 朦し 通しました。 

わたしは 又 この 時 も、 氣を 失つ てし まつた のでせ う。 やつと あたりを 見 まは した 時には、 を 知 
はもう 縛られた 儘、 とうに 息が 絕 ぇて 〇 ました。 その 蒼 ざめ た 顔の 上には、 竹に 交つ た ^ J むら 
の 空から、 西日が 一すぢ 落ちて ゐる のです。 わたしは 泣き 聲を 呑みながら 、死 ^? の 繩を 解き 捨 
てました。 さう して、 —— さう して わたしが どうな つた か？ それ， だけは もう わたしには、 
申 b 上げる 力 もありません。 兎に角 わたしは どうしても、 死に 切る 力が なかつ たのです。 小刀 
を 喉に！ <き丈 てたり、 OJJ の 観の 齠へが を！^ たり、 いろいろな 夢と もして t ましたが 、形に f れ 
ずに かう して ゐる 限り、 これ も 自慢には なりますまい。 (寂しき 微笑) わたしの やうに 腑甲斐 
ない ものは、 大慈大悲の 觀世音 菩薩 も、 お見放しな すつ たもの かも资 れ ません。 しかし 夫ゲ級 


春胺 


したわた しは、 盗人の 手 ごめ に 遇つ た わたしは、 一體 どぅ すれば 好い のでせ ぅ n 
は、 —— わたしは、 —— 


二 <0 

Iff わたし 


とつぜん は げ  すすりなき 

(突然 烈しき 歙欷) 


巫女の 口を 借リ たる 死靈の 物語 


ねす びと  つま  て  そこ  こし  おろ  t  つ 主  な ^ さ ri ち  >3 

-盜 人は 妻を 手 ごめ にす ると、 其處へ 腰を 下した 儘、 いろいろ 妻を 慰め 出した。 おれは 勿 
、。體 も 杉の 根に， ら れてゐ る。 が、 おれは その 間に、 何度も 妻へ 目く ばせ をし 


ろん くち  ^ 

論 口は 利けな 

た。 この 男の 云 ふ 事を 眞に 受けるな、 伺を 云 つても 噓と 思へ、 —— おれは そんな 意味を 傳 へた 
いと ® I つた。 しかし 妻は 悄然と 笹の 落葉に 坐つ たなり、 ぢ つと 膝へ 目をやつ てゐ る。 それが ど 

ぬすびと  こと f5  .きい  み  ね .^ ま  ^ 

ぅも盜 人の 言葉に、 聞き入つ てゐる やぅに 見ぇる ではない か？  おれは 妬し さに 身悶ぇを し 
た。 が、 盜人は それから それへ と、 巧：^ に 話を 進めて ゐ る。 一度で も 肌身を 汚した となれば、 


9 


をつ とな かを  あ.  をつ とつ  一 v  じぶん  つま 

夫との 仲 も 折り合 ふまい。 そんな 夫に 連れ添つ てゐ るより、 自分の 妻になる 氣はな いか 


W 

自 


ぶん  おも  だい  ま h  . . は！ 一ら 

分は いとしい と 思へ ば こそ、 大 それた 眞似も 働いた の だ、 
云 ふ 話さへ 持ち出した。 


ぬすびと  一: いたん 

—盗 人は たぅとぅ 大膽 にも、 さ、 > 


齩 A? にかぅ S1' はれる と、 鏨は ぅつ. とりと 雛を 擡げた" おれは まだ あの 時 程、 美しい 妻は 見た 
乾がない。 しかし その 貧 しい 妻は、 親 在 縛られた おれを 前に、 何と 盗人に 返事を した か？ お 
れ は- f ずに 迷つ てゐて も、 妻の 返事を 思 ひ 出す 毎に、 嗔恚に 燃えな かつた ためしは ない。 妻は 

ど 


に し 


確かに かう 云つ た、 


i  :  いくに  なが ちんもく 

「では 何處 へで もつれて 行つ て 下さい。」 (長き 沈默) 


くる 


0 


數 の 齡は それだけでは ない。 それだけなら ば この 闇の 中に、 いま 程 おれ も 苦しみは しまい- 

つ t a A • ねす びと  て  やぶ  そと  ゆ  仁ち i がんし よぐ うしな 

し かし *, は 夢の やうに、 盗人に 手を とられながら、 藪の 外へ 行かう とすると、 忽ち 顔色を 失つ 


たなり、 松の & の おれを 1  爾 さした 。「あの人を 殺して 下さい。 わたしは あの人が 生きて ゐて は* 

つ i S くる (  なんど ? げ  仁 

あなたと 一し よには ゐられ ません。」 - 妻は 氣が 狂つ たやぅ に、 何度も かぅ 叫び 立てた。 「あの 

AV を 尨し てれさい。 _ — この mf 某は？ 風の やうに、 今でも t い 闇の 底へ、 まつ， 樣に おれを 吹き 


ひと 


く！！ 


ひ. 


S とどく？ 2 じく  i/i/  く  1  1  r-J  ! 

•落？ ^ とする。 一 度で もこの 位 僧むべき 言葉が、 人間の 口を出た 事が あらぅ か？  一度で もこ 

ど  くら ゐ  とつぜん a と tt し 

一度で もこの 位、 —— (突然 迸る 


くら ゐに • 


ことは 


にんげん  くち  で 


くら 2> 0> ろ  こと tt にんげん  みみ  ふ  ，  こ *^ :  、 

の位况 はしい 言葉が、 人間の 耳に 觸れ た事ガ あらぅ か 


こと  て、 •メせ •っ  2  |£?  霣  r  t  J  l  .  — f  て-'';  <  / 

如き 嘲笑) その 言葉を 聞いた 時は、 盗人 さへ 色を 失つ てし まつた 「あの人を 殺して T さい」— 

つま  さ 0- Q すび と  •フで  すが  ねす びと  .つ i  み  まま  ころ  1 ころ 

—妻は さぅ 叫びながら 、盗人の 腕に 鎚 つて ゐ る。 盗人は ぢ つと 妻を 見た 儘、 殺す とも 殺さぬ と 


こ i tt き 


ねす びと 


いろ  うしな 


ひ 


く  一一 


藪の 中 


ニ ハー 


六 二 


春趄 

へ L じ 

も 返事を しない 


と ®? ふかぎ ない m に、 f ltg の P のぞ、, 一 # りに —された 

*  h*  •  •  >  > ^* ^ ^ 


け 仁 ふ 


も迈寒 冷 L ゐ レ  ICE^  r7£^i;l. 1，  -  1  をん な 

r WI ■しる 減き 爵 ‘が鹛 かに 1 デ f と、 S の S 眼を やった。 「ぁの 女は どぅす る 
つもみ？ 飯す か、 それとも ■けて やる か？. 馨 は戮 けば 好い。 殺す か？」 ― ■おれは 

f おれが ためら ふ m に、 t か  一 _ ぶが P か、 霸 f 奥、 へ f* 出した。 盗人 も讓に 
f かかつ たが：) れは ■更船 へ なかつ たらしい。 おれは 嘴 ^! の やぅに、！ 5 景色を 
«: *» 

眺めて ゐた。  、しょ  It き  —こんど 

舊は寒 か 霞ぎ た； 东や ’paF, ぎる と、 一霄 たけおれ の繩 切った。 

おれは 1 A? が 賢咐へ、 p lst してし i_ に 、か、 ^ いたの— ぇ 

•じれ  な  こ a な (i と‘ 


はおれの 身の上 だ！^ - - ミ . .  a  な 之と 

て ゐる〇 その 1 は” ■も齡 か だつ た。 いや、 まだ ■かの がく ®: かする。 おれは 繩を 解き E なが 

くぢ つと ヂを惠 '見た。 が、 si も r かついて ガれば、 おれ _ 身の 泣いて ゐる聲 だつ 

I  >• # _  kil s >  ?  U  >3 »  t 


み fc び なが 

たでは ないか？ (三度、 長き 沈默) 


/ «lJ/<  こ-] d:!、  J 53 と  含 5 r> とひ *' 

S— つと 松の 肥から、 齡れぎ した p fe! した。 おれの 前には 妻が 落した、 S が一つ 光 


つて ゐる 。おれは それを ¥r にと ると、 一 k きに おれの 胸へ 刺した。 何 か腥い 塊が おれの 口 
へこみ ±4 げて來 る。 が、 忘し みは ゲ しもない。 唯 胸が 冷たくな ると、 一層 あたりが しんとして 
しまつ 4 T ああ、 術と， ふ 齡 かさ だら ぅ 。この 11J: 麟の 藪の 空には、 小鳥！ 羽. ^0 に來な い。 唯 
㈣ゃ 他&に、親しぃ 1: |が 5 てゐる。 1: |が、 — それ も蠡に ㈣れ て 於る。，‘ V & ゃ Its 
も, ぇない。 おれは 其處に 倒れた 儘、 深い 靜 かさに 包まれて ゐる。 

その議 か歡び 赴に、 おれの ■へ 贫 たもの が ある。 おれは そちらを 見ょぅと した。 が、 おれ 
のまは りには、 11  k か齡 ffls が f ち こめて ゐる 。誰か、 —— その 誰かは 見ぇない 手に、 そつと 胸 
の楚を妒ぃた。駆におれの郎の时には、もぅ一影灘が歡れて史る。おれはそれぎり永久 

に、 の 闇へ 沈んで しまつた 0  . 

一 I  I 


兹の 中.  一六 三 


母 


の ^ 忌た 靈 には、 ffir 浩 a. に ® ^ を 塗った、 しかも 日本風の 疊が ぁる ! 


二 ほ /^ ふ •つ  1 1 、 み 


シヤン ハイと く  — 


海特冇 


ji5 ら 、ろ ^; /  4;  -«  >/  ! 

>撤衞 ，ザ Il pi? が、 一 r がは つき 〇 映つ てゐ る。 ま' つつき あたりに 空色 0) 壁 そ t 力ら M 新し 

■かの *1 審にこちらへ槪¥せた、震慰の装ガ、 1 S が P ゃかな 光の 中 

せつ  ほど  i  '  を んな そこ  § も 3 」 に 


兔 あ ^ ら 


* % じろ 


孤な、 ®? はつき り M つて t。 群 髮 にさつ きから、 翁 物 か 何 かして ゐ言し い。 

I 

い ■が 見ぇる。 讓献 の齡 い 51 に、 ほん？ 将 ■いた？ f 

げのぞ が、 かすかに St の 彼を ほかした の も 見ぇる。 .  ぃ％ し 

この BS ぁろ, 运 、懇 の 變の r II の姬 に、 Mg 一っ黯 f 磁るも S ない。 ぎ 

&り |^ 6ない| |? さへ、鏨3 5| その_に、證な貧もち备へるだけでぁち 


「あなた。 

!r 靈かが tf ぎた ^ 溶し 仕 *? を— ながら、 證 、しかし ■な— うに、 か 


f.: れ 


こ * 


•フ 


誰かへ 聲を かけた。 


K れ 


上 一 n r w 

誰 力 


，部屋の 中には 女の 外に も、 

ま、 な がな が tl ら » 


fc んぎん  裳 fe をと こ ひとり  は ft: ぅへ 

丹前を 财戲 つた 男が 一人、 ずつと 離れた 疊の 上に 英 


15 ,  メ ^ ル  •  ‘ & -* <c s  X  ら ft こ S. 5 こ % とこて ^ d  ひ 

字 新 M- を ひろげた 费 、鉛 尉と 腹 這 ひに なつて ゐる 。が、 その 聲が 聞えない のか、 男は 手近の 灰 
JHLI へ齡篮 1 の M5 を 1 したき り、 新聞から 眼 さへ 皋 ようとし ない。 


「あなた 0 j 

奶 ばもぅ 一度 聲を かけた。 その 癖 女 @f 身の 眼もぢ つと §i*. の 上に 止まつ てゐる 
「搬だ ぃ。 j 

を- こ いくぶん 

見は 幾分うる ささう 


〇 


i る S: る  ふと  くちひげ  みじか  く t> つど、 つか  あ. u t 4p >. i 

に、 丸丸と 吧 つた、 口髭の 短い、 活動家ら しい 頭を 擡げた 


あ  i! t も *- 2 


0 


ゃ 


「この 部屋ね、 

や  か 


.この 部屋は 變へち やい けなく つて？」 

ゆうべ  ひこ  ? 


「 1: 屋を！ ！ へる？ だって lit" 贤へ はやつ と咋 夜、 引つ 越して 來たば かりぢ やない か？ 


をと こか ほ  '  I  ) 

男の 顔は けげん さうた つた。 


0 


一六 七 


春暖 


「引つ 越して 來たば かりで も。 


- 前の 部屋なら ば 明いて ゐる でせ う？」 


% とこ々. . n こ . n し、？ X)* ん  かれら  き .r  くつ  おも  き  ひ あ t わる  がい  へや  し <9 ん かん 

男は 彼是 二週間 ばかり、 彼等が 窮屈な 思 ひを して 來 た、 日當 りの 惡ぃ 三階. 3 部屋が 一瞬間 眼 


か れら  /Vr  くつ  お も 


がい 


六 八 


し ゆん か 人办 
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の 前に 見ぇる やぅな 氣が した。 


まど 


—— 塗りの 剝げた 窓 側の 壁には、 起の 1 1 った * 1 の％ 1: 故の Ei 
掛けが 垂れ 下って ゐる〇 その 窓には 何一^を やった か， 椴の 恝しい 把 1 il が、 m い！^ かぶっ 

1 ど  そと  み  し じ、 っ  v r r c や ぅ r: r b 、 b & •っ  しな  しや ふ 

てゐ る。 おまけに 窓の 外を 見る と、 始終 ごみ ごみした 橫町 に、 麥藁帽 を かぶつた 支那の 車夫が、 

t よ ざ. 


所在な ささぅ に ぅろついて ゐる。 


1 


や  い r  いやい 


?• 


「だが お前は あの 部屋に ゐ るのは、 嫌 だ 嫌 だと 云つ て 〇 たぢや ないか 
「ええ、 それでも 此處 へ來て 見たら、 急に 又 この 部屋が 嫌に なつたん です もの 0 J 
女は 針の 手を やめる と、 もの 憂 f ノに顏 を皋げ て 見せた。 眉の 迫つ た、 眼の 切れの *? い、 觀 


かほ 


じの 銳 さぅな 顔 だち である 。が、 眼の まは りの 暈を 見ても、 何 か 苦勞を 堪 へて ゐる妒 は， V 想 
「ね、 好いで せぅ。…… いけなくて？」 

「 L かし 前の 部屋よ め U、 廣 くも あるし 居 心 も 好い し、 不足を 公 ふ 理由は な いんだから、 - 


なに  いや  こと  V. 

それとも 何 か 嫌な 事が あるの 力 


な に 


「何つ て 事は な いんです けれど。 …… I 

f ちょい とた めら つた ものの、 それ a! 上 * J ち A' つては 答へ なかつ た。 が 


bTIl 


? ねん  > 

もう 一度 念を 押 


お ft: こと li て  か ■へ 

す や 5 に 同じ 言葉を 繰り返した 


〇 


「(けなく つて、 i'' ぅしても？ 一 

こんど  をと こ しんぶん  うへ fc ci こ  けむり ふ 


•C.6 


ヂ ® 4 は 奶沪 锨 _ の 七 へ！^ の！ M きかけ たぎり、 好い とも 惡ぃ とも 答、 なかった。 
, M" st は, つ そりに S た。 #¥は§_、 & 念ない 雨の 音が して ゐる。 


はるさめ 


『春雨 やか、 

V とこ し li らく 


あ ふむ 


ね ころ 


ひふ  ごと 


男は 少時た つた 後、 ごろり と 仰向きに 寢轉 ぶと、 獨り 言の やうに かう 云つ た 
『廢 湖！ J みを する やうに なつたら、 發句 でも 一つ 始める かな。」 


〇 


k ん t な^  へんじ  ね ひもの  て  ぅご 

ゲは冋 とも 返事を せずに、 縫物の 手を 動かして ゐる 


配 ^ も そんなに ^ い聲ち やない ぜ 。第一 社宅は 大きい し、 庭 も 相 當に廣 いしす る 力ら 草 ^ 


わ る  ところ 


12 ん 


い  しや 仁く  fe ほ 

第一 社# は. 

もと  ようか  く. £ 5. ん 


には  さう 11 ラ  ひろ 


くさ  fl a 


なぞ 作る には 持つ て來 いだ。 何でも 元は 雍家 花園と か 云つ てね、 


母 


六 九 


春 @i 一七 〇 

.男は 突然 口を 噤んだ 。何時か 森と した^ M" の 牴 には、 かすかに A? の！ I くけ は ひがして ゐる〇 
「ぉい 0 」 

き si は 急に 聞え なくなつ た。 と 思 ふとす ぐに 1 ぎ 切れぎ, れに_ き！ 3 した 0 

「 ぉぃ。， 擎。 」 

半ば 霞を 起した f は、 疊に 片肘靠 せた 観、 當氣 らしい 眼つ きを だ せた。 

まへ  おれ  や V、 そ V、  ぐち  、 fs: み！.！ み  こ.^ 

一 お f* は 己と 約束した ぢやな いか？ もう 愚痴は こ ほすまい。 もう ^' • は ^ せない 夢に しよう。 

も， フ - 」  ，  ノ 

男は ちよい と險を 皋げ た。 

112: に  ことい ぐ わい i ' な  こと  こ £ んかへ  しな 

一 それとも 何 か あの 事 以外に 悲しい 事で も あるの かい？  たと へば 0! 本へ 歸 りたい とか 交 ^ で 
も 田舎へは 行きたくないと か、 —— 」 

「いいえ。 —— いいえ。 そんな 事' ち やなく つてよ。」 

敏子 は淚を 落し 落し、 意外な 程 烈しい £ 消し 方を した。 

一 私は あなたの いらつ しやる 所なら、 何處 へで も/ Tr く M^ で ゐ 一ん す  れ 、こも、 - 】 
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言 ミ 部への  さ 

の屋ゃ 眼 め 男！ へ 
內 | がに はこは 
に 嫌 ミは 此 こつ 
、に淚 2 處 - き 
男 t なの ま り 
へこつ 漂 g で 云'1 
突っ たつょ 云ぃつ 

きかた ひて 
つ  ？  底！ か  く 
け  に けれ 

た  、るれ 

反! J そ 殆？ と ば 
問えれ どん、 、 

では 敵？ 敏 t 
あ獨？ 意 0 子_ 一 

る り にの し 

。 男！ も 眼* 

男！ 自き紛 が 
は = 身^ ひ ぢ 
敏 t の 兼 3 、つ 
子 こ 疑ぎ ね と 
と 問えな 彼 S 


眼* 

だ 

い 

の 

冬 

つ 

顔 X 

合 5 

た 

悲ミ 

へ 

せ 

ば 

し 

> 

な 

か 

さ 

注？ 

が 

ラ 

が 

ら 

で 

な 

れ 

は 

光？ 

て 

■  ▲ 

な 

が9 

ゐ 

の 

い 

閃？ 

る 

扁 く 

い* 

の 

を 

同? 

て 

に 

次つ 

時 じ 

; ゐ 

氣き 

ぐ 

に 

る 

が 

〇) 又 I  ° つ 
に敏 t 何^い 
躊 t 子。 故ぜた 
齡が こ  ° 
し 無 t の そ 


P は r 目に なつた なり、 避れ て 詬 へょぅと する のか： ちつと 薄い 下唇 4 ん 
••，\見3 霸い搬 の ) S! にも、 ざ€な&ずぅな、 §1 七&物かが燃ぇ立つて|" 

«t へる 等 11 れた 艇ぞ、 - 1 ^ボそ れらを ’ ^: ポ りながら、 s «? の氣 もちとは 沒 交渉に、 一瞬間 

剪の 劣 じ 3 を 齩じた 0 

「です けれども" — この 部屋は 嫌なん です もの。」  • 
「だから さ、 だから さつき もさう 5" つたぢ やない か？ 研 故 この 部 r かそん なに 嫌 t: か、 それ 


た 


〇 


しかし ilil r か 1 ^ れ たのは、 ほんの ® T 射の ii ♦である。 S; の默 には 見る見る 內 に、 了解の 色 力 


春 眼 

き 


み たぎ 

漲つ て來 た。 


一七 二 


^ •フ  そ  け 


「あ ナ •力？」 

男は 感動を 蔽ふや ぅに。 妙に 素つ氣 のない ^ I を 壯 した。 

「あれは 己も氣 になつ てゐ たんだ。」 

敏子は男にかぅ云はれると、ほろほろ酿の ±^ へ_%銳した。 

窓の 外には 何時の間にか 、.日の 歡 が ] is を鑑ら せて ゐ る。 その Ms の ®? を變ね のける？ フに 
色の 壁の 向う では、 セ も か II 牙 か！ 一き編 けて ゐ る。 . 


そら 

空 


11 


かい  でまど 


がい Si 一- 


一階 S 出窓には 鮮 かに 皆の！^ f: 1 つて ゐ る。， ^の祕ぅには三_の、藍ぬ12かすかな萬 

は  ぎ 5 "くく わ、 っせ ん  パへ  そ C- •?  ^  ,b  、 

の 生ぇた、 逆光線の 家が 聲ぇて ゐる 。薄〆 日い こちらの 断 Td にゐ ると、 tHT l'l はこの 我を 歡影に 

した、 ? ぃ ^ のぎの言に |^ る。繫私の繼が、8縱_を&めたゃぅにだぇる. 

a なか  ひとり  をん な  よこ ^' 1ノ  0.  ノ 

S 晝 のまん 中には 一人の 女が、 こちらへ 橫親を 5 g けながら、：^ さな ■碁を！！ んでゐ る。 


女は 敏子 ょりも 若い らしい。 •雨に 洗は れた 朝日の 光は、 その 肉附 きの 豐かな 肩へ.、 —— 派手 
な 大 島の 羽織の 肩へ、 はつき り 大幅に 流れて ゐる 。それが やや， 向きに なつた、 把 色 い紀 

は んしや  こころ  ぁソく t びる うへ  •? (> ^ ん しヤ 

に 反射して ゐ る。 心 もち 厚い 唇の 上の、 かすかな 生ぶ 毛に も 反射して ゐ る。 

午前 十 時と 十一 時との 間、— 旅館では 今が 一日中で も 一番 靜かな 時麟で ぁる。 商賣 に把 た 
の も、 見搬 に來 たの も、 卵り 1 飯 饥ぃ脫っしてしまふ。^?、してゐる辦め“たちも刎||护衡 
までは 歸っ て來な ぃ〇そ の 跡には 艦齡ぃ i デに、 11 ±1 軟膨を 観 かせる、 * I おの 沿 苛た けが 慰 

こ 

つ T ゐ る。  - . 

この 時 も それが 遠くから、 だんだんこ ちらへ 近づいて 來る と、 出窓に 面した 廊下には、 四十 
格好の 女中が  一 Af, 、 «I? 茶の を 避びながら、 1 P の ゃぅに 湿り かかった。 * I 树は術 とも デは 
九な かつたら、 女の ゐる事 も氣が つかずに、 その 儘 通りす ぎて しまつた かも 知れない。 が、 女 

ぢ > ち •フ  ナが一! み  こころやす  こ S 

は 女中の 姿を 見る と、 心安 3 うに 聲を かけた。 

「お 淸 さん。」  ，. 

-女 中は ちょい と會歡 してから、 出窓の 灰へ 歩み寄つ た。 


春暖 

「まあ、 御 精が 出ます こと。 I 
r うちの 1 右！!？  若樣は 今 お休み 中 -0 
対 ボ黻鍇 を _ めた# デ 做の ゃぅ に S; ルした 


一七 四 


-坊ち やん はどうなさい ました？. 


〇 


とき 


含 i 


，時に ね、 お 淸 さん。」 


なん 


3 具 面目 3 うに 0  J 


「何で ございます？ 

ゼ 1 :も， SI の^ 一の^ i、 m 齡だ けく つきり, らさ せながら、 淺黑い 眼 もとに 微笑を 見せ r- 


の t- ら  おく 

-野村 さんで せう、 あの 奧 さんは？」 


「御 隣の 野 村さん、 i 
「ぇぇ、 野村敏 子さん。」 

£- ンこ  ゥ fc しおな  な  か fc お fc 

r 紙子？ ん？ ぢや 私と 同じ 名 だ わね。 あの方は もぅ 御 立ちに なつた の？.」 

こち|ごこ、ざ、  なん  ウウ フウ 

「いいえ、 まだ 五六 日は 御滯 在で ございませう。 それから 何でも 蕪 湖と かへ、 


ま へ  とほ  主 と ^ り  >  , >  >)1)  3 

r たつて さつき 前を 通つ たら、 御 隣には どなた も いらつ しやら な 力つ た わよ」 


おとな 


さく a んきふ t fc がい  おへ や  う ii 

.ええ、 咋晚 急に 又. 三階へ 御 部屋が 變 りました から 


「さぅ 


〇 


を A. な なに  かんが 3; ろ t る  か ほ  か fc c A 

女は 何か考 へる やぅに、 丸丸した 顔を 傾けて 見せた。 

か fc ここ  おい  ひ  おこ 

「あの方で せぅ？  此處へ 御出でにな ると、 その 日に鄉 f さんを なくなした の •ょ < 


お S ど ど  び や 3 ゐん  おい 

「ぇぇ、 御氣の 毒で ございます わね。 すぐに 病院へ も 御； 人れ になつ たんです けれど。 

び や ぅゐ んお  Ji ぅり ft: ん  し 

「ぢや 病院で 御な くな りなす つたの？ 道理で 何にも 知らな かつた。」 


V んな t へ 2)* み It> ひ fc ひ  い 5  •フつ  いろ  ぅか i fc もと  と i  くゥ、 -C ゥク 亡ぅ 

女は 前髪を 割つ た 額に、 かすかな 憂鬱の 色を 浮べた。 が、 t ぐに 又 元の通り 、快活な 徽^^ 


ひ fc ひ 


もど 


い fc づら 


め 


〇 


取り 戾 すと、 惡戯 さうな 眼つ きになつ た 

h  よう  く プー 

「もう それで 御用す み。 どうか あちらへ いらし つて 下さい 〇 一 
「まあ、 隨分 でございますね。」  • 

女中， は 思は ず 笑 ひ 出した 0  • 

じ やけん  こと  おつし や  0 fc や  でん わ  9 Ti: 、 しよ* フ fi ん ‘ ? ! とりつ 

「そんな 邪慳な 事を 仰 有る と、 蔦の 家から 電話が かかつ て來て も、 RI 證 で 0r ，樣 へ取尤 ぎます 


ょ I-0, 


い  はや  こぅち や 

「好い わょ。 早く いらつ しやい つてば。 紅茶が さめて しま ふぢ やない の？」 

ぢよ ちう  でまど  をん ? s t. fc あみもの  i £> こ ^ S ぅ= K 

女中が 出窓に ゐな くなる と， 女は 叉 編物を 取り上げながら、 小聲に 歌を うた ひ ttir した。 
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一七 五 


春 眼 


r) よくねん  ，い t «  utat-i  t/t  1こ |< ,  >  レ ►ノ' L' r  > 

.旅館では 今が 一日中で も、 一番 靜かな 時刻で ある 部屋 毎の 


t > ぢ -*> 


¢4 んしづ 


じこく 


一七 六 

や ご. 


ご ぜん  じ  じ  あ ひに 

午前 十 時と 十一’ 時との 間、 1 

くひ？、  す ^ ミな  あひ ^ ぢょちぅとオ  かい  一 43 い  しんちぅ  て  あ ひ ii 

花瓶に 素 枯れた 花は、 •この間に 女中が 取り捨てて しま ふ。 二階 三階の 眞鍮の 手すり もこの 間に 
T? k が 1  マら しぃ。！ TV 唐が _ がった f  v_ 霞の ざゎめき だけ v  P 戶を ぼ け搬 

«  m 

しよ よう 1 ど  ひ  ひか 0 く 

した 諸方の 窓から、 日の 光と 一し よには ひつて 來る 


ぅち  をん W ひざ  けいと  S  ころ お  ii ま  は .0 :、は.や、、、*叶 )«' 二广^- 

その 內に ふと 女の 膝から、 毛絲の 球が 轉げ 落ちた。 球は とんと 彈むが 早い か 一筋の 赤を 弓 


らう *• で 

きすりながら、 ころころ 廊下へ 出ようと する、 
のが、 靜 かに それを 拾 ひ 上げた。.  - 
r どうも有難う ございました L.0 

をん fi: とうい す  はな 
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おも  Si れ  ひとり  ち や •フど そこ  . [ ^  , 

•と 思 ふと 誰か 一人、 丁度 其 處へ來 かかつ た 


をん fw とうい す  文な  は づか  急 しやく  み  一 U6  ひろ  ぶ S: ，'今 £ *? €、 フ 5^^ 

女は 籐椅子を 断れながら、 恥し さう に會釋 をした。 見れば 球を 拾つ * のは、 今 L 方 女中と 曝 


をした、 •痩せぎ すな 隣室の 夫人で ある。 

「いいぇ。」 

£の繼 は麟ぃ 揺から、 P り も ak ぃ―说 つ た。 

I  -  I )  6  M C 

「此處 は 暖かで ございます ね。」 


繼ぞは ^: ^へ料み^3ると、啦しさぅにゃゃ,を胍めた。  一 
「ぇぇ、 ぃぅ やつて 居りましても、 居睡 りが 出る 位で ございます わ。」  〆 ' 

« 〆 

•一 ^ の| ^ ぎ觀、藝！に靈しぎた。  - . 

「まあ、 御 可愛いた あたです こと。」  \  ，  :  /  . ，:  一 

しこ  こ  をん fi: ことは  おも * そ  I 

於 子の si は？ りげ なかつ た。 が、 女は その 言葉に、 思は ず そつと 目を 外ら せた 

^  yv  あみ * 〇40  み  こま 

「二 年ぶりに 編 ^1 を 持つ T 見ました の。 —— あんまり 暇な もんです から 0 j 
「祗 が ぞはい くら 暇で も、 怠けてば かり 居ります わ 0 し 

t 

'一度 女を 打つた ので ある。 . 

t く 3: つ Br つ  いつお ラ 2: 

「お宅の 敗ち やん は、 —— 坊ちゃんで ございました わね？  何時 御 生れに なりました の？」 

於 - fc は Ml へ ^ T を やりながら、 ちらりと。 女 C01 顔を 眺めた。 阼日は 泣き聲 を 聞いて ゐるの も堪へ 
られな ぃ k がした 嗽 動の 郝 妒、 —— それが 贫 では颭 齡 ょりも、 敏 子の 興味を 動かす ので ある 0 
しかも その 興 ¢1 を 滿 足させれば、 反つ て 苦しみを 新たに する の も、 はつ きりわかつ ては ゐるの 

母  ー セ 七 


奉©  I 七 八 

である。 これは 小？. な 動物が、 コブラの 前では 動けない やうに、 敏子の 心 も 何時の間にか、 苦 
しみ そのものの 催眠 作用に 捉はれ てし まつた 結果で あらう か？ それとも K.I 手 «i を 貧つ た 私 ±" 
が、 わざわざ 傷口を 開いて まで も、 一時の 快を 貪る やうに、 いやが 上に も 苦しまねば ならな. 


r  ， 

9UW 


びゃ、ってき しん 


れい 


病的な 心理の 一例で あらぅ か 
「この 御正 B で ございました L.° 


令ん な、、  一 ^ .  け/ しきみ  めぁき  どく 

女は 力ぅ 答へ てからち よいと ためら ふ氣 色を 見せた。 しかしす ぐ 眼を 舉げ ると" 氣の毒 rv 


く は 


ぅにつ け 加へ た。 


お たく 


こ > 


「御宅では とんだ 事で ごさいました ねえ 0 

としこ 


，る 


:  ' :  め  な か  む り  び t フ  た！ li よ 

敏 子は 沾んだ 眼の 中に、 無理な 微笑を 漂は せ た¬ 


はい えん  5¢ * 

「ええ、 肺炎に なりました ものです から、 —— ほんた ぅに 夢の やぅで ございました ，一 


お いで  さ r さ *r 

r 

l r んなめ  いつま 


なん  生 を  ぁ 


r それ も 御 出て 匇匇 にね え。 何と 申し上げて 好い かわかり ません わ OI 


女の 眼には 何時の間にか、 かすかに 涙が! < つてゐ る。 

rj fz し  め 

「私な ぞは そんな 目にあつ たら、 まあ、 どぅす るで ございませぅ？  I 


.もぅあき らめ てし まひました わ 0 j 


〇 


「一時は 隨 が 悲しう ございました けれども、 

B の雖は 街 v&、 i しさぅ に P の P 齡 めた- 
「こちらは 惡い 風が 流行ります の。」 

諺 s i! に、 霽れて ゐた pf した- 

「阶, はよ ろしう ございます わね こ氣候 もこ ちら 程 不順では なし、 

t ゐ  仁い  あめ お ほ ところ 


〇 


-J 


5  にい  あ-®  お S ところ  .  〇 

「參 りたて はよ くわ かりませ ん けれども、 大 へん 雨の 多い 所で ごさいます ね」 


こ とし  H けい 

一 今年は 餘 計， 


な 


%■ 


- あら、 泣いて 居ります わ L.0 

び t フ  ぅか 


把 妒圮を 雛 妒た觀 、席 A£ のゃ ぅな 鈮笑を 潔べ た。 

ご* んく  ii 

「ちよい と御兔 下さい まし。」 


^n.  y  y  •  >  •  1  I 

p かし そ 2. 變か齡 らなぃ Rl に、 もぅ ^? l へは J きの 女中が、 ばた ばた 上*^ 履を 鳴らせな 
がら、 ^ き s:fc てる # ? ぞを肥きそやして务た： #, ^' を、 — 美い ぃ メリンスの 着 仇の 中に し 力 
めた 雛 ばかり fflri し， i fe がを、 —— 齡デが ?1 嘗まぃとしてゐた、丈夫さぅに頤の括れた赤で 


を I 


母 


七 九 


f 八〇 


o 


凑腰 

わたし t ど  ふ t ゐ  b » さ 

一 私が 窓を 拭きに 參 ります とね、 すぐにもぅ 眼を 御覺ま しなす つて 

はは かさま 

.一 ど、 フも If り樣」 -  _ 

女は まだ 慣れな さぅ に、 そつと 赤兒を M に 取つ た" 

「まあ、 御 可愛い 0 」 

敏 子は 鍁を妒 せながら 、組 一 汜の鲒 ひを 11 じた。 

「あ ^ 4b お、 ょく 肥 つて いらつ しやる。」 

なぃ i ではなぃ。 しかし、 — し 1 K の P ら、 — I 备っ H II の P ら、 

わ •フ せん  わ  く  とくい  じ T フ  こと  でき 

汪 然と 湧いて 來る 得意の 情は、 どうす る 事 も 出來な かつた の. である。 


111 

鲁 

雍家 花園の 槐や 柳は。 も 過ぎの 徽 at に 戰ぎな がら、 齪の彰 やおの ±i へ、" 日の 尨！ 41  とを ふり 
撒ぃてゐる。ぃゃ。‘ゃ ±? ばかりではなぃ。そ染£り||した。この獻には器はなぃ2 


ま 


eli の ハム モックに も ふり 撤い てゐ る。 ハム モックの 中に 仰向 / + にべ つた、 夏の ズポン に 胴衣し 
かつけ ない、 小 rt りの 男に も ふり 撒いて ゐ る。  . • .：  ン -V 

奶 ¥ 鉛に ぎ っ けた 零 ^ が 挺に っ 吊りず げた、 系 Jat の髮を ■めて ゐる 。獻は M か f 

からしい 。これ も ii o) 搬龈 の牯に > 1LI りが を あちこち 齪は つては- 咿時 さも 不思議 さう に 籠 
の Tt の m i: i めて ゐ る。 酎^ その 藤に ほほ 1 k みなが ら、 葉 鉛を pi へ 琴 ふ 事 も ある 。或は 又 人と 

►k  ^  いこと 

誰す やう こ、 「こら 一と か 「どうした？」 とか 云 ふ 事 もめる。 

あたりは 酷 f の齡ぎ の啊に 、かすかな 草の 香を 蒸らせて ゐる 。一度ず つと 遠い 空に 汽船の 笛 
の * S いたぎ り、 和は もう M E4i も幡 もしない。 あの 汽船 もとう に 去つ たで あらう 。赤 濁りに 濁つ 
た に、 ^ 虧を W ぃたな り、 P P へぎた でぁらう ◦その r r る 穿. に 

，■も 驅 な哲が T A0 藍の M を k ちって ゐ る。 髮 には p r i も、 S と觀 たは 
った 1 II の 1 ぐ 靈を S1 て t かも资 S ぃ、 I を r のに も 影、 そんな 

空® に磬 つたなり、 何時かう とうとと 眼り？ うにな つた。 

「あなた。」 


春 趄 


l A lli 


JL I S 


% とこ お ^ め S そ » fc シヤン ハィ りょ べわ ん 

男は 太き い 眼を 明いた。 ハム モックの 側に 立つ てゐ るのは、 上海の 旅館に ゐた 時ょり、 やや 


けつし ょくょ  としこ  かみ  なつ おび  ちぅ' か. U  ゆ 令 V めい ぁん  災 ^ ^ ぁ 

血色の 好い 敏子 でぁる。 髮 にも、 夏帶 にも、 中形の 湯 帷子に も、 やはり 明暗の 斑點を 浴 ひた 


おしろい  としこ % とこつ 1: かほ  み f: ま  ぶ a ん〇よ  会 ほ  あくび 

白 称を つけない 敏子 である。 男は 妻の 顔を 見た 儘、 無遠慮に 大きい 欠伸を した。 それから ? も 
太 儀 さぅ に、 ハム モックの ±1 へ體を 起した。 

「郵便よ、 あなた。」  ： : ' :  • 

紙 デは r たけ 戴 ひながら、 祗本か を 男へ 渡した C と 同時に 湯 帷子の 胸から、 桃色の # t 筒 


V ひ 


み 


•，ノ /> ユ 

i は ひつて ゐる 、小さい 手紙を 拔 いて 見せた 

き 


〇 


け ふ  わ！！ し 

r 今日は 私に も 來てゐ るの よ。」 


をと I 


こし 


§ 


とし 


をと こ  こ I  みじか ij 5: き  か  か tr tr - つ ^ てグふ  よ  »v 

男は ハム モックに 腰かけた なり、 もぅ 短い 葉卷 を嚙 み嚙み 、無造作に 手紙を 讀み 始めた。 敏 


こ  そこ  -ulii ず  まま  ふうと •フ  おな  ももいろ  かみ  め fe と 

子 も 其 處へ 佇んだ 儘、 封筒と 同じ 桃色の 紙へ、 ぢ つと 眼を 落して ゐる 


め  おと 


C 


ょぅか くわ ^ ん S. んじゆ やなぎ  ひるす  び ふ 5  そょ  -  へいわ  ふ fc o  -  5 へ  ひ  ひかりか，# 

雍家 花園の 槐や 柳は、 午過ぎ S 微風に 戰ぎな がら、 この 平和な 二人の 上へ 日の 光と 影と を 


ふり 撒いて ゐる 。文鳥は 殆ど 囀らな 
も 飛び去つ てし まつた。 


、 C 
LH 


な に  ぅな  むし  びき % とこ か fc ま  お  す . <r 

何 か 唸る 蟲が 一匹、 男の 肩へ 舞 ひ 下りた が 直に それ 


かぅ 一 v ^ 斯のぬ s の； 攀 は ^ 」 た 心 も 4 げ ずに、 _ il かすかな 嘛び ■を 敗した。 


さげ  1 ご a ri 


し 


「あら、 お 隣の 4 さん も 死んだ んで すつ て。」 

「ぉ i”J 

%• とこ  き  みみ  u 

男は ちよい と 聞き耳を 立てた 
「お 隣 どは 何 k たぃ？」 


〇 


•ソヤ ンハ 


く れん 


「お隣ょ。ほら、あの上海の><><館の、 一 
「ああ、 あの 子供 か？ そり や 氣の 毒 rl な。」 

「あんなに 丈夫 さぅな 赤さん がね え。 . 

「何 だい、 病氣 は？ •」 


-. V- 


I  かぜ i じ S) ねび  ぐら ゐ こと  おも  を  さ ふ wb ふ  V 

「やつ ばり 風雅です つて。 始は寢 冷え 位の 事と 思 ひ 居り 候と ころ 
P はゃゃ ffi した ゃぅ に、 K に！- £ を is み _け た。 

一 p k al gt は、 もはや E れと繫 り、— 


.です つて 0J 


二  ち、 つし や  い U 

ね、 よく ®1 て 〇 るで せ 3  ?  注射を 致す 


やら、 郵 li Ag を 诞す やら、 いろいろ r IT し S ども、 


母 


それから 何と 讀む のか しら？ 

一八 三 


春 gi I 八 四 

泣き 聲だわ 。泣き 聲も 次第に 細る ばかり、 その 夜の 十一， 時 五分 程 前には、 遂に 息を §r き 妒り 候.、 

その 時の 私の 悲し？、 重重 御 察し 下され 度、 . 」 

「氣の 毒 だな。」  , 

男は もう 一度 ハム モックに、 ゆらり と 仰向けに なりながら、 同じ 言葉を 親: した。 男の 頭の 
何處 かには、 未に 瀕死の 赤兒が 一人、 小さい 喘ぎを 續 けて ゐ る。 と 思 ふと その 喘ぎは、 11 時 か 
又 泣き 聲に變 つてし まふ。 雨の 音の 間を 皆つ た、 健康な 赤兒の 泣き 聲に。 —— 男は さう 云 ふ 幻 
G 中に も、 妻の 讀む 手紙に 聽き 入つ てゐた 。 

一: 重重 御 察し 下され 度、 それにつ けても 何時ぞや 御 許 樣に御 眼に かかりし j* など 思 ひ 出され、 

ころ  おん もと ^ ま  よ  なか 

あの 頃は さぞ かし 御許樣 にも， —— ああ、 いや、 いや、 ほんた うに 世の中は いやにな つてし ま 

ふ 0 j 

亂子 は： ® V 鬱な 眼を 擧げ ると、 神 經 的に 濃い 眉を ひそめた。 が、 一 瞬の 無言の 後、 M 龍の！^ i 
を 見る が 早い か、 嬉し？ うに 華奢な 兩 手を從 つた。 

「あ .* 、 好い 事を 思 ひついた！ あの 文鳥を 放して やれば 好い わ。 I  . 


5 iv じ 


规 してやる？ あの 龙 前の 大事の 鳥を か？」 

「ええ、 ええ、 ^ r- *L の SI でも かまは なくつ てょ。 お ^ ⑼ 赤さん の お 追善です もの 。ほら、 放鳥 

—— 私には 手が 


、  てう  あ  ぶんて •フ  よ 1  ろ こ ノ々 

つて 一 51 ふで & う。 あの 放鳥を して 上げ るんだ わ。 丈 鳥 fi' つてき つと 喜ん てよ 


〇 


とどかない かしら？. とどかな かつたら、 あなた 取つ て 頂戴 

^ 0" &もとに赶り纪った飢1^は、1< ^ 窮まを爪 ^ 」ながら、^3於るだけ臟を #5 ばして ^ た 


5 で  の 


み 


0 


、 t - 二  よ  * 7 、 ^ び  ぶ / b て • > » t'i  y 

しかし 齡を ぼ した 板には、 象 皆に 辟 さへ とどか、 フ としない。 で 鳥は 氣 でも 違つ たやぅ に 小さ 

PP5C' 

い  づ 44  すがた 

—— さ ぅ 云 ふ爹の 姿を 


を _め てゐ た。 矿らせ た. 「#、 f んだ雖 、爪先に 重みを 支へ た 足、 
眺めて ゐた 


0 


「取れない かしら？ - 取れない わ。」 


こし I 


敏 子は 足を 爪立てた 儘、. くるりと 夫の 方へ 向いた 

「配って 頂戴ょ。 ょぅ。」  - * 

「权れ る もの か？ 踏み * [ でも すれば 格別 r:' が、 I 


〇 


はに  ま に！ 5 な 


い 2L すぐ 


かぎ 


何も 又 吹す にしても、 今 直には 限らない 


ぢや ないか？」 

「だつ て 今 直に 放した P ん です もの、 よう。 取つ て 頂戴よう。 取つ て 下さらなければ いぢめ る 

わよ。 よくつ て？)  ハム モックを 解いて しま ふわよ。 - 」 

貧 子は齡 を 睨む やうに した。 が、 眼に し 唇に も、 漲 6 てゐる ものは 微笑で ある。 しかも 殆ど 
平静を 失した、 烈しい 幸 ffit の 微笑で ある。 見， この 時 妻の 微兔 に、 何 か 酷薄、 な もの さへ 感じ 
た。 日の 光に 煙つ た 草木の— に、 何時も 人間を 見守つ てゐ る、 氣 味の 惡い 力に 似た もの さへ。 
【莫迦な 事を するな よ。 — L_ 

をと こ 1 J 1 S 7!: す  .じよ、 っ  i 一ん  つ a: l/ f*' 

男は 葉卷を 投げ捨てながら、 冗談の やうに 妻を 叱つ た。 

「第一 あの 何とか 云つ た、 お 隣の 奥さんに もす まな いぢ やない か？ あつ ちぢ や 子供が 死んだ 

と 云 ふのに、 こつ ちぢ や 笑つ たり 騷いだ り、 . 」 

すると 敏子 はどうした のか、 突然 蒼白い 顔に なつた。 その上 拗ねた’ 供の やうに、 睫毛の 長 
い 眼を 伏せる と、 別に 何と 云 ふ 事 もな しに、， 桃色の 手紙を 败り 出した。 男は ちよい と 苦い 顔を 
した。 が、 氣まづ さを 押しの ける 爲か 、急に 又 快活に 話し 績け た。 


1 たが まあ、 かう L てゐ られ るのは、 兎に角 仕 合せには 違 ひない ね。 上海に ゐた 時には 弱つ た 

からな。 病院に ゐれ ば氣ば かり あせろ し、 ゐな ければ 又 心配す るし、 - J 

男ぽ ふと m を 噤んだ •敏 子は 足 もとに 眼を やつた なり、 影に なつた 頰の 上に、 何時か 淚を光 
らせて ゐる 。しかし 男は 當惑 さう に、 短い 口 髭を 引 張つ たきり、 何とも その 事は 云は なかつ 
た。 

「あなた。」 

息苦しい 沈 氣 の續 いた 後、 かう 云 ふ聲が 聞 •ぇた 時 も、 §子 はま だ 夫の 前に、 色の 惡い 顔を 背 
けて ゐた。 

「術 だい 9.」 

- 私は、 - 私は 惡いん でせ うか！ あの 赤さん のな くな つたの が、 - 」 

ぼ + は 急に 夫の 顔へ、 妙に 熱の ある 眼を 注いだ。 

「なくなつ たのが 嬉 L いんです。 御氣の 毒： た とは 思 ふんです けれども、 —— それでも 私は 嬉し 
いんです" 嬉しく つては 惡 いんで せう か？  惡 いんで せう か？ あなた。」 


穿 膝  一 A A 

lo こ  こ S. い t あら* a> ら  ちから  をと こ  かに  チヨ ツキ  いま 

敏 子の 聲 には 今までに ない、 荒荒しい 力が こもつ て 〇 る。 男は ヮィシャッの 肩 や 胴衣に 今は 
一 ぱいに 3 し 始めた、 k い 日の 光 F 鍍金しながら、 何とも その 問に 答へ なかつ た。 何 か 人力に 
及ばない ものが、 嚴 然と 5 刖へ でも 塞がつ たゃぅ に。 
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九 〇 


平 中と いふ 色 ごのみ にて、 宫辻 人は さらなり、 人の 女な ど 忍びて 見ぬ はな かりけ り" 

宇治 拾遺 物語 

何で かこの 人に 不會 ては 止まむ と 思 ひ 迷け る 程に、 平 中 病 付に けり。 然て惱 ける 程に 死に 
けり。  '  今昔 物語 


色を 好む とい ふは、 かやう の ふるま ひなり 


訓抄 


_  晝姿 

敷 2 Fr CT) 斯 ぬ に ふさは しい、 傲 ^ なきら めき 烏' 帽子の 下には、 下ぶ くれの 顔が こちらを 見て ゐ 
る。 その ふつく りと體 つた觸 に、 齡 が な #? みが さして ゐる のは、 何も臃 脂を ほかした のでは な 
哲は歡ぃぃ龈驅が、黠と％の穿ぎかせたのでぁる。1 & の伊ぃ齡の於に、 I と 

N すく > o びる ^ 


、〇 

i 


【然と 血の 色 t  , 

ち やう y うす f1 み  は 


いうす くちびる さ い •フ  ち やう ^ うす V み  A  わづか  G 二  ✓ ) 

云 ふよ ゎ も 薄い 唇の 左右に、 丁度 薄墨を 刷い T.: やぅに、 僅' はかりし か殘 つて 〇 ないし 力し つ 


やや かな 鬢の 上には、 霞 も 立たない 空の 色 さへ、 ほんのりと WI みを I して ゐる 。財は その繫 の 
は づれ に、 ちょい と 上 0 た 51 たぶ だけ 見ぇる。 それれ！^ 射の やぅな •嗷 が い 起を して ゐるの 
は、 かすかな 光の 加減ら しい。 眼 はんょりも 細い i- に、 紀ぇす 紀截が 離 ケてゐ る。 ^ ど そか Mi 
の 底には、 何時でも 咲き 句つた ®? か 枝が、 齡 んでゐ るの かと St ふ ^ I •れ •れ した w ^ か黯ケ 
てゐ る。 が、 多少 注意を すれば、 其處 には 必 しも 幸 lit のみが 住まつ T o ない 乾 がわ かる かも 知 
れ なぃ 。これは？ 1 ぃ 術 ■かに、 德备つ た §: 夭’ でぁる】 p sl £ ぃ  一 g に、 懸を搬 ぃ 

びせ •つ  くび  かほ  くら  む し  き やし や  ひや、 フ  よ  くび  レろ  /ざ & え 9 

た 微笑で ある。 頸は 顔に 比べる と、 寧ろ 華奢す ぎる と 評しても 好い。 その には 白い ホ 衫の 
が、 かすかに FF しめた、 勤の 獲の 鞋の歡 と、 i ぃ  一 ■を ik てゐ る。 雛 S® ほの 
めいて ゐ るのは、 斷 を 織り出した ^? ¢6? であらぅ か？ それともの どかな 0J: の 膜に、 1 ^ を撇い 
S た 障子で あらぅ か？ 兎に角 曇つ た 銀の やぅな、 薄 ak い哪次 が ffig がつ てゐ る。 

これが, から、 ゎ 它の紀&んでぎ「 ^ 巧の篇み」漀_の賢縱でぁ 

fc ひ、 b よし 力せ  こ  にん  ち や 5 ど  じ & ん  •フ  へ、 ちう  & ご <c L  、 

る 平の 好 風に 子が 三人 ある、 丁度 その 次男に 生まれた から、 2 P, 中と 萬^! を 呼ばれた と f ム ふ、 
わたしの Don  Jua 一一の 似顔で ある。 


春 gs 
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11 櫻 


S は 群 t かか •りながら、 震と f < !? めて ゐる 。戀と 柄に は、 もぅ 盛りが 
，ぎたら しい。 その やや #? みのぎ た槪 には、 ^ い i I- ぎの 日の ^ か、 さし ぞ した 枝の 向き 向 
きに、 霞な i を！ $ £, 口つ てゐ るっ が、 裔 の， は舊 ぁつても、 平 中の 心は 櫻 S いっ 彼は 

争 


さつきから 慰' 艇 と、. 從の 事を 紫へ てゐる 

r 船め て 傲 歡を 見かけた のは、 一 j 

〇 


〇 


いなり %> 


へいちう  おも  つづ  • 

平 中は かう 思ひ續 けた 

2LW  J  う 

「船め て iz tf を だかけ たのは、 - ぁれは！： ぎの #: , たつた かな？ さう さう、 何ても 稻荷詣 で 

で  、 ;i つ， i 奪  ちが  をん な i. .o) : 


ち ^ • % んな  くるま (T 

に把 かける と？ てゐ たの だから、 K の腎 つたの 5 ひない。 SS 車へ 乘 らぅと す 

る、 お へ觀 りか かる、 - と ーゴ ふの が 抑 抑の ®- りだつた。 顔は 扇を かさした 陰に ちら 

•  二*..  よ うす 

りと y ただけ § たが、 を歡 ねた ±i へ、" 類 影 ひつ かけて t、 i その 容子 

•  ) r% こ  c  1 ” も 1 ま 


i  p t て i i)' i i i こころ  こ  L 

が祗 とも ー ゴ S かつた。 おまけに ■へは ひる ^- たから、 片手に？ つまん だ儘、 心 もち 腰を か 


か， t  生 fc. かつ ほ んゐん  おと ど  ほ ャ v "fc 、  、  r 

がめ in i^c1 にした、 — その 又 恰好 もた まらな かつた つけ。 本院の 大臣の 御屋 形には す ゐ ふん 


记齡 1: 歡一ゐ るが、 まづ あの m かのは T 人 もない な。 あれなら 平 中が 惚れた と 云つ-て も、 — U 
一^中は ちよい と眞 顔に なつた。 

「だ’ か m 田に 惚れて ゐる かしら？  惚れて ゐ ると 云へ ば、 惚れて ゐるや ぅで も あるし、 惚れて 
ゐな いと 公 へば、 惚れて、 1 一體 こんな 事は 考 へて ゐ ると、 だんだん わからな くな ろ もの だ 


じじ ゆ ラ ほ 


が、 まあ 一通りは 惚れて ゐるな 。尤も おれの 事 だから、 いくら 侍從に 惚れた と 云 つても、 眼？ 
きまで 昏ん でし まひは しない。 何時か あの範 實の やつと、 侍從の 噂を して ゐたら 、憾 むらく は 
SI が 薄す ぎる と、 聞いた 風な 事を 云っ たつけ、 あんな 事は 一目 見た 時に もぅち やん と氣が つい 


〇 り if ね  い  をと こ  ひちりき  ふ i' 、r しょく はな し  一  ひ 

てゐ たの だ。 範實な どと 云 ふ 男は、 蓽葉 こそち つとは 吹ける だら ぅが、 好色の 話と なつた 日に 


こと 


ま、 
( - 


お  きしむ  かんが  じじ ゆ 〇 ひとり  、 

まあ、 あいつは あいつと して 置け。 差 向き おれが 考へ たいのは、 侍從 一人の 事な のた 


から、 —— 所でもぅ f し 欲を 云へ ば、 顔 も あれぢ や 寂しす ぎるな。 それ も 寂しす ぎる と 云 ふだ 

けなら、 雰 fe ぃ i II じみた、 じ 4 影 P ぁる， が、 i し & には ■ど 

いた 听が あるのは、 どぅ 考》 ても賴 もしくない。 女で も ああ 云 ふ 顔を したのは •，存外 人を 食つ 


か ほ 
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f 九 四 

こ 裳 くいろ ^ ら £> ところ 


てゐるものだ。その ±5 ぢも白ぃ奶ぢゃなぃ、泰黑ぃとまでは行かなくっても、琥珀色位な所は 
ある ミし かし！： 1 ^ て も あの 群、 搬だかかぅ始翳った、,？たぃゃぅな風をしてゐ 


こ % んな 1 ね でき {> い fc J 

る。 あ' {i 確かに どの 女 も、^! 似の 出來な い藝當 たらぅ。… 
於的ま樹が騰をガてながらフフつとりと軒の空を見上げた〇您は驚ヴた祀の閒に薄靑ぃ色 


そ &  む らが  tf c: [* ひ 一一 


，す <> % いろ 


をな ごませ てゐ る。 

こ  P  へん？  か •フじ や， > 

「それにしてもこの_がら、ぃく-らズを择たせてゃっても、返事一っょこさなぃのは、_情に 


も e? が ある ぢゃ ないか？* まあ ぉれが おを つけた ^1 は、 蕩は 一二 影に 駿 いてし まふ。 たまに 
輕ぃ装 あつても、 •丑紀 と？ ゃつた * I はなぃ。 と 『w fc 師の齡 ぎは、 一首の 歌 だ 

つ  う ^ t l  ょしす け  つく  ，> た 

けに f 洛ち たもの だ。 それ も おれの ^< つた 歌 ぢやな い。 誰 かが、 — さう さう、 義輔が 作つ た 歌 
だつ け。 «£ 術は その 組を «d いて やつても、 とんと 妃於 の WS 把 寧し も槪 P にされ なかつた とか 云 
ふ P が、！！ じ 齡 でも おれが ぎけば 一 お— S が！ ^ いても、 やっぱり, はくれ なか 
つたから、 あん， tin 齡は ^3ぎぃかも_れなぃ。しかし 3|£ &ぉれの *|: には必？の返事が 
% る、， が 言 ば iH »t になろ。 iH vi になれば 薩ぎ をされ る。 ■ぎを されれば'^ ぢ 
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は峨 $ 
ど の 
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も 牛? 


(2 ところ じじ ゆ •>  つ 3T 、 

きに 沿 それが ^ 」 ついて しま ふ。 かう まあ ffl, 揚がき まつて ゐた もの だ。 所が 侍從に は 一月 ばか 
りに、 ざつと 一一 十 a? も 5:2 を！！ 日いた が、 嫩 とも {E; り 力ない の f; からな。 おれの 數 書の 文體 にして 
も、 さう 1 1? 船に til ぢ やなし、 そろそろもう 耐が歉 かなくな つた。 だが 今日 やつた 文の 中 
には、 「せめては pi? 纪 つと ばかりの、 二 文字 だに 見せ 給へ」 と 書いて やつた から、 例と か 今度 こ 

そ滅 i が ある だら う。 ないかな？ もし 今日 も 亦ない とすれば、 - ああ、 ああ おれ もつ I 

この 1 ぎは、 こんな,, を ri、 1  甲 1: •のない なかつ S だが な。 何でも 豐 
歡隙の祀略 (1^ 、姑1^け 6 と『ムふ街だが、きっとぁの^^かされたのは、こんな氣がするの 


好 レ。 ええと、 何を 考へ てゐ たの だつ け？」 

形が ¥ に、 SS ぃもの S へって 於る。！： a" か 一“ ぃて— らしぃ。 

、 /U /9 ,  ど cl te L/ 

「纪に 部 あの^ 2 は贤か； けがす る。 たと ひ 逢 ふと 公 はない まで も、 おれと 一度 話さへ すれば、 

好色  一九 五 


春趿 

き‘ つと 手に入れて 見せる の だが な。 まして-一 晚逢 ひで も すれば， 


一九 六 

せつつ  こち、 フじ ? 7 

•あの 攝津 でも 小 中將で 


し 


5 ち 


も、 まだ おれを 知らない 內は 、男 嫌 ひで 通して ゐ たもの だ。 それが おれの 手に かかる と" あの 
11 り F きものになる ぢやな いか？  侍從に した 所が 金怫ぢ やな し、 有頂天に ならない 箸は ある 

をん な  こ >? っじ や、 フ  は づか  い  また せつつ 

しかし あの 女は いざと なつても、 小 中將. S やぅには 恥し がるまい な。 と 云つ て 又攝津 の 


ま 


〇 


め* つ  がら  ■そで  く ち  め  _ r> 、 b 

やうに、 妙に とりすます 柄で も あるまい。 きつと 袖を P へやる と 眼 ^ けにつ こり 笑 ひなガ 


ら- 


•V の ^ t 

「聾〕」 


よる  こと 


き  と ラ ii い  な 1- ひ  ひかり  をん なかみ 

，どぅ ゼ 夜の 事 だから、 切り 燈臺か 何 かがと もつ てゐ る。 その 火の 光が あの 女の 髪へ 


〇 


との ^ ま 

「殿 樣 

平 +? はや や 慌てた やぅに、 it 帽子の 頭を 後へ 向けた 〇  f には 何時か 童が 一人、 ぢ つと 伏し 眼 
になりながら、 一通の 文を さし 出して ゐる 。何でも これは 一心に、 笑 ふのを こらへ てゐた も <;) 
らしい。 

r  消息 か？ - •- ■ >  :  、’  、 


じじ ^ うさ t. 

.はい •侍 從樣 から、 


t> ら  V 


い  を ct 


さ •フ さぅ し 5 ■じん i へ  さ* か 


0 


童は かぅ 云 ひ 終る と、 匆匆 主人. の 前を T つた 
I 侍 III から？  本當' かしら？」 

へいち •フ a とん ど お > おそ  あを  5 すえ ふ  ふ 4  ひら 

平 中は 殆 恐る恐る 、青い 薄葉の 文を 開いた 

「節 * S や 11 の i «t ぢ やない か？ あいつ 等は みんな こんな 事が、 何ょりも 矿きな 閑人 だから 


〇 


じじ ゆぅ  ふみ  じじ ゆ、 フ  ふみ  ち ^ 

ぉや、これは侍從の文だ。侍從の文には違ひないが 


ふみ  なん \' ふ 石 

)の 文は、 これは、 何と 云 ふ- y 


だい- 


/ 、i? フ  ふみ  よふ  一一  ふみ  た ^ み  もじ  &  ijt  r 

平 中は 文を ■り 出した、 文には 「唯 見つ とば かりの 二 文字 だに 見せ 給へ」 と 書いて やつ 


た、 その 「見つ」 と 云 ふ 二 文字 だけが 


じ 


へいち 5  おく  ふみ 

しかも 平 中の 送つ た 文から、 この 二 文字 だけ 切り 


C  • ■> すえ ふ  は 

抜 1P たのが、 薄葉に 貼りつ けて あつたので ある 


〇 


あめ  し fc いろ ごの  い  くら ゐ； £i か  せ わ 

「ああ、 ああ、 天が下の 色好みと か 云 はれる おれ も、 この 位 莫迦に 5 れれば 世話は ない な。 そ 


じじ 社、 7 い 


_ ;  .  \  こづら  U  く  1 V ん； 一  い t お： 

れに しても 侍 從と云 ふやつ は、 小面の 僧い 女ぢや ないか？  今に どうす るか 覺 えて ゐ ろよ。 •： 


0  0 


九 - 1: 
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平 中 「は 膝を 抱へ た 儘、 茫然と 櫻の 梢を 見上げた 。青い i 薄葉の 麵つた ±i には、 もう 風に 吹かれ 
た 落花が、 點點と 幾 ひら もこ ほれて ゐ る。 

三 雨 夜 

それから 一一 沿 齡- った！ i である 〇漱齡 爾 の齡ぃ た 紀 *私* I は TYmi の！^ の ST へ^! んで一 b 
つた。 雨は 夜空が 溶け 落ちる やう U 、 凄まじい 響を 立てて ゐ る。 路は 泥濘と 云 ふょりも、 大水 
が 出た のと 變り はない。 こんな 晩に わざわざ 出かけて 行けば、 いくら つれない 侍從 でも、 憐れ 
に sf ふのは 1 It である、 —— かう 1 ^た ¥? ¥は、敲处叫へ|^ょると、銳を張った扇を鳴らし 
ながら、 案内を 請 ふやう に 咳 ばら ひを した。 

，すると 十五 六の 女の 童が、 すぐに 其處へ 姿を 見せた。 ませた 顔に 白粉を つけた、 さすがに 睡 
むさうな 女の 童で ある。 平 中は 顔を 近づけながら、 f 聲に侍 從へ妒 次を 賴んだ 。 

一度 引き こんだ 女の 童は、 局の 口へ 歸 つて 來 ると、 やはり 小聲に こんな 返事を した。 

「どうか こちらに 御 待ち 下？ いま L 。 今に 皆樣が 御沐み になれば、 御 逢 ひに なろ さう で ござい 


ますから。 一 

一^は 脱は ず 露した。！ して r Il の 霞 湿り、 ■の‘ の i ぃしぃ、 P の ■に 艇 
を 下した。 

「やつぱり おれば 智慧 者 だな。」 

f の かへ， ぃた； 繫は觀 りに St てゐ た。 

「？ すがの 街 一 も) r ん 1 S と fk ふぢ！ S は、 たうと ?- ^^ れた と妃ぇ る。 兎 匍 姑と 云 ふやつ はもの 
の 哀れを 齡じ 辦 いからな。 其處へ 親切 氣を 見せさへ すれば、 すぐに ころりと 落ちて しま ふ。 か 
う r 把 P 阶ら なぃから、 議ゃ 觀は祗 と r て も、 — is てょ。 だが 七 S へ ると ーゴふ 
のは、!： だか 話が 旨す ぎる やう だ ぞ。 — j 

へ ^ ? フ  ふぁん 

¥4 中は そろそろ 不安に なつた。 

«> 、わけ 

「しかし 逢 ひもし ない ものが、 逢 ふと 云 ふ譯 もな ささうな もの だ。 すると おれの ひがみ かな？ 
術し ろざつ と 六十 M7 ばかり、 のべつ にぬ を 持たせて やつても、 返事 一つ 貰へ なかつ たの だか 
ら 、ひがみの fe? るの も 起い な 11 一一。 が、 ひがみでは ない としたら、 — 又 つくづく 考へる と、 

好色  一九 九 
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ひがみでは ない 氣 もしない 事は ない。 いくら 親切に 絆され て も、 今までは 見向き もしな かつた 
一律が、 —— と 云 つても 相手が おれ だからな。 この k 平 中に 思は れた となれば、 急に 心 も 融け 
るか も 知れない L° 

f? 中は •一  k 紋' を es しながら 、怯 〇 怯づ あたりを 透かして 見た。 が— 彼の ゐま はりには、 くら 闇 
の咐に 術 も” ぇない。 その 中に 唯 雨の 音が、 檜 肌 葺の 屋根を どょ ませて ゐ る。 

「ひがみ だと 思へ ば、 ひがみの やう だし', ひがみで ない と* —— いや、 ひがみ' たと 思つ てゐれ 
ば" ひがみで も% でもなくなる し、 ひがみで ない と 思つ て 〇 れば 、案外 ひがみです みさうな 氣 
がする。 一體運 なぞと 云 ふやつ は、 皮肉に 出來 てゐる もの だからな。 して 見れば 何でも 一心に 

ひが •みで ない と 思 ふ 事 だ。 さう すると 今にも あの 女が、 - おや、 もうみ んな寢 始めたら しい 

ぞ〇 

•I 和 的は 財を 側 立てた 〇啦程 ふと ik がつ いて 見れば、 不相變 小 止みない 耐聲と 一し ょに、 御前 
- へ！ g めて ゐた姑 尉 だち 於 il 亂？ i if?: るら しい ■、人 ざは めき も 聞ぇ て來 る。 

ぐ 「 iltc k が 封 ■のし ■がな。 もう！^ もたち さへ すれば、 おれは 何 0) 造作 もな く、 日頃の 田 i ひが 


cl M /u はら  そこ  みんしん  で s ar 丨 

晴らされる の だ。 が、 まだ 何だか 肚の 底には、 安心の 出来ない 氣もち も ある ぞ 。さう さう、 


れが奶 いの f; つけ。 磬はれ ない もの だと 思つ て 〇 れば •不思議に 逢 ふ 事が 出來ろ もの だ。 しか 


し 


あ 


ひ こく  •フ、  い  むな さんよう  みす  [  >  -  ^  ノ 

し 4 な 運の やつは、 さぅ 云 ふ おれの _ 算用 も 見透かして しま ふか も 知れない な ち や 逢 はれ 


いんが  かん ぢやぅ  おち 

ろと 考 へよう か？ それにしても 勘定 〇 く ff から、 やつ ばり こちらの 思 ふやう には、. 


.め あ、 


さ 


vn  い 仁 

胸が 痛んで 来た 


a 


な こ‘ じじ ゆぅ  えん  ことかん が  だいぶ  つぼね 

そ 何か诗 從なぞ とは、 緣のな い 事を 考へ よぅ。 大分 どの 局 も ひつ そりした 


き 二  あめ  おと  さつ そくめ  あめ  こと  かんが tr る さ * 

な。 聞ぇ るのは 雨の 音 ばかり だ。 ぢや 早谏 眼を つぶつ て、 雨の 事で も考 へる としょぅ 春雨 

^: 月 献―、 •:… 議と 一 r が ぁ— しら- i の の i、 1?、 黯 り、 

あ t がさ  あまご  あまり： 9、 フ * ! *• へる * t がは * t やど 

雨傘、 雨 乞 ひ、 雨 龍、 雨蛙、 雨 革、 雨宿り， …… J 

こんな f f て tm に、 g ひがけな ぃ i の 一！ ぞ S の 取を _ せた。 ぃ ゃ、 P せた 

ば 一 かりでは ない、 この 1 日と. ぃた篇 S 跪は、 議 落の 藝を f た、 一 

も、もっと齡嚭に粼れてゐた〇|:妒とデへば|^の祗ぅに、|1か|0》孟を外した音が、はっき 
り 耳に 響いた ので ある。 

歡は,を ^ て ^ 一は齡の 5? た祖り、す？と_ 21 を ? た。その祗ぅには, 


0  0 


二 〇 1 


心 ^ な齡、 sili l g ち i r た、 M の ffll が 奢 がって t。 取的 は靜 かに 戶を しめる と、 そ 
ろ そろ 廳で! ？！ ひながら、 P 街り に * f へ m? み «" つた。 が、 この繫 いた ffl の 中には、 天井の 雨の 音 
の ^? こ、 ^ 〕 一とつ 抛の けは ひもし ない。 たまたま’ がさは つたと 思へ ば、 衣桁 や 鏡臺は かりで ぁ 
る 。 ^ ?はだんだん齡の »1 |^が、1亂まるゃうな氣がし出した。 

「ゐな いの かな？ ゐれば 何とか 云 ひさうな もの ff L_° 

,.かう|が祗った_、1^?のが丁は_繼にも惹€ ^1 .にさはった。矣からずっと？まは 
すと、 g らしぃ 證の船 にさは る。 その 挺の Tfe の K にさは る。 il lill した ■ゃ 駆 にさは る." 氷 
ょりも 齡たい 寧」 さはる。 — ¥r +? はたう とうくら 闇の +; に、 ぢ つと 獨り橫 になつ た、 戀 しい 

U じ ゆ、 フ  fp <r あ 

侍從を 探り 當てた 。  , 

これは 數で為 しで もなぃ。 ■は 窮の獻 の *1 に、 裂 一っ かけた 儀、 しどけ なぃ, 衛た 
へて ゐ る。 齡は k ぎ ゐ すくんだ なり、 齡 < らず わな わな 1 i へ ffi^ した。 が、 侍 從は相 不變、 身 
謝— する S さへ纪 ぇない。 こんな iVi か ,の® に、 i 日いて ぁつ？ うな 心 もちが す 

る。 それとも ぁれは 場 か 器、 還 1 "?: 火獻 に" 見た 破 かの ■にぁった のか も 知 S ぃ。 


か fc じけ  か fc じけ  い t お 6  かづ ご  みほと け 1 へ  しん办、_ 

「忝ない。 忝ない。 今までは つれない と 思つ てゐ たが、 もぅ 向後は 御佛 ょりも、 お前に 身命を 


き ? 


捧げる つもり だ C」 


しに 


平 中は 侍從を 引き寄せながら、 かぅ その 耳に 囁かぅ とした。 が、 いくら 氣は急 いても、 民は 
±<1 1 に 引つ いた ^! 、 ぎ らしい ものは pi へ 出ない 。その m に 侍 i の g の 紙 デ、 辦に"_か い爬の に 奶 

と 思 ふと 彼の 顔へは、 かすかな 侍從の 息が かかつ た。 

かれら かなら あいよく あらし あめ おと モら一ー ニ ほひ 


ぶ S. ん 0 よ  かれつつ  く 

は、 無遠慮に 彼を 包んで 來 る、 


一瞬間、 —— その 一瞬間が 過ぎて しまへ ば、 妮等は 必ず 敷 說の Mi Ir  ■の 一一 £ も、 i 貧き の uf 
も、本院の大臣も、女の童も忘却じてしまつたに枇違ない。しかしこの||どい_,に齡歡は郸 
ば 身を 起す と、 $の 顔に 顔を 寄せながら、 恥し さぅな 聲を 出した。 

「お待ちなさい まし。 まだ あちらの 障子には、 懸金が 下して ございません から、 あれを かけて 
參 il ます。」 

平 A は 唯 頷いた。 侍從は 一一 人の 褥の 上に、 初の f い暖み を變 した衞 、そつと 纪度 を Jtfc つて tr" 

〇 


つた 

はるさめ  じじ 40 う  み ^ によらい  あま やど  あま  じじゅう  じじ ゆ、 フ 

「春雨、 侍從 、彌陀 如來 、雨宿り、 雨だれ、 侍從 、侍從 、 


-し 


好色 


一一 0H 


#• 既 


一 〇 呼 


K 的は ち やん と f み， いたな り、 衡自身 / にも 判然し ない" いろいろな® を 考 へて ゐる 。す 6 
と祗 うの くら 離に、 かちり と 11 金を 下す f? かした。 

「酣 ||; 、截霞、耐をのしなさだめ、ぬば玉の亂のぅっっはさだかなる夢にぃくらもまさらざり 


to め 


お 


おも 


けり、 夢に だに、 —— 

いちう  あ 仁 まも ? r & 


どうしたの だら う？  懸け 金は もう 下りた と 思つ たが 

に ほひ 仁 ^ よ 


/ 、 > >  -  -  K 3 .  J  さ  nd  ノ 、ら  i /- 1  c  f.  ff .  «  »v  JA  ノ ，ぎ 

一 は既 を衞げ て 見た。 が、 あたりには さつきの 通り、 空焚きの 句が 漂つ た" 床しい ® が あ 
る ばかりで ある。 街! § は 何處へ 行つ たもの か、 衣す れの音 も 聞え て k ない。 


§ か 


やみ 


こ. 


「まさか、 — いや、 事によると 

い b ラ  しと；；！  ば  一！ i にもと 


V 


1 は搬 ぎひ 把す と、 髮のゃ ぅに嘉 りを しな 於ら、 附 ぅの黑 へ 也り ついた。 すると 

觀、 丑 にはす M^ の H? から、 #? fis £: 心け ^ が T5 して ある。 その^^を 澄ませて ^ 」 も、 足音 一つ さ 
せるものはなぃ—は薩の柯に、ぃづれもひっそりと 1: _まってゐる。 


* 吋、 私 护 、お 觚は もぅ 天が下の 色好みで も 何でもな 

'一^は に F かかつ &、 篇 したやう にぎい ユ  . 

「お r 艇ぢ 5 た。 ぉ一 ⑽のボ も %? の や うぢ やない。 ぉ献 は ^ mu st 補よりも、 見下げ 果丁 


生 


あま  し-一!  いろ ごの 


なん 


、〇 


〇 


た意氣 地な しだ 0 し • 


四 好色 問答 


/  へい*? フ  ふ. UO  とも ;- ち  よし t け  の *) ざね  あ ひ 一一かラ くわん « るむ ii ar なし V - つ 

これは 平 中の 二人の 友達， ——義 _ と範實 との 間に 交換 さ n た、 或 無駄話の 一節で ある。 

よし ナけ  じじ S う  い  をん な  へいち 5 

__ 一  あの 侍 從と云 ふ 女には、 さすが S 平 中 も かなは ない さう だね。」 


のり JT ね 


は さ 


〇 


範實 「さぅ 云 ふ 噂 だね 

義轉 「あいつには 好い 見せしめ だよ。 あいつは 女御 更衣で なければ、 どんな 女に でも 手を 出す 


をと- 


は、 


男 だ。 ちつとは 懲らして やる 方が 好い 0 J  ' 

Q r) y ta ? み  こぅし  し 

範實 一へ ぇぇ、 君も孔 -f* の 御 弟子 か？」 

議一 「髮 gt v ぞ は 1なぃがね。ど篇 ^ 裔の獻に、 ^ かされたか似ボってゐるの 


、 Lv i こ A ついで  くは  くら ゐくる  をつ と  くら £> cx & fc おヤ 

た。 もぅ 一言 次 手に つけ 加 へれば、 どの位 苦しんだ 夫が ぁるか、 どの位 愎を立 てた 親が ぁ 


くら £> 、フら  け 


し 


- !  ■ « I  !  •c  •1  -  I  T. V 1  ^ 

るか、 どの位 怨んだ 家 來が あるか、 それ もまん ざら 知らな いぢ やない こさ. フ云ふ 迷惑を か 
ける 男は 當然 鼓を 鳴らして 責むべ き 者 だ。 君は さぅ は 考〉 ないかね？」  * 

1 名  110 五 


春， 眼 


二 〇 六 


し 


範實 「さう ばかり も 行かない からね。 成程 平 中 一人の 爲に 、世間は 迷惑して ゐる かも 知れない 
しかし その 罪は 平 中 一人が、 員 ふべき もので もなから うぢ やない か？」 

羲轉 「ぢゃ 又 外は 誰が 員 ふの だね？」 

(;; り ざね  をん なお 

範實 「それは 女に 員は せる のさ 0 J 
義轉 「'女に 員は せる のは f 哀？ うだよ。」 

範實 「平 中に 員は せる の も 可哀さ うぢ やない か？」 

義_ 「しかし 平 中が 口說 いたの だからな 0 」 


0 


のり VJ U をと こ せん ぢ や、 フ t ち 5 


をん te U くび 


か 


ひと ごろ 


ク&  かば 


範 實 「男は 戰 S に 太刀打ちを する が、 女は 寢首 しか 搔かな いの だ。 人殺しの 罪は 變る もの か .0 


よしす け  め 5 


いちう  かに  も 


た し 


われわれ  せけん 


，る 


義輔 「妙に 平 中の 肩を持つな。 だが これ だけは 確か t: らぅ？. 我我は 世間を 苦しませない が、 
平 ^? は 世間を 苦しませて ゐる〇 」 

觀 「それ も f だか ゎからな ぃね。 一 ig AI 職は、 w f る 氍か r なぃ が、 P P 

* こく  r  た ii へい -t ， フ  われわれ  よけい  せけん 

合は ないで は、 一刻 も 生きて はゐ られな いもの だよ。 唯 平 中は 我我よりも、 餘 計に 世間を 


.る 


: . :  てん  い  てんさい  え  ぅんめい、 

苦しませて ゐる 。この 點は 、ああ 云 ふ 天才には、 やむ を 得ない 運命た ね。」 


養 輔二 几談ぢ やない ぜ ' ¥? 4 が 方 おと 一し よに をるなら •この 狐の iyiili なる だら う。」 
M っ卷は艇かに髮だょ。ぁの ^ 疏に^っけ1へ、ぁの％ 1 .&へ、ぁの默 


だと か％ 壓 ぎと かと祗 じ ゃぅに、 f ■を 1れた_ から、 £ な繫く を 擦 かって f 
たの だ。 ぁれが SS ぃと r ば、 齊に緊 は T A° も ゐなぃ 。その 配では 議 fl A9 の 

•-V J と fc うてい へい* フフ て 5 

如き も、 到底 平 中の 敵ぢや ない よ。」 

i: しすけ  てんさい  きみい  つみ  5  S 

義輔 「しかし だね q、 しかし 天才は 君の 云 ふやぅ に、 罪 ばかり 作つ ては ゐない ぢやな いか？ 

に •フふ •フ  しよ  み  びめ、 フ  ひつ c よく  >zi  く 5 かいし やう にん -f き や 5 St 

とへ ば 道 風の 書を 見れば、 微妙な 筆力に 動かされる とか、 空 海上 人の 誦經を 聞けば —— '  _ 

« 

のり VJb  ぼく  なに  てんさい  つみ  つく  い  つみつ く  ぃ 

範實 「 -«• は 何も 天才は、 罪 ばかり 作る と 云 ひは しない。 罪 も 作る と 云つ てゐ るの ^ 0 J 

羲輔 「ぢや 平 中とは 違 ふ V っやない か？ あいつの 作る のは PI ばかり だ ぜ。 J 

範實 「それは 我我には わからない 箸 だ" 假名 も 碌に 書けない ものには、 道 風の 書 もつ まらない 


しんじんけ 


く、 つかいし や、 つに んずき やう 


，ぐつ 


a 、 


ぢやな いか？  信心 氣 のちつ ともない ものには、 空 海上 人の 誦經 ょりも、 傀儡の 歌の 方が 
面白：： かも 知れない 。天才の が 觀 がわ かる 爲には 、こちらに も ffl? 歡の^ ;撒が”八 る さ。」 

好色  二 〇 七 


た 


春 眼  ,  二 〇 八 

i 我 11 「それは 君の 云 ふ 通り だが ね、 平 中尊 者の咖 德なぞ は V —— 」 

11 »5 「私的の 1: 心も雕じぢゃなぃか？ ぁぁ ーゴ ふ 把 色の疋 沪の i; 1 は、 女 だけが 知って ゐる箸 


〇 


SI はさつ きどの 位 女が 平 中の 爲に 泣かされた かと 云つ たが、 僕は 反 *} [ にかぅ 云 ひたい 
ね。 ど 叫 齡对が税枳 の銳 に、 1 ±1 の ii 吾を 味 はった か、 ど © < 位 女が 平 中の 爲に 、しみじみ 

:: ぎ' デ,獻じたか、ど §1 梦§の齡に、_の ?! 惠齡へられたか、ど為纪£ 

¥の 爲 に、 —— 」 

親 i 「いや、 もう その II で だよ。 SI の やうに 1: 齡み」 つければ、 案山子 も 鎧武考 になって し 
まふ。」 

11 貧「齡のゃぅに嫉配1ぃと、鎧武者も案山子と思ってしまふぜ0-」 


らゐ 1 でんな へいち •フ め な 


ぼく  .  ti ん -U い 


•V 


'  ぐ-p  ' 

ええ、 これは 意外 だね 


〇 


よしす け  しつと ぶ^ P. 

義輔 「嫉妬深ぃ？ 

11 亂' 「點は 恥 杓を 1 貝め る i、 敗 € な 対を 1 貝め な ぃぢ やなぃ か？ たと ひ！：！ では 責めて ゐて も、 

、 m の齡で I 貝め てゐ まぃ。 それは お 取 Lf% だから、 何時か 嫉妬が， 加は るの だ。 我我は みんな 

一 j せぅ  へいち •っ  へいちぅ  み  い  ひとし  やしん 

多少に しろ、 もし 平 中に なれる ものなら、 平 中に なつて 見たい と 云 ふ、 人知れ ない 野心を 


持つ てゐ る。 その 爲に平 中は 謀叛 人よりも、 一餍 我我に 僧 まれ ^ a> だ a 考 へて 見れば 可敦 
5 うだよ。」 

義_ 「ぢや 君 も 平 中に なりたい かね？」 

範實 , 僕 か？. 僕は あまりな りたくない。 だから 僕が 平 +? を 見る のは、 君が 見る のよりも) 公平. 
-なの だ。 平 中， は 女が 一人 出來 ると* 忽ち その 女に 飽きて しま ふ。？ うして 誰か 外の 女に、 
可笑しい 程 夢中に なつて しま ふ。 あれは 平 中の 心の中には、 何時も 巫 山の 神 女の やうな、 

じんりん  ぜつ  びじん  t •か /'- は <フふ つ  5 *** .  へいち. 7  いつ  せけん  をん な  い 

人倫を 絕した 美人の 姿が、 勢 髴と 浮んで 〇 るから t: ‘ よ。 平 中は 何時も 世間の 女に、 さう 云 

、っつく  み  じつ さい ほ  とき  み  ことで S おも 

ふ 美し 5 を 見ようと して ゐ る。 實際 惚れて ゐる 時には、 見る 事が 出來 たと 思つ てゐ るの 
へだ。1、勿論二三度逢へば、さう 51 ふ寶氣洛は襄れてしまふっその爲にあいつは女 ^ .,り女 
へ" 轉轉と 憂き身を やつし に 行く の だ。 しかも 末法の 世の中に、 そんな 美人の ゐる 箸は な 
いから、 結局 平 中の 一生は、 不幸に 終る より 仕方がない。 その 點 では 君 や PJf の 方が、 遙か 
に 仕 合せ だと 云 ふ もの さ。 しかし 平 中の 不幸な のは、 云は ば 天才な れば こそ ti ね。 あれは 
平 中 一人ぢ やない' & 穿 上人 や 小 野の 道 風， も •きつと あいつと 似て ゐたら う。’ に 角 仕 合 

好色.、  二 〇 九 
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春 睬 

になる m には、 1 :i «I M A£ が一 S よ。 …… 」 


唸ん 


fv を爾& しさう に、 繇の _の雕£ぃ 、齧の なぃ _ ?: » で ゐる。 その 廊下の 
挪に さした、 轉 ©& やうな W の 枚を r しも、 舉. t は * S さが, るら しい。 が、 庇の 外の S 
は、 緻緻 と ft r fe が、 r に t さを 守って ゐ る。 

「傲！ § はおれを 棚 f にしない。 おれ ももう ^; 從は思 ひ 切つ た。 」 

裔は fl BX い 艦を した繼 、ほんやり こんな 事を 思つ てゐ る。  <  : 
「し y しどら 齡 ひ f つても •、繼 の 蒙 4 の やうに、 黎靈に 潔んで 来る。 おれは 何時 

ない。 が、 黑の 1 へ r ば、 pv¥ にぁ— りと、 ■の爾が1っ て 見ぇる。 清水の 御 
衆の 靈 には ひ S、 盤 _ ii の S さへ、 その ■ !! に歡 つてし まふ。 t この 姿が 何時 
までも、おれ 9- ^| 备\41らな装ば、お£きつと衞れ死に：デでしまふのに相違ない。 


K i? ぃ獻 をつ ぃた。 
「だが その 姿を 忘れる には、 


し ん ft ん  V んな お， 1 

•たつた 一つし か 手段は ない。 それは 何でも あの 女の 淺間 しい、 


じじ ゆ • 


ざ 


そ 


^ ■一-) ろ ， »> 1 1  一  ^  ノ *  フ T ん U ん ^ し ^ •フ  i  . . 

所を 見つける 事 だ。 侍從 もま さか 天人では なし、 不淨も いろいろ 藏 して ゐろだ らう。 其 處を一 


& ち や*  フど によ •つ ti . フ； £4 St つ： C % こ iL  • -» n  srarvt  くて  ノ 

つ 見つけさ、 すれば、 丁度 女房に 化けた 狐が、 尾の ある 事を 知られた やうに 侍 從の幻 も 崩 ^ 


きつね %» 


こと  し 


じじ ゆ 5 t ぼろし くづ 


てし まふ。 おれの ハ 1 は その 帥， に、 やつと おれの ものになる の だ。 が、 何 ® : が 淺間 しいか、 何 
度が被與ケ獻してゐるか、それは衝も把へてくれなぃ。ぁぁ、大慈大悲の觀世音菩薩、どぅか 


せつな 


めさ 1 


そ 


かは 


しよ  >フ こ 


L: 


k ぎ 11 し P ぃ、 層が S; の 対 篇 と、 i r M しも f な ぃ議 を。 

1 ^ 的は かぅ ちへ ながら、 ふと 懶一 視線を 舉げ た。 

「おや、 あすこへ 來か かつた のは、 侍從の 局の 女の 童では ないか？」 

あの, pf さぅな f の^ r  ねの »| 物の 柏に、 色の 濃い 袴を 引きながら、 丁度 こちへ 步 

c  b かが & 2. * ふぎ  か > な こ  ば こ  かく  じじ ゆ 5 t り  す 

いて 來 る。 それが 赤紙の 晝 扇の 蔭に、 何 か笸を 隱 して ゐ るのは、 きつと 侍従の した 糞を 捨てに 

1仃く船"に_ぎぃ。その繫1が ^ と、議裔の餚5^は、 |1 ,雜が*_のゃ 


ち や 5 ど 


ab る 


00 


か 

も續 3 


だ 

て 

ん 

ゐ 

H 

る 

ん 

〇 

霧 5 

が 

の 

や 

J9 

、 

フ 

广 

れ 

1 

し 

消き 

h 

何ぃ 

へ 

時つ 

始 S 

の 

め 

間 ま 

る 

に 

\  -V 

か 

V  ' 
や 

重 f 

> 

苦 1 

も 

し 

5 

い 

今; 

:沈之 

て， 

默专 

U 

に 

晝 i 
か 

: 呑0 

招 

:れ 

如 

て 

し 

そ 

ま 

れ 

ふ 

さ 

0 

L 

•7、 

平て 

と 

中 丨 

きふ 

V  C  _ 

は 遣て 

m や、 

l  m 


私 や、 廊 T^ の [61; ぅに 一つ 見ぇる、 A^ の o なぃ 部屋へ 飛んで 厅つた 。不ず を奸た れた 女の 童は. 

..  ..  .  、 、)  お  く  へ V を ど  へいち づ 

顏 1% き齡 を mfi しながら、 •ばた ばた衡 を 底 ひかけ て來 る。 が、 その 歌屋へ 躍り こむ と、 平 中は" 
，をぎ 興ぃ か、 K. け fv r てし まった。 

「さぅ だ。 この¥ を ^ れば ■ひなぃ。 百！^ si r i o/ —、 l f * り もは かなく 消ぇて しま 
ふ 0 . :•::」〆  - •  • 

.策は ゎな s «t へる r、 ふは りと 髮 の _u へ かけた、 震 s 霸&? 見た。 筐は 意外 
'•C も！！ 呢を酿 めた、 まだ * I _ しぃ i ‘繪 である。 

「この 时に伊 1 の 戴が ある。！ i 時に おれの 命 も ある。 . • ' 一 

取？ は髮に 技、 偏、 ぢっと i じ ぃ潑を ■めた。 渾，」 はぎ 腎 に、 r 封 麥き齡 


fc ri かれ  め 


ほと とぎ r か 


a 


く5ち5  i  一一 


0 


取り さへ すれば、 


ない。 唯 彼の 眼の 前には、 時鳥を 描いた 営が 一つ、 はつき り 空中に 浮き出して ゐる 
「おれの 命の 助かる の も、 侍從と 一生の 別れを する の も ^ この! ii に 観つて ゐる 。この ®? の監を 

—— いや、 それは 考へ もの だぞ "侍從 を 忘れて しま ふの が 好い か、 {のな 
い 命を 長ら へる のが 好い か、 おれには どちらと も 返答 出來な い。 たと ひ 焦がれ 死を する にもせ 

はこ  ふ fc と  お 

ょ、 この 営の 蓋 だけは 取らずに 置かう か？ . _一 

S は歡れ た_の 七に、, 齡を F せながら、 S の ゃうに SI ひ 一 つた。 しかし 齡黯 

した獻 、 r l fe r ると、 齧は かう-、 r の# に  一 _ ^ の 獲, げた。 

「一^! 私 r ぉ紙は 術と rl ii 舻な しだ？ ぁの 龆铲を s r たの か？ ㈣粑一 iM r ぉ 

1 へこ ひ  あ tr r> ら  し  い h つ i  い A じじ 3 * 7 b 0 み 

前の 戀を 嘲笑つ てゐ るか も 知れない の だ ぞ 。生きろ！ 立派に 生きて 見せろ！ 侍壽 の氣を 見 
さへ すれば％ 必お前 は 勝ち誇れる の だ 


〇 


•し 

平 中は 殆氣齡 ひのゃ うに、 たうとう 1 ii の 藍を 驴った 〇 鉅 には 蘅 い ® 起の 泥が、 たっぷり 把 


2 


ふん ほど 


なか 


か •フ いろ  ちの 


そこ  しづ 


ぅす  か •フ いろ  み 〇 

一の- 
^6 


沙め 


分 程は ひつた 中に、 これは 濃い 香 色の 物が、 二つ 三つ 底へ it んでゐ る。 と ®- ふと 夢の やうに、 


n 、、 (l a w a w5  !  じじ {3> <フま力  ，つし ? ，てんにょ  まり 

丁字 〇 句ガ 鼻を 打つ た。 これが 侍從の 糞で あらう か？ いや。 吉祥天 女に しても こんな 糞は す 


好色 


二  i  ーーー 


春 眼  二 一四 

る 1 J がない 〇 和 中は Ml を ひそめながら、 一 # 2 上に 浮いて ゐた 、二 寸 程の 物を つまみ 上げた。 さ 
うして鐵にも配れる ^1 紀把も蛾ゲ暧ぎ纪してだた，'知は確かに紛れもなぃ、齎び切りの沈の 

こ ほひ 

句で ある。 

み 〇 こ S 

「これは どう だ！ この 水 もやは り 旬 ふやう だが、 - J 

和 牝は歡 を 糚 W ながら、 そつと 尨を ®? つて 見た。 ⑽も 1| 子を煮-1した、 ±(1 #みの汁に棚違な 
、 °, » 

かう ぼく  、 

「すると こいつ も 香木 かな？  J 

は 七つ まみ ±6 げた、 二寸 程の 物を 嚙み しめて 見た) すると 齒にも 透る 位、 苦味の 交つた 
㈣さが ある。 その ±1 彼の PI の 中には、 急ち 橘の 花ょりも 涼しい、 微妙な 句が 一 ぱいに なつた。 
槪歡 は， 衝 から ?! ‘ レた か、 平 中の たくみを ® 1- る爲 に、 香 細工の 糞を つくつ たので ある。 

「侍 從！ お〗 刖は平 中を- 殺した ぞ！ J 

和 恥は かう啦 きながら、 ばたり と 11 ぎ の！ ni を 說した 。さう して 其處の 床の 上へ、 佛 倒しに 倒 
れて しまつた。 その 半死の 瞳の ^ I には、 紫 4 金の 圓光に とりまかれた 儘、 嫣 然と 彼に ほほ 笑み 


かけた 侍 從の姿 を 浮べながら。 . 

しかし その 時 s 侍 犯の 蒙、！： f Ml も P にな S、 跪 も ^ 311 の やうに ^ ソてゐ 一 41 は 
事實で ある。 


\ 


好色 

1 二 五 
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報 

恩 

記 


阿媽港 甚內の 話  - 

ゎたしは ■と f も？ す。 P は I S、 fMS ずっと 一 r ら、！ ：繼爾と§ 

てゐる やぅです。 k 脱 11 齡阶、 —— あなた もこの «r は 知つ てゐ ます か？ いや、 驚く には 及び 
ません。 ゎたしは ぁなた； 2」ゐる| り、 1IMI ぃ 殍です。 しかし 象 # I っ S は、 避 

あんしん  く fi 

みには ひつた のではありません。 どぅか それだけは 安心して 下さい。 

ぁなたは 髮！ itlt^G ^r でも、 霞の i 一 i ぃぎと ws ぃて t す。 して 見れば 货 人と 私 
のついたものと、少時でも一しょにゐると云ふ事は、愉快ではないかも知れません。が わた 

•• 5. 、 a "  、つ  じゅらく  ごて A/ め  る ^ んす け V」 2 もん 

しも 田 1 ひの ル、 盗； みば かりしても ゐな いのです。 仲 時ぞや 聚樂の 御殿へ 召された 呂宋ダ .左衞 門 
の監の T A9 も、 g か ■4p r てゐ ました 。 P f の議ぃ てゐた 「一が しら」 と 雛 
へる r しも、 それを ? た P W & 影、 ■とかぎ たと" 聞ぃて ゐ ます。 さぅ r ばっ 


い 一一 一ー ー黎平 &墨#と ?' ?|日いた、還ぁた5_の氣も、—基？5 

i  *  でぅ !)* i. 、 b ナんく  7  かび こん  すく  こ U そ- フ ?F .A ひ 

なかつ たでせ ぅか？ その 州 三 衝河歡 の pt{ pi, に、 甲 比 丹 「まる どな ど」 を 救つた 虛無 僧、 堺の 
1 1 寸㈣ M に、 議の pk つてゐ た i A£ … 

だつ たのに 齡ひ ありません U いや、 それよりも 大事な のは、 去年 この 「さん •ふらんし す こ」 
の S へ、 おん， t ゃ」 の ^ _め た、 II んの辭 i を！！ じて ts も、 S り Mi と^! 
ふ 信徒だった 筈です。 ■ 

しかし 祭は 囊な がら、 一々！ 一 して ゐる 1 は .S ません 〇  I どうか！： 1 •齡 


お ほむ ら 


7 フじ  な ^ 


い  な含 へ  あ  なに  じん f£ い 

さぅ 云 ふ もの も 名前を 明かせば、 何が し甚内 


こと  しん 


く r: 


でき 


じ A . な い  せけん  余ん  にんげん  あま *' は  こ〜  I  ノ  <  f  '  ，… >、 

甚 内は、 世間 一 股の 人間と 餘め變 りの ない 事を 信じて 下さい。 さぅ です か？ では 出來 るた け 

て み じ  よ •フ む  の  こと  あるを とこ fc 5l しひ  仁 め  おい S 

デ 短 かに、 わたしの 用向きを 述べる 事に しませぅ。 わたしは 或 男の 魂の 爲に 、「みさ」 の 御 祈 


象 U 


^ *; 5 ry つえ*' d  L  <  *  K  /V 

りを 願 ひに 來た のです。 いや、 わたしの 血 緣の もので. はありません。 と 云 つても 亦 わたしの » 


がね ち  fa  なまへ，  な i へ 

金に 血を 塗つ ?.: もので もない のです。 名 m です か？  名前は 

t ん 一一 ん  あ  をと こ！！ まし ひ fc め 

かどぅ か、 わたしに も 判 iir はつき ません。 或る 男の 魂の 爲に 
本人の 爲に 、冥福を 祈つ て やりたい のです。 いけません か 


— さあ、 それを 明かして 好い 

^ .る 0* 、こ 

- 或は 「ほぅろ」 と 云 ふ 日 

なるほど あ t かは じんない  い 

•成程 阿媽港 甚內 に、 かぅ 云 ふ 


報恩 13 


ニー 九 


春 取 


ニニ 〇 


こと fc の  てがる  . 7 げ * B と  かく  とほ  じじ ザう  4 へな 

事を 賴まれ たのでは、 手 輕に受 合ふ氣 にもな れま すまい。 では 兎に角 一通り、 事情 だけは is! し 
て 見る 事に しませぅ。 しかし それには 生死を 問は ず、 他言し ない 約束が 必要です こ あなたは そ 
の 胸の 十字架に 懸けても、 きつと 約束を 守ります か？ いや 1 、失 禮は赦 して 下さい。 (， 微 
免) 伴天連の あなたを 疑 ふのは、 盜 人の わたしには 僭上で せぅ。 しかし この 約束、 を ¢1 らな けれ 
ば、 广 突然 眞 面目に) 「いんへ るの」 の k 火に 燒 かれず とも、 現世に 罰が 下る 箸です。 

もぅ 二 年 あまり 以前の 話です が、 丁度 或 風の 眞夜 中です。 わたしは al 水に 姿を 變へな が 

S やう t ち te か  き や •っ 1 ち 7S: か  よ  ば じ 

ら 、京の 町中を ぅろついて ゐ ました。 京の 町中を ぅろついた のは、 その 夜に 始まつ たのでは あ 
りません。 もぅ 彼是 五日 ばかり、 何時も 初更を 過ぎさへ すれば、 必 人目に 立たない やぅに、 


> ? ■> 


およ 


こと 


いへいへ  ，っかが  もちろんなん  ため 

そつと 家家を 窺つ たのです。 勿論 何の 爲だ つた かは、 註を 入れる にも 及びますまい。 殊に その 


ころ  まりか 

頃は 摩 利 伽へ でも 


じ わ fc ょけい  かね  い r ょ、 フ 

時 渡つ てゐ るつ もりでした から、 餘 計に 金の 入用 も あつたので す 0 


t ち  もちろん 


むかし ひと ど ほ fc a し 

町は 勿論とぅ の 昔に 人通りを 絕 つて ゐ ましたが、 星 ばかり きらめいた 空中には、 小 やみ もな 

かぜ  おと  •  くら  の きづ fc をが は ど a くに  く  つじ 

r い 風の 音が どょめいて ゐま す。 わたしは 喑い軒 通 ひに、 小川 通りを 下つ て來 ると、 ふと 辻を 一 


P 


ところ  お ほ  かど やし S  み St や、 フ  な  し  ほ ぅで、 っや や 

つ 曲つ た 所に、 大きい 角 屋敷の あるのを 見つけました。 これは 京で も 名を 知られた、 北 條屋彌 


三 右 衞 門の 本宅です ok じ 渡海を 渡世に して ゐて も、 北條 M" は 1 1? 鲂 m などと ■か 避べ る 斬は 

で S と  か くし やむ ろ  る そん  ふね  そ、 フ  ^  VA 

出來 ますまい。 しかし 兎に角 沙室 や呂宋 へ、 船の 二 一艘 も 出して ゐ るので すから-一 かどの 分 

(> んしや  ち/  な に  、っち  めあて 

限 者には 違 ひありません。 わたしは 何も この 家を 目當に 、うろついて ゐ たのでは ない のです 
が、 丁度 其 處へ來 合は せた のを 幸 ひ、 一稼ぎす る氣を fe? しました。 その hi ぎに も 一ぃム つた 避り、 
夜は 深いし 風 も 出て 〇 る、 —— わたしの 商賣に とりかかる のには、 萬 事 持つ て來 いの 寸 r£!f で 
す。 わたしは 路ば たの 天水桶の. 後に、 網 代の：^ や 杖を 隱した hi 、 紋 vii 齡を k り 皆ぇ •走し UO 
世間の 噂を 聞いて k 覽な さい。 阿媽港 甚内 は、 忍術を 使 ふ、 —— ぎ でも齡 さう デ つて ゐま 
す。 しかし あなたは 俗人の やうに、 そんな 事は 本 當と思 ひますまい。 わたしは 忍術 も 使は なけ 
れ ば、 悪魔 も 味方には して ゐな いのです 。唯 阿 勝 港に ゐた時 分、 1 萄牙の 船の 16 者に、 范 f の 
學問を 敎は りました。 それを 實 地に 役立てさへ すれば、 大きい 錠前を 扭ぢ f つたり、 重い鬥 を 
外したり する のは、 格別む づ かしい 事ではありません。 (微笑) 今までに ない 盗みの 仕方、 —— 
それ も 日本と f ふ 未開の 土地は、 十字架 や鐵砲 っの% 涞と同 樣 、やはり 西洋 っに敎 はつた のです。 
わたしは 一とき とたたない 內 に、 北 條屋の 家の 中には ひつて ゐ ました。 が、； g い® 下を つ 合 


春. 啜 


ニニ ニ 


4> fc 


お どろ 


こ • 


ひ 护 け 


はな  1 ご 急 


V」 しき 


當 ると、 驚いた 事には この 夜更けに も、 まだ 火影の さして ゐる ばかり か、 話し 聲の する 小 座敷 

ようす  ち やしつ  Ar-が  にがら しちや 

があります。 それが あたりの 容 子では、 どうしても 茶室に 違 ひありません。 一風の 茶 か」 


し 


わたしは さぅ 苦笑しながら、 そつと 其 處へ忍 び 寄りました。 實際 その 時は 人聲 のす るのに、 仕 
事の 邪 賢を 思 ふょりも、 數 & を贤 らした 圍 ひの 中に、 この 家の 主人 や 客に 來た 仲間が、 どんな 

ふ、 フ りぅ  たの 

風流を 樂 しんで ゐる か？ — 


こ 


こころ ひ 

•そんな 事に 心が 惹 かれた のです 


〇 


衡が f に F を 寄せる が - ¥•? いか、 わたしの 取には S 心った 通り、 ぎの たぎり がは ひりました 。が、 
その 音が すると 同時に、 意外に も 誰か 話を しては 泣いて ゐる聲 が 聞ぇ るので す。 誰か、 - と 


い 


ど  き 


をん な 


r 

t 


J と 


たいけ  ち や if しき 


云 ふよりも それは 二度と 聞かずに、 女 だと 云 ふ 事 さへ わかりました。 かぅ 云 ふ 大家の 茶 座敷 
に、 眞 夜中 女の 泣いて ゐ ると 云 ふのは、 どぅせ 唯 事ではありません。 わたしは 息を ひそめた 
觀、 幸 ひ 明いて ゐた 襖の 隙から、 茶室の 中を 覗き こみました- 
靈の磬 il された、 £紀 らしぃ, 1 任 i。 1 び 被が 霧の ¥ — ■ひの 的には！： 

やくそく ど S ちの さ  おもむき 仁！！ よ  とこ  まへ  ち や、 つど 1 しやう めん  t ^> ら Y t5 ん 


〇 


1フ ど 1 しやう めん  ^  ^  ら V C ん 

1 度 わたしの 眞 正面に 坐つ た 老人 


約束 通り、 物 寂び た 趣が 漂つ てゐま した。 その 床の 前、 1 


見た のでは、 签の煑 ぇ 一一 日で も 聞ぃて ゐるゃ うです。 i: 二 右紀^の t には、 配の 好ぃ ^ «| の 
老女が 一人、 これは 橫顏を 見せた 儘、 ぼ 時淚を 拭つ てゐ ました。 

「いくら 不自由がない やうで も、 やはり 苦勞だ けは あると 見ぇる OJ —— わたしは さう 思 ひなが 
ら 、自然と 微笑を 洩らした ものです。 徽免を 、 —— かう 云 つても それは 北 條屋夫 婦 に、 悪意が 
あつたので はありません。 わたしの やうに 四十 年間、 惡名 ばかり 負つ てゐる ものには、 他人 
の、 —— k に 幸福ら しい 他人の 不幸は、 自然と 微笑を 浮ばせる のです。 (殘 酷な 表情 5 その m も 
わたしは 夫婦の 歎きが、 歌舞伎を 見る やうに 愉快 r:' つたので す。 (皮肉な 微笑)。 しかし これは わ 
たし 一人に、 限つ た 事では ありますまい。 誰に も 好まれる 朝 紙と 云へ ば、 悲しい 話に きまつて 
ゐるや うです こ 

彌 1 一一  k 衞 i: は 少^の 1 、•息をする やうに かう 云 ひました。 

「もうこの 羽目に なつた 上は、 泣いても 喚いても 取 返しは つかない。 わたしは 明日に も 店の も 
のに、 暇を やる 事に 決心を した 0 J 

その， 又 烈しい風が、 どつ と 茶室を 搖すぶ りました。 それに 聲が 紛れた のでせ う。 彌 『二が 新 
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春 眼 


ニニ 四 


もし  M、 ぎ  こと or ft ん ?•■» *  じん  ぅ ?2 づ  り やうて  ひざ  うへ 

門の 內議の 言葉は、 何と 云つ たの だか わかりません。 が、 主人は 頷きながら、 兩手を 膝の 上 


く  ち t 6 じろ  て-^ じ 3 -<フ め * ふと  象 ゆ  とが  ほ 5. ぼ to こと ? な •かめ じり 

組み 色せ ると、 網 代の 天井へ 眼を 上げました。 太い 眉、 尖つ た頰 骨、 殊に 切れの 長い 目尻、 


一一 し  み  み  ほど  いつ  ど  あ  かほ， 

J れは 確かに 見れば 見る 程、 何時か 一度は 會 つて ゐる顏 です 


〇 


あるじ  巧 i  なに  われわれ ふ、 フ ふ  こころ ? 象  おちから  おめ^-  く！ 一 

「おん 主、 「えす •きりすと 一漾 。何と ぞ 我我 夫婦の 心に、 あなた 樣の御 力を 御惠み 下さい 


.1 ご  こ  あ ひ •に t: 仁 fc やさ 5 S. もん  £  み つづ 

の 加 賢を 乞うて ゐる やうです。 わたしは その 間 瞬き もせず、 彌 三右衞 門の 顏を見 績けま し' 

す f% »! の齡 つた 1、 わたしの T に PS は、 一一 +靛祇の® です、 わたしは この le; 
傲の 扔に 、はっきり il 一一 1: 衞 門の 姿を 撾 へました 0 


-  〇 


さ 


ねんい ぜん 3t f  い 

その 二十 年 以前の 記憶と 云 ふのは 


1 な  おょ fcl f; てみ じか  じ じつ 

•いや、 それは 話す には 及びますまい。 唯 手 短に 事實 


ちら 


、  あまぃ a. わに  とき * る} j a ん  せんどぅ * や ふ いのちた す  Jx( 

だけ 51 へば、 わたしは 阿媽港に 渡つ てゐた 時、 或 日本の 船頭に 危い 命を 助けて 貰 ひました そ 
の 齡 は Sr へ i ぎ 寶り もせず、 それなり W れて しま ひました が、 今 わたしの 見た 彌 三右衞 門は、 當 

IV  ん ど、-  ち' is 9 ぐぅ  おどろ  ら .r じん  かほ  み 4 ♦も 

年の 船頭に 裏 ひない のです。 わたしは 奇遇に 驚きながら、 やはり この 老人の 顏を 見守つ てゐま 


)^-0  か fc 螃ぴ ふし  ふと  て  か つか 5  い 1; 11さん ^ «- 5 l/ a 

した。 さう 云へ ば 威 かつい 肩の あたりや、 指 節の 太い 手の 恰好には、 未に 珊瑚礁の 潮け むり 
や、 白 擅 山の 句 ひがしみ てゐる やうです。 

彌三が 衞 門は 長い 御 祈りを 終る と、 静かに •赴 女へ かう 云 ひました。 

「跡は 唯！： 事 も、 沿 赶の爾 *r t 鼐と si うたが 妒い〇 —— では 411' のた ぎって 〇 るのを 茕 ^: 殺で- 
も 一つ 立てて 貰は うか？」  一 
しかし 老女は 今更の やうに、 こみ上げる 淚を堪 へる やうに、 消ぇ入り さうな 返事を しまし 
た 0 

「はい。 —— それでも まだ 悔やしい のは、 —— J 

「さあ、 それが 愚痴と 云 ふ ものぢ や、 北條 丸の 沈んだ の も、 抛げ 銀の 皆 倒れた の も、 —— 」 
「いぇ、 そんな 事では ございません。 せめては# の 彌三郞 でも、 ゐて くれれば と 思 ふので ござ 
いますが、 . J 

わたしは この 話を 聞いて ゐる ’內に、もう一度微笑が、浮んで把ました0が、 1| 纪は肥礙,ので 
運に、 愉快を 感じた のではありません 。「昔の 恩を 返す ぼが 来た」 - さう 田 1 ふ «7 が 觀 しかつた 


春瓿 


三 六 


のです。 ゎたしに も、 1 賢齡の& 靈 1 にも •  P に 變 しが ^ f 駆 i、 I— ぃ 

は一、  ひ 一 i く  せけん  ぜんにん  か あ V 

や、 この 駆 さを奶 f のは、 わたしの％ に い。 (皮肉に) 世間の 善人 可哀さ 


3 


そんな， も 碌には 知らないので すから。 


か、 

なじ 


術、 ああず ふ A? でな しは"^ らぬだ けに まだし も 仕 合せな 位ぢや 。 . 」 

i; 二が 紀脱 は齡哲 しさぅ に、 n sl へ 眼を 外ら せました。 

•ズ  きふ i し G  し is も  *  Av^a 

.あ、 つが 術 ひを つた 紙で も あれば、 今度 も t 揚だ けは 遂げた かも 知れぬ。 それを 田 心へ ば 勘 会 


おも  かん 51 a 


したのは、 


V  ? 


彌一 


、v*  おどろ  U  〇 

i 一一^ 紀％ (1 かぅ 一一 4 つたなり、 變 いたやぅ にわたしを 眺めました。 これは 驚いた の も 無理は 


と S こる i 


t かひ ふすま あ 


L 力 も、 て ^ t 


ありません。 わたしは その 時聲も かけずに、 堺の 襖を 明けた のです から - 

の f りと r ば、 i ll に P やつした ギ 1 の f  r だ f に、 讓配 巾を かぶって ゐ 


た © ですから 


^ 一れ 


.誰 だ、 おぬしは 


• 


彌三右衞門は年はとつてゐても、毗歐に齡を艇しました。 

「いや、 御 驚きになる には 及びません。 わたしは 阿 勝 避、 甚ん！ ：ぃと 云 ふ ものです 0 —— まあ、！： 驚 

のです。 1 し. 

わたしは 頭巾を 脫ぎ ながら、 i; 一一 II 傲 隈の紙 に觀 りました 0 

その後の事は諷さすとも、あなたには槪|^^るでせう。わたしは肥 1? 彫の^1|を歡ふ獻 

W  4  い  にちげん  にち fc が 6' わん かね  て、 ?. こつ ^ ん i5 へ  や？ LT J- 

に 三日と 云 ふ 日限を 一日 も 違へ ず、 六 千 貫の をを識遲する’恩返しの你氧を洁んだのです〇 

たれと > と  あしおと S こ  こん p  J めん •二 

4b や 誰 力戶の 外に 足音が 聞ぇ るではありません か？. ではん r 隻ょ ^ 兔 下さ、。、 づ rl 
明日 か 明後日の 夜、 も 5 i^ 此 a~ へ 忍んで 於ます。 ぁの；^ デギ 架の / II の .-) ^ 衝溫 の歡に 1 齡 
いて ゐて も、 日本の 空には 見られません。 わたし も TI 脇 ああ 云 ふやう に 0g 初では 起 ゼ_ま せて 

こんや  ねが  き  こまし y fc * 

ゐな いと、 今夜 「みさ」 を 願 ひに 來 た、 「ほうろ」 の 魂の 爲に すまない のです。 

何、 わたしの 述げ途 です か？ そんな *: は、 & に SS びません。 この 敲ぃ 1^ 1 からで も、 ぁの 
大きい 暖爐 からで も、 自由 自 «c に 出て 行かれます。 就いては どうか ^^ 觀も、 BX A^ 「丞 うろ 一の 


春跟 

しひ  t め 


- 三 八 


さい 11 ごん  つつし  く：！. 一 

、  ▲ 1  /  w  s  ノ 〇 .1*  » VI  、〇 


魂の 爲 に、 一切 他言は 愼んで 下さい • 


北 條屋彌 三右衞 門の 話 


1 ：lk 避 1 1 どうか わたしの 黻紀を 1 聞き 下さい 。御 承知で も 御座いませ うが、 この頃 世上に 

i が 敲 ぃ、 k 靈 湿と r 繫が ござぃます。 裳 # I の 街に f でゐ S も、 麗、 _ ef s 
苏を FS も、 S ぃぎ m では、 S の義 を Is たの も、 齡ぁの 雰とか び ま 

から  うへ  こんど  で、 っも 4? » し  さら  くび  い  こと 

した。 それが たうとう 搦め とられた 上、 今度 一條 戾り 橋の ほとりに、 曝し首に なつた と 云 ふ 事 
も、 配 WI SI には ひつて^ り ませう。 わたしは あの 阿媒港 甚內に 一方ならぬ 大恩を 蒙り まし 


ち 


た。 が、 券 ix を 5 ただけ に、 驚では 祗 とも ¢1 しやぅ のなぃ、 齡 しぃ 0^ にも 遇っ たので 

し ^ い  おき  5 へ  つみ a うでう やや ' 5 •フ a ちん  てんてい  こ あい H ん  おい Q 

ざいます。 どぅか その 仔細を 御 聞きの 上、 罪び と 北 條屋彌 三右衞 門に も、 天帝の 御 愛憐を 御 祈 


く  il 

り 下さい 

ち や 1ど い t 


〇 


f ^ •ま rl v  ，ぜん  ふ ^ こと f f つ L 〇 xl lt> 40  ふ t2L 

丁度 ヤ から 二 年 ばかり Jsl1 一前の、 ル、 の 事で ございます。 ずつ としけば かり 續 いた 爲に 持ち船 

1 ， っで ぅまる  しづ  な  ぎん  み f*: fc ふ  かさ  ぁげく  ほ、 フで WS や 

の 叱條 丸は 沈みます し、 抛げ 銀は 皆 倒れます し、 —— それや これ やの 重なつ た 揚句、 北 條屋一 


か 


f 対 散の呢 に、 仕 於の なぃ 1 r なって しま ひました。 黑姐 S4 り [HTI ^ には 恥 r II は ご 

しほ  す 


と ち 


ま ^ 


ざいましても、 友 ^ f ちと _す ものは ございません。 かぅ なれば もぅ齡 槪の家 11 丄、 ぅづ 齡に f 
はれた 大船 も同樣 、まつ 逆樣 に r 洛の乾 へ、 f 洛ち こむ ばかりな ので ございます。 すると BJtf を、 
— ず もこの 备ん "_献" の 11 しい 松で ございま したが、 わた. し 露： •はぎ 
存知の 圍 ひに、 夜の S* ける のも资 ら ず！！ i てが— した。‘ へ議は ひつて # I つたのは •  ；g 
水の ^ に 南！ gk ⑽を かぶつた、 ぁ の&雕溫繫でござぃます、わたしは想 1| デもすれば、疋 

いた  じんない  はなし 5 み  をと こ  at  I 


怒り も 致しました。 が、 萬 ぼ， 聞いて r 要と、 ぁの！^ やはり 游みを 黻； y に、 ゎたしの 
宅へ ぎこみ ましたが 二 II には 舒. ^銳 ばかり か、 が說 し ^ I が M! ぇて ゐる 、そこで 衡継し 

，  ノ  M  、 

/I つたと 力う 云 ふ 次第では ご ?' いません か？ 

成程さぅ云はれて見れば、齡尉ーー十|:にもなりませぅか、まだゎたしが|^||遞ひの「ふす 


た」船の船既を配してゐた ^; ぁそこへ脫がかりをしてゐる ^1 に、||さへ礙になぃ 05 材たをひ「 
人、 助けて やった *; がご ざいます、 -M2 でも その峨 の ®! 。 は、 ふとした ？® 5 の ^ 1 1< から- ギ Ai 


報恩 記 


ニニ 九 


春® 


二 三 〇 


を 飯した 飯に* 避 P がかかった とか ¢1 して 纪 りました 。して 見れば それが 今 B では、 あの 


そ 


b  ^  、 i じ ^ 、」、  、  •二、 CL J- びと  と  力く じん fc い  こと & 

阿媽. 潔 甚 £ と 元 ふ \名似 の 盗人に なつた ので ございませぅ。 わたしは 兎に角 甚內の 言葉 も ？® で 

こと  か  ね  さいは  ょぅむ  仁 づ  み 

ょな、 i 事が わかりました から、 一家の ものの 寢て 〇 ろのを 幸 ひ、 まづ その 用向きを 尋ねて 見 ま 


した 


C 


じん M、-  &V  をと こちから おょ  こと  ねんい ぜん  おんがへ  ほ i5 で l c-> ^ <  ^  J 

すると 甚 1 1： の 申します には、 あの 男の 力に 及 •ふ 事なら、 二十 年 以前の 恩返しに 北條 屋の危 


M を 救つ て やりたい、 差當り 入用の 金子の 高は、 どの位 だと 尋ねる ので ございます。 わたしは 
t  く  i  f  s  I  ’ 1 : — それが^ K しい ばかりでは ございませ 


さし あ fc いりよう  きんす fc か 


くら ゐ  一一 づ 


> \i  くせう い. U  ね すび と  かね  て、 つ f- つ  もら 

思は ず 苦笑 致しました 。盗人に 金を 調達して 貰 ふ 


いか  ぁま i' はじんない  い  かね  らゐ  セ に  > ， I、  >  - 〆  ベ,、?、 t  ‘  - 

ん 。如何に 阿媽 歡 甚內 でも、 さぅ 云 ふ 金が ある 位なら ば 何も わさ わさ わたしの 宅へ 盗みに 


b 


あに  きん？—  じんない  こくび  か 11 む  、二ん 广 i、 3 

は ひるに も當 りますまい。 しかし その 金高を 申します と、 甚內は 小首を 傾けな ガら 今夜の 內 
にはむ づ かしい が， 三日 も 待てば 調達し ようと、 無造作に 引き受けた ので ございます。 が、 倜 
しろ AV 用な のは、 六 千 貫と ーゴ ふ 4 金で ございます から、 きつと 調達 出來 るか どうか、 當て にな 


り ん  さいめ  、ぉ J-ii r'?. 

る ものでは ございません〕 やや、 わたしの 量目/一では、 まづ賽 の 目を たのむ よりも 覺束な 


と 


かくご 


覺浯 をき めて ゐま した。 


甚內は そ S 夜 わたしの 家內に 、悠悠と 茶 なぞ 立てさせた 上、 風の 中を 歸 つて 行きました。 が、 
その 翌日に なつて 見ても、 約束の 金は 屆きま せん。 二日 目 も 同 樣でご ざいました C 三日 目は、 
— この 日は 雪に なりました が、 やはり 夜に 入つ てし まつた 後 も、 何一つ 便りはぁりません ミ 
わたしは 前に 甚れの 約束、 は、 當 にして 居らぬ と 申し上げました。 が、 店の ものに も 私を 出さず、 
成行きに 任せて 〇 た 所を 見る と、 それでも 幾分 か 心待ちには、 待つ て 〇 たので ございませう。 
又 實際 三日 目の 夜には、 圍ひ の行燈 に 向つ てゐて も、 雪折れの 音の する 度 毎に、， き 耳 ばかり 

fc  を 

立てて 居りました。 

& が 三 1 も 過ぎた 時分、 突然 茶室の 外の 庭に、 何 か 人の 膨み合 ふらしい i 音が M? ぇる では ご 
ざいません か？ わたしの 心に 閃いた のは、 勿論 甚內の 身の上で ございます。 もし や 撕り P で 

も かかつ たのでは ないか？ - わたしは 咄嗟に かう 思 ひました から、 庭に 向いた 障子を 明ける 

が 早い か、 行燈の 火を 掲げて 見ました。 雪の 深い 茶室の 前には、 大明 竹の 垂れ 伏した ぁたり 
に、 誰か 二人 掴み合つ てゐる —— と 思 ふと その 一人は、 撕び かかろ 相手を 突き 把した なり、 ii 
木の 蔭を くぐる やうに、 忽ち 摒の 方へ 逃げ出しました。 雪のは だれる 音、 塀に 攀ぢ 登る 音、— 
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-.S ぎり ひつ そりして しまつた のは、 もぅ 霧か齡 のがへ、 f に 落ち延び S て ごさ W ま 

t  *  »  ,  Lr  L  ). >' ， 、 < fN 5 **0 fe «  »  Ml. ^ 4  ,  <  * 、 V、  > 、 o ， 
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3 


ゾ」 て s  —  丨、、 J 2  f  しづ 

が、 1 ?1 された, の Tf 、 餛 i を y うと 4.K 體の ss ながら、 f 


せ 

ま へ  あゆ  よ  ， 

にわたしの 前へ 步み 寄りました 


〇 


あ ^ かは じんない •  3 

•わたしです。 阿媽港 甚內 です よ」 


ゎたしは f と— 1、 f 議 I、 I 於 

とんだ F, し t た。 f ぁの P りの f 、 f 字ねば し 仕齡 せです が。」 

齡所は 駆 ひへは ひると に、 ちらりと ぎ 笑を 撕 らしました。 

「呢 、ゎたしが 銳んで f と、 SP この龄 の Tfe へ、 歡 ひこ t とする ものが ぁろので す' 
そこで 一つ 慕り にした ギ S I, 見て やらぅ と S? つたので すが、 たぅと— げられ てし まひ ま 

ゎ仁しはまださつきの媪^\、撕りデの駿がございましたか.ら*私人ではなぃ力と锋ねて見 


, — この 位 珍しい 事は ございますまい。 今度は 甚内 よりも わたしの 顏に 、自然と 苦笑が 浮び ま 
した。 しかし それは 兎 も 魚 も ' • 調達の 既否を 聞かない 內は 、わたしの 心 も 安 まりません。 する 

い， つい、 フ  ど 5 t 

、悠悠と 胴卷 きを ほどきな が 


じんない 


ころ 


と 甚內は 云は ない 先に •わたしの 心を 讀んだ CD で ございませ 


ろ 


まへ  かね づフ  た ら 

ら 、爐の 前へ 金 包みを 並べました。 


> #> んしん 

「御 安心な さ 


ぐわん くめ A 

六 千 貫の 工面は つきました から 0 


じつ  S CD ふ  ぅ ?, t いていて. っ： ii 3 

. 實は もぅ 阼日 の內 に、 大抵 調達した の 


き 


です が、. まだ 二 百 貫 程 不足でした から、 今夜は それを 持つ て來 ました。 どうか この钰 みを 受け 

ぎて P ぃ 。繼 r でに 編 めた ぎ、 ぁなた 窮 対 一 ii 备 らなぃ m に、 この 1 の 管へ 

隱 して 置きました。 大方 今夜の 盜 人の やつ も、 その 金を 嗅ぎつ けて 來た のでせ う 0 J 

«  •-  -  -  » 

わたしは 夢で も 見て ゐるや うに、 さう 云 ふ 言葉を 聞いて ゐま した。 盗人に 金を 施して 貰 ふ、 
—— それは あなたに 伺は ないでも 確かに 善い 事では ございますまい 。しかし 調達が 出來 るか 
どうか 半 信！ f 疑の 齡口 ゐた齡 は、 1  ん 1? も! f へずに r りました し、% 私と なつて^ れば 、むげ 

ラと  まを  ，かね .t  i  か 

に 受け取らぬ とも 申されません。 しかも その 金を 受け取らない となれば、 わたしば かり か 一家 


こころ 


ご れんびん 


G もの も、 路頭に 迷 ふので ございます。 どぅか この 心 もちに、 せめては 御憐僻 を雜 加へ 下？ 

*• -*• _•  -  .  • 
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hum 


、フ  ク し ^ |% 44 、  、 > 4-、フ®-  り ? ' > て 1 |: な  *  J S: を  ぶ .V 〆 

わたしは K 時 か甚が の 前に、 恭しく 兩手 をつ いた 儘、 何も 申さずに 泣いて 居り まし 


た 


〇 


L: 


その 齡ゎ たしは 二 被の ®! 释 $ 齡ゲ k かずに ぎりました。 が、 たぅと、 ^ 紀も せずに 恙な 

V  hq ^ ^ C; ッ ^: 、 ^ 、 > い  0 ^ *0 こし * (1 fr * 

いその 日を 落ら れ るのは、 皆 甚 RI の 御 ^ でございますから、 何時でも あの 男の 仕 合せの 爲に 


ところ 


A? 奶れず おん 一 「まりや 」 ii へ も、 ii 願を こめて ゐ たので ございます。 所が どぅで ございませ 
、}3の_漱 の I ざけば、 11 ■ !! !:" は Sr のギ MI & に齡を *1 して t と、？ 
¢1 すでは ございません か？ わたくしは ぽ きも 致しました。 人知れず 淚も 落しました。 とかし 

f ミ  V いお も  い. u *' ii  >  I  j む」 し  >な3$、 し 匕ナ ト こ；^ 

積惡の 報と 思へ ば、 これ も 致し方は ございますまい いや 寧ろ この 永年 天罰 も 受けす に 居 


りました S、 ^: I- だつ た擊 ござぃます。 が、 せめても の S しに、 冒 がら 回向を して 

おも  け ふと も 

やりたい。 


かげ 


^  r. 


かう S? つた もので ございま すから、 わたしは ヂ B" 伴 もつれずに、 早速 一條 戾り 


橋へ、 その 曝し首を 見に 參 りました。 

Ml り！ 一 の ほとりへ 銳り ますと、 もぅ その齡 を * I した 1 には、 丸 歎 A; がた かつて 居ります。 罪 

じ ? フ しる 1/ ら，  ふ ^ くび fe ん〆  し fc やべ 一」 ん  ^  ^' 一|  一!/ 卜 I  ノ〇 ぐ、、 1 1 1 s:*f ハ！^  ナ - 

狀を 記した 白木の 札、 首の 番をする 下役 人 —— それは 何時もと 變 りません 力 三本 組み合せ 


* %- ii け  5 へ  の  ベび 

た、 靑 竹の 上に 載せて ある 首は 


ああ、 そのむ ごたら しい 血 まみれの 首は、 どぅしたと 云 


さ5ざ ぅ  ひと  な か ¢> 1 で  くび  み  ば4-  お 6 

ふので ございませぅ？  わたしは 騷騷 U い 人だかりの 中に、 蒼 ざめ た 首を 見る が 早い か、 思は 


fc /  くび  をと こ  あ袈か はじんない  くび 

ず 立ちす くんで しま ひました。 この 首は あの 男では ございません。 阿媽港 甚內の 首では ござ 


ふと t a.  つで 2. S. みけん  か！ 一 ? £ き -f 

ません。 この 太い 眉、 この 突き出た 頰 、この 眉間の 刀 創、 


14 二  じん tt い  こ  で 

- Mi 一つ 甚内 には 似て 居 


り ませ 


ひと 


た け 


の 


i つ ぜん ひ  ひかり  ft  -  ✓  〇  #1*/: 

ん 。しかし、 —— わたしは ^ 於 日の 光 も、 わたしの まは りの 人だかり も、 竹の 上に 載せた 曝し 
齡 も、 p r . ■いぎ ぞ、 |れてしまったかと歡ふ ^| ||しい_に_はれました。この齡 


じん M、<  くび fa んい ぜん 

よ甚內 では ございません。 わたしの 首で ございます。 二十 年 以前の わたし、 


ち や 5 どじんない いのち 

I  丁度 甚內の 命 


fc -r ころ  や 芝ぶ ら •つ 

の 助けた、 その 頃の わたしで ございます。 「彌 三郞. 


■わたしは 舌 さへ 動かせたなら、 かう 


? け  し  こ 3. * どころ Jr' *f fi お-,) り  f. ,,  ふ . S 

叫んで ゐた かも 知 わません。 が、 聲を 揚げる 所 かわた しの 殺は 瘧を 病ん たやう に、 震へ てゐる 


•はかりで ございました 


0 


^0! わたしは 啤 tr の やぅに、 fl のぎし •!-& を i めました 。首は やや 仰向いた 儘 半ば 開 

わけ  せがれ 


1 ぶ t fc A t もを  ft 

いた 厓の 下から、 ぢつ とわたし を 見守つ て 居ります。 これは どぅした 譯でご ざ いませぅ？  俾 

な こ t ちが  じ』， Ji、-  おも  ご ^ んみ  5 

は柯 かの 間違 ひから、 甚內と 思 はれた © で ございませう か？ しかし 御 吟味 も 受けた とすれ 


報恩 ia 


二三 五 
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二 三 六 


、  まち &* おこ 6 1 か ^ じん & い  せ d' れ  • 

丈、 さ 5 一14 ふ 問 i あ ひは SH- りますまい。 それとも 阿媽港 甚內 とい ふのは、 粋 だつ たので ございま 


•さ 


せ、 ふ？ ゎたしの 巷へ ぎ 4 1! ぎ、 i か 爵の靈 を f た、、 II ビ つたので— ぃませ 

よず  か  い  にちげん  にち ?- - が  J わん 4' ね  くめん 

ぅか？ いや、 そんな 151 は ございません。 三日と 云 ふ 日限を 一 日 も 違へ ず、 六 千 貫の 金を 工面 

ひろ じほん  くに  じんない tt か^ : H 4 

すろ ものは、 この 廣い 日本の 國に も、 甚內の 外に 誰ガ 居り ませ 


み 


sy  9.# 


して 見る と 


とさ 


•その 時 


miT 00 

^1 こはつきり潔んで «| 、りました。あの男は誰'たつたのでございませう？ もし や 枠では ござい 
ますまい か？ さう 一一 4 へば あの 男の 姿 かたちは.’ ちらりと 一眼 見た だけで も どうやら 枠の 彌 
r 一 m に、 r しゐ たやう でも ございます。 しかし これは わたし 一人の、 心の 迷 ひで ございませう 

—— わたしは 夢の 覺め たやう に、 しけ じけ 首を 眺めました。 す 


力 


?. 


せがれ 

もし 粋 だつ たと すれば 


むらさ き  め- フし i  くちびる  なに  ほ窆 みち かも S:  '  ) -9 ,)} .  > '、 、 

ると その 紫ばん だ、 妙に 緊り のない 唇には、 何か徽 笑に 近い 物ガ ほんのり 殘つ て 〇 るの て ' T- 


ざいます。 

_ し 首に 微笑が 殘つ てゐ る、 


こと 


き 


お t 


し 


あなた そんな 事を お 聞 ^ になる と、 御哂 ひになる かも 知れ 

め  おも  なんどみ _た-ほ 


さ  V1/TJ  6  /Id  •〆'  f  i 

ません。 わたし さへ それに 氣の ついた 時には、 眼の せ ゐか とも 思 ひました" が、. 何度 見直して 


も、 その IV からびた 唇には、 確かに 微笑ら しい 明み が、 漂つ てゐ るので ございます。 わたしは 
この 不思議な 微笑に、 永い 間 見入つ て 居りました。 と、 K' 時 かわた しの 顔に も、 やは 〇 微笑が 
浮んで il りました。 しかし 微笑が it： ぶと 同， 時に、 眼には 自然と 熱い 淚も 、にじみ 出して 來たの 
でございます。 

「お 沿さん、 堪忍して 下さい。 —— J 
その 微笑は 無言の 內に 、かぅ 申して 〇 たので ございます。 

.「お 幻さん。 不幸の 罪は 堪忍して 下さい、 わたしは 二 年 以前の 雪の 夜、 勘 I の 御 詫びが したい 
ばかりに、 そつと 家へ 忍んで 行きました。 晝間は 店の ものに 見られる のさへ、 恥し いなりを し 
てゐ ましたから、 わざわざ 夜の 更ける のを 待つ た 上、 お父さん. s 寢間 の戶を 叩いても、 御 眼に 
かかる つもりで ゐたの です。 所が ふと 圍 ひの 障子に、 火影 s さして ゐるの を 幸 ひ、 其處 へ怯づ 
怯づ 行き かける と、 いきなり 誰か 後から、 言葉 も かけすに 組つ きました。 

「お父さん。 それから 先は どぅな つた か、 あなたの 知つ てゐる 通ゎです 。わたしは 餘り 不意 だ 
つた 爲 、お父さんの 姿を 見る が 早い か、 相手の 曲者を 突き放した なり、 高 塀の 外へ 逃げて しま 
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ひした。 が、 雪 私り に 見た 相手の 姿は、 不思議に も 81 水の やうでした から、 誰も 追 ふ 者の ない 
のを 確め た！!、 もう 一度 あの 茶室の 外へ、 大膽 にも 忍んで 行つ たのです。 わたしは 圍ひの 障子 
越しに、 一切の 話を 立ち聞きました。 

「お犯さん 。肥 i? f を 救 ゝつた は、 わたしたち 一 f 承の 獻 AX です 〇わた しは 1 k の 身に 危急が 

S ば、 たと へ齡湛 b て も、 m2 & ぃたぃ と 器し ました。 ? s のぎ 1. す ¥r は、 警をぞ 

けた 浮浪 人の わたしで なければ 出來 ますまい。 わたしは この 二 年間、 さう 云 ふ 機會を 待つ てゐ 
ました。 さう して、 —— その 機會 が來 たのです。 どうか 不孝の 罪は 堪忍して 下さい 3 わたしは 
極道に 生れました が、 一家の 大恩 だけは 返しました。 それが せめても の 心 やりです。 • …： 」 
わたしは 宅へ歸 る 途中 も、 同時に 泣いたり 笑つ たりしながら、 枠の けなげ さを 褒めて やり ま 
した。 あなたは 御存知になります まいが、 粋が 彌 Hi 船 も わたしと 同樣 、御 宗門に 歸 依して 居り 

、  な 2: へ  、二 i  ヤ 

ましたから、 もとは 「ほうろ」 と 云 ふ 名前 さへ も、 頂いて 居つ たもので ございます。 しかし， 
—— しかし 枠 も 不運な やつで ございました。 いや、 粋 ばかりでは ございません。 わたし も あの 
11 撕 1 ；一 所に 一象の & II さへ ^ T はれ. なければ、 こんな i きは 挪し ますまい に〇い くら沪 練 だと 


戈 も  S  ぶんさん  a.7  よ  せがれ ころ  お 

思 ひましても、 こればかりは 切なぅ ございます。 分散せ ずに ゐた 方が 好い か、# を 殺さずに 置 


上 


た 方が 好い か、 


A つ ぜんくる  おすく  く！！  ' 1 い 

(突然 苦し さう に〕 どうか わたしを 铒救ひ 下さい。 わたしは この 儘 生き 


一： い.？ 一ん じん じんない  f  し 

て ゐれば 、大恩 人の 甚內を 僧 t; やぅになる かも 知れません。 


セ炉  あ ひ ri すす 〇 な S 

CV 永い 間の 軟欷) 


「ぼうろ」 彌三郞 の 話  I 

•  - 

ああ、 おん 母 「まりや」 樣！ わたしは 夜が 明け 次第、 首を 打たれる 事に なつて ゐ ます。 わ 
たしの 首は 地に f 洛ちて も、 わたしの 魂は 小鳥の やうに、 あなたの 御 側へ 飛んで 行く でせ う。 い 


文！ 一ら 


や、 M: 事 ばかり ®; いたわた しは、 「はらい そ」 (天國 ) の莊 嚴を拜 する 代りに、 恐し い 「いんへ る」 
(地獄) の , 火の 底へ、 齡， しになる かも 知れません 。しかし わたしは 满 足です。 わたしの 心に 
は 二十 年來 、この tii isf しい 心 もちは" 宿つ た 事がない のです。 

わたしは 北 條屋彌 Hi i です。 が、 わたしの 曝し首は、 阿媽港 甚內し 呼ばれる でせ う。 わたし 


が あの 阿媽港 甚 内、— 

W 

い 名前ではありません か- 


ほど ゆく わい  こと 

■これ 程偷 快な 事が あるで せう か _ 


6 1 かは じん TE V' 

阿媽港 甚內、 


i 


•どぅです？  好 


Tsr t へ  くち  くら  ら •フ  なか  てん 

わたしは その 名前を P にす る だけで も、 この 喑い牢 の 中 さへ、 天 


報恩 記 


二三 九 


春 眼  二 F3 C 

±£ 21 !: 從や铲 ゲの僻 に、 f 倆ち 歡るゃ ぅな 心 もちが します。 

齡れもしない二贺槪の%、^^ 1| 对_の祀です、わたしは馎奕の元手が欲しさに、父の本宅 
へ銳び こみました。 所が まだ ii ひの 障子に、 火影が さして ゐ ましたから、 そつと 其處を 窺は ぅ 
とすると、 いきなり 誰か 言藥も かけず、 わたしの 襟 上を 捉へ たもの があります。 振り撕 ふ 又 
摑み かかる、 — 


* ひて  3 れ  し  ちから fc く i こと  t うてい， uii  おも 

相手は 誰 だか 知らないので すが、 その 力の 遑しい 事は、 到底 唯 ものとは 思は 


ど ち ?> 5»3 


ち C- し フ  しや うじ  あ 


おも 


には  あんどん 


れま せん。 のみな/ らず二 三度 齋みぎ ふ^ J、 あ 室の 蟛 子が 明いた と 田 心 ふと、 庭へ 行燈を さし 出 
したのは、 齡 れも ない 沿の 1: 一一 il 傲 m です。 わたしは  一 ii Il に、 掴まれた 胸倉を 振り切りな 
がら、 敲齡 の艰へ 逃げ出しました。 

しかし 餞疆げ ぎる と、 わたしは i ws pi れ ながら、 扉" の_をが 感 しました。 把 
敗には 系に も_ と、 i,iii り & る 船には、 1 ^ にも ©- ぃて ゐ t のは Vi せん。 船 

c  b  ^  ^  te  こ  をとこなに 

手は 諦めて しまつた のか、 もう 追 ひか けても 來な いやう です。 が、 あの 男は 何もので せう？ 

i ぎ. s r015 f た ■は、 i かに 製 r て f した。 が、 さっ惠  1 SI 患" 見 S、 ^ ^ 

へ、 i ふ  く ^ み  よ  つね a うず f i い  い  お s i-3) き  よ  J 

に 丘べ も 撒し いのを 見れば、 世 の 常の 坊主では ありますまい。 第一 かう 云 ふ 大雪の 夜に 庭 

*< . «. -  • *' 一 » 


T- y ii れ tt つず  ぶ 

先へ 誰か 坊主が ^ しるる、 


ふ しぎ  し » らくし あ / w (7> v 

- それが 不思議ではありません か？ わたしは 少時 思案した 後、 


* ぶな 1> い. l r フ  と  かく 

たと ひ危い •藝當 にしても、 兎に角 も- 


と 5 


フー 度 茶室の 外へ、 忍び寄る- 事に ^ 4 しました 

あや  あんぎ や  £4 うず  ち や フど ¢ 5 や 


〇 


ど S 


<- «'1  .  ,  2  J  i  ■ン： '  •*  BTV  •  Ji  2*  W"  % cx 

それから 一時 ばかりた つた 頃です。 あの 怪しい 行脚の 坊主は、 丁度 雪の 止んだ のを 幸 ひ 小 JIL 

なん 

—— 钉こ 

^ii  It 


通りを 下つ て 行 fy6 した。 これが 阿媽 避 甚! ：ぃな のです％ 1 師、^ ^_鼠  1 i? 、 丨 
でも 姿を ると 云 ふ、 谢 的に 名 一 1 い 避 A? なのです。 わたしは 衝 から ルぇ 齡れ に fl 加の 齡をつ 
けて 行きました。 その 時 程 妙に 嬉し かつた 事は、 一度 もなかつ たのに 歡 ひありません。、 1 :媽避 


C ん ない fo 象 か ci じんない  くら ゐ 5 め 5 ち  をと こ t が 仁 1/ 42  せつし や •> 

阿媽港 甚內！ わたしは どの位 夢の 中に も、 あの 男の 姿を 慕つ てゐ たでせ う。 役 生 


甚內 - 

亂辦 茅 |? ん だの も爾？ 。戀 r 獻觀 を ? たの も鬆 です。 濃 i fflt G ■を 


? カピタン  とけい  5.te 

切つ たの も、 甲 比 丹 「ベれ いら」 の 時計を 奪つ たの も 

A -KavJ t; らひ ?  た ふ 

の 三 河 侍を 斬り 倒した の も、— 


ど t? •フ  や ^ 

夜に 五つの 土藏を 破つ たの も 


-に ん 


ほ か. 含つ ii い 


£5う 含て た t  つ fc UW  -7  あくじ « たら  い 

—— その外 末代に も傳 はる や 5 な、 稀 有の 惡事を 働い 亡のは、 何 

r も k I ■です。 S 1 は Jv たしの r 、 _ & を 雛 から、 繼るぃ i lt を 

い  すが fc s: が  -し あ！ 一 

- かぅ 云 ふ 姿を 眺められる のは、 それだけで も tt 合せではありません か？ が、 


け 


あくじ  一ら 


ある 

步い てゐ る。 


し あは 


わたしは この 上に も、 もつ と 仕 合せに なりたかつ たのです。 
報恩 13 
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S  一一 四 二 

じ 1 んじ 5 らく  ，し？ レ M、 会  ここ  ちぬ— 

I  I  t  k  ^  h  I  k  I  I 


どべい 


わ ヒしは ^ ^^の «1 へ來 0 と、一 ^! んに^5へ^!ひつきました。此處はずつと町家のな'い土摒 

J* る  、'とめ ^ ti んお あつら » し よ  じ A 

齡き になつ てゐ ますから、 たと ひ 貧で も A^ 目を 避ける には、 一番 御說へ の揚 所な のです が、 甚 

1 ^ はゎた しを r も、 樹爬 p s. si は r ず、 P に 髮 St を £^ めました。 しか 4, をっ 

ま t  <>0  5  じつ さい おそ おそ 丨 

、たなり、 わたしの 1 言葉を 待つ やぅに、 一一 一一 一 a も 口を 利かない のです 。わたしは 實際 恐る恐る 

、  C  おちつ  か i  ふ  おも  こ a でき ' » r 

齡亂 の fii に P をつ きました。 しかし その 落着いた 顏を 見る と、 思 ふやぅ に聲 さへ 出て 來ま せん 

「ど、 ふ靈は S 竹 さぃ。 ゎたしは ヨ ^I fil の繼羅 と ¢1 す ものです 


〇 


〇 


s/ち  さ 


わたしは 觀を 火照らせながら、 やつと かう 口を 切りました。 
「齡 はが 六し 鞭 職 ひが あって、 あなたの 跡を 慕って 來た のです が 


L1 


*): & は pir- 源 ^0 ました。 それだけ でも 氣の 小さい わたしには、 どの位 難 有い 氣が したでせ 


ち  > Q -  かん！ 13  .7 


ぅ。 わたしは I1? 1 k も m-" て妒 ましたから、 やはり 裏の 私に 手を ついた なり、 父の 勘當を 受けて ゐ 

る *? 二どぁぶれものの髂にはひって|，為穿 «1 へ|にはひった|計らす甚ぉ 

—  丨，  >  ■  at」t  I  9  ノ )' 


にめ ぐり がった 新、 なほ% ^! と_ との!^ も 一っ衡 らず阶 いた 事、 - そんな 事を 手 短に 話 

しました。 が、 霸は避 i、 Si と nl を I んだ I、 街 やかに ゎたしを 取て ゐ るの—。 ゎた 


しは その 11 をして しま ふと" 一罾 膝を 進ませながら、 甚內 の顏を 覬 きこみました。 

「北 條一家 の 蒙つ た 恩は、 わたしに も 亦 かかつ てゐ ます。 わたしは その 恩を 忘れない しるし 
に、 あなたの 手下になる 決心を しました。 どうか わたしを 使つ て 下さい、 わたしは 盜みも 知つ 
てゐま す。 火を つける 術 も 知つ てゐ ます。 その外 一通りの 惡事だ けは* 人に 劣らず 知つ てゐま 
す 0 —— 」 

しかし 甚內 は默 つて 〇 ます。 わたしは 胸を 躍らせながら、 愈 熱心に 說き 立てました。 

- 「どうか わたしを 使つ て T^ さい。 わたしは 必 働きます。 京、 伏 見、 堺、 大阪、 1 わたしの 
知らない ±> 地はありません。 わたしは 一日に 十五 里步 きます。 力 も 四 1  斗 紙は 片手に 擧 ります。 
人 も 二三 人は 殺して 見ました。 どうか わたしを 使つ て 下さい。 わたしは あなたの 爲な らば、 ど 
なん 仕 *? でもして 見せます。 伏 見の 城の 白孔 €T も、 盗めと 云へ ば、 盜ん で來ま す。 「さん •ふら 
ん しす こ」 の 寺の 鐘樓 も、 燒 けと 云へ ば燒 いて 來ます 。 *5 大臣 家の 姬君 も、 拐せ と 云へ ば 拐し 
て來ま す。 の 首 も 取れと 云へ ば、 —— 」 

わたしは かう 云 ひかけ た 時、 いきなり 雪の 中へ 蹴倒されました 0 

報恩 記  二 四 三 


5 

「f 吳迦 め¬ 


-一:  四，  四 


£. &b ^ Si と^ S ちが  ころち 


•U そ  す i 

の 裾へ 鎚り つきました 


「どぅか わたしを 術つ て Tr さい。 わたしは どんな 場ん 口に も、 きつと あなたを 離れません。 あな 
S 獻こ各 似に も" 入ります。 あの 「ぇそ ほ」 の ■の 獅子 迫 さへ、 鼠 § はれる では ありませ 


ねずみ 


ん か？ わたしは その 鼠になります。 わたしは 

「1れ。， 1 は #.! _?の_|はぎぬ。」 


齡阶 はわた しを り规 すと、 もぅ 一度 其 處へ駿 倒しまし セ 
「 6? ■がが！ 親孝衍 でもし ろ！」 

甘) しま 二！^ 11に._された齡、||に^1惜しさがこみ上げ一」來ました- 


ふ はな 


ど そこ  け， U ふ 


-〇 


s S 


*< じ  つ 5 ひ ?)' り ち 


「よし！  きつと 恩になる な！」 

しかし ■は K— せず、 さつ— 1 !! 〆& ぃで 伊— す。# 4 かさし 始めた 月の 光に 網 

3  ^  あ J* •二  じん & い  み 

m の齡 を Kg めかせながら、 …… それぎ り わたしは 二 年の 軋 V. ずつ と甚 内を 見ずに ゐるの です。 


(突然 笑 ふ) 「甚內 は 貴樣な ぞの 恩は 受けぬ」…… *. の 男は かう 云 ひました。 しかし わたしは 夜 
の 明け 次第、 甚內の 代りに 殺される のです。 

ああ、 おん 母 「まりや」 観！ わたしは この 二 年間、 甚內の 恩を 返した さに、 どの {i< 苦く レん 
だか 知れません。 恩を 返した さに？ - いや、 恩と 云 ふよりも、 寧ろ 恨を 返した さに です。 し 

じ t こご  どこ  じん & い  な 二  たれ f: い  じん 

かし 甚內は 何 處にゐ るか？  甚內は 何を して ゐ るか？ - 誰に それが わかり ませう？  第一 甚 

內は どんな 男 か？ - それさへ 知つ てゐる ものはありません。 わたしが 遇つ た寶 雲水は 四十 前 

後の が 男です。 が、 柳 町の I に ゐ たのは、 まだ 三十を 故ぇ てゐな い、 赧ら 顔に 鬚の 生ぇた、 配 
人 だと 云 ふではありません か？ 歌舞伎の 小屋を 掻が したと 云 ふ、 腰の 曲つ た fit 毛 人、 妙國寺 

ざいば3  かす  い  まへ がみ  fc  h か ざむ らひ  い  みんな じんない  をと こ l/ r フ仁 I 

の 財寶を 掠めた と 云 ふ、 前髪の 垂れた 若侍、— さう 云 ふのを 皆甚 内と すれば、 あの 男の 正體 

を 見分ける 事 さへ、 到底 人力には 及ばない 害です。 其處へ わたしは 去年の 末から、 e 血の 病に 
>  , 

罹つ てし まひました。 

どうか 恨みを 返して やりたい、 —— わたしば 日毎に 痩せ細りながら、 その 事 ばか リを考 へて 
ゐま した。 すると 或  1 ^ わたしの 心に、 突然 閃いた  一 ®! があります 。「まりや」 樣！ 「まりや」 1 1! 

報恩 記  1 


春 困 


二 四 六 

か ら一一 す 


S  でし  く-二  .^ん めぐ  ちが fc ll 

この 一策を# 乾へ T, すつ たのは、 あなたの 卿 惠み C 違 ひありません。 唯 わたしの 體を 捨てる、 


かく /こ 


^; 1{1^ の|^ £1 ?; へ §( した、 ?! '」 &, ばかりの體を捨てる、 - それた けの 覺悟を しさへ すれば、 わ 

之し の ^ at は si げられ るので す。 わたしは その 夜 嬉し さの 餘り "何時までも 獨り笑 ひながら、 


お は  ことは  くり かへ 

同じ 言葉を 繰返して ゐま した 


0 


じんない  みがは  くび  う  じんない  みが ci くび  •? 

甚內の 身代りに 首を 打たれる。 甚內の 身代りに 首を 打た 


れ る。 


.ンん ^ 、 & がよ  く ^ • ? ?£ ん  こと  もら ろん 

|£の 身弋 りに 首を 打たれる - 何とす ばらしい 事ではありません か？ さぅ すれば 勿論 わ 

♦じんない  ひろ  に a んこく  ■-? フ  どこ  お (i ゐ UT り  ある 

——甚內 は廣い 日本 國 中、 何處 でも 大 威張に 步け 


じんない  つみ  ほろ 

たしと 一し よに、 甚內の 罪 も 亡んで しま ふ。 


*' ti や  ，つ ？. き： 一-一い  12 い 石く 

.そのぬ‘ り わたしは 一夜の 內に 、稀代の 大賊 になれ るので 


5 ラ ニ じ  とち 


か (i; ふ fc fc わら 

るので す。 その代り (再び 笑 ふ) - 

す。 spr s の爵 だった の も、 §: » 鱗 私 象を f ったの も、， 利’ 藍‘士 の 其？ 

)や 1; ろ^-  さんご じ ゆ  か fc ふしみ  しろ  かねぐら  やぶ  にん  みかはざむらひき It ふ 

たの も、 ^, 皆 屋の 珊瑚 樹を詐 つたの も、 伏 見の 城の 金蔵を 破つ たの も、 八 人の 三词 侍を 斬り 倒 
したの も、一^ ありと あらゆる 基 阶 の名譽 は、 悉わた しに 奪 はれる のです。 (三度 笑 ふ) 云は 

ば 爾を腑 け !- 繫の齡 を P てし まふ。 一一 r fx を ? と 象に、 ゎたしの 似 


かへ 


X  れ 


あ 1 


-C& 


^ も 反 j してし まふ、 


くら ゐ ») く わい へん 1* •フ  J  Jt  a  i : i 

- の位你 快な 返報はありません。 わたしが その 夜 嬉し さの 餘り 、笑 ひ 


續け たの も當然 です。 今でも、 —— この 牢の 中で も、 これが 笑は すに ゐられ るで せう か？ 
わたしは この獻 を 股 ひついた 後、 內 裏へ 盜みに は ひりました。 宵闇の 夜の® 一い k ですから 御 
簾 越しに 火影が ちらついたり、 松の 中に 花 だけ 仄めいたり、 —— そんな 事 も 見た やうに 覺 ぇて 
ゐ ます。 が、 長い 现 廊の 屋根から 人氣 のない、 庭へ 泥び 下りる と、 忽ち 四 五 人の 警護の 侍に、 
S みの ® 4 り搦 めら れま した。 その ぼです。 わたしを 膨み 伏せた 鬚 侍は、 一生懸命に 繩を かけな 
がら、 「今度 こそは 甚內を 手 柿り にした ぞ 」 と、 眩いて 〇 たではありません か？ さう です。 阿 
媽港甚 内の 外に、 誰が 內裏な ぞへ忍 び こへ ? X せう？  わたしは この 言葉を 聞く と\必 死に もが 
いて ゐる 間で も、 思は す 徽笑を 洩らした ものです。 

「甚内 は 貴樣な ぞの 恩には ならぬ ,0 ^ —— あの 男は かう 云 ひました。 しかし わたしは 夜の 明け 次 
第、 甚內の 代りに 故され るので す。 何と 云 ふ氣 味の 好い 面 當てで せう。 わたしは^ n を 曝された 

キ t をと こく  14  じん rc い  くび  こ a こ*, せ、 フ  かん 

儘、 あの 男の 來る のを 待つ て やります。 甚內 はきつ とわたし の 首に、 聲のな い 哄笑を 感す るで 
せう。 「どう だ、 彌三郞 の 恩返しは？」 —— その 哄笑は かう 云 ふので す。 「お前は もう 甚內 では 無 
い、 阿媽港 甚內 はこの 首な の. だ、 あの 天下に 聲の 高い、 日本 第一の 大盜ん は！」 (笑 ふ) ああ、 

段 恩 12 二 四 七 


春 眼  二 四 八 

0 ^ 


さら 


とき 


わたしの 曝し首を 見られた 時には 


くる 


かんにん  v、ii  とぅ 

(苦し さぅ に) 堪忍して 下さい？ お父さん：. 


や t ひ *' か  ぐびぅ 

病に S つたわた しは、 たと ひ 首を 打たれず とも 


h ん  いの s> つづ  ふかぅ 

一年と' は 命は 續かな いのです。 どぅか 不幸は 


か ^ にん  く  一一  / 7 ヽー i、rs  i  ,  と  かく  か  おん  かへ  こと  で S 

堪忍して 下さい、 わたしは 極道に 生まれました が、 兎に角 一家の 恩 だけは 返す 事が 出來 たので 


5 


から 0 


> • 90 


老いた る 素 戔嗚尊 


春 段 


二 五 0 


I 


M  らく  卜 さ 


1: 心の 対 妒を 15 S した 記ぎ Is は、 槪纪& 組を 龄 ると爾 铲 に、 足纪槪 が 治めて ゐた 部落の 長 


と 


r 


S ど お ほ 


あるひ よ みら  ほ し  ひかりい t 


なる 事に なつた。 

髮 s? 攀靈 2| に、影の |1 貝へ<^歡をぎてた二 '^ ^^ |. 雲に隱れる程大きな 

il i でぁった"  - 

,i じ いヂ祀 に、 親 s e^ I? り鬱 た。 船の ® I も艇 の擊 も、 或は 夜空の 星の 光 も 今 
は # 1 ®! を 歡って獻寶した对左の1^に、さまょはせる »1 は ^^ 賞なくなった。旣に父と营 
ぅとして ゐた齡 は、 この 舒 St い P の Tfe に、 — 齡 と S と fe の！ 一を 1いた、齡のぎの四 

4ぎ ^1 に、薦齡の賢齡へなかった鏨を哲|に’ 1 したのでぁった。 

齡挈は 一し ょに^! をしたり、 ギ 彩の tv iv lsg し 合ったり した。 時時は 宮 のまは りに ぁる、 


柏の 林に 步 みに 運んで、 その 小さな 花房の 地に 落ちた のを 踏みながら、 夢の やうな 小鳥の f く 
聲に 、，耳を 傾ける 事 も あつた。 彼は 妻に 優し かつた。 »1 に も、 身ぶ りに も、 眼の W にも、 昔の 
やうな 荒荒し さは、 二度と 影 さへ も 現さな かつた。 

しかし 齔に夢 の眄 では、 一一 1! に 認〇 酎 挪 r p ぇなぃ P の齡ふ 搬^^、 も ぅ一妃 齡を駆 煨 
な 爭鬪の 心に つれて 行つた。 が、！： 铲も虻 がさめ ると、 齡は すぐ 剪の * I ゃ 1: かの * t を St ひ， す 
程、 綺麗に その 夢を 忘れて ゐ た。 

間もなく 彼等は 父母に なつた。 彼は その 5 h れた 田か_ の 子に、 八 島士奴 美と 云 ふ 名を 艇へた 。八 
島士奴 美は 彼ょりも、 女親の 櫛 名 田 姬に似 て、 氣立 ての、 美しい 男で あつた。 

月日は 川の やうに 流れて 行つ た。 

その間に彼は何人かの妻を氣つて、 $1 に多くの子の父になつた。それらのヂは皆んとなろ 
と、 彼の 命ずろ 儘に 瓦 ハ 士 を率ゐ て、 國國 の部氣 を從 ，へ r- 行つ た。 

彼の 名は 子孫の &! ぇる と郏に 、次銳 に 齡 くまで 餛はつ T f つた。 祖雖 の f; 各 ね 褴の もとへ、 

0i 0  pp,0a 

龙い大 る 素戔噻 尊  二 五一 


春® 

る S 國の 民を も乘 せて ゐた〇  、 

齡 益は さ、 ^ ふの 變 f に、 一_齡 の 一から ぎ 三が 囊を靈 した。 齡 y 寥奶の 

齡の ゃぅな 脫影の 邀い ぃ 敷 f ぁつた。 槪は槪 •を 宮に 召して、 手、 つから を飮 ませて ゃつた。 
それは ぢま 、 この 證な 霞の ，，ら、ぎたことのなぃ 1? 」でぁつた。若者たちも 

齡ーノ  m は、 齡の 1  日 i? を 齡 りかね て、’ / hi の 記紀を 搬いた らしかつた。 しかし 酒が まは り 出す 
と、 歡の 船 at する ® I り、 歡の路 一を ff5 ちぎらして 、古 |天 1?;{ の國の歌を槪つた。 

I! £ l? pm、 m は  一 f fl 职つ て、、 

「これは ぉれが i: 心の ^? ：^ を ff5 つた齡 、その ^ の ^ i にぁつた 劍だ 。これを ぉ前たち に 預ける か 

免 へ  こき や -r  をん なぎみ わ fc ,  ^  *  L—  )  r 1 〇 

ら 、お前たち の故鄕 の 女 君に 渡して くれい」 と 云 乙つ け f  、 
義 たちは S 飯 K?、 科 si K 1  r がら、 r でも漱 の 網ぎ 齡 かなぃと 元 ふ 戴 ひ 

を 立てた。  ： 

術は それから 觀り齡 t へ厅 つて、 從 等を 乘せ た *' の 帆が、 ff んだん 荒い波の 向 ふに 遠くな 
つて t 打く のを r, ?T た。 賢は 蒙を f r 船^* S5 けて、 丁 - f をを 〔打く やぅに、 た. つた 一つ潤 


いて ゐた 


0 


今」 の ^ ふ * つ ふ 


しかし 死は 素戔嗚 夫婦を も赦さ なかつ た。 

八 島士奴 美が ぉとなし ぃ靈 になつた _ 、繫 把 ® g はふと 晋一  1 つて、 i? ばかりの ぢ 藏 
を 損した。 何人 かの 妻が ぁつた とは 云へ、 把が 齡自 #; の やぅに «? してゐ たのは、 やはり 槪对イ 
人 だけでぁつた 。だから 褴は 114 J が W 妒 ると、 まだ 第 じい *? の 把 燃の 齡 に、 七が 七 1 IJ つた 
儘、 默 然と 涙を 流して ゐ た。 


•Z-W  9,  i  TQ  J: ノ  C  く  こ  こ  F  2  すを}、 1 

宮の 中は その 間、 靈の聲 i れてゐ た。 殊 S い 須世蓋 が、 しつ— なく  ■き P しむ ® i 

4 や  そと  とば  なみ Si お と b' rm 

には、 宮の 外を 通ろ もの さへ、 淚を 落さす には ゐられ なかつ た。. 皮 t は - 


し ± じ ねみ 

J の 八 島士奴 美の 


S た， 一人の ^ は、 兄が 母に ぞゐる f 、 繼謊 しい 、 f! i りの 斅ぁ つた 
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くし ft: 1 i ひめ  な  がら  せいぜん かの ぢよ  も 5>' ,  S ， 方、 rv :-  卜 s  k  > 

やがて 看 田姬の S 骸は 、售 彼女が 用？ ゐた 、舉氧 E と ^ I に、 1; 貝 2, 呂から g 


くな 


tu 


こ や t ばら  ぅづ 


小山の 腹に 埋められた。 V 藍！^ は そのぎ 二 k 霧の 罃を P ベく 二 r r & 


よ み ぢ  か のぢよ  なぐさ 


考いた る 素戔嗚 尊 


二 五三 


二 五 四 


に ft? へ T I ゐた+ 一が 笤ち t 、 f 齡 す f f なかっ た。 笤ち は ¥ 裝 ひを 凝ら > 
て、 いそいそと 把に 一いで げった。するとそれを”た影の赵ぎちは、いづれも眉をひそめ 
ながら、 mLi ir i2 の繫象 を r 離 ^ 口った。  .， 

r 十一が •辦 影の 観に 義 1" 藝 ず 御 tii" でな 意。 銳一 のぬ が 御な^ f りなけ？ の 

A0fi?^o  IS0^ 

は备 ?: 齡と截に、齡ぃ齡の抓ぅにぁる置洲_へ移り住んたン|  ^ 

»; ぎ t が ,p の i いいのを ir た、 四^ i の 無人島でぁった。 彼は こ s 

r i ^ 、i  おく  こと  » 

の献 ©! 4 OJt に、？ II の 群を， せて、 安らかな 2 を 送る ，* にし パ：？： t  i  : 
V は f 齡 の f 、 一の やぅ 1 に i?—。 が、 攀も— f 力， を 奪„ ひ f 事が 出來 

なぃ f 、 i 懸の f  i する、 I な 芦 も P でぁった。 ぃゃ‘ の 顔： T 5 か J： る 

と、. に— f-、 f  S な麗 を M J. もな ぃ ではな 7った。 彼は 彼 I 氣 ..っ 
かなかった が、 このぎ frT 器、— 时に齡 って ゐた野 松が、 何時か 又 眼 f 


な  一 •る 
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やを 
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姬 g 
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面？ 
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を 

止备 
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氣け 
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ま 

槪し 
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娘 ¥ 來^ 
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須 すの 
世 <  で 
理”あ 
姬 g つ 
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蜂 (I 

は 

勿！ 

論え 

蜜 含 

を 

取と 

る 

爲 g 

蛇 5 

は 

征そ 

矢 ゃ 
の 
鏃 S 

に1 > 

塗*1 


•r つく  •フ しな 

い 美し さを 失は なかつ た 


〇 


み c-  むく  ば やし  なんど  め  ふ  なんど t fc a  おと 

宮 のまは りに ある 椋の 林は、 何度と なく 芽を 吹いて、 何度と なく 又 葉を 落した 其 度に 彼は 


i 


た 0 


三 


*2 u -t ?b'4  3 やま  C if ぐ ? t/ fc すわ s セ  ^  •  、 T ^i /  e 

或 日 素戔嗚 が宮の 前の、 椋の 木の下に 坐りながら、 大きな 牡鹿の 皮を彔 いて ゐ ると 海へ 水 


ft る ひす ? のを  み , P 主 

: 宮の治 

い  すせ りひめ 


ろ 


みな 


•c-かもの 


かへ 


き 


を 浴びに 行つ た須 世理姬 が、 見慣れない 若者と 一し ょに 歸 つて 来た 

老い 九る 素戔唣 尊 


〇 


二 五 五 


春 眼 

「渺ぬ||、この於に ^ ^ ^1にかかりましたから、 1«::: 贤まで& ^| して #| りました。」 


一一 五六 


〇 


紀 1: 癖は か、 ^ って、 やっとが を艇 した 記_に二 1 い i の 霞を r ぎせ た。 

義は K の搬い たや、 ふ、 藝の 獻い挈 § た。 それが r wl の _を航 っ て ^ t 
f s 霧いて ゐる齡€、艇卷_似そのものが 1| "に_たやぅに ? た- 
. 1! 戈 •は 1T しく 若！？ の 會 Sr を i スけな がら、 

「l r f は |んと ? ?」と、籠な離を撇りっけた 

あし (1 らし こ % 2: を 

「葦原 醜男と 申します L.0 


〇 


しま 9 

「どうして この 島へ やつて 來た 


?• 


) ょくも f\  み 〇 a ふね 

「食物 や 水が 欲し かつた ものです から、 わざわざ 舟を つけたので す。」 

1 i 齡は觀 びれ た銳 もせずに、 一一 はっき ^ 返事を した。 

い  かつて  しよく じ  よ  す ^ りひめ あんない 1 へ 1 か 

r さう か。 では あちらへ 行つ て、 隊 手に 食事を する が 好い。 須 世理姬 、案內 はお 前に 任せる か 


ら〇 」 

tlf  ft にはい つた I、 於 かげに、 器用に 孕— かしながら、 牡鹿の 


9  よう fc うす 


二 •、) 


を じ i 


纪を剝 ぎ 始めた。 が •彼の 心は 何時の間にか、 妙な 動 搖を感 じて ゐた 。それは 丁度 晴天の 海に 
賢た、 ぢ までの^^ 銳 れる si の齡が 、氣 かう とする やうな 心 もちで あつ 
た 0 

鹿の 皮を 剝ぎ 終つた 彼が、 宮の f に M つたのは、 もう 薄暗い 時分で あつた。 彼は 廣い 階段を 
鲈と、寥もの跪り 11 風なく、藤_の£^に一|れてゐる、2ぃ_りを撒げて ^ た。すると紀 
世理姬 と 葦原 醜男と が、 まるで 塒 y 荒. ら された、 二 羽の 睦じい 小鳥の やうに、 倉皇と 菅. 疊 から 
がを fe! した‘ は ヲ1?ながら、のそのそ 1; -の ^ | |, %^ だが、ゃ？震繫力の齡 
へ、 じろ りと 忌忌し さうな 視線を やる と、 

た。 

葦歡觀 力は 漱の一 ll k に觀 しさうな 1 #T を 歌した が、 それでも まだ！？ となく、 鼢 の惡げ な 氣色 
は隱 せなかつ た。 

「ではす ぐに あちらへ 行つ て、 遠慮なく 橫にな つてく れい。 須 世理姬 —— 」 

老い 九る 素戔嗟 尊  二 五 七 


春理 

il ■は, r f と、 1 龜磬ゃ ぅな i を 把した 

「こ ep 招 顏 £起 へ つれて. b つて やる が & い。」 
kf, 齡は 一酿 i CA 粒を 句 ゲたゃ ぅでぁった 


〇 


〇 


ば や 


皁 くしない か！」 

ちちおや  かの ぢよ  み  あらく ま  う ？ s ii 

ハル 5 i は 彼女が ためら ふのを 見る と、 荒 熊の やうに 唸り 出した 


〇 


「は 广、 では あなた、 どぅか こちらへ 


〇 


i if il 力は もぅ 一 if 犯 1 c i: ぬ PJI^ へ sir をす ると、 ®1 世 理艇の 後を 追って、 いそいそと 大廣 


ど  ていねい  す さの % れ A> 


二 五八 


すせ りひめ  あと  お 


お ほひろ 


間を 出て 行つ た。 


四 


S ひろ 象  そとで  すせり茗か仁  ひれと  s ti t;  て  わ U 


ささや 


大 Sj 間の 外へ 出る と、 須 世理艇 は 11 にかけ た領 巾を 取つ て、 葦原 醜男の 手に 渡しながら ® 、 

， 

やうに かう 云つ た。 

「繼 の數 へ辦は ひりに なつたら" これを 三遍御 振りな 3 いまし。 さう すると 蜂が 刺しません か 


V んお ふ 


は ち 


0 


ら〇  J 

葦原 醜男は 何の 事 だか、 相手の 言葉が のみこめな かつた。 が、 問 ひ 返す 暇 もな く、 犯 世理艇 
は 小さな 扉を 開いて、 室の 中へ 彼を 案內 した。 

室の 仲は もう まつ 暗で あつた。 葦原 醜男は 其處 へは ひると* 手 さぐりに 彼女を 挺へ ようとし 


}  〇 


て  わづか か のぢよ  かみ  ：&び ? ? ふ 


つぎ  し® ん か ん 


が、 手は 僅に 彼女の 髪へ、 指の 先が 觸れた ばかりで あつた。 さう して その 次の 瞬間には 


慌 しく 扉を 閉ぢる 音が 聞ぇ た。 

かれ  ひれ ti づぜん  むろ  なか  たたず  め  な 

彼は 領巾 をた まさぐ りなが ら 、茫然と 室の 中に 佇んで ゐた 。すると 眼が 償れ たせ ゐか 、だん 
だん あたりが 思つ たょり、 薄明く 見ぇる やぅに なつた。 

その 私 光に 透して F ると、 室の 天井からは 幾つと なく、 大樽 程の 蜂の 巢が 下つ てゐ た。 しか 
も その 又 巢 のまは りには、 彼の 腰に 下げた 高麗 劍 ょり、 更に 一 かさ 大きい 蜂が、 何 匹 も 悠悠と 


1 


這 ひまは つて ゐた 


〇 


彼は 思は ず 身を 齡 して、 扉の 方へ 飛んで 行つ た。 が、 いくら 推しても 引いても、 扉は 開き さ 

けしき  i B1 びき  は ち  な ? i め： 3か  うへ t さが  に お  はお i 

うな 氣色 さへ なかつ た。 のみならず その 時 一匹の 蜂は、 熟に 床の 上へ 舞 ひ 下る と、 鈍い 翅 音を 


走い 九る 素戔唣 尊 


二 五 九 


a 


#■ 張  三 c> 

起' しながら、 次第に 彼の 方へ 這 ひ 寄つ て來た 

* ま  こと  ど  5 しな  かれ  は ち  あし  こ ■  5 ち  さ、 ? /' •わ 5  ふ  ころ 

餘りの 事に 度を 失つ た 彼は、 まだ 蜂が 足 もとまで 來な い內 に、 倉皇と それを 踏み 殺さう とし 
た。 しかし 槪 は！! 11 職に、 一層 翅 音を 高く しながら、 彼の 頭上へ 舞 上 〇 た。 と 同時に 多くの 蜂 
も、 A? のけは ひに 復を立 てた と 見えて、 まるで 風を 迎へた 火矢の やうに、 ばらばらと 彼の 上へ 


落ち かかつ て來た 。 


すせ り ひめ  ひろま  かへ  く  かべ  ?  たいまつ  ひ  ひ  ひかり あかゎ か  ►  h が ff ^fc d 

須世堙 姬は廣 間へ 歸つ て來 ると、 壁に 差した 松明へ 火を ともした。 火の 光は 赤赤と 菅疊の 


ね 


一！ 


上に ？ i1 ころんだ 素 戔嗚の 姿を 照らし al! した。 
「確に 蜂の 室へ 入れて 来たらぅな- 

す ? の % め  むすめ 4' ほ  そそ 


い ^ い 2: 


こる 3 ?i 


J  X  ^  '  vu  «x  —TV  til  "  :*  i, 

素 戔嗚は 眼を 娘の 顔に 注ぎながら、 また 忌忌し さぅな 聲を 出した 


〇 


そじ 


こと 


0 


「私は 御 父 樣の御 云 ひつけに 背いた 事は ございません ^ 

須世 - 姬は' 父親の 眼を 避けて、 廣 間の 隅へ 席を 占めた 
r? ぅか？  では 勿論 これから も •おれの 云 ひつけは 背くまい な？」  - ヾ. ； 
記 数齔 のかぅ ーゴ ふ # f ij1 の邨 には、 妒 断な ■ヂが 筘 ってゐ た。 衝妒， 姬 は頸珠 を. 氣 にしな が 


# 


ら 、背く とも 背かない とも 答へ なかつ た。 

一默 つて ゐ るのは 背く 氣 か？」 

「いいぇ。 - 御父樣 はどぅして そんな - U 

「背かなぃ 氣 ならば、 云 ひ 渡す 事が ぁる。 ぉれは ぉ 紙が ぁの S の *? になる 街を 討— ぃ V- 

塵嗚 の％ は SI? のポが £ かなった p-たねば ならぬ。 r? これ だけ s wf £r 
るな «° 

夜が 旣に 更け S、 素, は P かぃて ゐ たが、 影 聲範 は ■り 黯 と、 0 の 11 に斯 りか 
かりながら、 赤ぃ 刖が一  1 日 もな く齠に 池む のを；^ って ゐた。 

五 

1—SMr^m^'  Mz 

も齡の 傲を r 又 p  く 飲の r ら 1 ^ っ て％ た e 

■は 露 f p r と、 傲 が 言な 露を 潔べ ながら、 

; * ^ - ■ 

老い 大る 素戔礞 尊  :? 


壬 ハ ニ 


春 e 

，㈣料ぅ ございます。」 と、 會釋 をした 
ゆう V 


0 


「どぅ だな、 昨夜は よく 眠られた かな？」  .  じ？，  1  ,  , 

Er 4 r だ p’&、 霞ら しく, & 复 やった。 實 f の 元 S 好い— f 

ノ  nr  A し  于ゐそ  く  てぅ ^ ジ ，—  I  1 ) ••*  ))10 


rs 


お 


「ぇぇ、！： かげでよ く 眠られました。」  :.  ひろ  t  .うみ J  2 

f た。 f 齡い 羰を搬 いて、 穿 f ? f で f た。 さぅ して 素 籠が 投げ £ して 

も、 f まぃと 獻はれる齡、_ぃ|の游の^^ちた。 

1; き «< pr ながら、 ぢっ とそ & の’ r 方を 見 2 1T ゐた "  c 

.nv が 組から M? ぎし、 1! 鍋の i に祇っ &、 i; 霞は 乾い 顏を して、 鹿の 片 腿— りな 

がら、 鉱と陬 ひがつ fe# 男に、  、  、 
r 二の齡 がき 氣に k ったら、 漂 V も VSI ってて か 好い」 と 云った。— しこ.，. 

S ゐた 影露 は、 この 齡 しい黯 を 賢せ しむべく、 そっと 葦 霞 男の 方へ‘ 味 f 


，み  うへ  はふ 


S 少 


s. u fc おく  み  ケれ  ち や- > ど  とき  さら  さかな  a し  かの ぢよ  あ ひ づ 

な is きを 送つ て 見せた。 が、 彼は 丁度 その 時、 盤の 魚に 箸を つけて 〇 たせ 〇 か、 彼女の 相 H に 


は氣 もつ かすに、 


あ r が 仁 


ご 


へんじ 


有難う ございます。 ではもう 二三 日、 御 厄介に なり ませう か」 と、 嬉し さうな 返事して しま 


つた 


辜* る 


さいは ご  1  ご  す さのを  ひるね  ひま  ふ fc: *1 こ ひびと  みや！ 3  で  か 

しかし 幸 ひ 午後になる と、 素 戔嗚が 晝寢を して ゐる 暇に、 二人の 戀人 は宮を 拔け 出て 彼の 獨 


f  O  ffms 

a 

V4  5 みぐ さ  、 ■> へ  ょこ fc し » ら fc l! ゆめ  あし a らし こを  か ほ  あ ふ  一 

好い 海草の 七に 橫は りながら、 暫くは 唯 夢の やうに、 葦原 醜男の 顏を 仰いで 〇 たが、 やがて 彼 
の膨を 1 ; き 離す と、  - 

v' tc-  ここ  おと 44  おいの 5> あぶな  -c fc しこと  お 

; 今夜 も 此處に 御 泊り なすつ ては、 あなたの 御 命が 危う ございます。 私の 事な ぞは御 かま ひな 
く、 一飯 も 早く 御— げ 下さい まし」 と、 心配 さう に 促し 立てた。 

しかし 葦原 醜男は 笑 ひながら、 _子 供の やうに m を’ 振つ て 見せた。 

こ こ  あ ひ！ H  ころ  ここ  ?  つもり 

「あなたが 此處に ゐる 間は、 殺されても 此處を 去らない 心算です。」 

おからに  主ん  こと  ひ 

「それでも あなたの 御體に 、萬 一の 事で も あつた 日には- —— J 


宠い六 ろ 素戔嗚 尊 


11 六 三 


二 六 四 


■でよ すぐ C も ^: と 一し よに、 この 島を 逃げて くれます 力 


すせ りひめ  ) 

須世理 M はためら つた 


〇 


きふ 


「さもなければ 秘 は 何ぎ まで も、 此處 にゐ る覺 悟を きめて ゐま す。 

載 ®? 能 1  力は もぅ ー ギ 他 I に槪女 を ftr- きょせ ょぅとした。 が、 彼* 女は 彼を 突きの ける と 急に 
m 乾の ±: から F を fe! して、 


15!  •じ 


j つ ^ い a あ ひ il  ^  P 


「 t: 3cf li か 听んで ゐます 」 と、 fM’ つかは しさうな # i を ttlf した。 さう して 础 嗟に 岩の 間を 若 U 
g ょ？ Vi! に、 截の於 へ ±3 つて 行つ た。 

齡 に ? ? た i il ii 力は、 まだ ^ 繫を潔 ベながら、 衝奮 f «L の 翁を 見送った。 と 彼女の 寢て 
ゐた船 P は、 啦矿槪 が S1 つたゃ うな、 ぎ r かもう  一 ^ 洛ち てゐた 


〇 


六 


その 妃， 貧 lr A? f を硭ら t 墘の P」 啡 ひがった、 もう； つの $! の 屯に ' t 醜男を 抛 


む ろ  なか  あし (i らし こを  はふ 


J ん 


室の 中は 阼日の 通り、 もう 暗黑が 擴が つて ゐた 。が、 断 一つ f 日と齡 つて-その 際： の ro 
此處には、まるで地の底に聪もれた無齡の *? 5? の尨 0,? ゃうに、齪黥ときらめく|がぁつた〇 

を 待つ てゐ た。 すると 間もなく 彼 s 周圍が 、’次 第に うす 明くなる につれ て、 その m2 の やう 1 f 

纪 きっぃたり、 漦 21 4"はったり、#る §: _にとぐろを卷ぃたり、數1ぱぃは賢£く％1 
き 合つ てゐ るので あつた。 

かれ  おも  こし  ?  つるぎつ か  て 


ふれ  お ^ ，へ : L さ lo るぎ つか  て  つるぎぬ  ところ  かれ C? き S ぅち 

彼は 思は す 腰に 下げた 劎 0; 柄に 手を かけた。 が、 たと ひ劎 を拔 いた 所が、 彼が 一匹 斬る 內に 


かれ  念 


ころ 


ちが 


びき  だ いじ や  かれ  か a 


は、 もぅ 一匹が 造作なく 彼は 卷き 殺す のに 勒ひな かつた。 いや、 取に  一 E2 の，^ g が、 g の 雛ヶ 
下から 覗き こむ と、 それより 更に 大きい  一 ES は § に 斯をからんだ «| 、ずるりと§にかり打っ 
て、 丁度 彼の 肩の 上へ、 縑 首を さしのべて ゐ るので あつた。 

室の 妒は 勿論 開かなかった。 のみなら すその iti は、 あの aT fil の il i: 1 が、 m な f 繫を溶 
ベながら、 ぢ つと 扉の 向う の容尹 に 51 を ま ボてゐ るら しかつた。 磬一,# は 紙 §柅 を i 


考い九 ろ棻戔 0 尊 


一六 五 


二 六 六 


春肢 


と  き A 仁 か  かまくび 

ろを 解く と、 一際 高く 饊首 


I がら、， は r ばかり 継 かせて—。 S ぎ & の 足 もとの 大蛇は. ‘徐に 山の や， いな q 

1: う. せん  ,  .^r 


をみ ^ 


おも t; ろ やま 


しめ r-* 


を% げて 、セに も_ と嫩 s 喉 へ昏 みつき！ なけは ひを 示し 出し 


た 


3 の 赫 t には、 たやうな y した。 漱は賊 CS 蜂が、 彼の まは りへ 
ちてぎ 8| 、影霞に *| った奶ざ ? て、舞航齡ふ *! が出來た〇して'見ればさっ 
が、 ■の 賢ぎ 魔して がつ た髌 にも、 祗じや 真# 特 S るか も 知 f ぬ。 7 
119 た漱 は, の i〒 ^ て, た 部を 辭し て、 三き ひらひらと 振り 廻して 見 


むら 


J  〇 


* し (S. らし こを  かほ  あ a 


よくあさす =5 

翌朝 素戔 I 


歡は 碧の te Jil s とりで、 蟹が # の纪— ぅな 昏 醜男と 顏を 合せた。 

「どぅ だな。 I： 夜は よく 眠られました かな？」 

「ええ、!； かげ •でよ く 眠られました ど  t 
雾麟は ip 鬆！ な 粗を 9 せて、 じろ りと, を 略み つけたが、 f 思つ たか— 

一 k ぎ r の ■な P & っ て、 


の 

中?、 海 i 
に は 

7L 

時 I ず 

葦 £ 膨 t 
原 f れ 

醜ヒ上 $ 七 

男を つ 
の て 
方？  ' 

へ 雪 5 
意 0 の 

地ち* や 

惡 2 う 
さ な 

5  m 


親し 

水上 

線 t 

沫 き 

を 

を 

投な 

一- ふ 
■■一に 

& 

人り 

た 

の 

〇 

ま 

が 

は 

> 

相 5 

へ 

手て 

漲 S 

は 

らき 

せ 

槪 .• 

rfw フ 

た 

と 

〇 

ど 

素: 

ん 

戔! 

な 

鳴? 

に 
商 5 

は 

そ 

い 

の 

f  f 


來て も' ®0 り 越え乘 り 越え 進んで ゐた。 

それが fl く  i く  m に、 一 ■観 力は 於 しづつ 素 蒼？ り 先へ ff たじ 素— は 私に 牙を^ 

しやく  かれ  お 


1- さ のを  さ 5 すす  だ 

より 先 

* ひて  公 2. fs A 


ど * t> 


す  1 r*  の %- ひ* v. 3* y ii .*' 

* 牙 ふ 

あ ひ ii 


ち 


ん で、 一尺で も 彼に 遲れま いとした。 しかし 相手は 大きな 波が、 二 三度 泡を 撒き散らす 間に 


走い 4 i ろ 素戔嗚 尊 


二 六 七 


およ  みづ  め  X  かくい 

r さぅ か。 それは よかつた。 では これから おれと 一し よに、 一 泳ぎ 水を 浴びる が 好い」 と 隔意 

こ S1 

なさ さ、 っな 聲を かけた。 

一 ^<は すぐに！ なつて、 f の ^! い 阱け於 の «1 を、 沖へ！： へと 泳ぎ 出した。 素 戔嗚は 高 天， 
の i_J ゐた m から、!? ぶ ものの ない： i ぎ 和で あつた。 が、 葦原 醜男は 彼に も增 して、 殆ど 海豚 
にも ^? らない I、 ¥ *v w *?: に： 一ぐ »r が ぼ k た. てた から 一 1 ルの み づらの 頭は、 黑白 r< 羽の _のや 
ぅこ、 齡の齡 ®i を 1tfc てた 岸から、 ^ る 見る內 に 隔たつ てし まつた。 


春 啜  二 六 八 

ぎ もな く 素 戔嗚を 拔 いてし まつた？ さ- フし て mi なる 波の 向" ふに、 何時の間にか 姿を 隱 してし ま 
つた。 

iir # こそ あの 男を ?si に 沈めて、 邪魔を 拂は うと 思つ たの だが、 一 J 
さう 田 1 ふと 素纪嗚 は、 愈愈 彼を 殺さない 內は 、腹が 癒ぇない やうな 心 もちに なつた。 

「 ¥< 生 1  ? ぁんな P し ^ i が、 駿 にで もぎれ てし まふが 炉ぃ。」 

しかし 程なく 葦原 醜男は、 彼 自身が まるで 鍔の やうに、 樂樂 とこ ちらへ 返つ て來 た" 

.  おねょ 

「もつ と 御 泳ぎになります か？」 

彼は% に 皆ら れな がら、 日頃に 變ら ない 微笑 つを、 ぎべ て、 遙に 素戔嗚 へ- 聲を かけた。 素ぎ 嗚は 

如何に 剛情を 張 つても、 この^! 泳' かう と 云 ふ氣 にはな れな かつた。 . • 

その 日の 午後 素戔嗚 は、 更に 葦原 醜男を つれて、 島の 西に 開いた 荒野へ、 狐 や k を 狩りに 行 
つた。 

吹 FS す a¥ に、 枯彰の 波を 靡かせて ゐた 。ぎ 戔 嗚は少 给默 然と、 さう デ ふ 景色を 見守つた 後： •弓 


に 矢を 番へな がら、 葦原 醜男を 振り返つ た。 

「風が あつて は 都合が 惡いが 、兎に角 •どちらの 矢が 鼠く！^: く か、 お前と 弓勢を 比べて 見よう ; ^ 一 
「ええ、 比べて 見 ませう 〇」 

葦駝 醜男は 弓矢を i? つても、 自信の あるら しい 街 子で あつた。 

「好い か？ 同時に 射る の だ ぞ。 」 

二人は 肩を 並べながら、 カー ぱい 弓を 引き絞つ て、 さう して 研 時に 妒 つて 離した。 矢は 波立 

2 の  うへ  もんじ  4  と  い  さき  い fr r; どひ 

つた 荒野の 上へ、 一文字に 遠く 飛んで 行つ た。 が、 どちらが 先へ 行つ たと もな く、 唯一度 日の 
光に きらり と 矢羽根が 光つ たぎ、 忽ち 風下の 空に 紛れて、 二 本と も 一し よに% えてし まつた V' 
「勝負が あつたか？」 

「いいえ。 - もう 一度 やつて 見 ませう か？」 

素 貧 嗚は 眉を ひそめながら、 苛立た さう に 頭を 振つ た。 

「何度 やつても 同じ 事 だ。 それよ. り 面倒で も 一走り、 おれの 矢を 探しに 行つ てく れい。 あれは 
高天原の 國 から 来た、 おれの 大事な 丹 塗の 矢 だ。」 

矛 v' 九る 素戔嗚 尊  二 六 九 


春 股  二 七 〇 

戴齡配ず は 一一 4 ひつ かつた 通り、 に 嘴る ^.- 野へ 飛び こんで firv つた。 すると 素 S 嗚は その後ぎ 
が、 節ぃ 霞に 歐れるゃ敌ゃ“にアげた雰狀から‘與く ^ 證と机とを此して’岩の下 

の 酵 1 <を搬 っ た。 

八 

のな ぃ體ぼ _^^に、霞と^ 1! ^^げ ^" めた。と郎時にそ©煙 0° 下から、安ゃ小篠の燒 
ける が、 けたたましく 耳を彈 き 出した。 

4 %こそ あの 敷 y 片 づけた ぞ 」  、 

記 觀は敲 & の ±1 に： ちっと 疆をっ きながら、 ■が 靈を溶 ベて t。 
r 證 11 & がった。 鐵 は 記し！ に 皆— がら、 靡 も 繼ぃ截 へ 舞ひゼ っ た。 が、 す 

、  と i あらし  ふ 4 

ぐに 沿112 ぎ かれて、 tl 4 と^ <の时 へ？ 洛ちて & つた。 それが— で 遠くからは、 嵐に 振 はれた 
1 iT の f の! 0{が 、しつきり なく こ ほれ 飛ぶ やぅ K 見ぇた。 

4 % 一— の繫龄 づけ—。.！  . 


素 菱嗚 はかう 心の中に、 もう 一度 滿足の 吐息を 拽ら すと、 何故か 云 ひやう のない 寂し さが か 
すかに 湧いて 來るや うな 心 もちが した。 …… 

その 0^ の 薄暮、 勝ち誇つ た 彼は 腕を ffl< んで 、宮の 門に 佇みながら、 まだ 煙の 迷つ てゐる 荒野 
の $齡めてゐた。すると鏨へ影|^が、0の餛の製たことを ^ かな|ぅに衝じ 
に% た。 彼女は ik 親の 喪を 弔 ふやう に、 何時の 間に まつ 白な 裳を 夕明りの 中に 引きずつ てゐ 
た。 

1 は その 姿を 見る と、 急に 彼女の 悲し さを 踏みに じりたい やうな 氣がし 出した。 

「ぁの 空を 見ろ。 葦原 醜男は 今時分 一 J 

杏ん  を  —  . 

「存じて 居ります。」 

l は 1 をが せて ゐたが 、亂 ひの 外は つきり と、 父親の 言葉を!！ つた。 

か.； 4 

「さう か？  では さぞ かし 悲しから うな？」 

「聽 しう ございます。 よしんば 御 父 樣が御 段くな りなす つても、 これ 程 悲しく ございます ま 


老い 九ろ 蔻戔嗚 尊  二 七 一 


春酲  こ j- 

1; 1 は也を寶へて、變 1: 艇の齡を齡みっけた。が、それ以上彼女を懲らす事は、どう云 
ふ もの か出来な かつた。 
r ■しければ、 勝手に 泣く が 好い。」 

漱は 紀 |: 艇に& を 1 けて、 鶴し くぽ阳 へは ひって r た。 さう して r ■をの 上 r な 

、免、'  し fc •y 

がら、 忌忌し 3 うに 舌を 打つ た。 

、  つ  くち  き  5  ところ， 

i M1 時 もの おれなら 口 も 利かす に、 打ちのめして やる 所な のた ガ . J  •? 

影 翼は 齡 のぎた 街 も、 P は、 i  くぎった ? 、 臀んだぎ |^ げてゐたが、ゃが 

.て P 愛れ ながら— へ M? r た。 

その，！^ 赋は， ，まで も、 臟 ^く *1 が1來なかつた。それは葦原醜男を殺した事が何と 

かれ  こころ そこ  どく  き 

なく 彼の 心の底へ m< を さした やうな 氣が する からで あつた。 

「おれは ^ V までに も あの ^ t ゲ術 $! 槪さ うと ® I つた かわからない。 しかし まだ 今夜の やうに 妙な 
氣 のした 事は ない の だが …… 」 

槪 はこん な 新を S なが も、， 1 ひ？ る_"の ±1 に、® となく 蘿 りを ?5 た。 Sr 


それでも 彼の 上へ、 容易に 下らう とはし なか 〇 た ひ 

その 間に 寂しい 曉は 早く も Bfi い^: の 向う に、 うすら 數い を ■げ 出した。 

九 

翌朝もぅ辦日の起で齡一ばぃに|ずてゐる飯でぁった、まだ％の纪りなぃ|^觀は齡しさ 
うに 眉を ひそめながら、 のそのそ 1吕の戶口へ出かけて#.| 〇 すると其處の陪段の上には、 .«? 0 
二、' い 事. 二、 葦原 赛 T  -  1  :\こ一しょ二 0: をか，て：一」、河事 1, "嬉し？1  ふ 口つーク〇た 
一 K も 素戔嗚 の戔 F 見る と、 i st l したら しい 轵 f じぁった、： が、 すぐに 一一嚴 颭 f ffll 巧 i 
活に 身を 起して、 一筋の 丹 塗 矢を さし 出しながら、 

「幸 ひ 矢 も！！^ つかりました L.0 と、 一一! つた。 

素戔嗚はまだ驚きが止まなかつた。しかしその中にも何となく、|一事な若氣の顏をだるのが、 
悅ば しい やうな 心 もち もした。 

十-： 

一ょ く 怪我を しな かつた な？」 

、 X 

考い t: ろ 菜戔 _ 尊  ご 七三 


春 頤 


11 七 四 

「ぇぇ。 ^ く獬縱腑かゎました。ぁの虹妒が||ぇて妒たのは、丁度私がこの丹塗矢を拾ひ卜げ 


9 


、  L $' く少 ti ラ  しや-っけん めい 11 

た p#l だった のです。 fi? は & の f をく ぐりながら、 兎 も 贫火 のっかなぃ 方へ 一生 #- 命に 逃げて 

^  一  3  ヒ うてい  Ll b jb' ^ あ ふ  ひ  は 'V ►  ^  7^  :  j  _ 


み  ところ fc うてい にむ かぜ  ほ  t  t へ  4、 Ml 二  >  I  w  t 

矿 きました が、、！  くら あせつ て 見た所が、 到底 西風に 煽られる 火よりも 早くは 走れ ませ 


ん。 

あしはらし こを 


， 〆 i M u 今  、  おやこ  か 3. びせ、 フ  おく 

一 if 酿 f はちょ いと 雷 1 つて、 淤の箭 に亂き Av つて ゐる 親子の 顔へ 微笑を 送つ た。 
r そこでもう 遊は 皆 け &£勸 ひない と、 ■を S た 時でした。 走つ て tE にどう した 

Bti でした が、 _ の 囊がぎ を T になる と、 攀 駿まで ^| 、なりました。見ると私のまはり 
には、 術 百 H? とも奶 れなぃ 靈 が、 ±1 の献 もだぇな & ひし 办卷っ て t のです …… 」 

「まあ、 gfs SI でょ ろしう ございました。 それが 媛で でも ございましたら . 」 

赛觀 の， 眼の P は、 威餐 "とが P の赖 t 夢に 齪ぃ たゃう でぁった。 

「いや、 gfs ml でも ^ ^ にはな りません。 この 丹 m. 矢に 财根 のない のは その 時み んな食 はれ ブ 
のです。 V S: M せと 虹ず は峨 *! も*  く、 ^ 5 の 外を 燒き 通って しま ひました。」 


素戔嗚 はこの 話を 聞いて ゐる內 に、 だんだん 又 この 幸運な 若者を 僧む 心が 動いて% た。 のみ 

どころ 4J も  いじ や •フ  もぐて 3r i  うち  む かし  ざ せ ン  尝 

ならす、 一度 殺さう と 思つ た 以上、 どうしても その 目的を 遂げない 中は、 昔から 挫折した 覺ぇ 

いりよ く  ほ こ t んみく 

ない 意力の 誇りが 滿 足しな かつた。 

うん  よ  うん  い  いつ ! 6* ぜむ  か 1 

「さう か。 それは 運が 好かつ たな。 が、 運と 云 ふ ものは、 何時 風向きが 變る かわからない もの 


だ 


〇 


::が 、そんな 事は どぅで も 好い。 兎に角 命が 助つ たのなら、 おれと 一し よに こちり へ 來 
て、 頭の 虱を とつて くれい。」 

震 影 al 船とは、 吳なく 齡の i にっぃて、 g ひ 日の 科の さし こんで ゐる 、藤 ぼ の 

しろ  f » り 

白い 唯を くぐつた。 


す さ のを ひろ t 


なか  ふ 5t げん 


S 


むす  かみ 


む ざ.？ 


素戔 嗚は廣 間の まん 中に、 不機嫌ら しい 大あ ぐらを 組む と、 みづら に 結んだ 蝥を解 いて 無 造 


3 か  •フへ  t  すが  ぁし  いろ  かみ  ほ とん *' は & が 

作に 床の 上に 垂らした 。素 枯れた 蘆の 色を した 髪は、 殆ど 川の やぅに 長 かつた。 


しらみ 


て ご 一 I 


〇 


「おれの 虱は ちと 手 强いぞ 

かう 5" ふ i の, を f  i しながら、 力は S ■をす て‘ つけ らう 
とした0が.势の物に_ゐるのは、？|，妒の，_黯、主_しぃ、穸な屋ば 


老いれ る累戔 IIS 尊 


二 七 五 


か 句で あつた。 

?丁 

ず It 能が はためら つた。 すると 雛に ゐ た ®*1' 世理姬 が、 何時の 間に 忍ばせて 持つて 來たか 一握 
りの 撒の ik と郝 ±? とを そつと 槪のデ へ游 した。 槪は そこで r ゲ # らして、 その 檢の實 を 嚙みつ 

ぁかつち  くち ふく  むか で  一  /-N  \  、f1)} ^ / t:t V* J ?- T  ノ ^i 

.ふしながら、 赤土 も 一し ょに 口へ 含んで、 さも 百足を とつて ゐる らしく  床の j へ 吐き出し fe 
めた。 

その RI に 露 ■は、！^ 賢なかつた 臨れ が^ 3 て、！！ 册ら si BEl p は ひつた。 

. 敲 1! " の 匪を 紀 はれた 1I IS は、 ^ ぎれ たぎ齡 を & んで 、艇 しぃ OJt 銳を 登つて ゐ 

f  —  fff0s0%p 

く ^ 1 T それ 自身で あつた。 

「おれに 嫩の顆 が あるか？ おれは 齡ぎょ りも强 かつた。 が、 强 かつた 事は 罪では な- V、 罪は 

1 r. ■にぁる。 翳“ を i ぃ、 ■な、 _ しく もなぃ 攀 にぁる。 L 


かれ 


彼は かう 憤りな がち、 奮く 苦しい 於み を 觀けて 〔灯つた。 と、 齡をま ゲた 、■の f の やうな At 
岩の 上に、 六つの 鈴の ついて ゐ る、 in 輕 i: が一 fs のせて あつた、 街は その 乳の 献 に 沿を とめる 

と、 f ぎく  i, へ rf r た。 i 龄ぇ歡 つた職 S に、 あり f と S ぃ祖を ■した。 が、 

それは 彼の 顔では なく、 が術 £さ うとした ^ ^ II 力の齡 であつた。 . さ、 fc ふと、 

急に 夢が さめた。 

紙は 知— rr て、 P の# を IJ した。 獻 F は 11 " p、 5 らら かに さし— 
て r と‘ の P 慰は 三つに ずて ^ 辦濟街りつけてあつた。 

一 卑怯 ものめ！」 

础 嗟に 一切 悟つた 彼は、 綾 f の 暇 S びを 齡し ながら、 加 v はぃ p. r た。 すると gK 
の 屋根には、 歡 ょりも® ^ まじい！ l r fef つた。 それは Mi を摇 りつけ た、 三 被の， 三 被と も  一 p#" 
に L しげ 飛ん た 響で あつた。 しかし 素 a . は 耳に も かけす、 ま 〇 右手を さし #0 ベて ^ r い ^? の 配 
兒弓 S つた。 それから 8 を E #° ベて、, i: 零の 雛を ぎた。 _ に 還 V ^ A" れ 


し tt . b くる 


老い 欠ろ 素 戔嗚尊 


一七 七 


て、 うんと 一 飲に f ち#?、 三 11  epw き？ ながら、 雲の •の S ろ ゃうに、 傲然と 宮 
の n? へ搖 るぎ 出した。 

^ i4 a す^^  り i' 

歆 のまは りの徽 の 術 心、 嫩 の II 日と に 驗り ど ょんだ。 そ S 梢に 巢 食った 栗鼠 も： はら ばらと 
神 穿 ^ ちる ®? でぁった。 齡は その ^ < の *'* の 間を、 嵐の^" うに 通り 拔 けた。  ， 

やりながら、— め齡 した。 齡は il& の 恥う に、 溢 さへ かすかに 蒼 ませて ゐ た。 そ 
の §の歡 なった 的には、‘ ぇの ぁる _^ i? 、 _へ 卿へ と f 修 った。 

記 贫麟 は讓 をっ いたな り、 ぢっ とこの ^ _を_ いだ。 銜は漱 を_ 4^ うに、 小さい 筵 帆 
を 越ら せながら、 St' 輕と齡 を 酽り密 ぇて 伊った 。のみならず 纖には 葦 i^ 醜男、 艫には 須世 理姬 

f  ノ  よ 5 すて  みことで S 0 

の 齋 つて ゐる家 子 も 手に とる やうに 見る 事が 出來た 
ぎぎ PI? は ^ I の ®! す 一^に、 しづ しづと 天の iiL 敬 f を #, へた。 ^, は 見る見る 引き絞られ 鏃は目 
の Tfe の觀が 射に 祇 った。 が、 は  一 S:. 字に 妒 たれ*^ 儘、 蘇 1^ に 弦を 離れなかった。 その 內に何 
r« の ぎ1は‘繫に航たものが祺びばした。¥务1/似た、——しかし其處には同時に又淚 


に 似た もの もなぃで はな かつ 4。 槪 は 一 歐\备 ゃかせた % 1 if 如に 中 ?- * り！ 2 した j それ か 

t  こら  か ^  た. 3  お ほ  わら  /. プ \J i な  ゞ 

ら - さも 堪へ 兼ねた やぅに" 瀑 ょりも 火き い 笑ひ聲 を 故つ た。 

2: へ  ことほ 


「おれは お前たち を 祝ぐ ぞ！  | 


J 


索 戔嗚は 高い 切り岸の ±1 から、 逾 かに 2 人を さし 殿いだ 

ni  .  よ ぢか <b  5 -L な  ち. » !  みが 

一 あれょり ももつ と 手 力を 養へ，) おれょり ももつ と 智慧を 磨け。 おれょり ももつ と 


9 


•し 


す さ の ^ 


: v f* Jch  のち  そこぢから  こ 5 こ >2  つつ 

素 戔嗚 はちょ いとた めら つた 後、 底力の ある 聲に 祝ぎ 貧け た 0 


ころ！  こふ S つづ 


し あは 


.おれより ももつ と 仕 合せに なれ 


ぎ； P は 船と 飛に、 震の' セへ 1 F ? た。 卜？ 厂 f  f 


の 時 わが 素戔嗚 は、 大日 霎 貴と 爭 つた ホよ 


悠たる 威厳に 充ち滿 ちて ゐ た。 


矛い 4 i ろ 素戔嗚 尊 


一一 七 九 


春 


八 

〇 


b 


が 


散 

文 

詩 


春 蹈 


二 八 二 


秋 


^<縱に慰を,がぅとしたら、聚がも、 2 一っしかなかった。 #; 取の底には炭の粉の中に、何か 


夜 


すみ 


すみと 〇  そ- 


す み  こ  な か 


SU 


I 


こ  之  ひそ  どこ  やま  き  こ 

木の葉が 乾 反つ てゐ る。 何處の 山から 來た 木の葉 か？ 


け ふ  •ゆ ふかん  で  5 

.•今日の 夕刊に 出て 〇 たのでは， 木 


そ 


た け  はつゆき  れいねん  は や 

曾の おん 岳の 初雪 も 例年より ずつ と 早 力つ たらしい 


やす 


■お父さん、 お休みなさい 0 」 

■fii ぃ議 e ai J:i には P 懲の ■が is、 1 1の影厭ぃてゐる。「ゎれ1とることを, 

し じん  なげ  こんや  ち や  の  > 

—— これは この 詩人の 歎き ばかりでは ない。 今夜 も ひとり 茶を 飮 んでゐ ると しみ 


しとな す- — 

じみと 心に * みる ものは やはり 同じ 寂し さで ある 
「貞 や、 もぅ 表を しめて おしま ひなさい 0 」 


〇 


j の の f きかけ の 湯の みは 十 年 前に 買つ たもので ある。 「、でれ 筆と る ことを 憂し となす」 


„ さう 云 ふ 歎きを 知つ たのは 爾來 何年の 後で ぁらう。 湯の みには とうに 嫩が A1 つて ゐ る。 歡 
も 亦す つかり 冷ぇて しまつた。 

「奥樣 、湯たん ほを 御 入れになります か？」 

すると㊣ か 編の f から、 ■ぃ i， g ち齡つてゐる。 视かと 5? て|< ? かけると、さつ 
きの 木の 叢が 煙る のでぁつた。 何處の 山から 來た於 の 葉 か - - この 蛾 ゲ歡 いだ だけで も、 慰 

It ぃだ 議 の一 う & 影 の监が ^ —うでぁる。 

ひ..  4.  て ； •  .  *  , 

「そちらに お 火は ございます か？  わたし も おさきへ 船 ませて 胤ぎ ますが .0 

椎 の' 木 

■のがの P 梁い ぃ 。齡 ゃ槪 は どんな 組に も？ ぃ繫 K して—。 その. 1 を 齡 つ 4 某 
も 鋼鐵の やうに ポつ てゐ る。 この！^ は II 獻も齡 す ことは J-C ぎい。 たまたま 避に 嫩ら れれば 
一度 に羯 色の 1 sill。 さう して j y しい f ひ g を— げ る。 

I 

しかし撇'木は齧ではなぃ。|忍ぎも概ぶりにも撕ぎ,ぃた配€る。霧と爵 
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る 


樟备 

の 

V  — 

し 

の 

木き 

鬩 S 
ぎ 

靜 

の 

合 ぁ 

れ 

ふ 

ひ 

--た 

よ 

に 

士し 

ぎ 

荒! 

人 ミ 

は 

荒! 

に 

推と 

し 

も 

の 

い 

恥は 

木き 

力》 

ち 

の 

をら 

な 

知し 

誇? 

い 

春 

m 


ら るつ 
な だつ 
いけ ま 
氣 ，で し 
輕 f あさ 
さ るが 
で  ° あ 
あ 同 f る 
ら 時-じ0 
う に 攤 t 
0 又 4 の 
椎 S 椎 と 木5 
ののは 
木5 木 $ こ 
ははの 
〇 
〇 


も 優 
つ柔？ 
と で 
憂 Y も 
鬱 4 な 
で い 

あ  0 
る 小 こ 

° 春? 
そ 日1 ^ 
の と 
代 S 戲5 
り れ〃 


し 

さ 

を 

知し 

ら 

な 

い 

0 

P 隹 5 

冬う: 


四 


ち やくじつ 

もつ と着實 である 


〇 


齡 のがは このつつ まし さの 齡に齡 獻の齡 しみを 听ぶ ので ぁらぅ。 xi この ®, 鬱な影 の 爲に 我我 

ふ ci ,、  、 t し  しひき  な つ こだち 

の^: 賢を 晚め るので あらう。 「まづ たのむ 椎の木 も あり 夏木立」 1 


，うう つ  かげ  fcb  h れわ n 


泠 せ， * r ょねん 念 へ  、 -b I'J- 

芭蕉は 二百 餘年 前に も 枨 


き 


〇 


.?  え  G (i 


しづ 


そび 


のボ の氣 質を 知つ てゐ たので ある 

齡 の， 木の 蒙 i いい。 街に だ i に I 箭 力の 梁、 k を f ながら、 静かに 磬ぇて 

ゐる 酵靈に ：ヂ 1 '?|。 黑しい Br- ^ 轰おも ？の_の野いぎゃぅに篇とし 

かも 厭 K に— 1 って ゐ たのに S ひない。 その 対 い齡ゃ S には 影の 痕 を？—。 ……… 
なほ 5 i #" につけ M へたい のは、 齡齡の 配 赶は松 のがの やぅに 椎の 木を も紳と 崇めた ことで ••* 


この 水 淺黃の 帷子は わたしの 祖父の 着た 物で ある。 祖父は お 撕の お射^ Vj であつ た。 わたし 
は irfe えて ゐな い。 しかし そ ^ ^ 街に 廊 を I へる 齡 i をが れば、 ii c I- の m 敝をぎ 
た、 何處か 一徹ら しい 彩 人で ある。 _-は1歉 を 祗 んでゐ たらしい。 滥に茁 い デ 檻への 牝には 
こんな 句 も 幾つか 書きと めて ある。 —— 「脇差 も老 には 重き im みかな」 

(おや。 何 か 映つ てゐ る！ ぅつす り 日の さ、 した 西 窓の 障子に。) 

こもん  をん た ti おり  はは  き  もの  ぽ つ 

その 小紋の 女 羽織は わたしの 母が 着た 物で ある。 母 もとぅ に 残して しまつた 。が、 わたし ij: 
母と 一し ょに 汽車 1: 乘つた 事を 覺 えて ゐ る。 その 時の 羽織は この 小紋 か、 それとも あの 縞の紀 
召し か？ —— 兎に角 母は 窓を 後ろに きちり と贤を mi ねた 儘、 V さい 煙 1011 を 银 へて ゐ，； r 親 职わ 
たしの 顔を 見て は、 何も 云は ずに ほほ 笑みながら。 

(何かと 思へ ば： P の 枝 か、 今年 生えた 竹の 枝 か 〇) 

この 白 茶の 博 多の 帶は幼 いわた しが 締めた 物で ある 〇わた しは. 脾皆い 爾だ つた。 一時に% 


春© 


二八 六 


へ 5, J レ  み 二く  どう ぢよ  い  ぎ もん  こ， U 

ぅにな つた か？. 破.® の わたしの 眼から 見れば、 ^ • ろ 醜ぃ その 童女を。 さぅ 云 ふ 疑問に 答 へら 
れるも 9は，ぁ一_の擎一けでぁらぅ。ゎたしは氯.き雰ぎひ出の匂を知备か句でぁ 


ど、 r ぢょ 


る- 


一ー ゴ  え r- b  しや a かい  か ぜ ^ 丨 

(けの « は 吹かれて ゐる e , 婆 婆界の 風に 吹 力れ てゐ る) 


線 


香 


わたしは 偶然 垂れ 布を 掲げた 
淤に 齡慰つた六那ぎ或午後。 
八 把 ®: i 妓ぽの 成 部 M 


G 


X! 

翁 - 


ft  - : し  レ  50  く  レ S  达 VX ぢ よ  ひと # びやくえ ”やイ，ひぢ 

L 疏を 觀 げた 1 M" 3 的 に. は 九き い L の圓 春 に、 美しい 支渺の 少女が 一人、 白衣の 兩ルを 


め i  おも 


もたせて ゐた。  ：  . : 

わヒ しょ を If^ ぢ ながら、 L と 姐り 愛れ * § を 下さぅ とした こが'  ふと 妙に 田 心つ た 事には 


«• ぅぢよ  もくねん  すわ  あ fc l .0 ち  か  そん Jr t* ? ^ ? 、 » 

少女は 默 然と 坐つ たなり、 頭の 位置 さへ も變 へよぅと しない 〇いや 、わたしの 存在に も 全然 m* 


よ ぅ す 


のつ かぬ 容子で ある 


〇 


せう ぢよ  め  そそ 


せ うぢよ  いぐ わい 


，： 1  Jp  iv  4  -Jv -r ま、 次  fc 

わたしは 少女に 目を 注い ^ 。 すると 少女は 意外に も 幽かに 眶を とざして ゐ る。 Aq- は 十五 か卄 


まぶ fc 


1 

/: T 


•  びやくえ L- n ダィヤモンド  み づみづ  ひか 〇  文 な 

な 白衣の 胸には 金剛石の ブロ ォチが 一つ、 水 4 しい 光を 故つ てみ る 


〇 


せう ぢよ  めい  うしな 


せ、 > ぢよ  は な 


J •' —  1  Jy  V ひ  ど •>  れん > ヤぅろ  せ  t 

沙女は 取を 失つ 尸ので あらぅ 力？ いや、 少女の 鼻の さきには、 小さい 銅 S 蓮華の 昏爐に 亂 
歡が一 ■つて ゐる 。その 一対 G_eiv で ち # S る i ザた よたよ しさ、 I ?1 は ip 


を m ぢたな り、 線香の 薰りを 嗅いで 〇 るので ある。 

わたしは 足 *? を 寧 t ながら、 _ 和の m へ 射み 妒 つた 〇対対 は それでも.” ちろ ぎ々 しない。 W 
きい黑擅の圓卓は了 11 ¥ ?妒つた姑のやぅに、ひつそぃノと％妃を呶して * : 1> .|、郜挝、 #? _ 
石の ブ P ォチ - 何一つ 動いて ゐる ものは ない。 その 4V に 春 #! # f だけは  一 1« の^ <を ともし r: 3t-l 

け LT I) うご 

に、 ちらちらと ® を 動かして ゐ る。 
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春醱  二八 八 

1  ハ M はこの  一® の 香に！ i 隊を i r てゐ るので あらう か？ いや、 更に 氣を つけて 見る と、 少 
M の 霞に 船 r しゐ るのは さう 5" ふ献 r いた 歡 情 f はない。 鼻翼 ぼ 絕えず 震へ てゐ る。 唇 も 時時 
ひき, るら しい。 その‘ ±i ほのか 一一 靜脈の it いた、 華奢な is 顧の あたりには 薄い 汗 さへ も f つて 


ゐ る。 


とっさ  はっけん  かほ  みなぎかん t やぅ なに 

わたしは 咄嗟に 發見 した。 この 顔に 漲る 感情の 何 かを. 


めう  うすぐも 


ぐ r) つ ある あさ 


〇 


妙に 薄 曇つ た 六. 月， の 或 朝 
八 大胡 に の妓院 の 成 部屋。 

わたしは その後、 幸， か不教 か、 この美し い 少女の 顏 程、 

か 乏  あ 

しい 顔に 遇つ たことは ない。 


び やうて き せいよく  や 

病的な 性慾に m まされた、 いたいた 


日本の 聖母 


f .i 一 Oj  も，、 ぁまく さ  •, み  せいぼ じ ゆ fc い  ぁぶら S. つく  ,  ^  、 ^ } 

山 FH 右 ix 門 作は 天草 0) 海べ に 聖母 受胎の 油 畫を 作つ たす ると その 夜 聖母-まりや」 は 夢の 
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